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このたびは、AtermIR（エータームアイアール）450シリーズをお買い上げいただきましてあ

りがとうございます。

AtermIR450シリーズは、アナログポートとデータポートを搭載したISDNターミナルアダプ

タ（以下TA）に、HUB（ハブ）とルータ機能を搭載した新しいタイプのマルチユースTAです。

本書では、AtermIR450シリーズの設定からより便利に使用していただくための説明をしてい

ます。初めての方は、設置のしかたから、INSネット64や通信機器との接続、設定のしかたま

でを説明している導入マニュアルをお読みください。

はじめに
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1 らくらくユーティリティ

1-1 らくらくユーティリティとは

1-2 Windows98/Windows95/Windows NT4.0での設定

1-3 Macintoshでの設定

Atermの多彩なTA機能とアナログ機能の設定や、日頃役に立つ情報確認

の方法を説明しています。

Windows®98はMicrosoft® Windows®98 operating system の略です。
Windows®95はMicrosoft® Windows®95 operating system の略です。
Windows NT®4.0はMicrosoft® Windows NT® operating system version4.0の略です。
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1-1 らくらくユーティリティとは

らくらくユーティリティとは、Atermの多彩な機能を、パソコン画面から、設定や確認ができ

る便利なツールです。パソコンの画面上から簡単な操作によりアナログ機能、TA機能を設定

することが出来ます。また、各種アドレスや機能設定が行なえます。

1-2 Windows98/Windows95/Windows NT4.0での設定 参照�次ページ

1-3 Macintoshでの設定 参照�25ページ

パソコンのOSごとの設定方法

Windows98/Windows95/Windows NT4.0版

起動画面例

Macintosh版　起動画面例

※らくらくユーティリティのインストールは、導入マニュアルのそれぞれのOSの「CD-ROM

の使い方」を参照して行ってください。

らくらくユーティリティは、お使いのパソコンのOSにより、2種類のらくらくユーティリ

ティがあります。

以下に該当する、OSごとの設定方法を参照してください。

らくらくユーティリティでは、ルータ機能の設定はできません。ルータ機能

の設定は「2 WWWブラウザを利用した設定」を参照しておこなってくだ

さい。
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1-2 Windows98/Windows95/Windows NT4.0
での設定

Windows98/Windows95/Windows NT4.0でのらくらくユーティリティの説明をします。

らくらくユーティリティを利用するには、Atermのシリアルポートとパソコンを RS232C

ケーブルで接続します。

※10BASE-TポートやUSBポートの場合は、らくらくユーティリティは利用できません。

らくらくユーティリティの起動のしかた...

1 タスクバーの  スタート  →［プログラム］→［AtermIR450ユーティリティ］

→［IR450らくらくユーティリティ］の順に選択します。

2 ユーティリティが起動し、［IR450らくらくユーティリティ］画面が表示され

ます。

設定する機能を選択し、設定します。

※この画面の説明および各種設定は5ページ以降を参照してください。

らくらくユーティリティを起動するには、次の操作を行います。

起動する前に必ず、AtermとパソコンをRS232Cケーブルで接続してください。

手順
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1-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0での設定

他の通信ソフトが通信ポートを使用したままの状態でらくらくユーティリティを起動

すると、  次のようなエラーメッセージが表示されます。

  OK  ボタンを押して、メッセージに従い接続ケーブルの確認をします。または、同じ

COMポートを使用している他の通信ソフトを終了させてから、再度、らくらくユー

ティリティを起動してください。

  OK  ボタンをクリックすることにより、らくらくユーティリティが終了します。

設定が終了したら  OK  ボタンをクリックして登録します。

※ユーティリティ終了時に  OK  ボタンをクリックすることにより、次のような画

面が表示され、Atermのフラッシュメモリに書き込まれます。これでAtermの電

源を切っても設定値は消えません。

●終了のしかた

●エラーメッセージが表示される
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1-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0での設定

［各種情報］欄 ［設定画面／機能］欄

［IR450らくらくユーティリティ］画面説明...

らくらくユーティリティを起動したときに、次のような画面が最初に表示されます。

らくらくユーティリティの最初の画面は、Atermの各種の情報を表示する欄と、アナログポー

トやデータポートを設定する欄から構成されています。

画面より設定したいボタンをクリックします。

各ボタンをクリックすると、それぞれの詳細な設定ができます。

次ページより、この画面の概要を説明します。
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1-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0での設定

［各種情報］欄

①Atermが接続されているポートを表示します。

②   更新  ボタン ：各種情報を更新します。

③   高度な情報  ボタン ：信号線の状態や着信判定要因など、より詳しい情報を表示します。
参照�次ページ

④ 直前通信料金 ：直前に使用したデータポートの通信料金を円で表示します。

⑤   累積クリア  ボタン ：累積料金をクリアします。全ポートの累積料金が0円に戻ります。

⑥ 累積料金 ：ポート毎に使用した通信（通話）料金の累積を円で表示します。

ポート毎に最大9,999,999円まで累積を行います（これを超えた場合

でも9,999,999円のままです）。

※データの累積料金には、ルータ機能による通信料金も累積されます。

※累積料金は、電源OFFにすると内容は消去されます。

⑦ 最新着信番号 ：最新のAtermに着信した宛先番号／サブアドレス、発信番号／サブア

ドレスを表示します。

「着信番号」とは着信したAterm側の電話番号で、「相手番号」とは発

信側の電話番号です。この最新着信番号表示は、着信できなかった場

合でもかかってきた番号を表示しますので、INSネット64から本当に

着信があったかどうかを確認することができます。

⑧ 最新発信番号 ：Atermの各ポートが最後に発信した相手番号と相手サブアドレスを

表示します。

①
②
③

④
⑥

⑦

⑧

●［各種情報］欄説明

⑤

この画面では、Atermの通話料金や発着信に関する情報が表示されます。
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1-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0での設定

ここでは信号線の状態や、回線の切断理由など、より詳しい情報が参照できます。

①   更新  ボタン ：最新の情報を表示します。

② 切断理由・生成源 ：前回のデータポートでの通信の切断理由と生成源を表示します。

③ レイヤ ：INSネット64回線のレイヤ1の同期、およびレイヤ2のリンクがとれてい

るかを表示します。

いずれも正常の場合は緑色に点灯し、異常の場合は点灯しません。（灰色

表示になります）

④ パソコン信号線 ：パソコン側通信ポートの信号線の状態を表示します。

各信号線がON状態の場合は緑色に点灯し、OFF状態の場合は点灯しませ

ん。（灰色表示になります）

⑤ 着信判定要因 ：「着信判定要因」には、着信できなかった場合にAtermから INSネット64
に対して送信した切断理由を表示します。（表示される内容は上記「切断理

由」と同じです）

また、その下には、ポート毎に着信できなかった場合の要因コードを表示

します。これにより、着信できなかった原因を判別することが可能です。

参照�「10-6 切断理由表示・診断情報表示・生成源表示一覧」308ページ

高度な情報

ボタン：

クリックすると右

の画面が表示さ

れます。

①

②

③

④

⑤
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1-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0での設定

①

②

③

⑤

⑥

④

●［設定画面／機能］欄説明

①  アナログポート  ボタン ：アナログポートの設定画面を表示します。

②  データポート  ボタン ：データポートの設定画面を表示します。

③  電話帳  ボタン ：［電話帳］画面を表示します。

④  番号テーブル  ボタン ：［電話番号テーブル］画面を表示します。

⑤  初期化  ボタン ：Atermを初期化します。初期化を実行すると、電話帳（短縮ダイヤ

ル）、自己アドレス／サブアドレス、累積通信料金、着信転送アドレ

スを除くすべての設定が初期状態に戻ります。

⑥  バージョン  ボタン ：ユーティリティのバージョン情報、Atermのファームウェア情報を

表示します。

［設定画面／機能］欄

右側の各ボタンにより、アナログポート、データポートの詳細な設定を行います。
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1-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0での設定

②発信者番号通知 ：INSネット64の発信者番号通知サービスとAtermの発信者番号通知設定

を組み合わせることで、発信者番号を通知する／しないを選択することが

できます。

参照�「5-3 発信者番号通知サービスの利用」145ページ

通知番号欄には、［電話番号テーブル］画面で設定した番号が表示されます。

③接続機器 ：アナログポートに接続する機器を設定します。

電話機を接続する場合は「電話機」を選択し、G2/G3FAXやファクス付き

電話機、モデムを接続する場合は「FAX/モデム」を選択してください。な

にも接続しない場合は必ず「使用しない」を選択します。

③

⑥

②

⑤

⑦
⑧

⑨

④

①アナログポート

ボタン：

クリックすると右

の画面が表示さ

れます。

アナログポートの設定...

ここでは、A、B、C各ポートに特有の機能設定を行います。

基本的にすべてのポートで同様の設定項目がありますが、一部機能は

Aポートのみが対象になっていて、ポートによっては設定できない場

合があります。

Aポートを例に説明します。

①着信番号 ：ポートに着信する電話番号が表示されます。

設定は、 番号設定  ボタンをクリックして表示された［電話番号テーブル］

画面でおこないます。

参照�11ページ

アナログポートの設定 - A、B、C各ポート個別の機能設定Aポート�
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1-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0での設定

④キャッチホン ：フレックスホンの INSキャッチホンやAtermによる疑似キャッチホン

機能の利用する／しないを選択します。

参照�導入マニュアル「4-2-3 電話機を使う」

「INSキャッチホンを使う ...」146ページ

⑤受話音量 ：アナログポートに接続した電話機や FAXの受話音量を設定します。

「小」「中」「大」の中から選択してください。（ただしB、Cポートは「中」

「大」のみ）

⑥情報通知サービス ：INSナンバー・ディスプレイを使用する／しないを選択します。
参照�「5-6 INSナンバー・ディスプレイの利用」152ページ

⑦停電時着信 ：停電時に着信する／しないを選択します。

停電時にはアナログAポートのみ使用することができ、Bポート、Cポー

トは使用できません。

⑧停電時の動作 ：停電動作時の呼び出し音を設定します。

「ブザー」を選択すると停電動作時には節電のため、着信時にはAterm
内のブザーが鳴ります。

⑨  高度な設定  ボタン ：通常は特に変更する必要のない、より高度な設定を行う画面を表示し

ます。

参照�13ページ

（Aポートのみ）

（Aポートのみ）

（Aポートのみ）

i・ナンバー使用時の発信者番号通知設定について

●発信者番号を通知する場合

①番号テーブルまたは、番号設定をクリックして各i・ナンバー情報に対

応する電話番号を必ず登録してください。

②発信者番号通知の設定を「行う」または、「INSネット64の申込通り」

にチェックしてください。

●発信者番号を通知しない場合

相手番号をダイヤルする前に「184」とダイヤルしてください。

※発信者番号通知の設定は「行わない」にしないでください。
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1-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0での設定

各アナログポート、データポートの電話番号を設定、契約者回線番号

のグローバル着信の有無を設定します。

① i・ナンバー ：INSネット64の i・ナンバーを使用する／しないを選択します。

ここでの選択により、テーブル部分が切り替わります。

②電話番号 ：INSネット64のダイヤルインサービスを使用する場合に、契約者回線番号

または追加したダイヤルイン番号を設定します。

電話番号を設定することにより、着信時に着信アドレスと自己アドレスを

照合し、自分宛以外の着信は通信状態にしないようにします。

③グローバル着信 ：INSネット64のグローバル着信を利用する場合に、そのポートでグローバ

ル着信する／しないを選択します。

グローバル着信する場合はチェックし、しない場合はチェックしないでく

ださい。

電話番号テーブル

番号設定

ボタン：

クリックすると右

の画面が表示さ

れます。

i・ナンバー未使用時

②

①

③

［電話番号テーブル］画面は［IR450らくらくユーティリティ］画面（メイン画

面）の  番号テーブル  ボタンでも同じように表示されます。
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1-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0での設定

i・ナンバー使用時、i・ナンバー情報（電話番号）の設定、各アナログ

ポート、データポートの発着信時の i・ナンバー情報の選択をします。

① i・ナンバー ：INSネット64の i・ナンバーを使用する／しないを選択します。

ここでの選択により、テーブル部分が切り替わります。

② 電話番号 ：各 i・ナンバー情報の電話番号を登録します。

③ 着信するポート ：ポート毎に着信させる i・ナンバー情報を選択します。

④ 発信するポート ：発信したときに、相手に通知する i・ナンバー情報をポート毎に選択します。

⑤ 機能ボタン ：各種機能を実行するボタンです。

・着信するポートの：全アナログポートにすべてのi・ナンバー情報が着信するようになります。

・着信するポートの：着信 i・ナンバー情報の選択をすべてクリアします。

・発信するポートの：全ポートの発信 i・ナンバー情報として、i・ナンバー情報1を選択します。

・発信するポートの：全ポートの発信 i・ナンバー情報として、i・ナンバー情報2を選択します。

電話番号テーブル

④
③

i・ナンバー使用時

①

②

⑤

全ON  ボタン

全OFF  ボタン

1 ON  ボタン

2 ON  ボタン
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1-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0での設定

各アナログポートの機能で、各アナログポートに特有の機能のうち、

通常は特に変更する必要のない高度な設定を行います。

①サブアドレス ：i・ナンバーやダイヤルインサービスを使用しないで、自分宛以外の着信を

したくないときに自己サブアドレスを設定します。

着信時に着信サブアドレスと自己サブアドレスを照合して通信する／しな

いを判断します。

参照�「サブアドレス付きの着信 ...」143ページ

②サブアドレスなし ：サブアドレスなし着信をする／しないを選択します。

サブアドレスなし着信選択機能を使用することで、1本の回線に複数台設

置したAtermを自由に呼び出すことができます。

③発信者サブアドレス ：INSナンバー・ディスプレイを使用する際に、発信者サブアドレスをアナ

ログポート側に通知する／しないを選択します。

④ダイヤル桁間タイマ：アナログポートに接続したアナログ機器からダイヤルしたときに、最後の

ダイヤル入力から INSネット64に発信するまでの時間を変更できます。

⑤フッキング検出 ：アナログポートのフッキング検出時間を変更できます。

⑥ 識別着信 ：電話帳で登録した相手以外の着信を受け付けないようにする／しないを選

択します。

参照�「識別着信をする ...」143ページ

⑦HLC ：接続するアナログ機器の種別をHLC（高位レイヤ整合性）に設定して、

HLCが一致する相手とのみ通信を行うようにする機能です。

HLCは［アナログポートの設定］画面の「接続機器」で選択した内容に従っ

て設定されます。（電話機なら電話機、FAXならG2/G3ファクス）
参照�「HLC（高位レイヤ整合性）を設定する ...」144ページ

⑧  電話帳  ボタン ：電話帳の設定画面を呼び出します。

着信する

タイマ

を通知する

高度な設定

（Aポートのみ）

高度な設定

ボタン：

クリックすると右

の画面が表示さ

れます。

①

②

④

⑤

⑥

③

⑦

⑧

（高位レイヤ整合性）
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1-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0での設定

電話帳

短縮ダイヤルまたは識別着信番号を登録します。

データポートと共有です。

内容を追加・変更した場合は必ず  更新  ボタンをクリックしてリスト

を更新してください。

※識別着信を行う場合は、［高度な設定画面］で ［識別着信］にチェッ

クする必要があります。

①電話帳リスト ：設定を行いたい番号を選択します。

②名前 ：相手の名前を入力します。

③電話番号 ：電話番号（相手アドレス）を入力します。電話番号は最大32桁まで指定可

能です。

④サブアドレス ：相手サブアドレスを（ある場合）入力します。サブアドレスは最大19桁ま

で指定可能です。

電話帳ボタン：

クリックすると右

の画面が表示さ

れます。
①

②

④
③

［電話帳］画面は［IR450らくらくユーティリティ］画面（メイン画面）の 電話帳

ボタンでも同じように表示されます。
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1-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0での設定

i・ナンバー未使用時

②

i・ナンバー使用時

①

共通設定（着信）� アナログポートの設定 - 共通設定（着信関係）

ここでは、各アナログポートに共通する機能のうち、着信に関する設

定を行います。

①着信転送 ：INSネット64の着信転送の設定をします。

着信があった場合、応答しないでその着信を他の第三者に転送する機能

です。
参照�「着信転送する ...」149ページ

転送設定（0）の転送元には、契約者回線番号を入力します。

転送設定（1）、（2）の転送元には、追加したダイヤルイン番号を入力します。

それぞれの番号で着信をうけた際に、転送先に入力された電話番号の相手

にその着信を転送します。

各i・ナンバー情報の転送先に入力された電話番号の相手に、着信を転送し

ます。

②トーキーサービス ：着信転送を利用する場合、音声案内メッセージ（トーキー）を利用する／

しないを選択します。

「転送トーキー」は、発信者（電話をかけてきた人）に対して、その電話を

転送する旨を知らせる音声案内です。「転送元トーキー」は、転送先の相手

に、その電話が転送されてきたものであることを知らせる音声案内です。

③優先着信ポート ：3つのアナログポートのうちどれか2つ以上が使用可能な場合に、使用で

きるすべてのポートに同時に着信させるか（「指定しない」を選択）、どれ

かのポートを優先的に着信させるかを設定します。

また、使用可能なアナログポートが1つ以下の場合、選択できるのは「指

定しない」のみになります。i・ナンバー使用時は、設定できません。
参照�「優先着信ポート指定 ...」142ページ

i・ナンバー未使用時

i・ナンバー使用時

②

①

③
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1-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0での設定

⑤

③

②

共通設定（その他）� アナログポートの設定 - 共通設定（その他）

ここでは、各アナログポートに共通する機能のうち、フレックスホン

に関する設定や、LCDの動作の設定を行います。

①通信中転送 ：INSネット64の通信中転送を使用する／しないを選択します。
参照�「通話中に転送する ...」148ページ

②三者通話 ：INSネット 64の三者通話を使用する／しないを選択します。
参照�「三者通話をする ...」147ページ

③内線通話 ：アナログポート二者間で内線通話・内線転送を行う／行わないを選択し

ます。

アナログポートが使用できる場合に、アナログポート二者間で内線通

話、および通話中の電話をもう一方に転送する内線転送を行うことがで

きます。

④LCDモード ：LCDのバックライトの点灯方法を選択します。

　・常に消灯 ：LCDのバックライトを常に消灯させます。

　・常に点灯 ：LCDのバックライトを常に点灯させます。

　・自動 ：自動モードです。アナログやデータ・ルータ発着信時のみLCDのバックラ

イトを点灯させます(通常時は消灯)。

　・自動＋データ通信中は：自動モードでの発着信時点灯に加え、データ通信中（ルータでの通信中を

含む）に LCDのバックライトを点灯させます(通常時は消灯)。

　・自動＋Bチャネル使用中は：自動モードでの発着信時点灯に加え、Bチャネル使用中にLCDのバックラ

イトを点灯させます(通常時は消灯)。

⑤ LCD表示 ：発信時に、LCDに発信番号(電話をかけた相手の番号)を表示する／しな

いを選択します。

番号を表示させたい場合は「発信時に LCDに番号を表示する」を、表示

させない場合は「発信時に LCDに番号を表示しない」を選択します。

①

常に点灯

常に点灯

④
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1-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0での設定

①着信番号 ：ポートに着信する電話番号が表示されます。

設定は、 番号設定  ボタンをクリックして表示された［電話番号テーブル］

画面でおこないます。

参照�11ページ

②発信者番号通知 ： INSネット64の発信者番号通知サービスとAtermの発信者番号通知設定

を組み合わせることで、発信者番号を通知する／しないを選択することが

できます。

通知番号欄には、「電話番号テーブル」で設定した番号が表示されます。

③  高度な設定  ボタン：サブアドレスや、HLC、識別着信などの設定をします。
参照�次ページ

電話番号�

③

①
データポート

ボタン：

クリックすると右

の画面が表示さ

れます。

データポートの設定...

②

データポートの設定 - 電話番号
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1-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0での設定

②

③

①高度な設定

ボタン：

クリックすると右

の画面が表示さ

れます。

データポートの設定 - 高度な設定

①サブアドレス ：ダイヤルインサービスを使用しないで、自分宛以外の着信を通信中にした

くないときに自己サブアドレスを設定します。

着信時に着信サブアドレスと自己サブアドレスを照合して通信する／しな

いを判断します。

②識別着信 ：電話帳で登録した相手以外の着信を受け付けないようにする／しないを選

択します。

チェックした場合、電話帳で登録したアドレス・サブアドレスともに一致

した場合のみ着信を受け付けます。

なお、この機能を利用するには、INSネット64の発信者番号通知サービス

を「通常通知（通話ごと非通知）」にする必要があります。

参照�「識別着信をする ...」155ページ

③HLC ：データポートに接続するパソコンや通信機器の種別をHLC（高位レイヤ整

合性）に設定して、HLCが一致する相手とのみ通信を行うようにする機能

です。

これを選択した場合は、HLCコードを設定してください。データポートで

使用できるHLCの値は0から 127までの範囲ですが、1（電話）および4
（G2/G3ファクシミリ）はアナログ装置用ですので使用されないことをお

すすめします。

参照�「HLC（高位レイヤ整合性）を設定する」144ページ

（高位レイヤ整合性）
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1-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0での設定

MP・BOD機能� データポートの設定 - MP・BOD機能

ここでは、128kbpsマルチリンクPPP通信（MP）、BOD機能に関する

設定を行います。

①MPの2本目接続時 ：128kbpsマルチリンクPPP通信での2B目のチャネル接続時に認証する／

しないを選択します。

②リソースBOD ：リソースBODをする／しないを選択します。

機能を利用しない設定にした場合（チェックしない場合）、データポートで

128kbpsマルチリンクPPP通信を行っていると、アナログポートからの

発信および着信はできません（ビジーになります）。

参照�「リソースBODとは ...」161ページ

③スループットBOD ：スループットBODをする／しないを選択します。

機能を利用する場合は、回線利用率がどの程度になったら64kbps同期通

信に切り替えるか、どの程度になったら128kbpsマルチリンクPPP通信

に戻すかを判断するために、以下の各値を設定する必要があります。

参照�「スループットBODとは ...」158ページ

リンク追加算出時間　：リンクを追加する／しない（128kbpsマルチリンクPPP通信に戻すかど

うか）を算出するための監視時間を設定します。設定できる値は10～60
秒です。

リンク削除算出時間　：リンクを削除する／しない（64kbps同期通信に切り替えるかどうか）を

算出するための監視時間を設定します。設定できる値は10～60秒です。

の認証

①

③

②



20

設定編�

ら
く
ら
く
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ�

w
w
w

ブ
ラ
ウ
ザ
を
利
用
し
た
設
定�

索
引�

電
話
機
を
利
用
し
た
設
定�

コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ�

1-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0での設定

リンク追加しきい値：リンクを追加する基準となるデータ転送の回線利用率を設定します。

リンク追加算出時間で設定した時間内に、データ転送の回線利用率がリン

ク追加しきい値で設定した値を上回ると、128kbpsマルチリンクPPP通

信に戻ります。設定できる値は60～90%です。

リンク削除しきい値：リンクを削除する基準となるデータ転送の回線利用率を設定します。設定

できる値は10～40%です。

リンク削除算出時間で設定した時間内に、データ転送の回線利用率がリン

ク削除しきい値で設定した値を下回ると、64kbps同期通信に切り替わり

ます。
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1-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0での設定

データポートの設定 - 自動切断

ここでは、自動切断タイマに関する設定を行います。

①無通信監視タイマ ：一定時間経過してもデータの送信・受信が行われない場合に、Atermから

自動的に回線を切断する／しないを選択します。

これにより、切断のし忘れを回避できます。

機能を利用する場合は「監視する」を選択し、さらに監視時間を1～10分

の範囲で設定してください。　

参照�「無通信監視タイマを使う ...」163ページ

②強制切断タイマ ：一定時間連続して通信を行っている場合に、Atermから強制的に回線を切

断する／しないを選択します。

これにより、切断のし忘れを回避できます。

機能を利用する場合は「切断する」を選択し、さらに何時間連続で通信し

たら切断するかを1～10時間の範囲で設定してください。
参照�「強制切断タイマを使う ...」164ページ

②

①

自動切断�
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1-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0での設定

信号制御� データポートの設定 - 信号制御

ここでは、Atermの信号に関する設定を行います。

① ER信号 ：Atermに接続されているパソコンのER信号の見方を選択します。

②CD信号 ：AtermのCD信号の動作を選択します。

③DR信号 ：AtermのDR信号の動作を選択します。

①

②

③
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1-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0での設定

データポートの設定 - 電子メール

ここでは、電子メール機能に関する設定を行います。

①UUIメール着信時 ：UUIメール（INSネット64のユーザ間情報通知サービスを利用したAterm
同士の電子メール）が着信した場合、AtermのMSGランプを点滅させる

かどうかを選択します。　

②電子メール着信時 ：電子メール着信サービスによるメール着信通知があった場合、Atermの

MSGランプを点滅させるかどうかを選択します。

電子メール�

のランプの点滅

①

②

のランプの点滅
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1-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0での設定

その他� データポートの設定 - その他

①スティルスコールバック：データポートでのスティルスコールバックをする／しないを選択します。

この機能を利用すると、通信料金はサーバー側に課金され、クライアント

側は無料でデータ通信を継続できます。スティルスコールバックを行うに

は、相手電話番号の最後に「CB」を付加して発信します。
参照�「スティルスコールバックを使う ...」162ページ

②サブアドレス・ ：Aterm内での自己アドレスとサブアドレスとの区切り文字を設定します。

指定できる文字は「/」（スラッシュ）、「＊」（アスタリスク）、「#」（シャー

プ）のいずれかのみです。他の文字は指定できません。

セパレータ

①

②

③着信指定 ：データ着信があった場合、TA機能または、ルータ機能のどちらで受けるか

を指定します。

※両方にチェックマークをつけた場合は、TA着信が優先します。

③
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らくらくユーティリティの起動のしかた...

1 ［AtermIR450ユーティリティ］フォルダをダブルクリックします。

2 表示された［IR450らくらくユーティリティ］アイコンをダブルクリックします。

らくらくユーティリティを起動するには、次の操作を行います。

手順

1-3 Macintoshでの設定

Macintoshでのらくらくユーティリティの説明をします。

らくらくユーティリティを利用するには、Atermのシリアルポートとパソコンを RS232C

ケーブルで接続する必要があります。

※Atermの10BASE-Tポートとパソコンを接続していても、らくらくユーティリティは使用

できません。

※らくらくユーティリティを利用しないで、アナログ機能の設定を行う場合は、「4 電話機を

利用した設定（らくらくテレホン設定）」117ページを参照してください。

3 ユーティリティが起動し、［IR450らくらくユーティリティ 簡易設定］画面が表

示されます。設定する機能を選択し、設定します。

※この画面の説明および各種設定は27ページ以降を参照してください。
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1-3　Macintoshでの設定

1 Atermの電源が入っていること、Macintoshとの接続ケーブルが正し

く接続されていることを確認して  はい  ボタンをクリックします。

●メニュー画面が表示されない

手順

2 Atermと接続しているMacintoshのシリアルポートを選び  はい  ボ

タンをクリックします。

「モデムポートにはAtermIR450が正しく設定されていません・・・」が

表示されたときは次の操作を行ってください。

設定が終了したら、終了画面で  はい  ボタンをクリックして登録します。

※ユーティリティ終了時に  はい  ボタンをクリックすることにより、Atermのフラッ

シュメモリに書き込まれます。これでAtermの電源を切っても設定値が消えません。

●終了のしかた
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1-3　Macintoshでの設定

①

③

④

⑥

⑤

⑧

⑦

②

①Atermが接続されているポートを表示します。

② i・ナンバー設定 ：［i・ナンバー登録］画面を表示します。

③アナログXポート登録 ：各アナログポートの設定画面を表示します。

アナログポート接続機器の選択、キャッチホン、発信者番号通知設定、

番号設定を行います。

④アナログポート共通登録 ：アナログポートの共通設定画面を表示します。

三者通話、着信転送、通話中転送、優先着信ポート、LCD設定を行い

ます。

⑤データポート登録 ：データポートの設定画面を表示します。

グローバル着信、発信者番号通知設定、番号設定を行います。

⑥短縮・識別番号登録 ：短縮・識別番号登録の登録／変更／削除を行います。

⑦各種情報表示 ：各種情報表示のメニュー画面を表示します。

参照�38ページ

⑧詳細設定 ：詳細設定のメニュー画面を表示します。

参照�43ページ

  初期化  ボタン ：Aterm内の設定値を初期値に戻します。（ただし、短縮ダイヤル、自己

アドレス、自己サブアドレス、着信転送アドレス、および累積通信料

金は初期化しません。）

［IR450らくらくユーティリティ　簡易設定］画面説明...

Atermのアナログポートやデータポートなどを設定するアイコンと各種情報を表示するアイ

コンで構成されています。

Xはそれぞれのアナログ
ポートを表します。
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1-3　Macintoshでの設定

i・ナンバー設定
アイコン：
クリックすると右

の画面が表示さ

れます。

手順

1 i・ナンバー［使用する］にチェックマークを付け  次へ  ボタンをクリックします。

2 電話番号（i・ナンバー情報1、2）を登録する画面が表示されます。

INSネット64で契約した i・ナンバーを登録します。

① i・ナンバー情報1、2に電話番号を入力します。

②かかってきた i・ナンバーでどのポートを呼び出すかを設定します。

i・ナンバー設定 （i・ナンバーの登録）

INSネット64の i・ナンバーを契約している場合は「使用する」に、契
約していない場合は、「使用しない」に設定します。

※工場出荷時は「使用しない」になっています。

i・ナンバーを使用する場合は、ここで電話番号（i・ナンバー情報1、2）
を登録します。

電話番号（i・ナンバー情報1、2）の登録は以下の手順で設定します。
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1-3　Macintoshでの設定

①

②

③

④

簡易設定－アナログポート登録

この画面は i・ナンバー設定の画面で i・ナンバーを「使用する」に設定
した場合に表示されます。

ここでは、各アナログポートに個別の機能設定を行います。

画面はアナログAポートの設定です。
すべてのポートで同様の設定項目があります。

①アナログポート ：アナログポートに接続する機器を設定します。

電話機を接続する場合は「電話」を選択し、G2/G3FAXやファクス付き電

話機、モデムを接続する場合は「FAX/モデム」を選択してください。なに

も接続しない場合は必ず「使用しない」を選択します。

②キャッチホン ：フレックスホンの INSキャッチホンやAtermによる疑似キャッチホン機

能の利用する／しないを選択します。

参照�導入マニュアル「6-2-3 電話機を使う」

「INSキャッチホンを使う ...」146ページ

アナログポート
登録アイコン：
クリックすると右

の画面が表示さ

れます。

③発信者番号通知設定 ：i・ナンバー使用時は、発信者番号通知を通知する場合、必ず各 i・ナンバー

情報に対応する電話番号を登録し、「INSネット64申込内容に従う」また

は、「発信者番号通知設定する」を選択してください。

通知しない場合、相手電話番号をダイヤルする前に「184」をダイヤルして

ください。

※「発信者番号通知しない」の設定は有効になりません。

④通知 i・ナンバー情報 ：相手に通知する電話番号を i・ナンバー情報1、2から選択します。

⑤自己サブアドレス ：i・ナンバーやダイヤルインサービスを利用しないで、自分宛以外の着信を

受けないようにするときに、自己サブアドレスを設定します。

着信時に着信サブアドレスと自己サブアドレスを照合して通信する／しな

いを判断します。

参照�「サブアドレス付きの着信 ...」143ページ

⑤

※ i・ナンバーを使
用しない場合は
次ページを参照

i・ナンバー使用時
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1-3　Macintoshでの設定

②

③

① ④

⑤

⑥

簡易設定－アナログポート登録

ここでは、各アナログポートに個別の機能設定を行います。

画面はアナログAポートの設定です。
すべてのポートで同様の設定項目があります。

①アナログポート ：アナログポートに接続する機器を設定します。

電話機を接続する場合は「電話」を選択し、G2/G3FAXやファクス付き電

話機、モデムを接続する場合は「FAX/モデム」を選択してください。なに

も接続しない場合は必ず「使用しない」を選択します。

②キャッチホン ：フレックスホンの INSキャッチホンやAtermによる疑似キャッチホン機

能の利用する／しないを選択します。

参照�導入マニュアル「6-2-3 電話機を使う」

「INSキャッチホンを使う ...」146ページ

③グローバル着信選択 ：INSネット64のグローバル着信を利用する場合に、そのポートでグローバ

ル着信する／しないを選択します。

④発信者番号通知設定 ：INSネット64の発信者番号通知サービスとAtermの発信者番号通知設定

を組み合わせることで、発信者番号を通知する／しないを選択することが

できます。

参照�「5-3 発信者番号通知サービスの利用」145ページ

⑤自己アドレス ：INSネット64のダイヤルインサービスを使用する場合に、契約者回線番号

または追加したダイヤルイン番号を設定します。

電話番号を自己アドレスとして設定することにより、着信時に着信アドレ

スと自己アドレスを照合し、自分宛以外の着信は通信状態にしないように

します。

⑥自己サブアドレス ：i・ナンバーやダイヤルインサービスを利用しないで、自分宛以外の着信を

受けないようにするときに、自己サブアドレスを設定します。

着信時に着信サブアドレスと自己サブアドレスを照合して通信する／しな

いを判断します。

参照�「サブアドレス付きの着信 ...」143ページ

i・ナンバー未使用時
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1-3　Macintoshでの設定

①

②

④

簡易設定－アナログポート共通登録

ここでは、各アナログポートに共通の機能設定を行います。

①三者通話 ：フレックスホンの三者通話を使用する／しないを選択します。

参照�「三者通話をする ...」147ページ

②着信転送 ：フレックスホンの着信転送を使用する／しないを選択します。

外線から着信があった場合、応答しないでその着信を他の第三者に転送す

る機能です。

参照�「着信転送する ...」149ページ

「使用する」を選択した場合、［着信転送先番号の設定］の画面が表示され

ます。i・ナンバーを使用している場合と、していない場合で設定する画面

が異なります。それぞれのページを参照してください。

● i・ナンバーを使用している場合　　次ページ

● i・ナンバーを使用していない場合　33ページ

③LCDモード ：LCDのバックライトの点灯方法を選択ます。

　・常に消灯 ：LCDのバックライトを常に消灯させます。

　・常に点灯 ：LCDのバックライトを常に点灯させます。

　・自動 ：自動モードです。発信時・着信時にのみLCDのバックライトを点灯させま

す(通常時は消灯)。

　・自動＋データ通信中は：自動モードでの発着信時点灯に加え、データ通信中（ルータ機能による通

信中も含む）に LCDのバックライトを点灯させます(通常時は消灯)。

　・自動＋Bチャネル使用中は：自動モードでの発着信時点灯に加え、Bチャネル使用中にLCDのバックラ

イトを点灯させます(通常時は消灯)。

④通信中転送 ：フレックスホンの通信中転送を使用する／しないを選択します。

参照�「通信中に転送する ...」148ページ

アナログポート共通
登録アイコン：
クリックすると右

の画面が表示され

ます。 ③

常に点灯

常に点灯

⑤

⑥
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1-3　Macintoshでの設定

手順

2 着信転送先番号の設定画面が表示されます。

着信転送を行う着信転送先番号を選択し、転送トーキサービスを選択してから

　設定  ボタンをクリックします。

以下の手順で設定します。

1 ［アナログポート共通登録］画面の着信転送を［使用する］にクリックしてチェッ

クマークをつけます。

●着信転送先番号を設定する手順

⑤優先着信ポート指定 ：3つのアナログポートのうちどれか2つ以上が使用可能な場合に、使用で

きるすべてのポートに同時に着信させるか（「指定しない」を選択）、どれ

かのポートを優先的に着信させるかを設定します。

i・ナンバー使用時は、設定できません。

また、使用可能なアナログポートが1つ以下の場合、選択できるのは「指

定しない」のみになります。

参照�「優先着信ポート指定 ...」142ページ

⑥ LCD表示 ：アナログ発信時に、LCDに発信番号(電話をかけた相手の番号)を表示す

る／しないを選択します。

番号を表示させたい場合は「発信時に LCDに番号を表示する」を、表示

させない場合は「発信時に LCDに番号を表示しない」を選択します。

i・ナンバー使用時
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1-3　Macintoshでの設定

3 電話番号を入力する画面が表示されます。

着信転送したい電話番号を入力して、  登録  ボタンをクリックします。

着信転送先番号は i・ナンバー情報1、2にそれぞれ1つずつの設定ができます。

※画面は i・ナンバー情報1の例です。

手順

2 着信転送先番号の設定画面が表示されます。

着信転送を行う着信転送先番号を選択し、転送トーキサービスを選択してから

　設定  ボタンをクリックします。

以下の手順で設定します。

1 ［アナログポート共通登録］画面の着信転送を［使用する］にクリックしてチェッ

クマークをつけます。

i・ナンバー未使用時
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1-3　Macintoshでの設定

3 電話番号を入力する画面が表示されます。

着信転送したい電話番号を入力して、  登録  ボタンをクリックします。

着信転送先番号は契約者回線番号に対して一カ所、ダイヤルイン番号に対して2

カ所の設定ができます。

※画面は契約者回線番号の例です。
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1-3　Macintoshでの設定

クリックすると右

の画面が表示され

ます。

データポート
登録アイコン：

簡易設定－データポート登録

この画面は i・ナンバー設定の画面で i・ナンバーを「使用する」に設定

した場合に表示されます。

ここでは、データポート（TA機能）の機能設定を行います。

①発信者番号通知設定 ：INSネット64の発信者番号通知サービスとAtermの発信者番号通知設定

を組み合わせることで、発信者番号を通知するかしないかを選択すること

ができます。

②通知 i・ナンバー情報 ：相手に通知する電話番号を i・ナンバー情報1、2から選択します。

③自己サブアドレス ：i・ナンバーやダイヤルインサービスを利用しないで、自分宛以外の着信を

受けないようにするときに、自己サブアドレスを設定します。

着信時に着信サブアドレスと自己サブアドレスを照合して通信する／しな

いを判断します。

参照�「サブアドレス付きの着信 ...」143ページ

① ②

③

i・ナンバー使用時

※ i・ナンバーを使
用しない場合は
次ページを参照
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1-3　Macintoshでの設定

①

②

③

④

簡易設定－データポート登録

ここでは、データポート（TA機能）の機能設定を行います。

①グローバル着信選択 ：INSネット64のグローバル着信を利用する場合に、データポートでグロー

バル着信する／しないを選択します。

②発信者番号通知設定 ：INSネット64の発信者番号通知サービスとAtermの発信者番号通知設定

を組み合わせることで、発信者番号を通知するかしないかを選択すること

ができます。

③自己アドレス ：INSネット64のダイヤルインサービスを使用する場合に、契約者回線番号

または追加したダイヤルイン番号を設定します。

電話番号を自己アドレスとして設定することにより、着信時に着信アドレ

スと自己アドレスを照合し、自分宛以外の着信は通信状態にしないように

します。

④自己サブアドレス ：i・ナンバーやダイヤルインサービスを利用しないで、自分宛以外の着信を

受けないようにするときに、自己サブアドレスを設定します。

着信時に着信サブアドレスと自己サブアドレスを照合して通信する／しな

いを判断します。

参照�「サブアドレス付きの着信 ...」143ページ

i・ナンバー未使用時
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1-3　Macintoshでの設定

短縮・

識別番号登録

アイコン：
クリックすると右

の画面が表示さ

れます。

短縮・識別番号登録

短縮ダイヤルまたは識別着信番号として使用する場合にその短縮・識別

番号登録を登録します。相手アドレスは最大32桁、相手サブアドレスは
最大19桁まで登録可能で、最大10件まで登録することができます。

識別番号は、詳細設定のアナログポート登録で識別着信を「する」に設

定した場合、［0］～［9］に登録した相手電話番号のみを受け付けるこ
とができます。

参照�「短縮ダイヤルで電話をかける ...」141ページ
「識別着信をする ...」143ページ

追加  ボタン

短縮ダイヤルでの

電話のかけ方

短縮番号は電話機

から ＊
�

 →０� のよ
うにボタンを押す

ことにより電話を

かけることができ

ます。

3 前の画面にもどり登録した名前が表示されます。続けて登録するときは、登録し

たい番号をクリックし、手順1～2をくり返します。

手順

1 上の画面から登録したい番号を選択し、  追加  ボタンをクリックします。

［相手アドレス］欄

2 相手の名前欄に名前を、相手アドレス欄にアドレスを入力し、  登録   ボタンをク

リックします。

［相手の名前］欄

  登録  ボタン

以下の手順で登録します。
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1-3　Macintoshでの設定

①

②

③

④

⑥

⑤

［IR450らくらくユーティリティ　各種情報表示］画面説明...

回線状態や切断理由、通信料金などの情報を表示するためのメニュー画面です。

①回線状態・信号線・：レイヤ1同期、レイヤ２リンク、パソコン信号状態表示、切断理由、生成源

を表示します。

②通信料金表示 ：通信料金を表示します。

③着信情報表示 ：最終着信番号、着信拒否要因を表示します。

④発信番号表示 ：最終発信番号を表示します。

⑤簡易設定へ戻る ：簡易設定メニュー画面を表示します。

参照�27ページ

⑥詳細設定へ戻る ：詳細設定のメニュー画面を表示します。

参照�43ページ

切断理由表示
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1-3　Macintoshでの設定

①

②

③

④
クリックすると右

の画面が表示さ

れます。

回線状態・信号
線・切断理由表示
アイコン：

各種情報表示－回線状態・信号線・切断理由表示

①レイヤ1同期、 ：INSネット64回線のレイヤ1の同期、およびレイヤ2のリンクがとれてい

るかを表示します。

いずれも正常の場合は緑点灯し、異常の場合は赤点灯します。

レイヤ1同期が赤色になっている場合は、AtermIR450/D背面の INSネッ

ト64のモジュラコンセントが INSケーブルで接続されていることを確認

してください。

AtermIR450（DSUなし）をお使いの方は背面のS/T 回線コネクタとDSU
がSバスケーブルで接続され、DSUの INSケーブルが INSネット64のモ

ジュラコンセントに接続されていることを確認してください。ケーブルは

音がするまで確実に挿入してください。

参照�導入マニュアル「3-3 ケーブルの接続のしかた」

②パソコン信号状態 ：パソコン側通信ポートの信号線の状態を表示します。

各信号線がON状態の場合は緑点灯し、OFF状態の場合は点灯しません。（灰

色表示になります）

③切断理由 ：前回のデータポートでの通信の切断理由を表示します。

参照�「10-6 切断理由表示・診断情報表示・生成源表示一覧」308ページ

④生成源表示 ：前回のデータポートでの通信の生成源を表示します。

参照�「10-6 切断理由表示・診断情報表示・生成源表示一覧」308ページ

表示

レイヤ2リンク

回線状態や信号線、切断理由などの情報を表示するための画面です。
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1-3　Macintoshでの設定

①

②

③

クリックすると右

の画面が表示さ

れます。

通信料金表示
アイコン：

各種情報表示－通信料金表示

①通信料金 ：直前に使用したデータポートの通信料金を円で表示します。

②累積通信料金 ：ポート毎に使用した通信（通話）料金の累積を円で表示します。ポート毎

に最大 9,999,999円まで累積を行います（これを超えてしまった場合は

9,999,999円のままです）。

※データポート累積通信料金には、ルータ機能による通信料金も累積され

ます。

※累積通信料金は、電源をOFFにすると内容は消去されます。

③  クリア  ボタン ：累積料金をクリアします。全ポートの累積料金が0円に戻ります。

通話料金の情報を表示するための画面です。
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1-3　Macintoshでの設定

①

②

③

④

●最終着信番号

①宛先番号 ：最後にAtermに着信した電話番号を表示します。

②発信番号 ：発信した側の電話番号を表示します。

この最終着信番号表示は、着信できなかった場合でもかかってきた番号を

表示しますので、INSネット64から本当に着信があったかどうかを確認す

ることができます。

●着信拒否要因

③着信拒否要因 ：着信できなかった場合にAtermからINSネット64に対してポート毎に着

信できなかった場合の要因コードを表示します。

④切断理由 ：切断した理由を表示します。これによって、着信できなかった原因を判別

することが可能です。

参照�「10-6 切断理由表示・診断情報表示・生成源表示一覧」308ページ

クリックすると右

の画面が表示さ

れます。

着信情報表示
アイコン：

各種情報表示－着信情報表示

着信に関する情報を表示するための画面です。
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1-3　Macintoshでの設定

各種情報表示－発信番号表示

Atermの各ポートが最後に発信した相手番号と相手サブアドレスを表

示します。

参照したいポートをチェックして  参照  ボタンをクリックします。

下の画面が表示されます。

クリックすると右

の画面が表示さ

れます。

発信番号表示
アイコン：

※上の画面は、データポートの場合の例です。

※ルータ機能による最終発信者番号表示はできません。
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1-3　Macintoshでの設定

①

②

④

③

⑥

⑤

［IR450らくらくユーティリティ　詳細設定］画面説明...

この画面では、通常は、特に変更することのない詳細な設定をするメニュー画面です。

①アナログXポート登録 ：Xはそれぞれのアナログポートを表します。

アナログポートの設定画面を表示します。

識別着信、サブアドレスなし着信選択、HLC設定、ダイヤル桁間タイマ設

定、フッキング検出タイマ設定、リバースパルス送出、情報通知サービス、

サブアドレス通知、停電モードの設定を行います。

②データポート登録 ：データポートの設定画面を表示します。

識別着信、サブアドレスなし着信選択、HLC設定、スティルスコールバッ

ク、無通信監視タイマ、強制切断タイマの設定を行います。

③BOD機能設定 ：リソースBOD、スループットBOD、スループットBODパラメータの設定

を行います。

④データポート ：ER信号、CD信号、DR信号の設定を行います。

⑤各種情報表示 ：各種情報表示のメニュー画面を表示します。

参照�38ページ

⑥簡易設定へ戻る ：簡易設定のメニュー画面を表示します。

参照�27ページ

信号制御設定
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1-3　Macintoshでの設定

①

②

③

④

⑥

⑤

⑧

⑦

⑨

詳細設定－アナログポート登録

①識別着信 ：電話帳で登録した相手以外の着信を受け付けないようにする／しないを選

択します。

参照�「識別着信をする ...」143ページ

②サブアドレス無し ：サブアドレスなし着信をする／しないを選択します。

サブアドレスなし着信選択機能を使用することで、1本の回線に複数台設

置したAtermを自由に呼び出すことができます。

③フッキング検出 ：アナログポートのフッキング検出時間を変更できます。

④停電モードの着信 ：停電時に着信する／しないを選択します。

停電時にはアナログAポートのみ使用することができ、Bポート、Cポート

は使用できません。

「着信しない」設定にすると（チェックしないと）停電動作時には節電のた

め、着信拒否をすることができます。

⑤停電モードのリンガ ：停電動作時の呼び出し音を設定します。

「ブザー」を選択すると停電動作時には節電のため、着信時にはAterm内

のブザーが鳴ります。

⑥HLC設定 ：接続するアナログ機器の種別をHLC（高位レイヤ整合性）に設定して、HLC
が一致する相手とのみ通信を行うようにする機能です。

HLCは簡易設定の「アナログポート登録」で選択した内容に従って設定さ

れます。

参照�「HLC（高位レイヤ整合性）を設定する ...」144ページ

⑦ダイヤル桁間 ：アナログポートに接続したアナログ機器からダイヤルしたときに、最後の

ダイヤル入力から INSネット64に発信するまでの時間を変更できます。

⑧情報通知サービス ：INSナンバー・ディスプレイを使用する／しないを選択します。
参照�「5-6 INSナンバー・ディスプレイの利用」152ページ

⑨サブアドレス通知 ：INSナンバー・ディスプレイを使用する際に、発信者サブアドレスをアナ

ログポート側に通知する／しないを選択します。

着信選択

タイマ設定

（Aポートのみ）

（高位レイヤ整合性）

（呼び出し音）
（Aポートのみ）

（Aポートのみ）

（Aポートのみ）

アナログポート
アイコン：
クリックすると右

の画面が表示さ

れます。

タイマ設定
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1-3　Macintoshでの設定

①

②

③

④

⑥

⑤

⑦

詳細設定－データポート登録

①識別着信 ：電話帳で登録した相手以外の着信をする／しないを選択します。

参照�「識別着信をする ...」155ページ

②サブアドレス無し ：サブアドレスなし着信をする／しないを選択します。

サブアドレスなし着信選択機能を使用することで、1本の回線に複数台設

置したAtermを自由に呼び分けることができます。

③HLC設定 ：データポートに接続するパソコンや通信機器の種別をHLC（高位レイヤ整合

性）に設定して、HLCが一致する相手とのみ通信を行うようにする機能です。
参照�「HLC（高位レイヤ整合性）を設定する ...」144ページ

④スティルス ：スティルスコールバックをする／しないを選択します。

この機能を利用すると、通信料金はサーバー側に課金され、クライアント

側は無料でデータ通信を継続できます。スティルスコールバックを行うに

は、相手電話番号の最後に「CB」を付加して発信します。
参照�「スティルスコールバックを使う ...」162ページ

⑤無通信監視タイマ ：一定時間経過してもデータの送信・受信が行われない場合に、Atermから

自動的に回線を切断する／しないを選択します。

これにより、切断のし忘れを回避できます。

この機能を利用する場合は「監視する」を選択し、さらに監視時間を1～

10分の範囲で設定してください。
参照�「無通信監視タイマを使う ...」163ページ

（高位レイヤ整合性）

⑥強制切断タイマ ：一定時間連続して通信を行っている場合に、Atermから強制的に回線を切

断する／しないを選択します。

これにより、切断のし忘れを回避できます。

この機能を利用する場合は「切断する」を選択し、さらに何時間連続で通

信したら切断するかを1～10時間の範囲で設定してください。
参照�「強制切断タイマを使う ...」164ページ

データポート
登録アイコン：

クリックすると右

の画面が表示さ

れます。

着信選択

コールバック
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1-3　Macintoshでの設定

⑦データポート着信 ：着信の際、その着信をルータで応答するのかTAで応答するのかを設定し

ます。

・ルータの着信を優先する場合は、データポート着信を「着信しない」、

ルータ着信を「着信する」に設定してください。

・TAの着信を優先する場合は、データポート着信を「着信する」、ルータ着

信を「着信しない」に設定してください。

データポート着信とルータ着信を両方とも「着信する」に設定した場合は、

データポートの着信が優先されます。

／ルータ着信
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1-3　Macintoshでの設定

詳細設定－BOD機能設定

①リソースBOD ：リソースBODをする／しないを選択します。

この機能を利用しない設定にした場合（チェックしない場合）、データポー

トで128kbpsマルチリンクPPP通信を行っていると、アナログポートか

らの発信および着信はできません（ビジーになります）。

参照�「リソースBODとは ...」161ページ

②スループットBOD ：スループットBODをする／しないを選択します。

機能を利用する場合は、回線利用率がどの程度になったら64kbps同期通

信に切り替えるか、どの程度になったら128kbpsマルチリンクPPP通信

に戻すかを判断するために、各値を設定する必要があります。

参照�「スループットBODとは ...」158ページ

③スループットBOD

　リンク追加算出時間 ：リンクを追加する／しない（128kbpsマルチリンクPPP通信に戻すかどう

か）を算出するための監視時間を設定します。設定できる値は10～60秒

です。

　リンク削除算出時間 ：リンクを削除する／しない（64kbps同期通信に切り替えるかどうか）を

算出するための監視時間を設定します。設定できる値は10～60秒です。

③
①

②

　リンク追加しきい値 ：リンクを追加する基準となるデータ転送の回線利用率を設定します。設定

できる値は60～90%です。

リンク追加算出時間で設定した時間内に、データ転送の回線利用率がリン

ク追加しきい値で設定した値を上回ると、128kbpsマルチリンクPPP通

信に戻ります。

　リンク削除しきい値 ：リンクを削除する基準となるデータ転送の回線利用率を設定します。設定

できる値は10～40%です。

リンク削除算出時間で設定した時間内に、データ転送の回線利用率がリン

ク削除しきい値で設定した値を下回ると、64kbps同期通信に切り替わり

ます。

BOD機能設定
アイコン：
クリックすると右

の画面が表示さ

れます。

パラメータ
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1-3　Macintoshでの設定

詳細設定－データポート信号制御の設定

① ER信号 ：Atermに接続されているパソコンのER信号の見方を選択します。

②CD信号 ：AtermのCD信号の動作を選択します。

③DR信号 ：AtermのDR信号の動作を選択します。

③①

②

データポート

信号制御設定

アイコン：
クリックすると右

の画面が表示さ

れます。
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WWWブラウザを利用してルータ機能を設定する方法を説明しています。

2-1 WWWブラウザでの設定について

2-2 WWW画面設定リファレンス

2 WWWブラウザを利用した設定

Windows®98はMicrosoft® Windows®98 operating system の略です。
Windows®95はMicrosoft® Windows®95 operating system の略です。
Windows NT®4.0はMicrosoft® Windows NT® operating system version4.0の略です。
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手順

ユーザ名／パスワードを入力する画面が表示されず、「本体パスワード」を設

定する画面が表示された場合は、Atermにパスワードが設定されていません。

Atermでは、意図しない設定変更や不正アクセスを防止するため、設定を行

う際にはアクセスパスワードを入力し運用するようになっています。

アクセスパスワードを半角英数字・記号、8文字以内で指定して、登録してく

ださい。

2-1 WWWブラウザでの設定について

WWWブラウザでの設定は、Atermのルータ機能について設定するツールです。

WWWブラウザでの設定には、「らくらく設定」と「詳細設定」があります。

「らくらく設定」では、ルータ機能を使用するために最低限必要な項目のみを設定します。

「詳細設定」では、ルータ機能のすべてについて設定することが可能です。

1 WWWブラウザを起動します。

2 WWWブラウザのURL欄に、「http://192.168.0.1」と入力します。

※AtermのIPアドレスを変更した場合は、「192.168.0.1」の代わりに変更したIP

アドレスを入力します。

3 「ユーザ名」と「パスワード」を入力する画面が表示されます。

①「ユーザ名」は、半角で「Admin」と入力します。AdminのAは大文字です。

②「パスワード」は、Atermに設定してあるアクセスパスワードを入力します。

③  OK  ボタンをクリックします。

※ここでは、「Netscape Navigator」を使用しています。使用するWWWブラウ

ザによっては画面が異なりますが、設定方法は同じです。

WWWブラウザでの設定手順...

WWWブラウザの設定画面を表示させ、設定する手順を解説します。
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2-1　WWWブラウザでの設定について

以下設定したい項目の文字を左フレームより選択してください。

4 WWWブラウザに、設定ページが表示されます。

最初に表示される設定ページは、「らくらく設定」のページです。

●「詳細設定」のページを表示させるには、左フレーム内の［詳細設定］の文字を

クリックします。

●「詳細設定」のページから「らくらく設定」のページを表示させるには、左フ

レーム内の「らくらく設定」の文字をクリックします。

5 各項目を入力・選択して、画面下の  設定実行  ボタンをクリックしてください。

入力をやり直したい場合は  変更前に戻す  ボタンを、誤った値を設定してしま

い、元の値がわからなくなってしまった場合などには、  初期値に戻す  ボタンを

クリックしてください。

・   設定実行  ボタンをクリックしないで、別の画面を表示させたり終了させ

ると、設定した内容が反映されません。

  設定実行  ボタンをクリックした時点で、Atermに設定が反映されます。

・一旦、  設定実行  ボタンをクリックすると、  変更前に戻す  ボタンをクリッ

クしても、設定は元に戻りません。

  初期値に戻す  ボタンでは、初期化されない項目もあります。
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らくらく設定...

必要最小限の項目を入力するだけで、インターネットへの端末型ダイヤルアップ接続に必要な

設定が行えます。またらくらく設定に対し、すべてのルータ機能を設定できる詳細設定もあり

ます。

2-2 WWW画面設定リファレンス

左フレーム 右フレーム

左フレームから設定したい項目を選び、右フレームで設定してください。
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2-2　WWW画面設定リファレンス

登録名�

接続先電話番号�

ログインID

ログインパスワード�

プライマリDNS

セカンダリ DNS

回線の切断�

今までのパスワード�

新しいパスワード�

パスワードの確認�

らくらく設定�

接続先の簡易設定�

詳細設定へ�

左フレーム� 右フレーム�

回線の切断�

ルータ本体のパスワード�

ヘルプ目次�

Aterm Stationへ�

らくらく設定ページ構造
らくらく設定のページ構造は以下のようになります。

※らくらく設定の「接続先の簡易設定」では、登録できる接続先は1カ所だけです。この設定

内容は、詳細設定で登録できるA~Jの登録エントリのうち「接続先A」に設定されます。

　複数の接続先を登録する場合は、左フレーム内の［ 　詳細設定］の文字をクリックして、

「詳細設定」のページを表示させてください。
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2-2　WWW画面設定リファレンス

●接続先の簡易設定

■設定

「接続先の簡易設定」ページでは、必要最小限の項目を入力するだけで、インターネットプロ

バイダへのダイヤルアップ接続に必要な設定が行えます。

簡易設定では、接続先「A」に内容を登録して、接続先「A」をデフォルトルート（Atermが優

先的にデータを送信する相手先）として設定します。デフォルトルートの設定を行うと、

Atermが必要に応じて自動的に相手先に接続します。

登録名

プロバイダのAtermへの登録名です。半角8文字以内で入力してください。プロバイダの名

称を元に、たとえば「BIGLOBE」のように設定します。（工場出荷時はSite1です。）

ここで設定した名称は、デフォルトルートの選択に利用します。 参照�74ページ

接続先電話番号

プロバイダの電話番号です。最寄りのアクセスポイントの電話番号を、半角数字で市外局番か

ら指定してください。指定できる長さは半角32文字までです。

ログイン ID

プロバイダに接続するために必要なログインID（アカウント）を入力します。プロバイダから

の情報を元に指定してください。

ログインパスワード

プロバイダに接続するために必要なパスワードを入力します。プロバイダからの情報を元に

指定してください。入力された文字は * に置き換えて表示します。

なお、パスワード中に「&」は使用できません。
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2-2　WWW画面設定リファレンス

プライマリDNS

プロバイダのプライマリDNSサーバのアドレスを入力します。プロバイダからの情報を元に

半角で「000.000.000.000」形式で指定してください。

セカンダリDNS

プロバイダのセカンダリDNSサーバのアドレスを入力します。プロバイダからの情報を元に

半角で「000.000.000.000」形式で指定してください。

1.ルータ機能を利用する場合、設定や運用形態によっては意図しない自動接

続が行われることがありますのでご注意ください。

2.接続先「A」がすでに設定されている場合、簡易設定を行うと接続先「A」の

他の設定項目も変更されるのでご注意ください。他の設定項目を修正した

い場合は「詳細設定」ページをご利用ください。

1.他の接続先の登録を行う場合は、「詳細設定」ページをご利用ください。

2.簡易設定を行った場合の他の設定項目の設定値は、以下の通りです。

自動設定する他の項目

回線種別 INSネット64

認証方式 自動

無通信監視タイマ 監視する

無通信監視時間 3分

強制切断タイマ 切断する

強制切断時間 10時間

マルチリンク通信 行わない

リソースBOD 行わない

スループットBOD 行わない

アドバンスドNAT 使用する

接続モード 端末型

BACP 使用しない

MS-CBCP 使用しない

相手からの着信許可 しない

WAN、自側 IPアドレス 0.0.0.0

相手ネットワークアドレス 0.0.0.0
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2-2　WWW画面設定リファレンス

●回線の切断

「回線の切断」ページでは、Atermのルータ機能で接続した、接続中の回線をすみやかに切断

することができます。

回線の切断

ルータ機能では無通信監視タイマにより自動的に切断を行うことができますが、  全回線の切断

ボタンをクリックすることで、ルータ機能で接続した、通信中の回線をすみやかに切断するこ

とができます。

無通信監視タイマは、無通信状態が設定時間以上続かない限り、切断を行いま

せん。

データの送受信が行われている途中で、  全回線の切断  ボタンをクリックす

ると、回線の切断を行ってもすぐ、自動接続することがあります。

自動接続を完全に禁止したい場合は、「コネクションマネージャ」を利用して

[自動接続を禁止]の設定を行ってください。

参照�「3 コネクションマネージャ」91ページ
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2-2　WWW画面設定リファレンス

●ルータ本体のパスワード設定

「ルータ本体のパスワード」ページでは、Aterm本体のアクセスパスワードを設定します。

Atermでは、意図しない設定変更や不正アクセスを防止するため、設定を行う際にはアクセ

スパスワードを入力するようになっています。

パスワードに使用できるのは半角英数字・記号のみで、8文字以内で指定してください。ただ

し、パスワード中に「&」を使用することはできません。また、このパスワードと同時に使われ

るユーザ IDは「Admin」で固定されています。（すべて半角でAは大文字です。）

今までのパスワード

ここに今までのパスワードを入力してください。入力された文字は＊に置き換えて表示します。

なお、初回設定時には今までのパスワードがありませんので、この項目は表示されません。

※登録したパスワードを忘れてしまった場合は、工場出荷時に戻してからあらためてパスワー

ドを登録してください。 参照�導入マニュアル「2-3 ディップスイッチについて ...」

初期化を行った場合、Atermに設定された設定はすべて失われますので、あらためて設定

が必要となります。

新しいパスワード

ここに新しいパスワードを入力してください。入力された文字は＊に置き換えて表示します。

なお、パスワード中に「&」を使用することはできません。

パスワードの確認

確認のため、新しいパスワードを再入力してください。入力された文字は＊に置き換えて表示

します。
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2-2　WWW画面設定リファレンス

詳細設定...

接続先の登録

「接続先の登録」のページでは、インターネットプロバイダやWANの相手先など、接続先を

A～ Jまでのエントリに最大10ヶ所登録することができます。

登録エントリは、ページ上部のA～Jのボタンをクリックすることにより切り替えられるよ

うになっています。

また、「接続先の登録」のページには、「基本設定」のページと「高度な設定」のページがあります。

「基本設定」のページでは、プロバイダなどの相手先に接続する際に必要な基本項目を設定します。

「高度な設定」のページでは、通常は変更する必要のない高度な機能の設定が行えます。

「高度な設定」のページの項目は、プロバイダへのダイヤルアップ接続に際しては特に変更す

る必要はありませんが、特定のイントラネットへの接続または、Atermをサーバ側で使用す

る際などに必要になることがあります。

「高度な設定」を開く場合は、画面右の「高度な設定へ」の文字をクリックしてください。

左フレームから設定したい項目を選び、右フレームで設定してください。

61ページからの各項目の説明を参照して設定してください。

左フレーム 右フレーム
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2-2　WWW画面設定リファレンス

基本設定�

登録名�

ユーザ情報�

サーバ情報�

自動切断設定�

高度な設定�

MP・BOD設定�

高度な設定へ�

詳細設定�

接続先の登録A

ログインID

ログインパスワード�

接続先電話番号�

接続先サブアドレス�

回線種別�

認証方式�

接続先ドメイン名�

プライマリDNS

セカンダリDNS

プロトコル・回線設定�

コールバック�

アドバスドNAT
接続モード�
BACP

MS-CBCP
コールバック先電話番号�
コールバック先アドレス�

LZS圧縮�

着信設定�

相手からの着信許可�

受信ID

マルチリンク通信�

リソースBOD 

スループットBOD

リンク追加算出時間�

リンク削除算出時間�

リンク追加しきい値�

リンク削除しきい値�

無通信監視タイマ�

無通信監視時間�

強制切断タイマ�

強制切断時間�

接続先の登録J

プロバイダ／接続先�

らくらく設定へ�

左フレーム� 右フレーム�

詳細設定ページ構造
詳細設定のページ構造は以下のようになります。

次ページ上へ
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2-2　WWW画面設定リファレンス

AtermIR450のIPアドレス�

AtermIR450のネットワークマスク�

DHCPサーバ機能�

割り当て開始IPアドレス�

割り当てIPアドレス数�

リースタイム�

フィルタリング機能の設定�

フィルタ設定1

フィルタ設定8

サブアドレス�
発信番号通知�

グローバル着信�

サブアドレス無し着信�

今までのパスワード�
新しいパスワード�

パスワードの確認�

本体パスワード�

フィルタリング機能の�
使用の有無�

ICMP パケットの処理�

アドレス属性�

アドレス�

ポート番号（範囲指定・開始）�
ポート番号（範囲指定・終了）�

ネットワークマスク�
パケットの方向�

DNSフォワーディング機能�

ドメイン名�

設定1

設定10

LAN側サーバアドレス1

LAN側サーバアドレス2

DNSフォワーディング�

アドバンスドNATオプション�

接続先アドレス設定�

基本設定に戻る�

デフォルトルート�

IPアドレス�

回線の切断�

デフォルトルート�

回線の切断�

WAN、自側IPアドレス�

WAN、自側アドレスマスク�

コールバック先アドレス�

相手ネットワークアドレス�

相手サブネットマスク�

受信パスワード�

左フレーム� 右フレーム�

ルータ本体のLAN設定�

IPアドレス／DHCPサーバ�

ルータ本体のパワード�

ヘルプ目次�

Aterm Stationへ�

フィルタリング�

電話番号�

ルータ本体のISDN設定�

ISDN設定�

IPアドレス�

ポート番号�

プロトコル�

スタティックルーティング�
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2-2　WWW画面設定リファレンス

■プロバイダ/接続先

●登録名

プロバイダなどの名称をもとに半角8文字以内で指定してください。

ここで設定した名称は、「デフォルトルート」ページでデフォルトルートの設定の際に利用さ

れます。

（1）基本設定
基本設定のページでは、プロバイダなどの相手先に接続する際に必要な基本項目を設定します。

●接続先の登録

接続先は、ページ上部の［A］～［J］ボタンをクリックすることにより切り替えられるように

なっています。選択中の接続先は黒地に白抜き文字、他のエントリは白地に黒文字で表示され

ます。 「基本設定」と「高度な設定」があり、画面右のアイコンで切り替えます。
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2-2　WWW画面設定リファレンス

●ユーザ情報

相手先に接続する際に必要なユーザ情報を設定します。

ログイン ID

相手先に接続するために必要なログイン ID（アカウント）を入力します。相手先（プロバイダ

など）からの情報を元に指定してください。

ログインパスワード

相手先に接続するために必要なパスワードを入力します。相手先（プロバイダなど）からの情

報を元に指定してください。入力された文字は＊に置き換えて表示します。

なお、パスワード中に「&」は使用できません。
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2-2　WWW画面設定リファレンス

●サーバ情報

相手先に接続する際に必要なサーバ情報を設定します。

接続先電話番号

接続先の電話番号です。電話番号を半角数字で市外局番から指定してください。指定できる長

さは半角32文字までです。

接続先サブアドレス

接続先のサブアドレスです。サブアドレスがある場合に限り、半角数字で19文字以内で入力

してください。なお、プロバイダへダイヤルアップ接続する場合など、通常は特に指定する必

要はありません（空欄のままにしておいてください）。

回線種別

INSネット64の場合は「INSネット64」を、常時接続型のOCNエコノミーを利用している場

合は「OCNエコノミー」を選択してください。初期値は「INSネット64」になっています。な

お、OCNダイヤルアクセスをお使いの場合は「INSネット64」を指定してください。

認証方式

相手先に接続する際の認証プロトコルを選択します。

なし 認証を行いません。接続先が認証を要求する場合、Atermからの接続は行

えませんのでご注意ください。

自動 接続先が要求する認証プロトコル（PAPまたはCHAP）に合わせます。

PAP 認証プロトコルとしてPAP（Password Authentication Protocol）を使

用します。

CHAP 認証プロトコルとしてCHAP（Challenge Handshake Authentication

Protocol）を使用します。
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2-2　WWW画面設定リファレンス

接続先ドメイン名

接続先のドメイン名を必要に応じて指定します。

ドメイン名を指定することにより、TCP/IPアプリケーションのリクエストに応じて接続先を

自動的に切り替える「ドメインネームルーティング」機能が使用できるようになります。

参照�「7-9 ドメインネームルーティング」214ページ

※ドメインネームルーティングをご利用にならない場合は、必ず空欄のままにしてください。

プライマリDNS

相手先のプライマリDNSサーバのアドレスを入力します。相手先からの情報を元に半角で

「000.000.000.000」形式で指定してください。

セカンダリDNS

相手先のセカンダリDNSサーバのアドレスを入力します。相手先からの情報を元に半角で

「000.000.000.000」形式で指定してください。

プライマリDNSサーバが設定されていれば、必ずしもセカンダリDNS

サーバを設定する必要はありません。

DNSサーバの IPアドレスが不明の場合は、「付録 プロバイダのDNSサー

バの調べ方」334ページを参照して指定してください。
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2-2　WWW画面設定リファレンス

無通信監視タイマ

一定時間経過してもデータの送信・受信が行われない場合に、Atermから自動的に回線を切

断するかどうかを設定します。これにより、切断のし忘れを回避できます。

機能を利用する場合は「監視する」を選択し、さらに監視時間を1～10分の範囲で設定してく

ださい。

初期値は「監視する」「3分」になっています。

強制切断タイマ

一定時間連続して通信を行っている場合に、Atermから強制的に回線を切断するかどうかを

設定します。これにより、切断のし忘れを回避できます。

機能を利用する場合は「切断する」を選択し、さらに何時間連続で通信したら切断するかを1

～10時間の範囲で選択してください。

初期値は「切断する」「10時間」になっています。

●自動切断設定

強制切断タイマにより、通信が切断された場合、再び通信を行うことができ

ません。通信を行うためには、一度Atermの電源を切り、再度電源を入れ

る必要があります。

Atermは、タイマを利用して回線を自動切断するようになっています。意図しない長時間接

続を防止するためにも、必ず設定してください。

OCNエコノミーなどのように、常時接続する場合は、無通信監視タイマを

「監視しない」、強制監視タイマを「切断しない」にしてください。
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2-2　WWW画面設定リファレンス

●MP・BOD設定

2本のBチャネルを同時に利用する128kbpsマルチリンクPPP通信と、2本目のBチャネル

をどのように使用するかを設定するBOD（Band On Demand、バンド・オン・デマンド）機

能に関する設定です。

マルチリンク通信（MP128k）

Bチャネルを2本同時に利用して接続する128kbpsマルチリンクPPP通信を行うかどうかを

選択します。

相手先のアクセスポイントが128kbpsマルチリンクPPP通信に対応していて、128kbps通信

を行いたい場合のみ「行う」に設定してください。なお、128kbpsマルチリンクPPP通信を行

うと2倍の電話料 金がかかりますのでご注意ください。

初期値は「行わない」になっています。

リソースBOD

リソースBOD（128kbpsマルチリンクPPP通信時にBチャネルを2本とも利用し、アナログ

ポートからの発信や着信の際に、2本目のBチャネルを自動的に空ける機能）を行うかどうか

を設定します。

機能を利用する場合は「行う」を、利用しない場合は「行わない」を選択してください。

なお、「行わない」を選択した場合、128kbpsマルチリンクPPP通信を行っているとアナログ

ポートからの発信および着信はできません（話し中になります）。

初期値は「行わない」になっています。
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2-2　WWW画面設定リファレンス

スループットBOD

スループットBOD（128kbpsマルチリンクPPP通信を行う設定の時に、データ量によって2

本目のBチャネルを使うかどうかを自動的に決定する機能）を行うかどうかを設定します。

機能を利用する場合は「行う」を、利用しない場合は「行わない」を選択してください。また、

機能を利用する場合は、回線利用率がどの程度になったら64kbps同期通信（Bチャネルを1

本のみ使用）に切り替えるか、どの程度になったら128kbpsマルチリンクPPP通信（Bチャネ

ルを2本とも使用）に戻すかを判断するために、以下の各値を設定する必要があります。

 なお、128kbps通信時には2倍の電話料金がかかります。また、64kbps同期通信（Bチャネ

ル1本）から128kbps通信（Bチャネル2本）に切り替わる際には、必ず最低でも10円の電話

料金がかかります。64k→128k切り替えが頻繁に起こらないよう、設定値を調整してくださ

い。

初期値は「行わない」になっています。

リンク追加算出時間

リンクを追加するかどうか（128kbpsマルチリンクPPP通信に戻すかどうか）を算

出するための監視時間を選択します。指定できる値は10～60秒です。

リンク削除算出時間

リンクを削除するかどうか（64kbps同期通信に切り替えるかどうか）を算出する

ための監視時間を選択します。指定できる値は10～60秒です。

リンク追加しきい値

リンクを追加する基準となるデータ転送の回線利用率を選択します。指定できる値

は60～90%です。

リンク追加算出時間で設定した時間内に、データ転送の回線利用率がリンク追加し

きい値で設定した値を上回ると、128kbpsマルチリンクPPP通信に戻ります。

リンク削除しきい値

リンクを削除する基準となるデータ転送の回線利用率を設定します。選択できる値

は10～40%です。

リンク削除算出時間で設定した時間内に、データ転送の回線利用率がリンク削除し

きい値で設定した値を下回ると、64kbps同期通信に切り替わります。

たとえば通常10秒間に最大約75Kバイトのデータ転送能力があります。リンク削

除算出時間が10秒でリンク削除しきい値が20%の場合、10秒間のデータ転送能力

が15Kバイト（75Kバイトの20%）に下がってきた場合、64kbps同期通信に切り

替わります。
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2-2　WWW画面設定リファレンス

（2）高度な設定

●プロトコル・回線設定

相手先との接続プロトコルや接続方法などを設定します。

高度な設定のページでは、詳細な機能の設定が行えます。通常は変更する必要はありません。

誤った設定を行った場合、通信できなくなるなどのトラブルになりますのでご注意ください。

これらの項目は、プロバイダへのダイヤルアップ接続に際しては特に変更する必要はありま

せんが、LAN同士の接続などの際に変更が必要になることがあります。 画面右のアイコンで

切り替えます。

アドバンスドNAT

相手先への接続時に割り当てられる一つの IPアドレスを、LAN接続した各パソコンへ自動的

にローカルのIPアドレスへと変換する機能です。これにより、一つの端末型ダイヤルアップ契

約でも、複数のパソコンから同時に、専用線感覚でインターネットアクセスができます。

機能を使用する場合は「使用する」を、使用しない場合は「使用しない」を選択してください。

初期値は「使用する」になっています。LAN接続した複数のパソコンからプロバイダへダイヤ

ルアップ接続する場合など、通常は「使用する」を選択してください。

接続モード

相手先とどのように接続するかを選択します。初期値は「端末型」になっています。プロバイ

ダへのダイヤルアップ接続など、通常は「端末型」を選択してください。

「端末型」

プロバイダへの端末型ダイヤルアップ接続を行う場合に選択します。接続時に相手

先に IPアドレスの割り当てを要求します。

「LAN型」

LAN型ダイヤルアップ接続を行う場合に選択します。プロバイダ加入時などにIPア

ドレスの 割り当てを計画的に行っている場合となります。
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2-2　WWW画面設定リファレンス

BACP

128kbpsマルチリンク PPP通信を行う際に、BACP（Bandwidth Allocation Control

Protocol、バンド幅調整プロトコル）を利用するかどうかを選択します。相手先がBACPに対

応している場合のみ、BACPでのネゴシエーションが行われます。

初期値は「使用しない」になっています。

LZS圧縮

LZS圧縮機能を利用するかどうかを選択します。Atermを対向で使用する場合、LZS圧縮機能

を利用すると、IPパケットのヘッダ部とデータ部を圧縮し、実際の回線速度以上のスループッ

ト（最大4倍）が実現されます。 初期値は「使用しない」になっています。
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2-2　WWW画面設定リファレンス

●MS-CBCPコールバックは、Atermが発信側（コールバックされる側）とし

てのみ動作可能です。Atermが着信側となる場合は、必ずMS-CBCPコー

ルバックは「使用しない」に設定してください。もし、誤って使用した場合、

通信が切れなくなる場合があります。なお、AtermではMS-CBCPコール

バックの指定できる接続先は一ヶ所のみです。

●MS-CBCPコールバックは、接続相手装置（システム）によりコールバック

に失敗することがあります。確実にコールバックされていることを確認する

には、LCD表示により、発信呼が切断され、コールバックの着信を受けたこ

とを確認してください。

●発信側として、MS-CBCPコールバックを使用する場合には、必ずMP・

BOD設定でマルチリンク通信を「行わない」に設定してください。

●ルータ機能では、スティルスコールバックは発信側と着信側、ともにサポー

トしていません。

●コールバック

相手先と接続する際に、こちらからの発信をいったん切断し、相手先から電話をかけ直してもら

う（コールバック）ことにより接続する機能です。相手先がMS-CBCPによるコールバック機能

を持っており、Atermからの発信をコールバックして欲しい場合に指定してください。

MS-CBCP

MS-CBCP（Microsoft Callback Control Protocol）によるコールバック接続を行うかどう

かを選択します。コールバック接続を行う場合は「使用する」を、コールバック接続を行わな

いを選択してください。初期値は「使用しない」になっています。

コールバック先電話番号

コールバック接続を行う際に相手先にかけてもらう電話番号（アドレス）を設定します。相手

先がコールバック先電話番号を要求する場合のみ指定してください。

コールバック先サブアドレス

コールバック接続を行う際に相手先にかけてもらう電話番号のサブアドレスを設定します。

相手先がコールバック先サブアドレスを要求する場合のみ指定してください。
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2-2　WWW画面設定リファレンス

相手からの着信許可

相手先からの着信を許可するかどうかを選択します。着信を許可する場合は「する」を、許可

しない場合は「しない」を選択してください。

初期値は「しない」になっています。

受信 ID

相手先からの着信を許可する場合に使用する受信IDを指定します。半角英数字記号で32文字

以内で指定してください。

受信パスワード

相手先からの着信を許可する場合に使用する受信パスワードを指定します。半角英数字記号

で32文字以内で指定してください。なお、「&」は使用できません。

●着信設定

相手先からのAtermへの着信を許可するかどうかを設定します。

着信を許可する場合は、不正アクセス防止の観点から、受信IDと受信パスワードを指定して、

特定のユーザのみが接続できるようにすることをお勧めします。
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2-2　WWW画面設定リファレンス

WAN、自側 IPアドレス

Atermが他のネットワークとWAN経由で LAN間接続を行う場合、あるいはAtermがRAS

サーバとして動作する場合に、Aterm側のネットワークアドレスを相手ルータなどに通知す

るために使用します。通常は自側の IPアドレスを指定してください。

WAN、自側アドレスマスク

Atermが他のネットワークとWAN経由で LAN間接続を行う場合、あるいはAtermがRAS

サーバとして動作する場合に、Aterm側のネットワークアドレスを相手ルータなどに通知す

るために使用します。通常は自側のアドレスマスクを指定してください。

相手 IPアドレス

AtermがRASサーバとして動作する場合、接続先端末が使用するIPアドレスとして使用され

ます。

相手ネットワークアドレス

デフォルトルート以外の特定のネットワークアドレスに対して自動発信したい場合に、その

相手のネットワークアドレスを指定します。

相手サブネットマスク

デフォルトルート以外の特定のネットワークアドレスに対して自動発信したい場合に、その

相手のサブネットマスクを指定します。

●接続時アドレス設定

LAN同士の接続など、相手先との接続時に特定のアドレスを指定する必要がある場合に指定しま

す。プロバイダへの端末型ダイヤルアップ接続を行う場合は、特に変更する必要はありません。



73

設定編�

ら
く
ら
く
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ�

w
w
w

ブ
ラ
ウ
ザ
を
利
用
し
た
設
定�

索
引�

電
話
機
を
利
用
し
た
設
定�

コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ�

2-2　WWW画面設定リファレンス

利用形態別の設定は「7-10 ルータ機能を利用したその他の接続」220ページ

を参照してください。
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2-2　WWW画面設定リファレンス

●デフォルトルート

1.デフォルトルートの設定により、AtermIR450は必要に応じて自動的に指

定した相手先（デフォルトルート）に接続します。設定や運用形態によって

は意図しない自動接続が行われることがありますのでご注意ください。

意図しない自動接続を避けるには、別途、「コネクションマネージャ」をご

使用いただき、デフォルトルートの設定を適宜変更してください。

2.デフォルトルートを「なし」に設定した場合、詳細設定の「接続先の登録」

内の、接続時アドレス設定（高度な設定ページにあります）で指定する「相

手ネットワークアドレス」以外への発信が禁止されます。

「デフォルトルート」ページでは、「接続先の登録」ページで登録したプロバイダ /接続先を元

に、デフォルトルート（AtermIR450が優先的にデータを送信する相手先）が変更できます。

デフォルトルート

Atermのルータ機能を使用してお客様がインターネットへアクセスする場合、自動接続機能

（ダイヤル・オン・デマンド）が起動されます。自動接続時には、まずドメインネーム・ルーティ

ング機能によって接続先がサーチされ、該当する接続先が見つかった場合はその接続先に接続

されます。

該当する接続先が見当たらなかった場合に、このデフォルトルートに接続します。 プロバイダ

情報が一つだけ登録してある場合は必ずそのプロバイダを登録してください。簡単設定のペー

ジで設定をした場合は、自動的に接続先Aの登録名（工場出荷時は「Site1」）が自動登録先とし

て設定されます。

プロバイダ情報を複数登録してある場合、主に使用するプロバイダ登録名を指定してください。

IPアドレス

この項目はAtermのHUBポート上に、上位ゲートウェイ（ルータなど）が設置されている場

合にのみ、必要に応じて設定してください。デフォルトルートのプルダウンメニューの中から

「IP指定」を選択して、そのゲートウェイのIPアドレスを入力することでAtermのデフォルト

ゲートウェイとなります。半角で「000.000.000.000」形式で指定してください。
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2-2　WWW画面設定リファレンス

●スタティックルーティング

このページはプロバイダへ端末型ダイヤルアップ接続してインターネットにア

クセスするような使い方をされるお客様は、特に設定する必要はありません。

Atermのルータ機能は、接続されたコンピュータなどから受け取ったパケットに記述されたそ

のパケットの宛先となるIPアドレスによって適切な経路を決定し、次の転送先にそのデータを

転送します。このような機能をルーティング機能といいます。

スタティックルーティングとは、このルーティング機能を行うために必要となる宛先IPアドレ

スとそこに向かうための経路となる次の転送先を対応させた一覧表（ルーティングテーブル）

を、お客様自身で設定していただき、Atremがその内容にしたがって動作する方式です。

「スタティックルーティング」ページでは、このルーティングテーブルを作成します。登録でき

る件数は最大で50件です。

ターゲット

宛先となるコンピュータやルータのIPアドレス、またはネットワークアドレスを登録します。

Atermはここで登録されたアドレスへのパケットを受信すると、下記で登録されるゲート

ウェイを経由してそのパケットを送出するように動作します。

マスク

ターゲットをホスト（コンピュータやルータ）として A t e r m に登録する場合、

（255.255.255.255）でマスクを設定してください。ターゲットを特定のネットワークアドレ

スとする場合、その相手のサブネットマスクを登録してください。

ゲートウェイ

接続先登録ページで設定されたA～Jの「登録名」を選択するか、「IP指定」を選択して下欄に

IPアドレスを登録してください。この IPアドレスには、Atermと同じサブネットに存在する

LAN接続されたパソコンやルータなどの IPアドレスが指定できます。

Atermはターゲットとマスクによって登録された宛先へのパケットを受信すると、ゲート

ウェイが「登録名」の場合、その登録名で設定された接続先登録内容に従って自動接続します。

またゲートウェイが「IP指定」の場合、その指定アドレスにパケットを転送します。
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2-2　WWW画面設定リファレンス

・同一サブネットに存在するターゲットを2つ以上登録すると、設定した経路

で通信できないことがあります。

　各ターゲットのサブネットが同一にならないようルーティングテーブルを

作成してください。

・ホップは最大値15で固定されています。
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2-2　WWW画面設定リファレンス

● IPアドレス /DHCPサーバ

「IPアドレス/DHCPサーバ」ページでは、LAN構築に必要な、Aterm本体のIPアドレス、DHCP

サーバ機能などを設定します。

IR450の IPアドレス

Atermに割り当てるIPアドレスを設定します。半角で「000.000.000.000」形式で指定してく

ださい。初期値は「192.168.0.1」になっています。

通常端末型ダイヤルアップで使用の場合は、初期値のままでお使いいただけます。特に変更す

る必要はありません。

LANを構築している場合など、すでに特定のIPアドレスを使用している場合のみ設定を変更

してください。

なお、端末型ダイヤルアップ接続へインターネットへ接続する場合、IPアドレスには、ネット

ワークの規模に応じたプライベートアドレスを指定してください。

IPアドレスとは、IPによる通信（IPネットワーク）を行う際、ネットワーク上

の機器を識別するためのものです。通常は「192.168.0.1」のように、ピリオ

ドをはさんだ4つの数字（0～255）で表します。インターネットへ接続する

場合には、インターネット上のホストを識別するために、一意な IPアドレス

（グローバルアドレス）を取得する必要があります。インターネットに接続を

持たない場合には、プライベートアドレスを用いることになっています。

プライベートアドレスの範囲は RFC1918 で以下のように定義されています。

10.0.0.0 ～ 10.255.255.255

172.16.0.0 ～ 172.31.255.255

192.168.0.0 ～192.168.255.255

Atermでは、インターネットへ接続する場合でも、アドバンスドNAT機能を

利用して端末型ダイヤルアップIP接続を行う場合は、上記のプライベートIP

アドレスをLAN側に設定できます。

■ルータ本体のLAN設定

● IPアドレス
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2-2　WWW画面設定リファレンス

「ネットワークマスク」を指定することにより、I Pアドレスをサブネットワー

ク番号と、ホスト部との2つの部分に分け、I Pアドレスを効率よく運用する

ことができます。IPアドレスのどこまでがサブネットワーク番号か、どこか

らがホスト番号かを識別するビット列を、「サブネットマスク」といいます。

例えば、IPアドレスが「192.168.0.1」、サブネットマスクが「255.255.255.0」

の場合、ネットワーク部は「192.168.0」、ホスト部は「1」になります。

IR450のネットワークマスク

サブネットを特定するためのマスク（サブネットマスク）を設定します。半角で

「000.000.000.000」形式で指定してください。初期値は「255.255.255.0」になっています。

なお、通常は初期値のままでお使いいただけます。特に変更する必要はありません。

1.IPアドレスの変更は、 設定実行 ボタンをクリックすると即座に行われま

す。このため、IPアドレスを変更するとブラウザの反応がなくなります

が異常ではありません。

2.IPアドレスを変更した場合は、一旦ブラウザを終了してからパソコンの

電源を入れ直し、必ず新しいアドレスでアクセスし直してください。
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2-2　WWW画面設定リファレンス

●DHCPサーバ機能

Atermでは、LANに接続されたパソコンに対してIPアドレスをネットワーク

上でパソコンを起動するたびに順次アドレスを自動割り当てする「DHCP

（Dynamic Host Configration Protocol）」サーバ機能」をサポートしてい

ます。また、DHCPに対応しているパソコンでは、IPアドレス、デフォルト・

ゲートウェイ、DNSサーバなどを自動的に設定することができます。

割り当て開始 IPアドレス

AtermのDHCPサーバ機能利用時に、LAN接続するパソコンに割り当てるIPアドレスの開始

アドレスを設定します。アドレスを半角で「000.000.000.000」形式で指定してください。

初期値は「192.168.0.10」になっています。（らくらくウィザード使用後は、「192.168.0.2」）

通常は初期値のままでお使いいただけます。特に変更する必要はありません。なお、開始アド

レスには、Aterm本体のIPアドレスや、サブネット範囲を超えるアドレスは指定できません。

割り当て IPアドレス数

AtermのDHCPサーバ機能利用時に、LAN接続するパソコンに割り当てるIPアドレスの最大

数を設定します。1～40の範囲で指定してください。初期値は「32」になっています。

開始アドレスから連続で指定した分のアドレスが予約されます。たとえば開始アドレスが

192.168.0.10で割当数が32の場合は、192.168.0.10～192.168.0.41までが予約されます。

DHCPサーバ機能

AtermのDHCPサーバ機能（LAN接続したパソコンへのIPアドレスの自動割り当てを行う機

能）を使用するかどうかを設定します。機能を使用する場合は「使用する」を、使用しない場

合は「使用しない」を選択してください。初期値は「使用する」になっています。

通常は初期値のままでお使いいただけます。特に変更する必要はありません。すでにLANを

構築していて、パソコンに特定のIPアドレスを割り当てている場合のみ「使用しない」を選択

してください。この場合、別途各パソコンに IPアドレスを設定する必要があります。
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2-2　WWW画面設定リファレンス

DHCPサーバ機能を利用した状態でパソコンにIPアドレスを直接入力して

割り当てるときは、ここで指定するIPアドレスと重複しないようにしてく

ださい。

リースタイム

AtermのDHCPサーバ機能利用時に、LAN接続するパソコンに割り当てるIPアドレスの有効

期限を設定します。2～72時間の範囲で指定してください。初期値は「2」になっています。

リースタイムで設定した時間が経過すると、一度使用した IPアドレスが再利用できるように

なります。なお、この項目のみを単独で変更することはできません。必ず他のDHCPサーバ機

能項目も同時に変更してください。

1. DHCPサーバの「割り当て開始アドレス」「割当 IPアドレス数」を変更し

た場合、必ずお使いのパソコンを再起動してください。

2.「リースタイム」のみを単独で変更することはできません。

リースタイムを変更する際は、必ず「DHCPサーバ機能」「割り当て開始

IPアドレス」「割り当て IPアドレス数」の値を同時に変更、または再設定

してください。
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2-2　WWW画面設定リファレンス

フィルタリング機能の使用の有無

フィルタリング機能は、特定の性質を持つTCP/IPパケットを転送したくない場合に使用しま

す。特定のパケットを除外する（転送しない）場合は「使用する」を、すべてのパケットを転送

する場合は「使用しない」を選択してください。初期値は「使用しない」になっています。

「使用する」を選択した場合は、あわせてどんなパケットを除外するかを「パケット設定1～8」

で設定してください。

ICMPパケットの処理

ICMPパケットを除外する（転送しない)か、通過させる（転送する）かを選択します。初期値

は「通過させる」になっています。

ICMPは、TCP/IPパケットの転送中において発生した各種のエラーの通知や、エコー検査と

いった動作の確認などを行なうために利用される重要な機能です。従って、通常は「通過させ

る」を選択してください。

●フィルタリング機能の設定

フィルタリング機能（特定の性質を持つパケットを除外する機能）を使用するかどうかを設定

します。

●フィルタリング

「フィルタリング」ページでは、フィルタリング機能（特定のパケットを除外する機能）を使用

するかどうかの設定と、除外させるパケットの指定を行います。
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2-2　WWW画面設定リファレンス

アドレス属性

TCP/IPパケットには、そのパケットの送信元アドレスと、宛先アドレスの情報が含まれてい

ます。Atermは、この情報を元にパケットを転送しています。フィルタリング機能

では、この情報を利用することで、特定アドレス発のパケット、あるいは特定アドレス宛のパ

ケットを除外することができます。

ここでは、以下で設定するアドレス/ネットワークマスクが「送信元アドレス」であるか、「宛

先アドレス」であるかを選択します。選択に従って、特定アドレス発のパケット、または特定

アドレス宛のパケットが除外されるようになります。

アドレス /ネットワークマスク

「アドレス属性」で「送信元アドレス」が選択されている場合、ここで指定したアドレス/ネッ

トワークマスクを送信元アドレスとして持つパケット（特定アドレス発のパケット）が除外

されます。

「アドレス属性」で「宛先アドレス」が選択されている場合、ここで指定したアドレス/ネットワー

クマスクを宛先アドレスとして持つパケット（特定アドレス宛のパケット）が除外されます。

パケットの方向

除外するパケットの方向を選択します。

下り（回線→ LAN）

下りパケット（回線からLANに入ってくるパケット）を除外します。

上り（LAN→回線）

上りパケット（LANから回線に出ていくパケット）を除外します。

上り・下り両方

下りパケットと、上りパケットの両方を除外します。

●フィルタ設定1～8

フィルタリング機能により除外するパケットを設定します。パケットは最大8種類設定できます。
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2-2　WWW画面設定リファレンス

ポート開始番号・終了番号

TCP/IPパケットには、そのパケットを生成したサービス /プロトコルのポート番号の情報が

含まれています。この情報を利用することで、特定のポート番号を持つパケットを除外するこ

とができます。

ポート番号の指定は範囲指定方式になっています。たとえば開始番号に1、終了番号に10を

指定すると、ポート番号が1～10のパケットが除外できます。

上記各項目で設定した内容はひとつにまとめられて処理されます。たとえば、

アドレス属性

送信元アドレス

アドレス:192.168.0.0

ネットワークマスク: 255.255.255.0

パケット方向

上り

ポート先頭番号:1

ポート末尾番号:10

という形で指定すると、送信元アドレスが 192.168.0.0～192.168.0.255（192.168.0.0～

192.168.0.255発）で、ポート番号が1～10番の、上り（LANから回線に出ていく）パケット

が除外されます。



84

設定編�

ら
く
ら
く
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ�

w
w
w

ブ
ラ
ウ
ザ
を
利
用
し
た
設
定�

索
引�

電
話
機
を
利
用
し
た
設
定�

コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ�

2-2　WWW画面設定リファレンス

●DNSフォワーディング

「DNSフォワーディング」ページでは、DNSフォワーディング機能に関する設定を行います。

DNSフォワーディング機能

Atermは疑似DNSサーバとして動作することができます（特にDHCPを利用するとき）。

プロバイダへのダイヤルアップ接続に際しては、AtermはIPアドレス問い合わせパケットを

接続先（プロバイダ）のDNSサーバに転送します。

また、LAN側にDNSを設置してある状態で、「ドメイン名」で指定されたドメインに対するIP

アドレス問い合わせを受けた場合、Atermはその問い合わせパケットを「LAN側サーバアド

レス1」「LAN側サーバアドレス2」に転送します。

上記の機能を「DNSフォワーディング機能」と呼びます。機能を使用する場合は「使用する」を、

使用しない場合は「使用しない」を選択してください。初期値は「使用する」になっています。

プロバイダへのダイヤルアップ接続を行う場合など、通常は「使用する」を選択してください

また、DNSフォワーディング機能を利用する場合、AtermにLANまたはUSB接続されたパソ

コンのTCP/IP設定のDNSサーバアドレスに、AtermのIPアドレスを設定する必要があります。

AtermのDHCPサーバ機能を利用する場合は、AtermにLANまたはUSB接続されたパソコ

ンのDNSサーバアドレスに、Atermの IPアドレスが自動的に設定されます。

ドメイン名

LAN側の名前解決に利用するドメイン名を指定してください。

LAN内独自の名前解決が必要な場合に限り、LAN内で使用しているドメイン名を指定してく

ださい。ここで指定したドメイン名の名前解決を行う場合、自動的に以下で指定するDNSが

使用されます。

なお、通常は特に指定する必要はありません（空欄のままにしておいてください）。LAN側

（AtermのHUBポート上）にDNSサーバを設置する場合のみ指定してください。
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2-2　WWW画面設定リファレンス

LAN側サーバアドレス1

LAN側DNSのアドレスを半角で「000.000.000.000」形式で入力してください。

なお、通常は特に指定する必要はありません。LAN側（AtermのHUBポート上）に上位DNSを

設置し、AtermをDHCPサーバかつ、DNSサーバとして使用する場合のみ指定してください。

LAN側サーバアドレス2

LAN側DNSのアドレスを半角で「000.000.000.000」形式で入力してください。

なお、通常は特に指定する必要はありません。LAN側（AtermのHUBポート上）に上位DNSを

設置し、AtermをDHCPサーバかつ、DNSサーバとして使用する場合のみ指定してください。

接続先の登録ページにおいて、プライマリDNS、またはセカンダリDNSのIP

アドレスが入力されていると、このページにおいて、LAN内のDNSサーバア

ドレスを設定していても、問い合わせパケットをLAN内のDNSサーバには、

転送しません。LAN内のDNSサーバへ問い合わせパケットを転送させるため

には、接続先の登録ページにおけるDNSサーバアドレスを「0.0.0.0」として

ください。
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2-2　WWW画面設定リファレンス

●アドバンスドNATオプション

「アドバンスドNATオプション」ページは、アドバンスドNAT機能を使用しながら、インター

ネットを介したゲームやメッセージングツール、マルチメディア系のストリームデータを扱

うアプリケーションを利用するときに設定します。

アドバンスドNAT機能には、オプションとして、接続相手先から送信される

パケットに含まれる宛先ポート番号によって、そのパケットの転送先となる

ローカル IPアドレスを指定できる機能があります。宛先ポート番号とは宛先

となる通信サービス／プロトコルを識別する情報です。

IPアドレス

アプリケーションサービスを実行するパソコンに設定している IPアドレスを登録します。

AtermにLAN接続され、同一サブネットに存在するローカル IPアドレスが入力できます。

ポート番号

接続相手先から送信されるパケットに含まれる宛先ポート番号を指定します。

上記IPアドレスをもつパソコンで実行しているアプリケーションサービスに対応するポート

番号を入力してください。このポート番号を宛先ポート番号として含むパケットをAtermが

受信すると上記 IPアドレスのパソコンにそのパケットを転送します。

プロトコル

上記ポート番号を使用するプロトコルを「TCP」または「UDP」から選択します。

設定する値は、使用するアプリケーションにより異なります。

アプリケーションのメーカへお問い合わせください。
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2-2　WWW画面設定リファレンス

・アドバンスドNATオプションの機能はアドバンスドNATの機能を「使用す

る」場合にのみ有効です。

・アドバンスドNATオプションを設定する場合、アプリケーションを実行す

るパソコンのIPアドレスはDHCPサーバ機能を使用して取得せずに、固定

アドレスでご使用ください。

・2箇所以上の設定に同じポート番号かつ同じプロトコルで登録して、別々の

パソコンに転送することはできません。

ポート番号について

ポート番号は、特に指定のない限りTCP／UDPで共通です。

予約されたポート番号は、インターネット全体で固定的に使用されるアプリ

ケーションサービスを識別するための情報で「よく知られたポート番号」

（well-known port number）といいます。

システムのサーバ・プロセスがクライアントからの呼び出しに応じるための

ポートなどがこれにあたります。この「よく知られたポート番号」には次のよ

うなものがあります。

20　 ftp-data 21　 ftp

23　 telnet 25　 smtp

53　 domain 80　 http,www

110　pop3

・アドバンスドNAT機能は、ローカル IPアドレスを相手先との接続時に割り

当てられる1つのグローバル IPアドレスに変換するだけでなく、LAN接続

したパソコンから送信される、パケットに含まれる送信元のポート番号も自

動的に変換しています。

・アドバンスドNATオプションには、この送信元ポート番号を固定にする機

能はありません。そのため、一部のアプリケーション（kaliサーバなど）に

よっては、アドバンスドNATオプションを設定しても、利用できない場合

があります。このような場合、TA機能を用いて通信を行い、アプリケーショ

ンを実行してください。
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2-2　WWW画面設定リファレンス

■ルータ本体のISDN設定

● ISDN設定
「ルータ本体のISDN設定」ページでは、Atermのルータ機能のISDNに関する設定を行います。

電話番号

ルータの電話番号を設定します。電話番号を半角数字で市外局番から入力してください。指定

できる長さは半角32文字までです。

サブアドレス

ルータのサブアドレスを設定します。必要な場合のみ、半角数字で19文字以内で入力してく

ださい。通常は特に指定する必要はありません（空欄のままにしておいてください）。

発信者番号通知

ルータから発信した場合に発信者番号を通知するかしないかを選択します。初期値は「行う」

になっています。

行わない

INSネット64の契約に関わらず、通知しません。

行う

INSネット64の発信者番号通知サービスの契約が「通常通知（通話ごと非通知）」ま

たは「通常非通知（回線ごと非通知）」の場合、Atermに設定されている電話番号を

通知します。電話番号が設定されていない場合は、契約者回線番号が着信側に通知

されます。

INSネット64の契約に従う

INSネット64の発信者番号通知サービスの契約が「通常通知（通話ごと非通知）」の

場合、Atermに電話番号が登録されていなければ契約者回線番号を通知し、電話番

号が登録されていればその番号を通知します。

契約が「通常非通知（回線ごと非通知）」の場合、通知しません。
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2-2　WWW画面設定リファレンス

グローバル着信

ルータに対して「契約者回線番号」で着信があったときに応答するかどうか選択します。

グローバル着信する場合は「行う」を、しない場合は「行わない」を選択してください。初期値

は「行う」になっています。

サブアドレス無し着信

ルータに対してサブアドレス指定がない着信があったときに応答するかどうか選択します。

サブアドレス無し着信を行う場合は「行う」を、行わない場合は「行わない」を選択してくだ

さい。初期値は「行う」になっています。

※データポートと同じ着信設定の場合は、データポートが優先されます。

※データポートにパソコンを接続し着信させる場合は、サブアドレスによる振り分けを行っ

てください。

※AtermをRASサーバとして使用するための詳細は、「7-10 ルータ機能を利用したその他の

接続」の「RASサーバ接続」225ページを参照してください。

i・ナンバー使用時のルータ本体の ISDN設定について

● i・ナンバー使用時は、「らくらくユーティリティ」または「電話機を利用し

た設定（らくらくテレホン設定）」で i・ナンバーを「使用する」設定にして

ください。ルータ機能でも有効となります。ただし、ルータ発信時通知され

る i・ナンバー情報とルータポートで着信する i・ナンバー情報は、ともに i・

ナンバー情報1となります。（変更できません。）

● i・ナンバー使用時は、グローバル着信の設定は無効となります。

● i・ナンバー使用時は、このページで登録する電話番号は無効となります。

また、発信者番号を通知しない場合は、接続先の電話番号を登録する際に、

「184」を相手先電話番号の前に入力します。

※発信者番号通知を「行わない」にしないでください。
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3-1　コネクションマネージャについて

3-2　コネクションマネージャ（Windows）

3-3　コネクションマネージャ（Macintosh）

3-4　ルータ機能による自動接続を使用する場合の注意

3-5　同一LAN上でWindows版とMacintosh版の

  コネクションマネージャを使用する場合の注意

3 コネクションマネージャ

Windows®98はMicrosoft® Windows®98 operating system の略です。
Windows®95はMicrosoft® Windows®95 operating system の略です。
Windows NT®4.0はMicrosoft® Windows NT® operating system version4.0の略です。

Atermのルータ機能をパソコンから簡単にコントロールすることができます。
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1.コネクションマネージャを利用するときには、AtermのWWWブラウザの

設定画面「回線の切断」は使用しないでください。

2.複数のパソコンでコネクションマネージャをお使いの場合には、最後に実

行した設定がAtermに反映されます。従って、他のパソコンでデフォルト

ルート等を変えている場合、起動しているコネクションマネージャの表示

と異なる場合があります。

3.パソコン起動時に、ルータ機能による自動接続を防止するには、「自動接続

を禁止」の設定にする必要があります。

コネクションマネージャを利用するには、パソコンとAtermとがTCP/IPで正しく通信できる

環境が必要です。

※コネクションマネージャは、RS232Cケーブルを通して使用することはできません。

3-1 コネクションマネージャについて

「IR450コネクションマネージャ」（以下、コネクションマネージャ）は、WWWブラウザの設

定画面を開かずに、USBポートまたは10BASE-Tで接続されたパソコンからAtermのルータ

機能による回線接続・切断をコントロールするためのユーティリティです。

※コネクションマネージャは、ルータ機能を使用する場合にのみ有効です。

●「接続先」（プロバイダなど）への自動接続の許可と禁止

●Atermのデフォルトルートの変更

●配線（NetBIOSのフィルタリング）の設定（Windows版のみ）

●回線の全切断

●指定時間帯の自動接続（Windows版のみ）

※Windows版コネクションマネージャのインストールは、導入マニュアルのそれぞれのOS

の「CD-ROMの使い方」を参照して行ってください。

コネクションションマネージャの持っている機能は、以下のとおりです。

Microsoftネットワーク共有サービスなどを利用する場合に、Atermの設定を容易に変

更することができます。また、ルータ機能で接続した通信回線を手動で簡単に切断する

ことができます。
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コネクションマネージャの起動のしかた...

1 タスクバーの  スタート  →［プログラム］→［Aterm IR450ユーティリティ］→

［ IR450コネクションマネージャ］の順に選択します。

2 ［IR450コネクションマネージャ］画面が表示されます。

※「IR450にアクセスするための設定」が表示された場合には、99ページを参

照して、IPアドレス、パスワードを入力してください。

※ コネクションマネージャが起動した後には、タスクトレイにアイコンと

なって動作します。次ページを参照してください。

※ この画面の説明および各種設定は96ページ以降を参照してください。

コネクションマネージャを起動するには、次の操作を行います。

起動する前に必ず、LANケーブルまたは、USBケーブルでパソコンを接続し、Atermのルー

タ機能で通信できる環境を構築しておいてください。

手順

3-2 コネクションマネージャ（Windows）

IR450コネクションマネージャは以下の環境で動作します。

　●OS

　　Windows98/Windows95、Windows NT4.0
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3-2　コネクションマネージャ（Windows）

タスクトレイでの操作...

コネクションマネージャは、最小化するとタスクトレイに入り、タスクトレイ内のアイコンか

らも操作できるようになっています。

また、「Windows起動時に自動的に実行する」オプションをONにして、Windows起動時に

自動的に実行した場合も、メイン画面は表示されず、タスクトレイに入る形で起動されます。

●タスクトレイでの操作

タスクトレイのアイコンからは、以下の操作が行えます。

●アイコンのクリック

タスクトレイのアイコンをクリックすると、Atermから現在の設定内容を取得し

て、メイン画面が開きます。

●右ボタンメニュー

タスクトレイのアイコンを右クリックするとメニューが表示されます。ここで以

下の操作が行えます。

なお、「メイン画面」「オプション画面」が出ているとき、設定変更・取得のためにAtermにア

クセス中は、タスクトレイのアイコンを操作することはできません。

自動接続許可中にダブルクリック　→　全切断＋自動接続禁止を実行

自動接続禁止中にダブルクリック　→　自動接続許可を実行

●アイコンのダブルクリック

タスクトレイのアイコンをダブルクリックすると、自動接続の許可/禁止を切り

替えることができます。

・メイン画面の呼び出し

・ オプション画面の呼び出し

・ バージョン情報の表示

・コネクションマネージャの実行の終了

コネクションマネージャアイコン
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3-2　コネクションマネージャ（Windows）

●アイコン

タスクトレイのアイコンは、設定状態に応じて次のように変化します。これにより、現在、ど

のような状態になっているかが簡単に確認できます。

なお、Atermにアクセスしている間は、タスクトレイのアイコンを操作することはできません。

自動接続許可・

NetBIOSフィルタしない

自動接続禁止

Atermにアクセス中

Atermに青地に白の方向表示マーク

Atermに黄色に黒の方向表示マーク

Atermに禁止マーク

Atermに砂時計

自動接続許可・

NetBIOSフィルタする
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3-2　コネクションマネージャ（Windows）

デフォルトルート

［デフォルトルート］タグの説明をします。

①［自動接続を許可］：これをチェックして  設定の登録  ボタンをクリックすると、デフォル

トルーでの回線の自動接続を許可します。

WWWブラウザやメールソフトなどのTCP/IPアプリケーションから

データが送出されたときに、必要に応じてAtermが自動的に回線を接

続します。

［IR450コネクションマネージャ］画面の説明...

デフォルトルート�

コネクションマネージャを起動したときに、次のような画面が最初に表示されます。

「自動接続を許可」と設定した場合は、「意図しない発信」が行われ、通信料金

が発生することがあります。これらを防止するためには、コネクションマネー

ジャで、通常は「自動接続を禁止」と設定し、通信を行うときにだけ「自動接

続を許可」と設定して使用してください。

詳しくは「3-4 ルータ機能による自動接続を使用する場合の注意」110ページ

を参照してください。

②［自動接続を禁止］：これをチェックして  設定の登録  ボタンをクリックすると、Aterm

の自動接続を禁止します。

TCP/IPアプリケーションからデータが送出された場合でも、Atermは

回線の接続を行いません。

通信中に自動接続を禁止する場合は、必ず  全切断＋自動接続禁止  ボタンを

使用してください。
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3-2　コネクションマネージャ（Windows）

④  全切断  ボタン ：ルータ機能で接続した回線を切断します。

⑤  全切断+自動接続禁止 ：ルータ機能で接続した回線の切断後に、あわせて自動接続を禁止し

ます。

⑥  設定の登録  ボタン ：クリックすると画面に表示されている設定が、Atermに登録されます。

そのとき日時が下の欄に表示されます。

⑦  オプション  ボタン ：コネクションマネージャの起動に必要な情報や動作の設定をします。

詳しくは、99ページを参照してください。

⑧  終了  ボタン ：コネクションマネージャを終了します。

ボタン

③デフォルトルート ：Atermのデフォルトルートを変更できます。プルダウンメニューの中

から、デフォルトルートとして設定したい相手先を選択してください。

未登録のエントリを設定しないでください。

コネクションマネージャでは、プルダウンメニューの中から「IP指定」は選択で

きません。WWWブラウザを利用した設定でデフォルトルートにIP指定を設定

した後で、コネクションマネージャで  設定の登録  ボタンをクリックすると、

そのとき表示されている相手先がデフォルトルートとして再設定されます。

●コネクションマネージャは、メイン画面起動時、Atermに登録されている

「接続先」の一覧を自動的に取得します。

●コネクションマネージャのメイン画面を開いた状態で、ＷＷＷブラウザを利

用した設定画面で「登録先」の追加・変更を行った場合や、Atermに接続さ

れた他のパソコン上のコネクションマネージャで「デフォルトルート」を登

録しなおした場合などは、最新の設定内容を取得できません。この場合、メ

イン画面を起動しなおす必要があります。

●コネクションマネージャで「デフォルトルート」の設定を行うには、事前に

Atermに「接続先」が登録されている必要があります。Atermに「接続先」

が1件も登録されていない場合には、コネクションマネージャをご使用にな

る前に、「らくらくウィザード」やWWWブラウザの設定で、「接続先」を登

録してください。
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3-2　コネクションマネージャ（Windows）

USBポートと10BASE-Tポートを使用する場合に、Atermを自動接続するよ

うに設定すると、定期的に自動接続されることがあります。通信を行わない場

合には、「自動接続を禁止」を選択してください。

配線

パソコンがAtermのどのポートと接続されているかを設定します。

［10BASE-Tポートだけを使用］、［USBポートだけを使用］、［10BASE-T

ポートとUSBポートを使用］のいずれかにチェックマークを付けて、

  設定の登録  ボタンをクリックします。

配線�

配線タグでの設定は、NetBIOSのフィルタリング可否に用いられます。

NetBIOSのパケットをフィルタリングすることで、Atermの自動接続のきっ

かけを抑制することができます。

ただし、USBポートと10BASE-Tポートを使用する場合やRAS接続する場合

などは、ファイルの共有などができなくなりますので、NetBIOSパケットを

フィルタリングしない設定にしてください。

参照�「7-7 NetBIOSフィルタリングの設定」205ページ
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3-2　コネクションマネージャ（Windows）

① IR450の IPアドレス ：Atermの IPアドレス（工場出荷時：192.168.0.1）を入力します。

②ユーザ名 ：半角でAdmin固定となっています。（AdminのAは、大文字です）

③パスワード ：らくらくウィザード、またはWWWブラウザで設定したAtermへの

アクセスパスワードを入力します。

オプション-IR450にアクセスするための設定

Atermにアクセスするための設定をします。

①
②

③

オプション

ボタン：

クリックすると右

の画面が表示さ

れます。

IR450にアクセスするための設定�

初めてコネクションマネージャを起動するときは、この画面が表示されます。

［IR450の IPアドレス］、［ユーザ名］、［パスワード］を入力して  OK  ボタンを

クリックしてください。次回起動時よりこの内容で自動的にアクセスします。

また、IPアドレスやパスワードを変更した後、コネクションマネージャで

Atermにアクセスする場合も、同様に再設定してください。
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3-2　コネクションマネージャ（Windows）

①自動設定 ：「自動接続を許可する」という設定を有効にする時間帯を設定します。

この時間帯を設定することによって、コネクションマネージャは、設

定された時間帯の間だけ、Atermの「自動接続の許可」を有効にしま

す。それ以外の時間帯は「自動接続を禁止」となるように、自動的に

Atermの設定を変更します。

オプション-コネクションマネージャの動作

指定時間帯に自動接続を行う設定や、コネクションマネージャの起動

時の動作／起動方法を設定します。

コネクションマネージャとAtermとの間で設定時間帯に（指定時間帯を含

む）、TCP/IPによるデータ通信が正しく維持されている必要があります。その

間、コネクションマネージャを動作させるパソコンも動作している必要があ

ります。

（コネクションマネージャは、パソコンに表示される時刻をもとに動作します。）

①

②

コネクションマネージャの動作�

パソコンをサスペンドレジュームなどの省電力モードにしていると、本機能

は正しい動作ができないことがあります。パソコンは、省電力モードに設定し

ないでください。
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3-2　コネクションマネージャ（Windows）

コネクションマネージャのご使用上の注意

コネクションマネージャは、Atermのフィルタリングの設定の登録変更も行

なっています。そのために、次の点に注意してご使用ください。

●コネクションマネージャを使用中に、WWWブラウザを利用した設定で、

フィルタリングを「使用しない」に変更しないでください。コネクションマ

ネージャやAtermが正しく動作しないことがあります。

●コネクションマネージャを使用して「設定の登録」を行なった場合には、コ

ネクションマネージャはフィルタリングの設定を「使用する」に変更しま

す。このときに、WWWブラウザでフィルタリングの設定を参照すると設

定が異なることがあります。

●コネクションマネージャで、自動接続を許可かつ、NetBIOSパケットを

フィルタリングする設定にしてある状態から、NetBIOSパケットをフィル

タリングしない設定に変更した場合、フィルタリング機能の使用の有無が

「使用しない」に自動的に変更されます。お客様がWWWブラウザにより

他のフィルタリングの設定を行っていた場合、その設定が無効となります

ので、再度WWWブラウザにより、設定しなおしてください。

②起動方法 ：コネクションマネージャの起動方法を設定できます。

「Windows起動時に自動的に実行する」にチェックをつけると、

Windows起動時にコネクションマネージャの起動し、タスクトレイ

に常駐します。

●デフォルトルートが「自動接続を許可」の場合

自動設定で設定した時間帯に関わらず、常時、「自動接続を許可」となり

ます。

●デフォルトルートが「自動接続を禁止」の場合

自動設定で設定した時間帯に限り、「自動接続を許可」となります。それ以

外の時間帯は「自動接続を禁止」となります。

「自動設定」の機能は、デフォルトルートの設定によって次のように動作が異

なります。
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3-3 コネクションマネージャ（Macintosh）

IR450コネクションマネージャは以下の環境で動作します。

　●ハードウエア

　　PowerPCまたは68030以上のCPUを搭載したMacintosh

　●ソフトウエア

　　OpenTransportをサポートした、MacOS7.6以降のMacOS

　●Atermの対応バージョン

お客様がお使いのファームウェアのバージョンが古い場合は、ファームウェアをバージョ

ンアップすることでお使いいただけます。

最新のファームウェアは、AtermStation(http://aterm.cplaza.ne.jp/)からダウンロード

することができます。ダウンロード後「らくらくバージョンアップ」でバージョンアップ

してください。

コネクションマネージャを使用するためには、Version2.00以上のファームウェアが必要

です。ファームウエアバージョンはWWWブラウザから「らくらく設定」のページで確認

することができます。

バージョン表記
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3-3　コネクションマネージャ（Macintosh）

コネクションマネージャの起動のしかた...

コネクションマネージャを起動するには、次の操作を行います。

起動する前に必ず、LANケーブルでパソコンを接続し、Atermと通信できる環境を構築して

おいてください。

手順

1 コネクションマネージャのアイコンをダブルクリックして、起動します。

インストール方法...

特別なインストール作業は必要ありません。

添付のCD-ROM内の「IR450コネクションマネージャ」フォルダをハードディスクにコピー

してください。

使用前の準備...

コネクションマネージャを使用する前に、以下の準備が必要です。

　●MacintoshとAtermが10BASE-Tで正しく接続されていること

　●MacintoshにAtermとTCP/IPで接続するための設定が正しく行われていること

　●Atermにプロバイダとの接続が正しく行えるように設定されていること

上記の準備ができていない場合は、各マニュアルをご覧の上準備を行ってください。

2   OK  ボタンをクリックして、次の設定画面に進んでください。

初めてコネクションマネージャのアイコンをダブルクリックして、起動したとき

には、以下のダイアログが出ます。
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3-3　コネクションマネージャ（Macintosh）

3 「基本設定」画面が表示されます。

次の設定をします。

「IPアドレス」の欄には、Aterm本体に設定した IPアドレスを入力してください

（出荷時設定のまま変更していない場合は、「192.168.0.1」です）

「設定パスワード」の欄にはAtermに設定した設定用パスワードを入力してくだ

さい。ここで入力するパスワードは、

　●購入後の初期設定をWWWブラウザの設定から行った場合

　　（購入後一番最初にWWWブラウザの設定を開いたときに設定したパス

ワードです）

　●Windows版らくらくウイザードを使用して、初期設定を行った場合

　　（らくらくウイザードで入力したパスワードです）

  OK  ボタンをクリックすると、Atermの設定を取得後、コネクションマネージャ

が起動します。
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3-3　コネクションマネージャ（Macintosh）

●終了 ：IR450コネクションマネージャを終了します。

ファイルメニュー

設定メニュー

①基本設定 ：コネクションマネージャがAtermにアクセスするための、基本設定ウ

インドウを開きます。

②自動接続設定 ：Atermの自動接続に関する設定を行う、自動接続設定ウインドウを開

きます。

③全切断 ：Atermの現在の接続をすべて切断します。

IR450コネクションマネージャの画面説明...

●メニューバーについて

IR450コネクションマネージャで使用するメニューバーと、ウインドウについて説明します。

メニューバーの「ファイルメニュー」と「設定メニュー」について説明し

ます。

①
②

③



106

設定編�

ら
く
ら
く
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ�

w
w
w

ブ
ラ
ウ
ザ
を
利
用
し
た
設
定�

索
引�

電
話
機
を
利
用
し
た
設
定�

コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ�

3-3　コネクションマネージャ（Macintosh）

メインウインドウ

現在コネクションマネージャでは無通信タイマや、強制切断タイマでの切断

は検出できません。従って、接続時間はあくまでも目安とお考えください。

①  接続 ボタン ：上図のアイコン表示状態にこのボタンを押すことで、③のプルダウン

メニューで指定した相手を一時的にデフォルトルートとして切り替え

て自動接続を許可します。（アイコン表示が変わります。）基本ウィン

ドウ内で「接続ボタンの動作設定」を自動接続モード設定＋手動接続」

に設定している場合は、自動接続設定変更後に手動接続を行います。

また、接続中に押すと、選択した相手への接続を切断し「自動接続設

定ウィンドウ」で設定した自動接続動作およびデフォルトルートに戻

ります。

②状態表示 ：  接続  ボタンのクリックには関係なく、Aterm本体の接続許可・禁止

状態を表示します。

③接続先選択 ：起動時は接続先Ａに登録した接続先が表示されています。「自動接続

設定ウィンドウ」で設定したデフォルトルートを一時的に変更して自

動接続したい場合に、ここで接続先を指定して[接続]ボタンを押して

ください。ただし、状態が接続中のときは変更できません。

④接続時間 ： [接続]ボタンを押してからの経過秒数を表示します。「基本設定」内

で、「自動接続時間の表示」を「しない」に設定した場合は表示されま

せん。

●ウインドウについて

ウインドウメニューの「メインウインドウ」、「基本設定ウインドウ」、

「自動接続設定ウインドウ」の3つについて説明します。

①

③

④

②
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3-3　コネクションマネージャ（Macintosh）

基本設定ウインドウ

①本体 IPアドレス ：Aterm本体のIPアドレスを入力します。購入時から変更していない場

合は、「192.168.0.1」です。

②設定パスワード ：Atermに設定した、設定パスワードを入力します。

Windows版らくらくウイザードを利用して購入後の初期設定を行っ

た方は、その際に指定したパスワードを入力してください。

WWWブラウザから「らくらく設定」画面を利用して設定を行った方

は、その際に設定したパスワードを入力してください。

③自動接続時間 ：メインウインドウの「接続時間」の表示をするか、しないか設定しま

す。接続時間の表示が必要ない方は、この設定を「しない」にしてくだ

さい。

④接続ボタンの ：●「自動接続モード設定+手動接続」

メインウインドウの  接続  ボタンをクリックした時に、「自動接続許

可」・「デフォルトルート変更」に加えて、手動接続も行います。

●「自動接続モード設定のみ」

  接続  ボタンをクリックした時に、「自動接続許可」・「デフォルトルー

ト変更」のみを行い、手動接続は行いません。この場合、実際の接続は

DOD機能（ルーティングによる自動発呼）によって行います。

⑤  OK  ボタン ：設定を更新し、基本設定ウインドウを閉じます。

⑥  キャンセル  ボタン ：設定を更新せずに、基本設定ウインドウを閉じます。

動作設定

の表示

①

②

③

④
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3-3　コネクションマネージャ（Macintosh）

自動接続設定ウインドウ

①自動接続設定 ：自動接続動作の許可・禁止を切り替えます。

②デフォルトルート設定 ：コネクションマネージャ起動時は、Aterm本体より取得した設定を表

示しています。自動接続動作を「許可」にした場合に通常接続する相手

先を指定してください。一時的な変更は、メインウィンドウで行うこ

とができます

③  OK  ボタン ：Aterm本体の設定を更新し、設定ウインドウを閉じます。

④  キャンセル  ボタン ：設定は変更せずに、設定ウインドウを閉じます。

①

②
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3-3　コネクションマネージャ（Macintosh）

●Windowsのファイル共有で発生する、自動発呼を止めたい

●普段は自動接続せずに、使うときだけ自動接続するようにしたい

まず、［自動接続設定ウインドウ］で

●自動接続：「禁止」

に設定してください。接続するときに、メインウインドウから接続先を選択し

　接続  ボタンをクリックしてください。

●Windows版コネクションマネージャで設定した内容が反映されない

コネクションマネージャで行う自動接続に関する設定は、後に行った設定が

Aterm本体の設定を上書きします。Macintosh版コネクションマネージャは、起

動時にAterm本体から自動接続や接続先に関する設定を読み込んでいます。

コネクションマネージャを一度終了し、再度起動すればWindows版で行った設

定がMacintosh版コネクションマネージャに反映されます。

コネクションマネージャを終了してから、「システムフォルダ」の「初期設定」

フォルダ内にある「IR450CM Preference」のファイルをごみ箱に捨てるか、起

動時に表示される、下記の作業状況ウインドウで  キャンセル  ボタンをクリッ

クして、Atermへの接続をキャンセルした後、メニューの［基本設定］を選択し、

再設定を行ってください。

●Aterm本体のIPアドレスを変更した場合

こんな時には？...

Macintosh版コネクションマネージャは、Windowsのファイル共有で使われて

いるNetBIOSのフィルタリング設定機能は持っていません。NetBIOSのフィル

タリングを行う場合は、Windows版コネクションマネージャを使用してくださ

い。Macintosh版コネクションマネージャは、Windows版コネクションマネー

ジャを用いて設定したNetBIOSフィルタリングの設定を変更しません。
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ルータ機能で「自動接続を許可」と設定した場合は、以下の要因等により「意

図しない発信」が行われ、通信料金が発生することがあります。これらを防止

するためにその要因等を防止するか、添付のコネクションマネージャにて通

常は「自動接続を禁止」と設定し、通信を行うときにだけ「自動接続を許可」

と設定して使用してください。

また、通信中に「自動接続を禁止」する場合は、必ず「全切断＋自動接続を禁

止」ボタンを使用してください。

ケース1

Windows98またはWindows95では、Microsoftネットワーククライアントや

Microsoftネットワーク共有サービスのようなネットワークをNetBEUIを使用せ

ず、TCP/IPにバインドした場合、ユーザの意思とは関係なく、Windowsが一定

期間ごとにパケットを送信するため、そのパケットをきっかけに発信されます。

具体的には、TCP/IPをLANドライバに関連づける設定において、Microsoftネッ

トワーククライアントやMicrosoftネットワーク共有サービスのようなネット

ワークを行う場合に発生します。（例1、2）この問題を回避するためにはAterm

に接続されている全てのパソコンのネットワーク設定に注意が必要です。

WindowsNT4.0の場合も、同様のご注意をお願いします。

●例1 U S B ポートと 1 0 B A S E - Tポートにパソコンを接続し、T C P / I P で

Microsoftネットワーク共有サービスを行う場合

●例2 ルータ対向接続を行うため、または既存の LAN環境に合わせるため、

10BASE-Tポートのみでパソコンを接続し、TCP/IPのみでMicrosoft

ネットワーク共有サービスを行う場合

AtermでLANまたはルータ機能を利用する場合、10BASE-TポートとUSBポー

トが使用できますので、利用する形態に合わせて、次の設定で使用してください。

3-4 ルータ機能による自動接続を使用する場合の注意
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3-4　ルータ機能による自動接続を使用する場合の注意

①10BASE-Tポートだけで

　LANまたはルータ機能を使う（USBポートを使わない）場合

「Microsoftネットワーククライアント」や「Microsoftネットワーク共有サー

ビス」を利用してネットワークを共有するときには、TCP/IP以外のプロトコル

（NetBEUIやIPX/SPX）を組み込み、それらとバインドして使用してください。

また、ルータ対向接続を行うためや既存のLAN環境に合わせるためにTCP/IP

以外のプロトコルを組み込むことが出来ない場合は、Windowsが一定期間ご

とにパケットを送信し「意図しない発信」が行なわれるため、Windows版コネ

クションマネージャで「NetBIOSパケットをフィルタリングしません」に設定

し、通信を行わない時は「自動接続を禁止」とし、通信を行なうときだけ「自動

接続を許可」として利用してください。

②USBポートだけでルータ機能を使う（10BASE-Tポートを使わない）場合

USBポートはTCP/IPプロトコルのみで使用することができます。

この場合、「Microsoftネットワーククライアント」や「Microsoftネットワー

ク共有サービス」のようなネットワークサービスは必要有りませんので次の方

法にてバインドをはずして使用してください。

手順

1 タスクバーの  スタート  →「設定」→「コントロールパネル」の順

に選択します。

2 ［ネットワーク］をダブルクリックします。

以下の手順で設定します。

3 ［TCP/IP→Aterm USB LAN Driver］を選択し［プロパティ］をク

リックします。

4 ［バインド］タグ内のネットワークのチェックをはずし、  OK  をク

リックします。

5   OK  をクリックし、［ネットワーク］画面で  OK  をクリックします。

6 パソコンを再起動し、新しい設定を有効にしてください。

●USBポートで接続したパソコンのネットワークのバインドをはずす方法
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3-4　ルータ機能による自動接続を使用する場合の注意

③10BASE-TポートとUSBポートでLANまたはルータ機能を使う場合

「Microsoftネットワーククライアント」や「Microsoftネットワーク共有サー

ビス」を利用して10BASE-TポートとUSBポートでネットワークを共有すると

きには、TCP/IPプロトコルをバインドする必要があります。この場合、Win-

dowsが一定期間ごとにパケットを送信し「意図しない発信」が行なわれるた

め、Windows版コネクションマネージャで「NetBIOSパケットをフィルタリ

ングしません」に設定し、通信を行わない時は「自動接続を禁止」とし、通信を

行なうときだけ「自動接続を許可」として使用してください。

ケース2

Windowsのネットワークプロパティの設定で「WINSのNAME解決にDNSを使

用する」をONにすると、ユーザの操作とは関係なく、WINSのNAME解決を行

なうためにWindowsがDNSの問い合わせパケットを送信するため、そのパケッ

トをきっかけに発信されます。

この問題を回避するためには、ネットワークプロパティのTCP/IPプロパティ上

で、この機能をOFFするか、Windows用コネクションマネージャで、「NetBIOS

パケットをフィルタリングします」に設定し、通信を行わない時は「自動接続を

禁止」とし、通信を行なうときだけ「自動接続を許可」として使用してください。

ケース3

NetscapeのWWWブラウザでは、WWWブラウザの終了時に相手に IPパケッ

トを送信することがあります。

ブラウザの終了前に自動切断または手動切断で通信が切断されている場合にも、

このWWWブラウザの終了パケットで再び発信されます。

この問題を回避するためには、回線の切断はコネクションマネージャで「全切断

＋自動接続を禁止」ボタンを使用してください。

ケース4

一部のアプリケーションによっては、定期的に外部ネットワークへアクセスする

ものがあります。これらのアプリケーションは起動されているだけで定期的に自

動発信を引き起こします。

この問題を回避するためには、コネクションマネージャにて、通信を行わない時

は「自動接続を禁止」でご使用いただき、通信を行う際にのみ「自動接続を許可」

に設定して使用してください。
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3-4　ルータ機能による自動接続を使用する場合の注意

ケース5

インターネットエクスプローラには「購読」という機能があり、自動的にネット

ワーク側サーバの情報を取得し、パソコン内の情報を自動更新することができま

す。この「購読」の自動実行機能が有効になっている場合、Atermは自動接続をし

ます。

この問題を回避するためには、［コントロールパネル］→［インターネット］プロ

パティの［詳細設定］の［定期的に購読の更新を自動で実行］のチェックをはずす

か、コネクションマネージャにて、通信を行わない時は「自動接続を禁止」で使用

して、通信を行う時にのみ「自動接続を許可」に設定して使用してください。

ケース6

1台のPCでAtermのTA機能とルータ機能を使用するとき、Windows98また

Windows95では、AtermのTA機能を使ってプロバイダにダイアルアップ接続

した場合、ダイアルアップしたパソコンが同時にAtermとLAN（10BASE-Tまた

はUSBポート）で接続されていると、WindowsがLAN（10BASE-TまたはUSB

ポート）上にDNSパケットを送出するために、ルータからの発信も行なわれる場

合があります。TA機能で接続され、ルータからも発信している場合は、LAN

（10BASE-TまたはUSBポート）接続をはずして使用してください。
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本製品に添付のコネクションマネージャを同一 LAN上にWindowsと

Windows以外のPCが混在する環境で使用する場合には、以下の点に注意し

てください。

①NetBIOSパケットの送出等による意図しない発信の恐れが無い環境（NetBIOS

をフィルタする必要のない設定環境やWindows用コネクションマネージャで

「NetBIOSパケットをフィルタリングします」の設定を行った環境）であれば、

Windows用コネクションマネージャ、Macintosh用コネクションマネージャ

を混在させてデフォルトルートの変更や自動接続の許可/禁止の設定を行うこ

とができます。

②①以外の場合は、必ずWindows用コネクションマネージャを使用してくだ

さい。通信を行わない時は「自動接続を禁止」で使用し、通信を行う時にのみ

「自動接続を許可」に設定して使用してください。自動接続を許可する場合は

「3-4 ルータ機能による自動接続を使用する場合の注意」110ページに記載さ

れている「ケース 1」の利用形態に合わせて使用してください。

●技術説明

Windows用コネクションマネージャは、NetBIOSパケットによる意図しない発

信を防止するためにフィルタリングの設定を行っています。このフィルタリング

設定はWWWブラウザを利用した設定及びMacintosh用コネクションマネー

ジャでは設定と解除ができません。従ってWindows用コネクションマネージャ

を「NetBIOSパケットをフィルタリングしません」の設定で使用する場合、

Macintosh用コネクションマネージャで「自動接続を禁止」の設定にしたとして

も意図しない発信が発生する場合があります。

各コネクションマネージャの設定内容とデフォルトルート及びフィルタリングの

設定との関係を次ページの表に示します。

3-5 同一LAN上でWindows版とMacintosh版の
　　　 コネクションマネージャを使用する場合の注意



115

設定編�

ら
く
ら
く
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ�

w
w
w

ブ
ラ
ウ
ザ
を
利
用
し
た
設
定�

索
引�

電
話
機
を
利
用
し
た
設
定�

コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ�

3-4　同一LAN上でWindows版とMacintosh版のコネクションマネージャを使用する場合の注意

設定内容� NetBIOSフィルタしない� NetBIOSフィルタする�

自動接続を許可�

●�デ�フ�ォ�ル�ト�ルー�ト�

：選�択�し�た接続�先�を設定　�

●�フ�ィ�ル�タ�

：ポ�ー�ト�No.53、�137、�138、�

139を�フ�ィ�ル�タ�（�除外�）�し�

な�い�

●�デ�フ�ォ�ル�ト�ルー�ト�

：選�択�し�た接続�先�を設定　�

●�フ�ィ�ル�タ�

：ポ�ー�ト�No.53を�フ�ィ�ル�タ�

（�除外�）�し�な�い　�

ポ�ー�ト�No.137、�138、

139を�フ�ィ�ル�タ�（�除外�）�す�る�

自動接続を禁止�

●�デ�フ�ォ�ル�ト�ルー�ト�

：なし�

●�フ�ィ�ル�タ�

：ポ�ー�ト�No.53を�フ�ィ�ル�タ�

（�除外�）�す�る�

ポ�ー�ト�No.137、�138、�

139を�フ�ィ�ル�タ�（�除外�）�し�

な�い�

●�デ�フ�ォ�ル�ト�ルー�ト�

：な�し�

●�フ�ィ�ル�タ�

：ポ�ー�ト�No.53、�137、�138、

139を�フ�ィ�ル�タ�（�除外�）�す�る�

設定内容�

自動接続を許可�
●�デ�フ�ォ�ル�ト�ルー�ト�：�選択�し�た接続�先�を設定　�

●�フ�ィ�ル�タ：ポ�ー�ト�No.53を�フ�ィ�ル�タ�（�除外�）�し�な�い�

自動接続を禁止�
●�デ�フ�ォ�ル�ト�ルー�ト�：�な�し�

●�フ�ィ�ル�タ：ポ�ー�ト�No.53を�フ�ィ�ル�タ�（�除外�）�す�る�

Windows用コネクションマネージャ

Macintosh用コネクションマネージャ

※Macintosh用のコネクションマネージャはNetBIOSフィルタの設定を行いま

せん。Windows用コネクションマネージャでNetBIOSフィルタの設定を行っ

た場合、その設定が維持されます。
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4-1 電話機を利用した設定について

4-2 液晶ディスプレイの設定

4-3 アナログポートの設定のしかた

電話機を使って、Atremのアナログポートを設定する方法を説明しています。

Windows®98はMicrosoft® Windows®98 operating system の略です。
Windows®95はMicrosoft® Windows®95 operating system の略です。
Windows NT®4.0はMicrosoft® Windows NT® operating system version4.0の略です。

4 電話機を利用した設定（らくらくテレホン設定）
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電話機を利用した設定を行うときに、液晶ディスプレイに「ポートシヨウチュ

ウセッテイフカ」と表示されたらいずれかのアナログポート、またはデータ

ポートに接続されている機器が使用中です。使用中の機器の通話やデータ通

信などを終わらせてから再度操作してください。

※パソコンが使える場合は、簡単に設定できる「1 らくらくユーティリティ」1ページでの設

定をおすすめします。

4-1 電話機を利用した設定について

Atermでは、アナログポートに接続した電話機から、すべてのアナログ機能の設定ができます。

パソコンを使わず電話機だけを接続している場合や、パソコンのデータポートが使えない場

合などは、電話機を利用して設定します。

電話機を利用した設定では、Atermの液晶ディスプレイを見ながら設定します。

※設定を行なう電話機以外は、すべて受話器をおいた状態で操作してください。
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Atermの液晶ディスプレイは、次の5つのモードをもったバックライトを搭載しています。

工場出荷時は、発信中や着信中のときのみ点灯する「AUTOモード」に設定してあります。必

要に応じて設定してください。

4-2 液晶ディスプレイの設定

液晶ディスプレイのバックライトを設定する...

　消灯モード

常時バックライトは点灯しません。

　点灯モード

Atermの電源が入っているときは、常時点灯します。停電モードで動作中は点灯しません。

　AUTOモード（初期設定）

発信中や着信中に点灯し、その他のときは消灯します。ただし、停電モードで動作中は、点灯し

ません。

　AUTO + データ通信中点灯モード

AUTOモードでの点灯に加え、データ通信中（TA機能およびルータ機能での通信中）も点灯し

ます。停電モードで動作中は点灯しません。

　AUTO + Bチャネル使用中モード

AUTOモードでの点灯に加え、Bチャネル使用中も点灯します。停電モードで動作中は点灯しま

せん。
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4-2　液晶ディスプレイの設定

手順 Atermの液晶ディスプレイ

1 受話器をあげます。

接続してある電話機のどれからでも設定

できます。

3 変更するモードの番号を押します。

2 ＊
�

 ＊
�

 ８� と押します。

4 受話器をおきます。

点灯モード ：０� ０�

消灯モード ：０� １�

AUTOモード ：０� ２�

AtermIR450

バックライト
1：ON

点灯モードのとき

液晶ディスプレイのバックライトの設定のしかたは、次の通りです。

AUTO +データ通信中点灯モード ：０� ３�

AUTO + Bチャネル使用中点灯モード ：０� ４�
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4-3 アナログポートの設定のしかた

Atermでは、アナログポートのさまざまな設定を電話機から行ないます。

ここでは、次のような2つの例を用いて設定のしかたを説明します。

アナログポートの機器を設定する

アナログポートにファクスやモデムが接続されている場合や、なにも接続されていない場合

に設定します。

アナログポートに電話番号を割り当てる

アナログポートを別々の電話番号で呼び分ける場合に設定します。

　i・ナンバーを使用する

　●i・ナンバー契約の有無を設定

　　i・ナンバーを使用する／しないを設定します。

　●電話番号（i・ナンバー情報）の登録

電話番号（「i・ナンバー情報1」と「i・ナンバー情報2」）を登録します。

　●各アナログポートで発信する電話番号（i・ナンバー情報）を割り当てる

　　電話をかけたときに相手に通知する電話番号を各アナログ機器に設定します。

　●各アナログポートで着信する電話番号（i・ナンバー情報）を割り当てる

　　かかってきた電話番号で、どのアナログポートの通信機器に着信させるかを設定します。

●各アナログポートに自己アドレスを登録

使用するアナログポートに、自己アドレス（「契約者回線番号」または「追加した電話番号

（ダイヤルイン番号）」）を登録します。

　ダイヤルインサービスを使用する

●グローバル着信を設定する

使用するアナログポートに、「契約者回線番号」で着信する／しないの設定をします。
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4-3　アナログポートの設定のしかた

アナログポートにファクスやモデムが接続されている場合や、なにも接続されていない場合

に設定を行います。

工場出荷時は、すべてのアナログポートが「電話機」に設定されています。

アナログAポートに接続した電話機を使用して、アナログBポートに「ファクス

／モデム」を接続した設定を行います。
Atermの液晶ディスプレイ手順

2 ＊
�

 ＊
�

 １� と押します。

3 ＊
�

 を押します。

4 設定するポート番号を押します。

ここでは、２�と押します。

アナログAポート １�

アナログBポート ２�

アナログCポート ３�

アナログＢ　ニセッテイ

 を押したとき２�

1 受話器をあげます。

AtermIR450

キノウセッテイ

セッテイポートセンタク

アナログポートの機器を設定する...

5 ＊
�

 ０� １� ＊
�

 と押します。

変更しないときは、＃� を押してください。 アナログソウチ
0：デンワ
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4-3　アナログポートの設定のしかた

6 接続されている機器にしたがって番号を

押します。

ここでは、１�を押します。

電話機 ０�

ファクス、ファクス付き電話機、
モデム １�

機器が接続されていない場合や、接続

されている機器を使用しない場合 ２�

7 ＃� を押します。

8 ＃� を押します。

9 受話器をおきます。

他のポートに電話機やファクスが接続さ

れている場合は、手順4からの操作をく

り返してください。

アナログソウチ
1：ＦＡＸ／モデム

約5秒間表示します

セッテイポートセンタク

セッテイシマシタ
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4-3　アナログポートの設定のしかた

アナログポートに電話番号を割り当てる...

●i・ナンバー契約の有無を設定

　i・ナンバーを使用する

アナログポートに電話番号を割り当てるには、i・ナンバーを契約している場合と、ダイヤルイ

ンサービスを契約している場合で異なります。各項を参照してください。i・ナンバーまたは、

ダイヤルインサービスを契約していない方は設定する必要はありません。

i・ナンバーを使用するに設定します。

Atermの液晶ディスプレイ手順

2 ＊
�

 ＊
�

 １� と押します。

3 ＊
�

 を押します。

4 ４� を押します。

5 ＊
�

 ７� ６� ＊
�

 と押します。

1 受話器をあげます。

キョウツウ　セッテイ　1

 i・ナンバー
0 ：シナイ

AtermIR450

キノウセッテイ

セッテイポートセンタク

表示されている内容を変更しないとき
は、最後の ＊

�

 の代わりに＃� を押して
ください。手順7に進んでください。
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4-3　アナログポートの設定のしかた

7 ＃� を押します。

セッテイポートセンタク

9 受話器をおきます。

6 i・ナンバーを使用するに設定します。

ここでは、１�を押します。

 を押したとき１�

 i・ナンバー
0 ：スル

8 ＃� を押します。

約5秒間表示します

セッテイシマシタ

使用しない ０�

使用する １�
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4-3　アナログポートの設定のしかた

電話番号（「i・ナンバー情報1」と「i・ナンバー情報2」）を登録します。

●電話番号（i・ナンバー情報）の登録

Atermの液晶ディスプレイ手順

2 ＊
�

 ＊
�

 １� と押します。

3 ＊
�

 を押します。

4 ５� を押します。

5 ＊
�

 ９� ０� １� ＊
�

 と押します。

（i・ナンバー情報1 の場合）

1 受話器をあげます。

AtermIR450

キノウセッテイ

キョウツウ　セッテイ　2

セッテイポートセンタク

 デンワバンゴウ1：
0312345678

 i・ナンバー情報2の場合は

 ＊
�

 ９� ０� ２� ＊
�

 と押します。

6 各 i・ナンバー情報に対応する電話番号

を押します。

電話番号を市外局番から入力します。

例：03－1234－5678のときは、

０� ３� １� ２� ３� ４� ５� ６� ７� ８�

と押します。

 デンワバンゴウ1：
■

表示されている内容を変更しないとき
は、最後の ＊

�

 の代わりに＃� を押して、
手順7に進んでください。

i・ナンバー情報1 に対応する電話番
号が登録されていないときの液晶

ディスプレイの表示です。

電話番号が登録されている場合に

は、その電話番号が表示されます。



127

設定編�

ら
く
ら
く
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ�

w
w
w

ブ
ラ
ウ
ザ
を
利
用
し
た
設
定�

索
引�

電
話
機
を
利
用
し
た
設
定�

コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ�

4-3　アナログポートの設定のしかた

7 ＃�  を押します。

8 ＃�  を押します。

9 受話器をおきます。

セッテイポートセンタク

約5秒間表示します

セッテイシマシタ

電話番号を間違えて入力したとき

＊
�

 ＊
�

 を押すと、最後に入力した1桁を削除できます。
電話番号は10桁まで登録できます。

もう一方の i・ナンバー情報の設定をす
る場合は、手順4からの操作をくり返て

ます。
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4-3　アナログポートの設定のしかた

●各アナログポートで着信する電話番号（i・ナンバー情報）を割り当てる

約5秒間表示します

かかってきた電話番号で、どのアナログポートに着信させるかを設定します。1つのポートに

2個の電話番号（i・ナンバー情報）を割り当てることができます。

Atermの液晶ディスプレイ手順

2 ＊
�

 ＊
�

 １� と押します。

3 ＊
�

 を押します。

5 ＊
�

 ９� ４� ＊
�

 と押します。

1 受話器をあげます。

AtermIR450

キノウセッテイ

アナログ　A　ニセッテイ

セッテイポートセンタク

4 設定するポート番号を押します。

アナログAポート １�

アナログBポート ２�

アナログCポート ３�

6 着信する i・ナンバー情報を押します。

i・ナンバー情報1 １�

i・ナンバー情報2 ２�

i・ナンバー情報1,2 １� ２�

7 ＃�  を押します。

8 ＃�  を押します。

9 受話器をおきます。

セッテイポートセンタク

セッテイシマシタ

チャクi・ナンバー
No.1

チャクi・ナンバー
No.1, _

 を押したとき１�

他のポートの設定をする場合は、手順4

からの操作をくり返してください。

表示されている内容を変更しないとき
は、最後の ＊

�

 の代わりに＃� を押して、
手順7に進んでください。
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4-3　アナログポートの設定のしかた

Atermの液晶ディスプレイ手順

2 ＊
�

 ＊
�

 １� と押します。

3 ＊
�

 を押します。

5 ＊
�

 ９� ５� ＊
�

 と押します。

1 受話器をあげます。

AtermIR450

キノウセッテイ

アナログ　A　ニセッテイ

セッテイポートセンタク

4 設定するポート番号を押します。

アナログAポート １�

アナログBポート ２�

アナログCポート ３�

6 通知する i・ナンバー情報を押します。

i・ナンバー情報1 １�

i・ナンバー情報2 ２�

ハツi・ナンバー
No.1

ハツi・ナンバー
No.1

 を押したとき（番号が点滅します）

●各アナログポートで発信する電話番号（i・ナンバー情報）を割り当てる

電話をかけたときに相手に通知する電話番号（i・ナンバー情報）を、各アナログポートで設定

します。

１�

7 ＃�  を押します。

セッテイポートセンタク他のポートの設定をする場合は、手順4

からの操作をくり返してください。

8 ＃�  を押します。

9 受話器をおきます。

約5秒間表示します

セッテイシマシタ

表示されている内容を変更しないとき
は、最後の ＊

�

 の代わりに＃� を押して、
手順7に進んでください。
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4-3　アナログポートの設定のしかた

ダイヤルインサービス契約時には、使用するアナログポートに、「契約者回線番号」または「追

加した電話番号（ダイヤルイン番号）」を設定します。

アナログAポートに接続した電話機を使用して、アナログBポートに「追加した

電話番号（ダイヤルイン番号）」の設定を行います。

Atermの液晶ディスプレイ手順

2 ＊
�

 ＊
�

 １� と押します。

3 ＊
�

 を押します。

4 設定するポート番号を押します。

ここでは、２�と押します。

アナログAポート １�

アナログBポート ２�

アナログCポート ３�

5 ＊
�

 ９� １� ＊
�

 と押します。

1 受話器をあげます。

アナログＢ　ニセッテイ

 を押したとき２�

ジコアドレス

AtermIR450

キノウセッテイ

セッテイポートセンタク

　ダイヤルインサービスを使用する

●各アナログポートに電話番号（自己アドレス）を登録

表示されている内容を変更しないとき
は、最後の ＊

�

 の代わりに＃� を押して、
手順7に進んでください。
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4-3　アナログポートの設定のしかた

7 ＃� を押します。

8 ＃� を押します。

9 受話器をおきます。

他のポートに電話機やファクスが接続さ

れている場合は、手順4からの操作をく

り返してください。

約5秒間表示します

セッテイポートセンタク

セッテイシマシタ

6 ダイヤルインの電話番号を押します。

電話番号を市外局番から入力します。

例：03－1234－5678のときは、

０� ３� １� ２� ３� ４� ５� ６� ７� ８�

と押します。

自己アドレスを間違えて入力したとき

＊
�

 ＊
�

 を押すと、最後に入力した1桁を削除できます。
自己アドレスは12桁目を入力すると、先頭に  が付いて画面が替わります。
この状態で ＊

�

 １� を押すと、末尾に  が付き、1桁目から11桁目までの表
示に戻ります。

もう一度 ＊
�

 １� を押すと、12桁目を入力したときの画面に戻ります。

例：自己アドレス：03XXXXXXXX12345

＊
�

 １� を押す
ごとに切り替

わります

ジコアドレス
03XXXXXXXX1 2345

ジコアドレス
0312345678
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4-3　アナログポートの設定のしかた

6 接続されている機器番号を押します。

ここでは、１�を押します。

着信する ０�

着信しない １�

グローバルチャクシン
1：シナイ

ダイヤルインサービスのグローバル着信を使用するで契約しているときに、使用するアナロ

グポートに、契約者回線番号でかかってきた着信を、受ける／受けないの設定を行います。

工場出荷時は、すべてのアナログポートに「着信する」が設定されています。

アナログAポートに接続した電話機を使用して、アナログBポートに「グローバ

ル着信をしない」の設定を行ないます。

Atermの液晶ディスプレイ手順

1 受話器をあげます。

AtermIR450

2 ＊
�

 ＊
�

 １� と押します。

3 ＊
�

 を押します。

4 設定するポート番号を押します。

ここでは、２�と押します。

アナログAポート １�

アナログBポート ２�

アナログCポート ３�

5 ＊
�

 ０� ５� ＊
�

 と押します。

アナログＢ　ニセッテイ

 を押したとき２�

グローバルチャクシン
0：スル

キノウセッテイ

セッテイポートセンタク

●グローバル着信を設定する

表示されている内容を変更しないとき
は、最後の ＊

�

 の代わりに＃� を押して
ください。手順7に進んでください。
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4-3　アナログポートの設定のしかた

7 ＃� を押します。

8 ＃� を押します。

9 受話器をおきます。

他のポートに電話機やファクスが接続さ

れている場合は、手順4からの操作をく

り返してください。

約5秒間表示します

セッテイポートセンタク

セッテイシマシタ
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4-3　アナログポートの設定のしかた

その他の設定をする（個別アナログポート設定）...

手順

1 受話器をあげます。

2 ＊
�

 ＊
�

 １� と押します。

3 ＊
�

 を押します。

7 ＃� を押します。

9 受話器をおきます。

他の設定をする場合は、手順4からの操
作をくり返してください。

4 設定する電話機などが接続されている

ポート番号を押します。

アナログAポート  １�

アナログBポート  ２�

アナログCポート  ３�

5 右の表から設定したい機能の機能番号

を押します。

6 右の表から手順5で設定した機能の設

定値を押します。

8 ＃� を押します。

AtermIR450

アナログＢ　ニセッテイ

 を押したとき２�

キノウセッテイ

セッテイポートセンタク

セッテイポートセンタク

セッテイシマシタ

アナログポート毎に個別で設定する機能の一覧と手順を示します。

Atermの液晶ディスプレイ



135

設定編�

ら
く
ら
く
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ�

w
w
w

ブ
ラ
ウ
ザ
を
利
用
し
た
設
定�

索
引�

電
話
機
を
利
用
し
た
設
定�

コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ�

4-3　アナログポートの設定のしかた

●機能の一覧（個別アナログポート設定）

アナログポート�

接続機器�

選択�

キャッチホン�

�

�

識別着信�

�

HLC�

�

�

�

グローバル�

着信�

サブアドレス�

なし着信�

ダイヤル桁間�

タイマ�

�

�

フッキング�

検出時間�

�

発信者番号の�

通知�

�

�

�

ナンバー・�

ディスプレイ�

（　ポートのみ）�

ナンバー・�

ディスプレイ�

（サブアドレス）�

（　ポートのみ）�

受話音量調節�
（　　ポートは�

  中と大のみ）�

自己アドレス�

�

自己サブ�

アドレス�

着信する�

i・ナンバー情報�

�

発信する�

i・ナンバー情報�

電話�

FAX／モデム�

なし�

使用しない�

INSキャッチホン�

疑似キャッチホン�

識別しない�

識別する�

使用しない�

使用する�

使用するが�

着信判定はしない�

着信する�

着信しない�

着信する�

着信しない�

5秒�

9秒�

11秒�

13秒�

30ms－1000ms�

300ms－1000ms�

500ms－1500ms�

発信者番号を�

通知しない�

発信者番号を�

通知する�

INS契約に依存する�

しない�

する�

�

つけない�

つける�

�

�

小�

中�

大�

32桁まで�

（0～9のみ使用）�

19桁まで�

（0～9のみ使用）�

i・ナンバー情報1�

i・ナンバー情報2�

i・ナンバー情報1.2�

i・ナンバー情報1�

i・ナンバー情報2

０�
～�
９�

０�
～�
９�

＊
�

＊
�

０�
０�

１� １�

＊
�

＊
�

０�

＊
�

＊
�

０�

＊
�

＊
�

０�

＊
�

＊
�

０�

＊
�

＊
�

０�

＊
�

＊
�

０�
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０�
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０�

１�
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１�

０�

１�

２�

０�

１�

２�

０�

１�

０�

１�

０�

１�

２�

０�

１�

２�

１�

１�

２�

１�

２�

２�

０�

１�

２�

３�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

９�

０�

９�

９�２�

＊
�

＊
�

９�４�

＊
�

＊
�

９�５�

機能� 機能説明�機能番号� 設定内容� 設定値�

I N S ネット 6 4 の発信者番号通知サービスと
Atermの発信者番号通知設定を組み合わせるこ
とで、発信者番号を通知する／しないを選択す
ることができます。

参照�「5-3 発信者番号通知サービスの利用」145ページ

アナログポートに接続した電話機やFAXの受話音
量を設定します。「小」「中」「大」の中から選択して
ください。（ただしB、Cポートは「中」「大」のみ）

キャッチホンを使用する／しないを選択します。
参照�導入マニュアル「4-2-3 電話機を使う」

「INSキャッチホンを使う ...」146ページ

INSネット64のINSナンバー・ディスプレイを使
用する／しないを選択します。

参照�「5-6 INSナンバー・ディスプレイの利用」
152ページ

この機能を使用することで、1本の回線に複数台設
置したAtermを自由に呼び分けることができます。

アナログポートに接続したアナログ機器からダイ
ヤルしたときに、最後のダイヤル入力から INS
ネット64に発信するまでの時間を変更できます。

アナログポートのフッキング検出時間を変更で
きます。

アナログポート接続機器選択で設定された内容を
HLC（高位レイヤ整合性）に設定して、HLCが一致
する相手とのみ通信を行うようにする機能です。

参照�「HLC（高位レイヤ整合性）を設定する」144ページ

ダイヤルインサービスを使用しないで、自分宛
以外の着信を受けたくないときに設定します。

参照�130ページ

参照�122ページ

参照�128ページ

参照�132ページ

登録した相手以外の着信を受け付けないように
する／しないを選択します。

参照�129ページ
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4-3　アナログポートの設定のしかた

その他の設定をする（全アナログポート共通設定）...

手順

1 受話器をあげます。

2 ＊
�

 ＊
�

 １� と押します。

3 ＊
�

 を押します。

7 ＃� を押します。

9 受話器をおきます。

4 アナログポート共通番号 ４� を押します。

 i・ナンバー情報1およびi・ナンバー情報2

の電話番号登録は ５� を押します。

5 右の表から設定したい機能の機能番号を

押します。

6 右の表から手順5で設定した機能の設定

値を押します。

8 ＃� を押します。

各アナログポートで共通の設定する機能の一覧と手順を示します。

Atermの液晶ディスプレイ

AtermIR450

キョウツウ　セッテイ 1

キノウセッテイ

セッテイポートセンタク

セッテイポートセンタク

セッテイシマシタ

他の設定をする場合は、手順4からの操
作をくり返してください。
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4-3　アナログポートの設定のしかた

●機能の一覧（全アナログポート共通設定）

停電時の着信�

（　ポートのみ）�

�

優先着信�

ポート�

�

�

内線通話・�

内線転送�

三者通話�

�

通信中転送�

�

着信転送トーキ�

（転送トーキ＜発信側＞・�

転送元トーキ�

＜着信側＞）�

着信転送先�

アドレス�

�

�

着信転送元�

アドレス・�

サブアドレス�

�

�

�

�

�

識別着信・�

短縮ダイヤル�

�

�

累積料金表示・�

初期化�

�

発信時アドレス�

表示�

i・ナンバー�

使用有無�

着信ブザー�

着信リンガ�

着信なし�

優先なし�

Aを優先�

Bを優先�

Cを優先�

使用しない�

使用する�

使用しない�

使用する�

使用しない�

使用する　�

なし・なし�

あり・なし�

なし・あり�

あり・あり　�

契約者回線番号用�

アドレス�

ダイヤルイン1用アドレス�

ダイヤルイン2用アドレス�

契約者回線番号用�

アドレス�

ダイヤルイン1用アドレス�

ダイヤルイン2用アドレス�

契約者回線用�

サブアドレス�

ダイヤルイン1用サブアドレス�

ダイヤルイン2用サブアドレス�

アドレス部分�

�

サブアドレス部分�

�

累積料金→0円　�

�

�

表示しない�

表示する�

使用しない�

使用する�

i・ナンバー情報1�

電話番号登録�

i・ナンバー情報2�

電話番号登録�

�

i・ナンバー情報1�

電話番号登録�

i・ナンバー情報2�

電話番号登録�

�

＊
�

＊
�

２�

＊
�

＊
�

２�

＊
�

＊
�

２�

＊
�

＊
�

２�

＊
�

＊
�

２�

＊
�

＊
�

３�

＊
�

＊
�

３�

＊
�

＊
�

４�

＊
�

＊
�

＊
�

＊
�

０�７�

＊
�

＊
�

１�７�

＊
�

＊
�

６�７�

＊
�

＊
�

０�１�９�

＊
�

＊
�

０�２�９�

３�

０�

１�

３�

０�

２�

１�

０�

０�

０�

１�

１�

２�

１�

３�

０�９�

１�

０�

１�

０�

１�

４�

５�

６�

７�

１�

＊
�

＊
�

４�１�

＊
�

＊
�

４�２�

＊
�

＊
�

４�４�

＊
�

＊
�

４�５�

２�

３�

＊
�

＊
�

３�０�

＊
�

＊
�

４�０�

６�０�

６�９�

～
�

＊
�

＊
�５�０�

５�９�

～
�

～�

０�９�～�

０�９�～�

０�９�～�

０�９�～�

０�９�～�

０�９�～�

０�９�～�

０�９�～�

０�９�～�

０�９�～�

０�９�～�

０�９�～�

＊
�

２�
０�

２� １�

３�

機能� 機能番号� 設定内容� 設定値�

＊
�

機能説明�

停電時に着信する／しないを選択します。
停電時にはアナログAポートのみ使用することが
でき、Bポート、Cポートは使用できません。

複数のアナログポートが使用可能な場合、使用でき
るすべてのポートに同時に着信させるか、どれかの
ポートを優先的に着信させるかを設定します。

参照�「優先着信ポート指定 ...」142ページ

着信転送サービスを利用する場合、音声案内メッ
セージ（トーキー）を利用する／しないを選択し
ます。

INSネット 64の着信転送サービスの設定をし
ます。
着信があった場合、応答しないでその着信を他
の第三者に転送する機能です。

参照�「着信転送する ...」149ページ

i・ナンバー使用時、i・ナンバー情報1で着信を受けた
際に、着信転送する設定を行うには、契約者回線番号
用アドレスとして、転送元に １� 、転送先に０�～９�
で電話番号を入力します。i・ナンバー情報2の場
合は、ダイヤルイン1用アドレスとして転送元に
２�、転送先に電話番号を入力します。

アナログポート二者間で内線通話・内線転送を
行う／行わないを選択します。

INSネット64の三者通話サービスの使用を選択します。
参照�「三者通話をする ...」147ページ

INSネット64の通信中転送サービスの使用を選択します。
参照�「通信中に転送する ...」148ページ

累積料金をクリアします。全ポートの累積料金が
0円に戻ります。

短縮・識別番号に識別させる電話番号を登録し
ます。

参照�「識別着信をする ...」143ページ

10桁まで登録できます。

参照�126ページ

参照�124ページ

Atermの液晶ディスプレイに発信した電話番号
を表示する／しないを設定します。

アナログポート共通番号 ５�
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4-3　アナログポートの設定のしかた

手順

1 受話器をあげます。

Atermの液晶ディスプレイ

工場出荷時に戻す方法（詳しくは、各ページを参照してください）

これらの操作を行うと、お客様の設定された内容はすべて消去されます。

●ディップスイッチを変更する

Atermの電源を切り、ディップスイッチの4、5、6をONにします。電源

を入れ、約30秒後電源を切ります。ディップスイッチを戻し、再度電源を

入れると工場出荷時に戻ります。

参照�導入マニュアル「2-3 ディップスイッチについて」

●ATコマンドを使用する

初期化コマンド「ATZ98］を入力します。

参照�「9-3 ATコマンド一覧」265ページ

Atermに設定した内容を消去する...

以下の操作を行うと、アナログ機能とTA機能に関してAtermに設定した内容をすべて消去

します。

この操作を行っても、ルータ機能で設定された内容は消去されません。

2 ＊
�

 ＊
�

 ９� ８� と押します。

設定内容を消去し、液晶ディスプレイ

にAtermの名称が表示されます。

3 ＊
�

 を押します。

4 受話器をおきます。

ショキカシマス

AtermIR450
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5 電話機（アナログ通信機器）を使う
電話機の便利な機能を使います。

5-1 外線電話をかける

5-2 外線電話をうける

5-3 発信者番号通知サービスの利用

5-4 フレックスホンの利用

5-5 INSボイスワープの利用

5-6 INSナンバー・ディスプレイの利用
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手順 Atermの液晶ディスプレイ

アナログ　　A　セツダン
016　　　　　　　10円

切断理由を表示 今かけた通話料金

を表示

外線電話をかける...

5-1 外線電話をかける

受話器を上げても音が聞こえない

Atermでは、他の機器またはデータ通信で回線を占有していると、受話器

を上げてもツーという音（ダイヤルトーンといいます）が聞こえないことが

あります。

2 相手の電話番号をダイヤルします。

ダイヤル後、ダイヤル桁間タイマが働

き、なにも入力しないと約5秒後（ダイ

ヤル桁間タイマの設定によります）に発

信します。

＃� を押すと待たずにすぐ発信できます。

1 受話器をあげます。

「ツー」という発信音が聞こえ液晶ディ

スプレイに使用しているアナログポート

名が表示されます。

3 通話が終わったら受話器を置きます。

AtermIR450

アナログ　　A　ハッシン
0312345678

アナログAポートに接続した電話機で
発信した場合の例

アナログAポートに接続した電話機の
受話器をあげた場合

受話器を置いて、手順1から

やりなおしてください。

番号を間違えたときは ※液晶ディスプレイに表示される切断

理由の詳細は、「10-6 切断理由表示・
診断情報表示・生成源表示一覧」308
ページを参照してください。

ダイヤル桁間タイマとはアナログポートに接続した電話機器からダイヤルし

たときに、最後のダイヤル入力からINSネット64に発信するまでの時間をカ

ウントするものです。工場出荷時は5秒です。
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5-1　外線電話をかける

手順

1 受話器をあげます。

「ツー」という音が聞こえ液晶ディスプ

レイに使用しているアナログポート名が

表示されます。

2 ［ ＊
�

 短縮ダイヤル番号］を押します。

例：「ダイヤル番号 0 」に登録した電話番

号にかける場合には ＊
�

 ０� と押します。

Atermの液晶ディスプレイ

「らくらくユーティリティ」または「電話機を利用した設定（らくらくテレホン設

定）」で短縮・識別番号に相手の電話番号を登録してください。

短縮ダイヤルで電話をかける...

・ ダイヤル番号0～9に登録した電話番号は、3つのアナログポートとデー

タポートで共有になります。

・ ダイヤル番号0～9に登録した電話番号は、識別番号にも使用されます。

AtermIR450

アナログ　　A　ハッシン
0312345678

アナログAポートに接続した電話機で
発信した場合の例

サブアドレス付きの電話番号にかける...

（相手が INSネット64の契約をしている場合、サブアドレス付きの電話発信が行えます。）

電話番号とサブアドレスの間に「　」を入れます。

電話番号（03－××××－××××）のサブアドレス（100）にかけるときは、

０� ３� ×� ×� ×� ×� ×� ×� ×� ×� ＊
�

 １� ０� ０� とダイヤルします。

＊

 Atermの設定必要

短縮・識別番号に登録した電話番号を使って簡単に発信することができます。

短縮ダイヤルで電話をかけるには、短縮・識別番号の登録が必要です。
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手順 Atermの液晶ディスプレイ

3つのアナログポートのうちどれか2つ以上が使用できる場合に、使用できるすべてのポート

に同時に着信させるか、どちらかのポートを優先的に着信させるか設定ができます。

ただし、停電動作時の場合はアナログAポートのみ使用可能であるため、「Bポート優先」及び

「Cポート優先」の設定は無効になります。

 Atermの設定必要

優先着信ポート指定...

外線電話をうける...

5-2 外線電話をうける

1 電話がかかってきたら、受話器をあげて

通話します。

相手からの発信者番号通知がある場合、

液晶ディスプレイに相手の電話番号が表

示されます。

2 通話が終わったら受話器を置きます。

電話番号の表示について

INSネット64が相手の電話番号を通知してきた場合のみ表示します。

INSネット64が電話番号を通知できる（液晶ディスプレイに電話番号が表示される）のは次

の場合です。

①相手がINSネット64の契約をしていて、発信者番号通知を通知する設定がされている場合。

②デジタル携帯電話およびPHSからの発信で、発信者番号通知を通知する設定にしてい

る場合。

③INSネット64の「INSナンバー・ディスプレイ」サービス（有料）を着信側が申し込み、相手

が一般電話で番号通知サービスを「184」ダイヤル等で解除した発信を行っていない場合。

アナログ　　A　セツダン
016

アナログ　　A　チャクシン
03××××××××
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5-2　外線電話をうける

「らくらくユーティリティ」または「電話機を利用した設定（らくらくテレホ

ン設定）」で、「サブアドレスなし着信をしない」にするとサブアドレスのな

い着信は全て受けられなくなります。

識別着信をする...

着信時のサブアドレス通知�

なし�

なし�

あり�

あり�
自己サブアドレス登録�

○一致した時�
×不一致の時�

○�○�

○�

INSネット64の基本サービス「発信者番号通知サービス」を「通常通知（通話ご

と非通知）」と選択してください。

短縮・識別番号に登録したINSネット64の契約をしている番号の相手からの着信のみを着信

させることができます。本機能は、アナログポート毎に設定することができます。

識別着信番号はアドレス・サブアドレスとも一致したときに受け付けます。

本機能を設定すると、アナログ回線の相手や登録されていない INSネット64の相手からは着

信しません。

 「発信者番号通知サービス」の契約必要　  Atermの設定必要

サブアドレス付きの着信...

発信者が INSネット64の契約している場合、自己サブアドレスを登録することで自分への着

信を指定させることができます。

動作内容

●サブアドレスのない着信は、自己サブアドレス登録の有無にかかわらず着信を受け付けます。

●サブアドレスがある着信は、自己サブアドレスと全桁照合して一致したら着信を受け付け

ます。

「らくらくユーティリティ」または「電話機を利用した設定（らくらくテレホン設

定）」で［識別着信］を使用するにしてください。また、あわせて短縮・識別番号に

識別させる相手の電話番号を登録してください。
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5-2　外線電話をうける

・短縮・識別番号0～9に登録されている相手番号の着信のみを受け付けます

・短縮・識別番号登録画面で登録した識別着信番号はアナログポートおよび

データポート兼用になります。

HLC（高位レイヤ整合性）を設定する...

接続するパソコンやアナログ機器の種別をHLCに設定して、HLCが一致する相手とのみ通信

を行うようにする機能です。

アナログポートでは、「アナログポート登録」で選択した接続装置に対応したHLCが自動的に

設定されます。

電話 ................................ 01　電話

FAX／モデム ......... 04　G2／G3ファクス

動作内容

●発信時はAtermが自動的にHLCを付けて発信します。

●着信時は発信者からのHLCを照合し、一致する場合のみ着信します。

●HLCがない相手からの着信は受け付けます。

・アナログポートでは、「HLCを設定する」にしてあっても、着信時にHLCが

一致しない場合も着信を受け付ける（HLCを付けて発信はするが、着信判

別はしない）ように設定することができます。この場合、ATコマンドでAT

＄A、AT＄B、AT＄Cコマンドを使用します。

・相手が電話でもファクスでも着信を受け付けたいときには、「HLC設定し

ない」に設定にします。

コード 種別�

 01 電話�
 04 G2/G3ファクス�
 33 G4ファクス�
 36 ミックスモード�
 49 テレテックス�
 50 ビデオテックス�
 53 テレックス�
 56 メッセージ処理システム（MHS）�
 65 OSIアプリケーション�
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INSネット64の基本サービス「発信者番号通知サービス」を「通常通知（通話ご

と非通知）」または、「通常非通知（回線ごと非通知）」と選択してください。

発信者番号通知サービスは、発信者番号（契約者回線番号またはダイヤルイン番号）を着信者

側に通知するサービスです。INSネット64契約事項のなかに発信者番号通知サービス欄があ

りますので、このサービスから「通常通知（通話ごと非通知）」、「通常非通知（回線ごと非通

知）」のうち1項目を選択します。発信者番号通知サービスとAtermの発信者番号通知設定を

組み合わせることで、発信者番号を通知するかしないかを選択することができます。

5-3 発信者番号通知サービスの利用

発信者番号が通知されるのは、次の相手です。

・INSネット64契約者、デジタル携帯電話、PHS

「INSナンバー・ディスプレイ」サービスを契約すると、アナログ回線からの発

信者番号も表示できるようになります。

参照�「5-6 INSナンバー・ディスプレイの利用」152ページ

Aterm設定�

通常通知（通話ごと非通知）�

通常非通知（回線ごと非通知）�

通知する�

通知する� 通知する�

通知する�

通知しない�
INSネット64�
申し込み内容に従う�

通知しない�

通知しない� 通知しない�

INSネット64契約�

「らくらくユーティリティ」または「電話機を利用した設定（らくらくテレホン設

定）」で［発信者番号通知］を「通知する」を選択してください。

 「発信者番号通知サービス」の契約必要　  Atermの設定必要

発信者番号通知設定の工場出荷時設定は、「発信者番号通知する」となってい

ます。そのため、INSネット64契約時に「通常非通知（回線ごと非通知）」で契

約されていても、発信者番号を通知します。通知したくない場合は、IR450ら

くらくユーティリティやATコマンドで、「通知しない」または「INSネット64

申込内容に従う」に設定します。
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手順

5-4 フレックスホンの利用

INSキャッチホンを使う...（通話中にかかってきた電話を受ける）

INSキャッチホンを利用するには設定が必要です。「らくらくユーティリティ」

または「電話機を利用した設定（らくらくテレホン設定）」でINSキャッチホン

利用する設定にしてください。

アナログ　　　チャクシン
××××××××××

1 通話中に新たな相手から着信があると

「ププッ」という音が聞こえます。

2 フッキングして新たな相手と通話します。

3 通話相手を切り替えるときはもう一度

フッキングします。

アナログAポートで通話中に新たな

着信があった場合の例

通話中に別の相手から着信があった場合、現在通話中の相手を保留することができる機能で

す。保留されている相手には保留音が流れます。

疑似キャッチホンと違い、使用するBチャネルは1つだけなので、空いているポートを使用す

ることができます。

フレックスホン「INSキャッチホン」の契約必要　  Atermの設定必要

Aterm IR450

INSネット64のフレックスホン「INSキャッチホン」の契約が必要です。

Aterm IR450

通信方法

フレックスホン（INSキャッチホン）の契約がされていない場合はINSキャッ

チホンを利用する設定にしないでください。誤ってAtermのINSキャッチホ

ンを利用する設定にすると誤動作する可能性があります。
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5-4　フレックスホンの利用

手順

1 通話相手Aさんと通話中にフッキングします。

通話相手Aさんには、保留音が聞こえます。

2 「プププ•••」と言う音が聞こえるので、Bさんに電話をかけます。

Bさんが電話に出ると話ができます。

3 もう一度フッキングすると、Aさんとの通話に切り替わります。

※通話の切り替えは、何度でもできます。

4 1秒以上、受話器を置くか、フックスイッチを押すと現在通話中の相手との電話

が切れます。

呼出音が鳴ったら、受話器を取ります。

保留中の相手と話ができます。

電話網�ネット�

フレックスホン（三者通話）の契約がされていない場合は三者通話を利用する

設定にしないでください。誤って三者通話を利用する設定にすると誤動作す

る可能性があります。

三者通話をする...（通話中にかかってきた電話を受ける）

三者通話を使うには設定が必要です。「らくらくユーティリティ」または「電話機を

利用した設定（らくらくテレホン設定）」で三者通話を利用する設定にしてください。

●切り替えて二者で話す（切替モード）

通話中の相手を切り替えて通話します。同時に話をできるのは二人になります。

外線通話中に、第三者を外線で呼びだして三者間で通話することができます。

三者通話には、切り替えて二者で話す切替モードと三者同時に話すミキシングモードがあり

ます。

Bチャネルは1本のみ使用するので、空いているポートを使用することができます。

 フレックスホン「三者通話」の契約必要　  Atermの設定必要

通信方法

Aterm
自分

相手A

相手B

INSネット64のフレックスホン「三者通話」の契約が必要です。
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5-4　フレックスホンの利用

1 通話相手Aさんと通話中にフッキングします。

通話相手Aさんには、保留音が聞こえます。

2 「プププ•••」と言う音が聞こえるので、Bさんに電話をかけます。

Bさんが電話に出ると話ができます。

3 続けて2回フッキング（ダイヤル桁間タイマ値以内に2回押す）すると、Aさんと

Bさんと自分の三者で話ができます。

手順

4 1秒以上、受話器を置くかフックスイッチを押すと電話が切れます。

電話網�ネット�

電話網�

転送�

ネット�

●三者同時に話す（ミキシングモード）

通話中に別の相手を呼び出して三者で通話します。

通話中に転送する...（かかってきた電話を他の人の電話に転送する）

INSネット64のフレックスホン「通話中転送」の契約が必要です。

通話中に別の相手を呼び出して、通話を転送できます。

Bチャネルは1本のみ使用するので、空いているポートを使用することができます。

 フレックスホン「通話中転送」の契約必要　  Atermの設定必要

通信方法

「らくらくユーティリティ」または「電話機を利用した設定（らくらくテレホン設

定）」で［通信中転送］を利用する設定にしてください。

Aterm
自分

相手A

相手B

Aterm
自分

相手A

相手B
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5-4　フレックスホンの利用

フレックスホン（通信中転送）の契約がされていない場合は、通信中転送を利

用する設定にしないでください。誤って通信中転送を利用する設定にすると

誤動作する可能性があります。

通話中だった相手と、転送した相手が通話できます。

2 「プププ•••」という音が聞こえるので、転送先の電話番号をダイヤルします。

3 転送先の相手と通話します。

4 もう一度フッキングします。

5 受話器を置きます。

手順

1 通話中にフッキングします。

通話相手には、保留音が聞こえます。

通信方法

着信転送する...（かかってきた電話を別の電話番号につなげる）

「らくらくユーティリティ」または「電話機を利用した設定（らくらくテレホン

設定）」で着信転送の設定をしてください。

かかってきた電話を、登録しておいた番号へ自動的に転送します。

Bチャネルは使用しないので、空いているポートを使用することができます。

 フレックスホン「着信転送」の契約必要　  Atermの設定必要

INSネット64のフレックスホン「着信転送」の契約が必要です。

電話網�

転送�

ネット�

Aterm
転送元

発信者

転送先
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5-4　フレックスホンの利用

フレックスホンの契約（着信転送）がされていない場合は、着信転送の設定を

しないでください。誤ってAtermの着信転送の設定をすると誤動作する可能

性があります。

・着信転送機能を設定すると、液晶ディスプレイに「　」のピクトグラムが出

ます。

・Atermまでの通話料金は発信者に、Atermから転送先の通話料金は転送し

たAterm側にかかります。

・この機能は、アナログポートに電話機を接続していなくても利用できます。

・転送元に着信があっても呼出音は鳴りません。

・着信転送時に転送トーキや転送元トーキ（音声案内メッセージ）を流すか流

さないか設定する場合などは、「らくらくユーティリティ」や「らくらくテレ

ホン設定」の「アナログポート設定」-「トーキサービス」で設定します。

・着信転送を解除するためには、転送元か転送先のどちらかの番号を削除する

必要があります。
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5-5 INSボイスワープの利用

「INSボイスワープ」、「INSボイスワープセレクト」は、フレックスホンの着信転送と異なり、

ネットワーク転送型の転送サービスです。

INSボイスワープ、INSボイスワープセレクト...

必ずアナログポートに自己アドレス（INSボイスワープを契約した電話番号）を登録してくだ

さい。

※カスタマコントロール他、INSボイスワープの各種設定を行うために必要です。

※ i・ナンバー使用時は、必ず各 i・ナンバー情報に対応した電話番号を登録してください。

　 参照�「1 らくらくユーティリティ」1ページ

     「4 電話機を利用した設定（らくらくテレホン設定）」117ページ

INSボイスワープ、INSボイスワープセレクトの詳細については、INSネット64の窓口に問い

合わせてください。

INSネット64の付加サービス「INSボイスワープ」、「INSボイスワープセレクト」

の契約が必要です。

カスタマーコントロールとは、INSボイスワープの契約をした電話番号に対応

する電話機から、転送の開始や、修正・転送先の電話番号などを行う機能です。

この機能を利用にするには、スティミュラスプロトコル手順をサポートしてい

る必要があり、Atermではこの手順をサポートしています。

 「INSボイスワープ」、「INSボイスワープセレクト」の契約必要
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5-6 INSナンバー・ディスプレイの利用

INSナンバー・ディスプレイ （オプション：INSナンバー・リクエスト）...

INSナンバー・ディスプレイは、かかってきた発信者の電話番号と、番号が通知されないとき

の理由を通知するサービスです。

INSナンバー・リクエストは、INSナンバー・ディスプレイのオプション機能として、電話番号

を通知しない通話に対して、通知してかけ直すよう音声メッセージで応答するサービスです。

この機能を利用にするには、スティミュラスプロトコル手順をサポートしている必要があり、

Atermではこの手順をサポートしています。

INSネット64におけるナンバー・ディスプレイでは、アナログ回線からの発

信者番号をAtermの液晶ディスプレイに表示させることができます。

また、AtermはアナログAポートに接続されている「ナンバー・ディスプレ

イ対応電話機」に、相手の電話番号を表示させることができます。

※相手が「通常非通知（回線ごと非通知）」、または一般電話・公衆電話から「184」（イヤヨ）

をつけた場合、ヒツウチと表示されます。

※相手が公衆電話からかけた場合、コウシュウデンワと表示されます。

※相手がサービス地域以外の電話からかけた場合、ヒョウジケンガイと表示されます。

アナログAポートに接続した「ナンバー・ディスプレイ対応電話機」を利用する

場合は、「らくらくユーティリティ」または「電話機を利用した設定（らくらくテ

レホン設定）」で［ナンバー・ディスプレイを使用する］にしてください。

INSネット64の付加サービス「INSナンバー・ディスプレイ」の契約が必要です。

 INSナンバー・ディスプレイの契約必要　  Atermの設定必要

※サブアドレス表示対応のナンバー・ディスプレイ対応機器にサブアドレスも表

示させることができます。

その場合は「サブアドレスを通知する」にしてください。

・ナンバー・ディスプレイ対応機器の機種によっては、発信者番号が正常に表

示されない場合があります。

・ナンバー・ディスプレイ対応電話機を利用できるのはアナログAポートのみ
です。B、Cポートでは、ナンバー・ディスプレイの機能を利用できません。

・ INSナンバー・ディスプレイの契約をしていない場合に、相手が「通常非通

知（回線ごと非通知）」、または「184」（イヤヨ）をつけた場合、ヒョウジケン
ガイと表示されます。
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6 TA機能で通信する

6-1 リモートアクセスで通信する

6-2 便利な機能を使う

より便利に使うための機能を説明しています。

Windows®98はMicrosoft® Windows®98 operating system の略です。
Windows®95はMicrosoft® Windows®95 operating system の略です。
Windows NT®4.0はMicrosoft® Windows NT® operating system version4.0の略です。
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6-1 リモートアクセスで通信する

ここでは、INSネット64を利用し、Atermのデータポートを使ったクライアント／サーバー

のネットワークを構築するときの方法について、解説します。

はじめに次の点を確認してください

・クライアント／サーバー側共、INSネット64の契約が必要です。

・接続先には、リモートアクセス用のサーバが必要です。

※詳しくは、そのサーバの管理者に確認してください。

　リモートアクセスサーバと通信するときの回線速度とプロトコルを確認してください。

クライアント側の設定

設定方法は、導入マニュアルの「4-3 TA機能を利用してインターネットにダイアルアップ接

続する」とほとんど同じです。ただし、ネットワークプロトコルは、リモートアクセスサーバ

側と同じプロトコルがインストールされている必要があります。Windows98/Windows95

では、コントロールパネルの［ネットワーク］で、プロトコルをインストールしてください。

ネットワークプロトコルがわからない場合は、LAN管理者に確認してください。また、回線速

度をリモートアクセスサーバ側と合わせてください。

128kbpsマルチリンクPPP通信するときに、スループットBODおよびリソースBODを利用

したい場合は、次ページ「6-2 便利な機能を使う」を参照してください。
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らくらくユーティリティの電話帳（W i n d o w s）または短縮識別番号登録

（Macintosh）で、相手電話番号を登録します。

・らくらくユーティリティの電話帳（Windows）または短縮識別番号登録

（Macintosh）で、相手電話番号を登録します。

・らくらくユーティリティのデータポートの高度な設定（Windows）または詳

細設定（Macintosh）で識別着信をするにします。

6-2 便利な機能を使う

短縮ダイヤルを使う...

短縮・識別番号に登録した電話番号を使って簡単に発信することができます。

短縮ダイヤルで電話をかけるには、短縮・識別番号の登録が必要です。

「1 らくらくユーティリティ」1ページで登録してください。

識別着信をする...

・短縮・識別番号0～9に登録した電話番号は、3つのアナログポートとデー

タポートで共有になります。

・末尾にCBをつけた番号は登録できません。

 発信者番号通知サービスの契約必要　  Atermの設定必要

短縮・識別番号に登録した、INSネット64の契約をしている番号の相手からのみ、着信させる

ことができます。

●識別着信番号は、アドレス・サブアドレスとも一致したときに受け付けます。

●アナログ回線の相手や登録されていない INSネット64の相手からの着信はしません。

●短縮・識別番号0～9に登録されている相手番号の着信のみを受け付けます。

INSネット64お申込みときに発信者番号通知サービスを「通常通知（通話ごと非

通知）」にしてください。

  Atermの設定必要

ATコマンドを使った発信（データポート同士の通信）

ATDコマンドを使用して発信します。例えば［0］に登録した電話番号にかける場合には、パ

ソコンの通信ソフトを起動した後にATDS=0と入力します。
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6-2　便利な機能を使う

利用する際の必要な条件

    チャネル�

    チャネル�

    チャネル�

　 チャネル�

インターネット�
プロバイダ�

インターネット�
プロバイダ�

ネット�

ネット�

128kbpsマルチリンクPPP通信をする...

Multilink Protocol（MP）方式のダイヤルアップ IPアクセスポイントを持つプロバイダ等に

接続します。

B1チャネルでプロバイダに発信してPPP接続を完了した後に、B2チャネルで同様に発信しま

す。2つのBチャネルを使って128kbpsのデータ通信を行います。

●MPによる通信を行うためには、接続時に、下記の条件を満たしている必要があります。

・128kbpsマルチリンクPPP通信を利用してインターネットに接続するためには、マルチリ

ンクPPP（MP）対応のプロバイダに加入する必要があります。

・パソコンのシリアルポートの速度は230.4kbpsである必要があります。

※Windows98/Windows95やWindows NT4.0で使用する場合は、230.4kbpsに対応

した市販の高速シリアルボードを購入してください。Macintoshで使用する場合は、

230.4kbps対応の機種を使用してください。

●また、MPによる通信を設定しても以下のときはMP機能を使用できません。

・プロバイダのアクセスポイントのポートに空きが無い場合

※正常に2つのBチャネルが接続できて、128kbpsマルチリンクPPP通信が確立したとき

はAtermのLCD表示がB1、B2使用中の表示になります。ただし、1つのBチャネルのみ

の接続の場合でも、通信は可能です（自動的に同期64kbpsの通信となります）。
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6-2　便利な機能を使う

MPによる通信のしかた
・Windows98/Windows95やWindows NT4.0では、「使用するモデム」で「Aterm IR-

MP128」を選択します。

・Macintoshでは、「OpenTransport/PPP」を使用する場合、Atermに付属のCD-ROMに収

録されている「NEC AtermIR MP」の CCLファイルを［機能拡張］フォルダの中の

［ModemScripts］フォルダにコピーしてください。

また、接続時にはコントロールパネルの［モデム］で、コピーしたCCLファイルを選択して

ください。

本機能を使用中にBOD（Bandwidth On Demand）機能を利用することがで

きます。BOD機能を利用すると、常に固定で2つのBチャネルを使用するので

はなく、データ通信量、またはアナログポートに接続している電話機の発着信

によって、使用するチャネル数（1つまたは2つ）を自動的に変更することがで

きます。内容については、次の「BOD機能を使う」を参照してください。

BOD機能を使う...

128kbpsマルチリンクPPP通信を行っているときに利用できる機能で、「リソース BOD

（Bandwidth On Demand）」、「スループットBOD」の2つの方式があります。

「リソースBOD」とは、アナログポートに接続している電話機の発着信によってBチャネル数

を変更する方式で、「スループットBOD」とは通信データ量によってBチャネル数を変更する

方式です。

次にそれぞれの特長と設定方法を説明しますので、128kbpsマルチリンクPPP通信時は、利

用されることをおすすめします。
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6-2　便利な機能を使う

インターネット�
プロバイダなど�

データ量に�
よって�
切り替え�

インターネット�
プロバイダなど�

  チャネル�   チャネル�

スループットBODとは

  Atermの設定必要

「スループットBOD」では、通信データ量が少ないときには1つのBチャネルを使用し、多い

ときには2つのBチャネルを同時に使用するので、通常は、2つのBチャネルを常時使用する

場合と比べて通話料金を節約することができます。

設定した「リンク追加算出時間」内の送出、または受信データ量が「リンク追加しきい値」よ

り大きくなれば、2つ目のBチャネルを追加して、2つのBチャネルを同時に使用します。

また、設定した「リンク削除算出時間」内の送出、または受信データ量が「リンク削除しきい

値」より小さくなれば、2つ目のBチャネルを削除して、1つのBチャネルのみを使用するよう

にします。

・「リンク追加」とは、Bチャネルを追加する（2つのBチャネルを使用）こと

です。「リンク削除」とは、Bチャネルを削除する（1つのBチャネルのみを

使用）ことです。

・「しきい値」は、回線利用率(%)で示します。

回線利用率(%)＝一定時間のデータ量の平均値／回線の最大データ量×100

ここで「回線の最大データ量」は、64kbps（＝8kbyte／秒）と考えます。

例えば「リンク追加算出時間」が30秒、「リンク追加しきい値」が70％の設

定時は、30秒間の回線利用率が70％より大きくなったときすなわち、30

秒間にデータ量の平均値が44．8kbpsより大きくなったときにBチャネル

を追加します。

　通信データ量が少ない

（「リンク追加しきい値」より少ないとき）

（「リンク削除しきい値」より少ないとき）

　通信データ量が多い

（「リンク追加しきい値」より大きいとき）

（「リンク削除しきい値」より大きいとき）

らくらくユーティリティの「データポートの設定」で「スループットBODを行

う」にします。あわせて、「リンク追加算出時間」「リンク算出時間」「リンク追加

しきい値」「リンク削除しきい値」を設定してください。



159

T
A 

機
能
で
通
信
す
る�

通信編�

電
話
機
（
ア
ナ
ロ
グ
通
信
機
器
）
を
使
う�

索
引�

電
子
メ
ー
ル
着
信
サ
ー
ビ
ス
と
U
U
I
メ
ー
ル�

ル
ー
タ 

機
能
で
通
信
す
る�

�

6-2　便利な機能を使う

手順

・接続するプロバイダの状況、アクセスするサイトの混雑状況、お客様の使

用状況（ホームページを見る，画像やソフトウェアをダウンロードするな

ど）等の条件によっては、Bチャネルの追加と削除がひんぱんに発生して、

逆に料金が高くなることもあります。

・通信相手から強制的にBチャネルを削除／追加された場合には、通信エ

ラーとなる可能性があります。一般的なプロバイダ接続では、要求してき

ませんので問題ありません。

128kbpsマルチリンクPPP通信中に次の手順で見ることができます。

Windows95では、送受信データ量を見ることができるシステムモニタが

あります。

1 ①デスクトップの「マイコンピュータ」画面の、「ダイアルアッ

プネットワーク」からマルチリンクPPPの接続先を選択、右

クリックし、［プロパティ］を選択します。

②［プロパティ］画面の  設定  ボタンをクリックします。

  設定  ボタン

「ダイアルアップネットワーク」画面

［プロパティ］画面

設定方法
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6-2　便利な機能を使う

手順 確認方法

1 ①「スタート」→「プログラム」→「アクセサリ」→「システム

ツール」→「システムモニタ」を開きます。

2 ①「編集」→「項目の追加」を選びます。

②グループでAtermIR MP128をクリックし、

項目からバイト受信／秒を選択→「OK」

項目からバイト送信／秒を選択→「OK」

棒グラフ、折れ線グラフ、数値表を選択できます。

2 ①［接続］タグをクリックします。

②   詳細  ボタンをクリックし、［ログの記録］のチェックをし

ます。

［接続］タグ

   詳細  ボタン

［ログの記録］
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6-2　便利な機能を使う

ネット� ネット�

らくらくユーティリティの「データポートの設定」で「リソースBOD」を行うに

します。

リソースBODとは

128kbpsマルチリンクPPP通信では、データ通信で2つのBチャネルを使用するため、通常

は、アナログポートの発着信はできません。しかし、リソースBODを設定すると、アナログ

ポートに接続した電話機の発着信があるとデータ通信の1つのBチャネルを削除して電話機

を使用することが可能になります。

INSネット64契約のコンサルティング項目で「通信中着信通知サービス」を選択

します。

・使用しているBチャネル数は、液晶ディスプレイに表示されます。

・プロバイダの混雑状況によっては、電話終了後に、2つ目のBチャネルを追

加できないことがあります。AtermのLCD表示がB1 ,B2使用中の表示に

ならないことで確認できます。このときに、電話機の受話器を上げて下ろす

操作を行うと、再度、チャネルの追加を試みます。

・2つ目のBチャネルの追加と電話をかけるタイミングがぶつかったときに

は、話中音が聞こえることがあります。再度かけなおしてください。

・リソースBODとスループットBOD両方を使用するときの、Bチャネルを

削除する条件は、それぞれの設定によります。リソースBODの機能により

Bチャネルを削除した場合は、電話機の通話が終わるとBチャネルを追加す

るために発信します。

データポートがBチャネル
2本を使用

データポート、アナログポー

トがそれぞれ1本ずつBチャ
ネルを使用するように切り替

える

 通信中着信通知サービスの契約必要　  Atermの設定必要
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6-2　便利な機能を使う

スティルスコールバックを使う...

Atermを使ってクライアント/サーバのネットワークを構築したときに、クライアント側からの

発信を行うと自動的にサーバ側Atermがクライアント側へかけなおします（コールバック）。

スティルスコールバックを使用すると、例えば自宅（リモートクライアント）～会社（サーバ）

のネットワークで、自宅側の電話料金を発生させないで通信することができます。

※スティルスコールバックは無手順通信を使用して実現しています。

●クライアント（発信）側

INSネット64契約の基本サービスで発信者番号通知サービスを「通常通知（通話

ごと非通知）」にします。

らくらくユーティリティの「データポートの設定」で「スティルスコールバック

する」にします。または、AT$N10=1コマンド（ATコマンド）で「スティルスコー

ルバックする」にします。さらに、「データポート発信番号通知設定」を「行う」ま

たは、「INSネット64の申込通り」にします。

AT&KやAT￥Qコマンド（ATコマンド）で「RS-CSフロー制御あり」（初期状態）

にします。

ATS0＝1コマンド（ATコマンド）で「自動応答」（初期状態はRING1回で自動応

答）にします。

ATコマンドで、相手の電話番号の末尾にCBをつけて発信します。

（例） サブアドレス指定がない場合：atd123456cb

サブアドレス指定がある場合：atd123456/78cb

●サーバ（着信）側

INSネット64契約の基本サービスで、発信者番号通知サービスを「通常通知（通

話ごと非通知）」にします。

らくらくユーティリティの「データポートの設定」で「スティルスコールバック

する」にします。または、AT$N10=1コマンド（ATコマンド）で「スティルスコー

ルバックする」にします。さらに、「データポート発信番号通知設定」を「行う」ま

たは、「INSネット64の申込通り」にします。

サーバのER信号をオンにしておきます。

AT&KやAT￥Qコマンド（ATコマンド）で「RS-CSフロー制御あり」（初期状態）

にします。

ATS0=1コマンド（ATコマンド）で「自動応答」（初期状態はRING1回で自動応

答）にします。

発信者番号通知サービスの契約必要　  Atermの設定必要
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6-2　便利な機能を使う

・アナログポートでは使用できません。

・リモートクライアント側と同じ回線に複数のターミナルアダプタが接続さ

れているときは、Atermを指定できるように、サブアドレスやダイヤルイ
ンサービスを使用してください。

指定しないとリモートサーバ側がかけなおしたときに、他のターミナルア

ダプタが応答することがあります。

・リモートクライアント側は、指定した相手番号のリモートサーバ側からの

コールバックにしか応答しません。リモートサーバ側はリモートクライア

ントが指定した電話番号を通知できるように、自己アドレス等の登録を行

なってください。

・スティルスコールバックではPPPプロトコルを使用した認証はサポートし

ていません。無手順通信を使用して実現しています。

・Atermは発信側、着信側ともにTA機能を使ってのMS-CBCPコールバッ
クを使用することはできません。

下記のAterm製品で利用することができます。

AtermIR450シリーズ、AtermIT75シリーズ、AtermIT65EXシリーズ、

A t e r m I T 6 5 シリーズ、A t e r m I T 6 0 / D、A t r e m I T 5 5 シリーズ、

AtermIT50DSU、AtermIT45シリーズ、AtermIT40/D、AtermIT25DSU、

AtermIWシリーズ、AtermIB55シリーズ、AtermIC20

・スティルスコールバックを行ったかどうかは、通信の前後で累積通信料金

（らくらくユーティリティで見られます）が変化していないことで確認でき

ます。

・「スティルスコールバックする」に設定しておいても通常の発着信は行え

ます。

※上記機種はH11.10現在です。追加される場合があります。

無通信監視タイマを使う...

パソコンや通信相手とデータのやりとりがないときに、通信を切断することができます。

うっかりした切断忘れを防止することができます。

監視時間は1～10分で1分刻みで設定できます。初期値は10分です。

 Atermの設定必要

らくらくユーティリティの「データポートの設定」で「無通信監視タイマ」で設定

してください。
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6-2　便利な機能を使う

プロバイダやパソコンによっては監視パケット等を定期的に発信する場合が

あります。

この場合、切断されませんので通信料金がかかります。必ずパソコンから切

断操作を行ってください。

強制切断したくない場合は、必ず「切断しない」に設定してください。

・監視データを定期的に発信するので、無通信監視タイマが効かないプロバイ

ダとの接続でもうっかりした切断忘れの防止ができます。

・一般的に通信ソフトウェアは、切断時、ATコマンドで＋＋＋の後、ATHコ

マンドを出しますが、ソフトウェアの異常動作で画面上は切断されているに

もかかわらず、＋＋＋、ATHが送出されずに通信が切断できないことも考え

られます。長時間接続して通信費用がかかるのを防止するためにも、強制切

断タイマは設定しておくことをおすすめします。

らくらくユーティリティの「データポートの設定」での「強制切断タイマ」で設定

してください。

強制切断タイマを使う...

通信時間が設定した時間を超えると強制的に通信を切断します。パソコンで切断操作を行っ

ても、ソフトウェアが正常に動作しなくて切断できなかった場合の、長時間接続を防止するこ

とができます。

設定時間は、1～10時間で1時間刻みで設定できます。初期値は10時間です。

 Atermの設定必要
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Windows®98はMicrosoft® Windows®98 operating system の略です。
Windows®95はMicrosoft® Windows®95 operating system の略です。
Windows NT®4.0はMicrosoft® Windows NT® operating system version4.0の略です。

7 ルータ機能で通信する
Atermの様々なルータ機能を説明しています。

7-1 Atermのパスワードを設定／変更する

7-2 既存のLANにAterm導入する

7-3 Atermの IPアドレスを変更する

7-4 AtermのDHCPサーバの設定のポイント

7-5 AtermのDNSサーバの設定のポイント

7-6 パソコン本体のIPアドレスの変更方法

7-7 NetBIOSのフィルタリングの設定

7-8 マルチアクセス接続をする

7-9 ドメインネームルーティング

7-10 ルータ機能を利用したその他の接続
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7-1 Atermのパスワードを設定／変更する

Atermでは、ルータ機能の設定・変更が、第3者によって勝手に行われないように、パスワー

ドを設定する必要があります。

※設定したパスワードは、ルータ機能を設定するときに必要ですので、忘れないように注意し

てください。

手順

1 WWWブラウザを起動します。

2 WWWブラウザのURL欄に、「http://192.168.0.1」と入力します。

※AtermのIPアドレスを変更した場合は、「192.168.0.1」のかわりに変更したIP

アドレスを入力します。

3 「ユーザ名」と「パスワード」を入力する画面が表示されます。

①［ユーザ名］欄には、半角で「Admin」と入力します。AdminのAは大文字です。

②［パスワード］欄には、Atermに設定してある「アクセスパスワード」を入力し

ます。

③  OK  ボタンをクリックします。

パスワードを忘れた場合には、Atermを工場出荷時に戻す必要があります。

Atermを工場出荷時の状態に戻す方法は、導入マニュアルの「2-3 ディップス

イッチについて」を参照してください。

WWWブラウザを利用してパスワードを設定／変更する...

パスワードを設定します。

WWWブラウザの設定ページを使って、Atermのパスワードを設定／変更します。

この方法は、WWWブラウザでAtermの設定ページが開ける場合を想定しています。

設定ページが開けない場合は、一度、Atermの設定を工場出荷時の状態に戻し、設定ページが

開ける状態にしてください。
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7-1　Atermのパスワードを設定／変更する

「ユーザ名」と「パスワード」を入力する画面が表示されず、「本体パスワード」

を設定する画面が表示された場合は、Atermにまだパスワードが設定されて

いません。WWW画面に従いパスワードを設定後、再度手順1からはじめて

ください。（設定後、手順3の画面が表示される場合もあります。）

4 WWWブラウザに、設定ページが開きます。

左フレーム内の［ルータ本体パスワード設定］の文字をクリックします。

5 ［ルータ本体パスワード設定］が開きます。
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7-1　Atermのパスワードを設定／変更する

6 本体パスワード設定を設定／変更します。

①今までのパスワード

既に設定してあるパスワードを入力します。

②新しいパスワード

変更するパスワードを半角8文字以内で入力します。

③パスワードの確認

変更するパスワードをもう一度半角8文字以内で入力します。

※パスワードをはじめて設定する場合は、「今までのパスワード」は空欄のま

まにしておいてください。その場合、新しいパスワードとパスワードの確認

欄に設定するパスワードを入力してください。入力された文字は＊に置き換

えて表示します。

※パスワードの文字には、「&」を使用しないでください。

7   設定実行  ボタンをクリックします。

以上でAtermのパスワードの設定／変更は終了です。

1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
1234
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ここでは、既に構築されたLAN環境にAtermを設置する際のポイントを以下の環境を例にし

て説明します。

Atermの環境を変更する場合は、変更が終了するまで、ほかの10BASE-T

ポート、USBポートに接続している機器をすべて外してください。

既に使用しているLANにAtermを設置しようとする場合

7-2 既存のLANにAtermを導入する

既存のLAN

設置する

上記の環境にAtermを設置する場合には、以下のAterm本体の設定が設置しようとしている

LANの環境にあうようにAterm本体の設定を変更する必要があります。

既に使用しているLANについて、以下の項目を確認しAterm本体の設定を変更してください。

Aterm

●どのような IPアドレスを使用しているか？

　 参照�「7-3 Atermの IPアドレスを変更する」170ページ

●既に利用しているDHCPサーバが設置されているかどうか？

　 参照�「7-4 AtermのDHCPサーバの設定のポイント」175ページ

●既に利用しているDNSサーバが設置されているかどうか？

　 参照�「7-5 AtermのDNSサーバの設定のポイント」181ページ

●Windows98/Windows95、Windows NT4.0が設置されているかどうか？

　 参照�「7-7 NetBIOSのフィルタリングの設定」205ページ
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Aterm本体のIPアドレスを変更する...

AtermのIPアドレスを変更する前に、現在のAtermのDHCPサーバの次の設定内容を確認し

てください。現在のAtermのDHCPサーバ機能の設定により、設定手順が異なります。

設定は各項を参照してください。

7-3 AtermのIPアドレスを変更する

既存のLANなどにAtermを設置する場合には、Aterm本体の IPアドレスを変更する必要が

あります。

　●AtermのDHCPサーバを使用している場合　 参照�次ページ

　●AtermのDHCPサーバを使用していない場合 参照�173ページ
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7-3　AtermのIPアドレスを変更する

Atermのルータ機能の設定は、WWWブラウザを使用して行います。そのため、WWWブラ

ウザを起動し、Atermの設定ページを開きます。

「2-1 WWWブラウザでの設定について」50ページを参考にして行ってください。

１�WWWブラウザを起動して設定ページを開く

　 １�WWWブラウザを起動して設定ページを開く

２�Aterm本体の IPアドレス変更及び
　 AtermのDHCPサーバ割り当てアドレス変更

　 ３�再起動

　 ４�接続テスト 参照�「付録 接続テスト」336ページ

　　AtermのDHCPサーバを使用している場合の設定手順

ここでは、Aterm本体の IPアドレスを次のように変更する場合について説明します。

WWWブラウザの設定ページを使って、Aterm本体のIPアドレスを上図のように変更します。

AtermのDHCPサーバの機能を使用する場合には、Aterm本体のIPアドレスの変更とあわせ

て、DHCPサーバの設定項目の割り当て開始IPアドレスをAtermのIPアドレスのサブネット

マスクにあわせて変更します。

※この方法は、WWWブラウザで設定ページが開ける場合を想定しています。

設定ページが開けないときは、「10 お困りのときは」289ページを参照してください。

※らくらくウィザードを利用しても設定を変更することができます。

　詳しくは、導入マニュアル「4-4-3 ルータ機能でインターネットへ接続するための設定」を

参照してください。

DHCPサーバ機能 ：使用する →使用する

IPアドレス ：192.168.0.1 →172.16.0.100

サブネットマスク ：255.255.255.0 →255.255.0.0

DHCPサーバの割り当てアドレス ：192.168.0.2～192.168.0.33 →172.16.0.101～172.16.0.132

ネット�
インターネット�
プロバイダ�

Aterm

●AtermのDHCPサーバを使用している場合の設定
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7-3　AtermのIPアドレスを変更する

2 各項目を入力します。

AtermIR450の IPアドレス ：172.16.0.100

AtermIR450のネットワークマスク ：255.255.0.0

※AtermIR450のデフォルトゲートウェイは、必要に応じて入力してください。

２�Aterm本体のIPアドレス変更および

　AtermのDHCPサーバ割り当てアドレス変更

手順 次の手順で確認します。

1 Atermの IPアドレスの変更ページを開きます。

  設定実行  ボタンをクリックするとAtermの IPアドレスが変更されますので、

そのままではAtermからの応答がなくなります。以下の手順でAtermの再起動

を行ってください。

4  設定実行   ボタンをクリックします。

３�再起動

変更内容を反映させるため、Atermを再起動させます。

1 WWWブラウザを終了させます。

手順 次の手順で確認します。

2 Atermの電源を入れなおします。

DHCPの開始 IPアドレスの変更をします。

DHCPの開始IPアドレスを172.16.0.101に、割り当て個数を32個に変更します。

「AtermのDHCPサーバの割り当てアドレスを変更する」175ページを参考にし

て行います。

3 AtermのDHCPサーバ割り当てアドレス変更

3 パソコンの電源を入れなおします。

４�接続テスト

「付録 接続テスト」336ページを参照してください。
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7-3　AtermのIPアドレスを変更する

ここでは、Aterm本体の IPアドレスを次のように変更する場合について説明します。

DHCPサーバ機能 ：使用しない →使用しない

IPアドレス ：192.168.0.1 →172.16.0.100

サブネットマスク ：255.255.255.0 →255.255.0.0

ネット�
インターネット�
プロバイダ�

Aterm

WWWブラウザの設定ページを使って、Atermの IPアドレスを上図のように変更します。

※この方法は、WWWブラウザで設定ページが開ける場合を想定しています。

設定ページが開けないときは、「10 お困りのときは」289ページを参照してください。

※らくらくウィザードを利用しても設定を変更することができます。

　詳しくは、導入マニュアル「4-4-3 ルータ機能でインターネットへ接続するための設定」を

参照してください。

●AtermのDHCPサーバを使用していない場合

１�WWWブラウザを起動して設定ページを開く

２�Aterm本体の IPアドレス変更

３�再起動およびパソコンの IPアドレス変更

４�接続テスト 参照�「付録 接続テスト」336ページ

Atermのルータ機能の設定は、WWWブラウザを使用して行います。WWWブラウザを起動

し、Atermの設定ページを開きます。

「2-1 WWWブラウザでの設定について」50ページを参考にして行ってください。

１�WWWブラウザを起動して設定ページを開く

　　AtermのDHCPサーバを使用していない場合の設定手順
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7-3　AtermのIPアドレスを変更する

2 各項目を入力します。

AtermIR450の IPアドレス ：172.16.0.100

AtermIR450のネットワークマスク ：255.255.0.0

２�Aterm本体のIPアドレス変更

手順 次の手順で変更します。

1  Atermの IPアドレスの変更ページを開きます。

  設定実行  ボタンをクリックするとAtermの IPアドレスが変更されますので、

そのままではAtermからの応答がなくなります。以下の手順でAtermの再起動

を行ってください。

3  設定実行  ボタンをクリックします。

３�再起動およびパソコンのIPアドレスの変更

変更内容を反映させるため、Atermを再起動させます。

1 WWWブラウザを終了させます。

手順 次の手順で再起動します。

2 Atermの電源を入れなおします。

3 必要に応じてパソコンの IPアドレスを変更します。

参照�「7-6 パソコン本体の IPアドレスの変更方法」187ページ

４�接続テスト

「付録  接続テスト」336ページを参照してください。
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7-4 AtermのDHCPサーバの設定のポイント

　●AtermのDHCPサーバの割り当てアドレスを変更する

　●既存のLAN上のDHCPサーバと、AtermのDHCPサーバとの共存

既存のLANなどにAtermを設置する場合、Atermの本体のDHCPサーバの設定を変更する

必要があります。ここでは、以下のポイントについて設定します。

AtermのDHCPサーバの割り当てアドレスを変更する...

AtermのDHCPサーバの割り当てアドレスを次の図のように変更する場合について説明します。

　 １�WWWブラウザを起動して設定ページを開く

　 ２�AtermのDHCPサーバ割り当てアドレス変更

　 ３�再起動

　 ４�接続テスト 参照�「付録 接続テスト」336ページ

AtermのDHCPサーバの割り当てアドレスを変更は、WWWブラウザを使用して行います。

そのため、WWWブラウザを起動し、Atermの設定ページを開きます。

DHCPサーバの割り当てアドレスの変更は、DHCPの開始アドレスと割り当て個数を変更す

ることで行うことができます。

１�WWWブラウザを起動して設定ページを開く

　　DHCPサーバの割り当てアドレスを変更する手順

ネット�
インターネット�
プロバイダ�

Aterm

192.168.0.10～192.168.0.41　→　192.168.0.101～192.168.0.110
255.255.255.0　　　　　　　　　 255.255.255.0

DHCPサーバの割り当てアドレス

WWWブラウザの設定ページを使って、Atermの IPアドレスを上図のように変更します。

※この方法は、WWWブラウザで設定ページが開ける場合を想定しています。

設定ページが開けないときは、「10 お困りのときは」289ページを参照してください。
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7-4　AtermのDHCPサーバの設定のポイント

1 WWWブラウザの「詳細設定」画面より左フレーム内の［IPアドレス／DHCP

サーバ］の文字をクリックします。

2 ［IPアドレス／DHCPサーバ］ページが開きます。

各項目を入力します。

①DHCPサーバ ：使用する

②割り当て開始 IPアドレス ：192.168.0.101

③割り当て IPアドレス数 ：10
※DHCPサーバ機能を利用する LAN上のパソコンの数

　 ④リースタイム ：2
※DHCPサーバ機能で割り当てる時間

DHCPサーバの４つの設定項目のうち、「リースタイム」だけの設定値を変更

することはできません。「リースタイム」のみの設定値を変更して、その変更

結果を各パソコンに伝えるためには、「リースタイム」以外の変更または再設

定を行ってください。

3 すべての項目を入力したら、  設定実行  ボタンをクリックします。

4 「登録内容を更新しました」のメッセージ表示を確認します。

※「AtermのDHCPサーバの割り当てアドレス」を変更した場合には、パソコン

の IPアドレスを変更する必要がある場合があります。

手順 以下のように変更します。

ここでは、例としてDHCPの開始 IPアドレスを192.168.0.101とし、DHCPの割り当てアド

レスを10個に変更する手順を説明します。

２�AtermのDHCPサーバ割り当てアドレス変更
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7-4　AtermのDHCPサーバの設定のポイント

３�再起動

変更内容を反映させるため、Atermとパソコンを再起動させます。

1 WWWブラウザを終了させます。

2 Atermとパソコンの電源を入れなおします。

４�接続テスト

「付録  接続テスト」336ページを参照してください。

手順 次の手順で再起動します。
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7-4　AtermのDHCPサーバの設定のポイント

具体的な設定方法を以下に説明します。

このような場合、AtermのDHCPサーバ機能を「使用しない」に設定します。

Atermに設定する IPアドレスを既存のLANの管理者に確認してください。

誤った設定を行った場合、既存のLAN全体にも影響を与える場合があります。

Atermは、DHCPサーバからIPアドレスを受け取る機能（DHCPクライアン

ト）機能を持ちません。Aterm本体にIPアドレスを設定しておく必要があり

ます。

既存のLAN上のDHCPサーバと、Aterm本体のDHCPサーバ機能を同時に

利用しようとする場合、LAN全体が正しく動作しなくなることがあります。

既存のLAN上にDHCPサーバが存在する場合は、Aterm本体のDHCPサー

バ機能は利用しないでください。

既存のLAN上のDHCPサーバとAtermの DHCPサーバとの共存...

既存のLAN上で、既にDHCPサーバが起動している場合の、Atermの設定上のポイントを説

明します。

Aterm本体でも、DHCPサーバ機能を提供しています。Atermを設置しようとする既存の

LAN上にもDHCPサーバがある場合には、Atermの設定を変更する必要があります。

●既存のLAN上のDHCPサーバだけを使い、Aterm本体のDHCPサーバ機能を
利用しない場合

既存のLAN

設置する 既存のDHCPサーバ

DHCPサーバ：使用しない

Aterm
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7-4　AtermのDHCPサーバの設定のポイント

２�AtermのDHCPサーバ機能の変更

Atermの設定はAterm本体のDHCPサーバ機能が「使用する」となってる場合、これを次の

方法により「使用しない」に変更します。

※この方法は、WWWブラウザで設定ページが開ける環境を想定しています。

設定ページが開けないときは、「10 お困りのときは」289ページを参照してください。

※らくらくウィザードを利用しても設定を変更することができます。

　詳しくは、導入マニュアル「4-4-3 ルータ機能でインターネットへ接続するための設定」を

参照してください。

１�Atermにルータ機能を設定

設置するAtermは、事前にらくらくウィザードなどを利用してルータ機能の設定がされ、イ

ンターネットへ接続できる環境が整っているものとします。

1 WWWブラウザの「詳細設定」画面より、左フレーム内の［IPアドレス／DHCP

サーバ］の文字をクリックします。

手順 次の手順で確認します。

2 ［IPアドレス／DHCPサーバ］ページが開きます。

次の項目を変更します。

DHCPサーバ　：使用しない

3 項目を入力したら、  設定実行  ボタンをクリックします。

4 「登録内容を更新しました」のメッセージ表示を確認します。

１�Atermにプロバイダ／接続先を設定

２�AtermのDHCPサーバ機能の変更

３�Atermの IPアドレスの変更

４�既存のLANにAtermを設置

５�接続テスト 参照�「付録 接続テスト」336ページ

　　DHCPサーバがすでに稼働しているLANに、Atermを設置する手順
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7-4　AtermのDHCPサーバの設定のポイント

４�既存のLANにAtermを設置

最後に、Atermを既存のLANに設置します。

既存の LANに設置してあるHUBから LANケーブルでAtermをカスケード接続します。

カスケード接続の詳細については、導入マニュアルの「3-3 ケーブルの接続のしかた」を参照

してください。

３�AtermのIPアドレスの変更

既存のLANにAtermを設置するときには、Aterm本体の IPアドレスを変更する必要がある

場合があります。

※Atermは、DHCPクライアント機能を持ちません。導入するLANにあった IPアドレスを

必ず、Aterm本体に設定してください。

※Atermの IPアドレスの変更後は、必ずAtermを再起動する必要があります。設定方法は、

「7-3 Atermの IPアドレスを変更する」170ページを参照して、Aterm本体の IPアドレス

を変更して下さい。

※Atermの工場出荷時の IPアドレスは「 192.168.0.1 」「 255.255.255.0 」です。

５�接続テスト

「付録 接続テスト」336ページを参照してください。
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7-5 AtermのDNSサーバの設定のポイント

●DNSサーバが存在する既存のLANへのAtermを導入

●DNSサーバが存在していない既存の LANへのAtermを導入

Atermは、擬似的にDNSサーバとして動作することができます。（DNSフォワーディング機能）

既存のLANなどにAtermを設置する場合、このDNSサーバ機能の設定を変更する必要があ

ります。ここでは、以下のポイントについて説明します。

DNSサーバが存在する既存のLANへのAtermの導入...

AtermのDHCPサーバを利用せずDNSサーバがすでに稼働している下図のような LANへ、

Atermを設置する方法について説明します。

既存のLAN

設置する

既存のDNSサーバ

Aterm

192.168.0.1

192.168.0.10 192.168.0.11

192.168.0.254

１�Atermにルータ機能を設定

２�AtermのDNSサーバ機能の変更

３�Atermの IPアドレスの変更

４�既存のLANにAtermを設置

５�接続テスト 参照�「付録 接続テスト」336ページ

　　DNSサーバがすでに稼働している LANに、Atermを設置する手順

上図では、各パソコンのTCP/IPの設定には、すでに IPアドレスが指定され、

DNSサーバとして既存のDNSサーバの IPアドレス（192.168.0.254）が指定

されているものとします。
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7-5　AtermのDNSサーバの設定のポイント

1 WWWブラウザの「詳細設定」画面より左フレーム内の［DNSフォワーディン

グ］の文字をクリックします。

3 「登録内容を更新しました」のメッセージ表示を確認します。

2 DNSフォワーディングページが開きます。

DNSフォワーディング機能を「使用しない」にします。

  設定実行  ボタンをクリックします。

WWWブラウザの設定ページを使って、DNSフォワーディング機能を「使用しない」にします。

※この方法は、WWWブラウザで設定ページが開ける場合を想定しています。

設定ページが開けないときは、「10 お困りのときは」289ページを参照してください。

手順設定方法は、次の通りです。

手順 次の手順で変更します。

既存のLAN上で、すでにDNSサーバが稼働し、かつAtermのDHCPサーバ

を利用しない環境にするときは、Aterm本体のDNSフォワーディング機能は

「使用する」にしないでください。LAN上の各パソコンはすでに設定されてい

るDNS設定に従って、既存のDNSサーバへ問い合わせを行います。

２�AtermのDNSサーバ機能の変更

らくらくウィザードなどで設定したAtermは、Aterm本体のDNSサーバ機能を使用する設

定となっています。これを次の方法により変更します。

１�Atermにルータ機能を設定

設置するAtermは、事前にらくらくウィザードなどを利用してルータ機能の設定がされ、イ

ンターネットへ接続できる環境が整っているものとします。
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7-5　AtermのDNSサーバの設定のポイント

４�既存のLANにAtermを設置

Atermを既存のLANに設置します。

既存の LANに設置してあるHUBから LANケーブルでAtermをカスケード接続します。

カスケード接続の詳細については、導入マニュアルの「3-3 ケーブルの接続のしかた」を参照

してください。

３�AtermのIPアドレスの変更

既存のLANにAtermを設置するときには、Aterm本体の IPアドレスを変更する必要がある

場合があります。

※Atermは、DHCPクライアント機能を持ちません。導入するLANにあった IPアドレスを

必ず、Aterm本体に設定してください。

設定方法は、「7-3 Atermの IPアドレスを変更する」170ページを参照して、Aterm本体の IP

アドレスを変更して下さい。

※Atermの工場出荷時の IPアドレスは「 192.168.0.1 」「 255.255.255.0 」です。

５�接続テスト

「付録 接続テスト」336ページを参照してください。

AtermのDHCPサーバ機能を利用し、かつLAN上にDNSサーバが存在する

環境を構築する場合、以下の点に注意してください。

・LAN上のDNSサーバは、手動で IPアドレスを指定してください。

・LAN上の各パソコンの IPアドレスは、Atermが自動的に割り当てます。ま

た、Atermは、自身の IPアドレスをDNSサーバとして各パソコンに通知し

ます。

・各パソコンからの名前解決の問い合わせをLAN上のDNSサーバに転送させ

るためには、AtermのDNSフォワーディング機能を「使用する」とし、さら

に LAN側サーバアドレスに、LAN上のDNSサーバの IPアドレスを入力し

てください。このとき、Atermの接続先登録設定において、プライマリ

DNS、セカンダリDNSが登録されていると、これらのDNSサーバに問い合

わせますので、設定しないでください。

・Atermをインターネットへのデフォルトゲートウェイとして使用する場合

は、LAN上のDNSサーバに、Atermの IPアドレスをデフォルトゲートウェ

イとして設定してください。
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7-5　AtermのDNSサーバの設定のポイント

DNSサーバが存在しない既存のLANへのAtermの導入...

DNSサーバがまだ稼働していない下図のようなLANへ、Atermを設置する方法について説明

します。

１�Atermにルータ機能を設定

２�AtermのDNSサーバ機能の変更

３�Atermの IPアドレスの変更

４�既存のLANにAtermを設置

５�接続テスト 参照�「付録 接続テスト」336ページ

１�Atermにルータ機能を設定

設置するAtermは、事前にらくらくウィザードなどを利用してルータ機能の設定がされ、イ

ンターネットへ接続できる環境が整っているものとします。

既存のLAN

設置する

DNSサーバが無い

12345678901
12345678901
12345678901
12345678901
12345678901
12345678901
12345678901
12345678901
12345678901
12345678901

DNSサーバが稼働していないLANにAtermを設置する場合は、AtermのDNSサーバ機能を

使用する設定にします。この場合、各パソコンからの名前解決の問い合わせパケットは、

Atermの接続先の登録で設定されたプロバイダなどのDNSサーバへ転送されます。

※らくらくウィザードのルータ機能の設定を行った直後や、工場出荷時のAtermは、DNS

サーバ機能を使用する設定になっています。

Aterm

　　DNSサーバが稼働していない LANに、Atermを設置する手順

AtermのDHCPサーバ機能を使用しない場合は、各パソコンのDNS設定にDNSサーバとし

て、Aterm本体の IPアドレスを設定する必要があります。
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7-5　AtermのDNSサーバの設定のポイント

※この方法は、WWWブラウザで設定ページが開ける場合を想定しています。

設定ページが開けないときは、「10 お困りのときは」289ページを参照してください。

手順 以下の手順で変更します。

２�AtermのDNSサーバ機能の変更

WWWブラウザを用いて、DNSサーバ機能の変更する方法を説明します。

1 WWWブラウザの「詳細設定」画面より左フレーム内の［DNSフォワーディン

グ］の文字をクリックします。

3 「登録内容を更新しました」のメッセージ表示を確認します。

2 DNSフォワーディングページが開きます。

DNSフォワーディング機能を「使用する」にします。

  設定実行  ボタンをクリックします。

３�AtermのIPアドレスの変更

既存のLANにAtermを設置するときには、Aterm本体の IPアドレスを変更する必要がある

場合があります。

※Atermは、DHCPクライアント機能を持ちません。導入するLANにあった IPアドレスを

必ず、Aterm本体に設定してください。

設定方法は、「7-3 Atermの IPアドレスを変更する」170ページを参照して、Aterm本体の IP

アドレスを変更して下さい。

※Atermの工場出荷時の IPアドレスは「 192.168.0.1 」「 255.255.255.0 」です。
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7-5　AtermのDNSサーバの設定のポイント

４�既存のLANにAtermを設置

Atermを既存のLANに設置します。

既存の LANに設置してあるHUBから LANケーブルでAtermをカスケード接続します。

カスケード接続の詳細については、導入マニュアルの「3-3 ケーブルの接続のしかた」を参照

してください。

５�接続テスト

「付録 接続テスト」336ページを参照してください。
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7-6 パソコン本体のIPアドレスの変更方法

パソコンの IPアドレスの設定変更方法を説明します。

パソコンのIPアドレスを自動で設定する...

パソコンの IPアドレスを自動的に設定させる方法を説明します。ここでは、DHCPサーバを

使用して、パソコンの IPアドレスを設定する方法を説明します。

はじめに、DHCPサーバ (例えばAterm）が稼働している LANとパソコンを接続します。

その後、パソコンのOSにより、該当するページの設定を行ってください。

　●Winodws98/Windows95の場合 参照�次ページへ

　●Windows NT4.0の場合 参照�191ページへ

　●Macintoshの場合 参照�194ページへ

必要に応じて、パソコンの IPアドレスを、次の2通りの方法で設定します。

　●パソコンの IPアドレスを自動で設定する

　●パソコンの IPアドレスを手動で設定する

※パソコン本体の IPアドレス設定・変更が必要なときは、次のような時です。

　　　●コネクションマネージャが正しく動作しないとき

　　　●パソコンからAtermのWWW設定画面が開かないとき

　　　●既に使用していた LANにパソコンを設置するとき

　　　●Aterm本体の IPアドレスの変更をしたとき

　　　●Aterm本体のDHCPサーバの設定を変更したとき
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7-6　パソコン本体のIPアドレスの変更方法

手順

2 ［ネットワーク］画面が表示されます。

［ネットワーク設定］画面より、［TCP/IP → ######## （LANカード／アダプ

タの種別）］または、USBを使用する場合は、［TCP/IP→Aterm USB LAN

Driver］を選択します。

※ ########に表示される内容は、LANカード／アダプタにより異なります。

②  プロパティ  ボタンをクリックします。

以下の手順で追加します。

1   スタート  →［設定］→［コントロールパネル］→［ネットワーク］の順に選択し

ます。

「TCP/IP→ダイヤルアップアダプタ」を選択しないでください。

Windows98/Windows95の場合

DHCPサーバを使用して、パソコンの IPアドレスを設定する方法を説明します。
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7-6　パソコン本体のIPアドレスの変更方法

4 ［DNS設定］タグをクリックします。

［DNSを使わない］にクリックしてチェックマークを付けます。

3 ［TCP/IPのプロパティ］画面が表示されます。

①［IPアドレス］タグをクリックします。

② ［IPアドレスを自動的に取得］にクリックしてチェックマークを付けます。
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7-6　パソコン本体のIPアドレスの変更方法

5 ［ゲートウェイ］タグをクリックします。

［インストールされているゲートウェイ］の欄が空欄になっていることを確認し

ます。空欄でない場合、すべての IPアドレスを削除してください。

6   OK  ボタンをクリックします。［ネットワーク］画面に戻ります。

7   OK  ボタンをクリックします。

8 ネットワークの設定を変更した場合は、パソコンを再起動するメッセージが表示

されます。 Atermとパソコンが、10BASE-Tケーブル又はUSBケーブルで接続

されていることを確認し、はい  ボタンをクリックして、パソコンを再起動して

ください。

以上で設定は終了です。
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7-6　パソコン本体のIPアドレスの変更方法

Windows NT4.0の場合

手順

1 ［マイコンピュータ］→［コントロールパネル］→［ネットワーク］の順に選択し

ます。

2 ［ネットワーク］画面が表示されます。

①［プロトコル］タグをクリックします。

②［ネットワークプロトコル］欄に［TCP/IPプロトコル］が表示されていること

を確認します。

※表示されない場合は、Windows NT4.0のCD-ROMからインストールする必

要があります。

Windows NT4.0のヘルプなどを参照して、インストールしてください。

※Windows NT4.0では、管理者としてログオンしないとセットアップが行えま

せん。詳しくはWindows NT4.0のヘルプなどを参照してください。

③［ネットワークプロトコル］から［TCP/IPプロトコル］を選択します。

④  プロパティ  ボタンをクリックします。

以下の手順で設定します。

DHCPサーバを使用して、パソコンの IPアドレスを設定する方法を説明します。
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7-6　パソコン本体のIPアドレスの変更方法

3 ［Microsoft TCP/IPのプロパティ］画面が表示されます。

①［IPアドレス］タグをクリックします。

②［アダプタ］欄にAtermと接続したLANカード／アダプタの種別が表示され

ているか確認します。

表示されていない場合は、プルダウンメニューよりAtermと接続した LAN

カード／アダプタの種別を選択してください。

※プルダウンメニューよりAtermと接続したLANカード／アダプタの種別が

表示されない場合は、LANカード／アダプタが正しくインストールされてい

ません。LANカード／アダプタの説明書を参考にインストールしてください。

③ ［DHCPサーバーからIPアドレスを取得する］にクリックしてチェックマー

クを付けます。

［DHCPサーバーからIPアドレスを取得する］



193

T
A 

機
能
で
通
信
す
る�

通信編�

電
話
機
（
ア
ナ
ロ
グ
通
信
機
器
）
を
使
う�

索
引�

電
子
メ
ー
ル
着
信
サ
ー
ビ
ス
と
U
U
I
メ
ー
ル�

ル
ー
タ 

機
能
で
通
信
す
る�

�

7-6　パソコン本体のIPアドレスの変更方法

5 ネットワークの設定を変更した場合は、パソコンを再起動するメッセージが表示

されます。  はい  ボタンをクリックして、パソコンを再起動してください。

以上で設定は終了です。

4 ［DNS］タグをクリックします。

①ホスト以外のすべての入力欄に入力されている文字を削除します。

ホスト名に使える文字は、半角英数字およびハイフン（‐）です。

②  OK  ボタンをクリックします。

User
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7-6　パソコン本体のIPアドレスの変更方法

手順

1 ［コントロールパネル］の［TCP/IP］のアイコンをダブルクリックします。

2 ［TCP/IP］画面が表示されます。

［経由先］プルダウンメニューから［Ethernet］を選択します。

［設定方法］プルダウンメニューから［DHCPサーバを参照］を選択します。

3 設定が終了したら、TCP/IP画面を閉じます。「変更内容を現在の設定に保存しま

すか？」のメッセージで  保存  ボタンをクリックします。

以上で設定は終了です。

以下の手順で設定してください。

DHCPサーバを使用して、パソコンの IPアドレスを設定する方法を説明します。

Macintoshの場合
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7-6　パソコン本体のIPアドレスの変更方法

パソコンのIPアドレスを手動で設定する...

パソコンの IPアドレスを手動で設定する方法を説明します。

※手動で IPアドレスを設定する必要な場合は、次のような時です。

ネット� インターネット�
プロバイダ�

2台目のパソコン

IPアドレス：192.168.0.1
サブネットアドレス：255.255.255.0
DHCPサーバの割り当てアドレス：192.168.0.2～ 192.168.0.33

Aterm

IPアドレス：192.168.0.100
サブネットアドレス：255.255.255.0

1台目のパソコン
（既に接続済み）

192.168.02

192.168.33
〜

Aterm
IPアドレス：192.168.0.1

サブネットアドレス：255.255.255.0

DHCPサーバの割り当てアドレス192.168.0.2～192.168.0.33

2台目のパソコン

IPアドレス：192.168.0.100

サブネットアドレス：255.255.255.0

を追加する

設定する内容

●AtermのDHCPサーバやその他のDHCPサーバを使用しないとき

●AtermのDHCPサーバやその他のDHCPサーバの割り当て範囲以上のパソコン

をLANに導入するとき

●ファイル共有などで、特定のパソコンの IPアドレスを参照する必要があるとき

ここでは、次のような環境に特定の IPアドレスを持つ2台目のパソコンを追加する手順を例

として、説明をします。
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7-6　パソコン本体のIPアドレスの変更方法

2台目のパソコンの IPアドレスを192.168.0.100にします。

手順 次の手順で変更します。

1   スタート  →［設定］→［コントロールパネル］→［ネットワーク］の順に選択し

ます。

2 ［ネットワーク］画面が表示されます。

［現在のネットワークの構成］欄に［TCP/IP →########（LANカード／アダプ

タの種別）を選択し、  プロパティ  ボタンをクリックします。

※########に表示される内容は、お使いのLANカード／アダプタにより異なり

ます。

「TCP/IP→ダイヤルアップアダプタ」を選択しないでください。

プロパティ  ボタン

Windows98/Windows95の場合
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7-6　パソコン本体のIPアドレスの変更方法

3 ［TCP/IPのプロパティ］画面が表示されます。

① ［IPアドレスを指定］にクリックしてチェックマークを付けます。

②［IPアドレス］欄に「192.168.0.100」を入力します。

③サブネットマスク欄に「255.255.255.0」を入力します。

4 ［ゲートウェイ］タグをクリックします。

新しいゲートウェイにAtermのIPアドレス「192.168.0.1」（工場出荷時）を入力

し、　追加  ボタンをクリックします。
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7-6　パソコン本体のIPアドレスの変更方法

5 ［DNS設定］タグをクリックします。

① ［DNSを使う］にクリックしてチェックマークを付けます。

②ホストに「User」など任意の文字を入力してパソコンに名前をつけます。

※ホスト名に使える文字は半角英数字およびハイフン（-）です。

③DNSサーバの検索順に「192.168.0.1」を入力し、  追加  ボタンをクリックし

ます。

④  OK  ボタンをクリックします。

追加  ボタン

6 ［ネットワーク］画面に戻ります。

  OK  ボタンをクリックします。

7 ［ネットワーク］の設定を変更した場合は、パソコンを再起動するメッセージが表

示されます。メッセージに対して、  はい  ボタンをクリックしてパソコンを再起

動してください。
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7-6　パソコン本体のIPアドレスの変更方法

手順 次の手順で確認します。

2 名前に「winipcfg」と入力し、  OK  ボタンをクリックします。

1  スタート →［ファイル名を指定して実行］を選択します。

3 ［IP設定］が表示されます。

ポップアップメニューから使用しているLANカード／アダプタの種別名を選択

します。

IPアドレスとデフォルトゲートウェイが、パソコンに正しく設定されているかを

確認します。

パソコンのIPアドレス確認

以下の方法で、現在パソコンに設定されている IPアドレスを確認します。

IPアドレス：     192.168.0.100

デフォルトゲートウェイ：192.168.0.1

※画面はWindows95の場合です。
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7-6　パソコン本体のIPアドレスの変更方法

WindowsNT4.0の場合

手順

1 ［マイコンピュータ］→［コントロールパネル］→［ネットワーク］を選択します。

2 ［ネットワーク］ダイアログが表示されます。

①［プロトコル］タグをクリックします。

②［ネットワークプロトコル］から「TCP/IPプロトコル」を選択し、  プロパティ

ボタンをクリックします。

※WindowsNT4.0では、管理者としてログオンしないとセットアップが行えま

せん。詳しくはWindowsNT4.0のヘルプなどを参照してください。

プロパティ  ボタン

2台目のパソコンの IPアドレスを192.168.0.100にします。

次の手順で変更します。
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7-6　パソコン本体のIPアドレスの変更方法

3 ［TCP/IPのプロパティ］ダイアログが表示されます。

①［IPアドレス］タグをクリックします。

②［アダプタ］にAtermと接続したLANカード／アダプタの種別が表示されて

いるか確認します。

表示されていない場合は、プルダウンメニューよりAtermと接続した LAN

カード／アダプタの種別を選択してください。

※プルダウンメニューよりAtermと接続したLANカード／アダプタの種別が表

示されない場合は、LANカード／アダプタが正しくインストールされていま

せん。LANカード／アダプタの説明書を参考にインストールしてください。

③［IPアドレスを指定する］を選択します。

④パソコン側の IPアドレス、サブネットマスクを指定します。

⑤［デフォルトゲートウェイ］に A t e r m の I P アドレス（工場出荷時は

「192.168.0.1」）を指定し、  OK  ボタンをクリックします。

OK   ボタン



202

T
A 

機
能
で
通
信
す
る�

通信編�

電
話
機
（
ア
ナ
ロ
グ
通
信
機
器
）
を
使
う�

索
引�

電
子
メ
ー
ル
着
信
サ
ー
ビ
ス
と
U
U
I
メ
ー
ル�

ル
ー
タ 

機
能
で
通
信
す
る�

�

7-6　パソコン本体のIPアドレスの変更方法

4 ［DNS］タグをクリックします。

すべての入力欄に入力されている文字を削除します。

任意のホスト名を入力し、  追加  ボタンをクリックしAtermの IPアドレス（工

場出荷時は「192.168.0.1」）を入力して、  追加  ボタンをクリックします。

［DNSサービスの検索順序］欄に入力したAtermの IPアドレスが表示されます。

※ホスト名に使える文字は半角英数字およびハイフン（-）です。

5   OK  ボタンをクリックします。

［ネットワーク］の設定を変更した場合は、パソコンを再起動する必要がありま

す。メッセージに対して  はい  ボタンをクリックして、パソコンを再起動して

ください。

以上で設定は終了です。

OK   ボタン

追加  ボタン
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7-6　パソコン本体のIPアドレスの変更方法

手順

2 「ipconfig」と入力し、［Enter］キーを押します。

C:￥>ipconfig

次の手順で確認します。

1  スタート →［プログラム］→［コマンドプロンプト］を選択します。

3 IPアドレスとデフォルトゲートウェイが、パソコンに正しく設定されているかを

確認します。

IPAddress ：192.168.0.100

SubnetMask：255.255.255.0

Default Gateway：192.168.0.1

パソコンのIPアドレス確認

以下の方法で、現在パソコンに設定されている IPアドレスを確認します。
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7-6　パソコン本体のIPアドレスの変更方法

Macintoshの場合

手順

1 ［コントロールパネル］から、［TCP/IP］を選択します。

システムソフトウェアが漢字 Talk7.5以降、または、MacOS7.6以降のMacintoshは、

TCP/IPソフトウェア（TCP/IP）が添付されています。コントロールパネルの中にTCP/IPソ

フトウェア表示されない場合は、システムCD-ROM等からカスタムインストールでインス

トールしてください。

3 設定が終了したら、［TCP/IP］画面を閉じます。「変更内容を現在の設定に保存し

ますか？」のメッセージで  保存  ボタンをクリックします。

2 ［TCP/IP］の画面が表示されます。

次の設定をします。

①［経由先］プルダウンメニューから［Ethernet］を選択します。

②［設定方法］プルダウンメニューから［手入力］を選択します。

③パソコン側の IPアドレス、サブネットマスクを指定します。

④ルータアドレス、ネームサーバアドレスは、AtermのIPアドレス（工場出荷時

は「192.168.0.1」）を指定します。

以下の手順で設定します。
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7-7 NetBIOSのフィルタリングの設定

これから A t e r mを設置しようとしている L A N上にW i n d o w s 9 8 / W i n d o w s 9 5や

Windows NT4.0が接続されている場合のAtermの設定について説明します。

設置しようとしているLAN上に、Windows98/Windows95やWindows NT4.0がある場合

には、いずれかのパソコンがNetBIOSの名前解決要求データを送出した場合に、Atermの設

定によっては発信します。このWindowsに関連したNetBIOSデータをAtermの発信のきっ

かけとさせないことを、「NetBIOSをフィルタリングする」といいます。設定には、コネクショ

ンマネージャを使います。

NetBIOSをフィルタリングする...

コネクションマネージャを起動して［配線］タグをクリックします。以下のどちらかをAterm

の接続環境にあわせてチェックしてください。

10BASE-Tポートだけを使用
(NetBIOSパケットをフィルタリングします）

USBポートだけを使用
（NetBIOSパケットをフィルタリングします）

既存のLAN

Windows98
/Windows95

Windows NT4.0 Macintosh

Aterm
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7-8 マルチアクセス接続をする

マルチアクセス機能とは、Atermに事前に登録した2カ所の接続先のうち、1つ目の接続先を

「デフォルトルート」としてAtermに設定し、2つ目の接続先に「デフォルトルート」の接続先

と異なるネットワークアドレスを設定することによって、これらの2つの接続先と同時にデー

タ通信を行う機能です。

インターネット�
プロバイダB

インターネット�
プロバイダA

ネット�

AtermIR450

LAN型

LAN型

●2箇所の接続先へのLAN型接続

インターネット�
プロバイダB

インターネット�
プロバイダA

ネット�

AtermIR450

LAN型

端末型

●端末型、LAN型ダイヤルアップの同時接続

※2つの地点に同時に接続することが必要なお客様は、マルチアクセス機能のための設定を、

ここで行う必要があります。

※複数のプロバイダと契約していても、その複数のプロバイダを切り替えて、インターネット

に接続する場合には、マルチアクセス機能のための設定を行う必要はありません。コネク

ションマネージャなどで、デフォルトルートを切り替えてご使用ください。

マルチアクセスでは、次のような環境を2地点同時に接続してデータ通信できます。

　●端末型、LAN型ダイヤルアップの同時接続

　●2箇所の接続先へのLAN型ダイヤルアップ接続

208ページより、各例について設定方法を説明します。

会社LAN



207

T
A 

機
能
で
通
信
す
る�

通信編�

電
話
機
（
ア
ナ
ロ
グ
通
信
機
器
）
を
使
う�

索
引�

電
子
メ
ー
ル
着
信
サ
ー
ビ
ス
と
U
U
I
メ
ー
ル�

ル
ー
タ 

機
能
で
通
信
す
る�

�

7-8　マルチアクセス接続をする

・マルチアクセスを使用する場合、Atermに接続されている2台のPC（例

えばPC1とPC2）を使用して、PC1はプロバイダA（またはB）に固定し

て接続、PC2はプロバイダB（またはA）に固定して同時に接続するよう

な使用はできません。

このような接続をしたい方は、PC1をTA機能でプロバイダAに接続し、

PC2をルータ機能でプロバイダBに接続してください。

・プロバイダBをデフォルトルートとして設定した場合には、PC1において

もPC2においても接続されている相手は基本的にプロバイダBとなりま

す。プロバイダAへはプロバイダAへの接続先設定で登録された相手先

ネットワークアドレスにアクセスする場合のみ接続されます。

・マルチアクセスを行う場合、2カ所の接続先の登録において、どちらの接

続先もMP・BOD設定は、全て「行わない」にしてください。

・LAN型ダイヤルアップ接続での契約を行っても、同時に2カ所のプロバイダ

とLAN型ダイヤルアップ接続することはできません。（Aterm本体に設定で

きる IPアドレスは1つのみです。）

・接続先にLAN型ダイヤルアップ接続するプロバイダがある場合は、そちら

をデフォルトルートとして設定してください。
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7-8　マルチアクセス接続をする

端末型、LAN型ダイヤルアップの同時接続の設定ポイント...

ここでは、設定方法のポイントについて説明します。

①インターネットプロバイダAのLAN型ダイヤルアップ接続の接続先をプロバイダの契約内

容に従い設定します。

　 参照�「2 WWWブラウザを利用した設定」49ページ

WWWブラウザを使用して、接続先／プロバイダの基本設定に加えて、高度な設定において

次の項目を追加・変更します。

アドバンスドNAT ：使用しない

　接続モード ：LAN型

WAN、自側 IPアドレス ：プロバイダから指定された IPアドレス

WAN、自側アドレスマスク ：プロバイダから指定されたアドレスマスク

AtermIR450の IPアドレス ：プロバイダから指定された IPアドレス

　AtermIR450のネットワークマスク：プロバイダから指定されたアドレスマスク

DHCP開始アドレス ：AtermIR450の IPアドレス+1

DHCP予約数 ：プロバイダから割り当てられたアドレス個数

②WWWブラウザを使用して、Aterm本体の IPアドレスおよびDHCPサーバ割り当てアド

レスを変更します。

③②を設定実行した時点でAtermからの応答がなくなります。

　Atermとパソコンの電源を入れなおします。

④Atermの新しい IPアドレスを指定してWWWブラウザを開きます。

インターネットプロバイダBの端末型ダイヤルアップ接続の接続先を同様に設定します。

⑤高度な設定において、次の項目を変更します。

例として、次ページのような LAN環境での設定一覧を記します。

相手ネットワークアドレス ：プロバイダBのネットワークアドレス

　相手サブネットマスク ：プロバイダBのサブネットマスク

⑥WWWブラウザやコネクションマネージャを用いて、デフォルトルートとしてインター

ネットプロバイダAを選択します。

　 参照�「参考 相手ネットワークアドレスと相手サブネットがわからない場合...」215ページ
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7-8　マルチアクセス接続をする

端末型、LAN型ダイヤルアップの同時接続の設定例...

接続先電話番号 ： 03-5555-6666
ログインID ： ATERM
ログインパスワード ： IR450
接続先ドメイン名 ： mxa.mesh.ne.jp
プライマリDNS ： 192.168.0.30
セカンダリDNS ： 192.168.0.40
WAN、自側IPアドレス ： 192.168.10.50
WAN、自側アドレスマスク ： 255.255.255.0

接続先電話番号 ： 03-7777-8888
ログイン ID ： ATERM2
ログインパスワード ： IR4502
接続先ドメイン名： mxb.mesh.ne.jp
プライマリDNS ： 192.168.30.10
セカンダリDNS ： 192.168.30.20
相手ネットワークアドレス ： 192.168.30.0
相手サブネットマスク ： 255.255.255.0

●接続先エントリAの登録（プロバイダA）

基�
　�
本�
　�
設�
　�
定�

目�項�定�設� 容�内�定�設�

名�録�登� 1yrtne

定�設�ザ�ー�ユ� / 定�設�バ�ー�サ�

号�番�話�電�先�続�接� 6666555530

ス�レ�ド�ア�ブ�サ�先�続�接� ）�欄�空�（�

ン�イ�グ�ロ� DI MRETA

ド�ー�ワ�ス�パ�ン�イ�グ�ロ� 054RI

別�種�線�回� SNI ト�ッ�ネ� 46

式�方�証�認� 動�自�

名�ン�イ�メ�ド�先�続�接� pj.en.hsem.axm

リ�マ�イ�ラ�プ� SND 01.0.861.291

リ�ダ�ン�カ�セ� SND 02.0.861.291

定�設�断�切�動�自�

マ�イ�タ�視�監�信�通�無� る�す�視�監�

間�時�視�監�信�通�無� 01

マ�イ�タ�断�切�制�強� る�す�断�切�

間�時�断�切�制�強� 01

高
　
度
　
な
　
設
　
定

目項定設 容内定設

定設線回・ルコトロプ

ドスンバドア TAN るす用使

ドーモ続接 NAL 型

PCAB いなし用使

クッバルーコ PCBC-SM いなし用使

定設信着 可許信着のらか手相 いなし

定設スレドア時続接

NAW 側自、 PI スレドア 03.0.861.291

NAW クスマスレドア側自、 0.552.552.552

手相 PI スレドア 0.0.0.0

スレドアクーワトッネ手相 0.0.0.0

クスマトッネブサ手相 0.0.0.0

※MP・BOD設定をする必要はありません。

インターネット�
プロバイダB

インターネット�
プロバイダA

ネット�

AtermIR450

LAN型

端末型

12345678901234567890123
12345678901234567890123
12345678901234567890123
1234567890123456789012
1234567890123456789012
1234567890123456789012

192 . 168 . 10 . 30

192 . 168 . 10 . 40

1234567890123456789012
1234567890123456789012
1234567890123456789012192 . 168 . 10 . 50

1234567890123456
1234567890123456使 用し な い

デフォルトルート：
インターネットプロバイダA
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7-8　マルチアクセス接続をする

基�
　�
本�
　�
設�
　�
定�

目�項�定�設� 容�内�定�設�

名�録�登� 2yrtne

定�設�ザ�ー�ユ� / 定�設�バ�ー�サ�

号�番�話�電�先�続�接� 8888777730

ス�レ�ド�ア�ブ�サ�先�続�接� ）�欄�空�（�

ン�イ�グ�ロ� DI 2MRETA

ド�ー�ワ�ス�パ�ン�イ�グ�ロ� 2054RI

別�種�線�回� SNI ト�ッ�ネ� 46

式�方�証�認� 動�自�

名�ン�イ�メ�ド�先�続�接� pj.en.hsem.bxm

リ�マ�イ�ラ�プ� SND 01.03.861.291

リ�ダ�ン�カ�セ� SND 02.03.861.291

定�設�断�切�動�自�

マ�イ�タ�視�監�信�通�無� る�す�視�監�

間�時�視�監�信�通�無� 01

マ�イ�タ�断�切�制�強� る�す�断�切�

間�時�断�切�制�強� 01

高�
　�
度�
　�
な�
　�
設�
　�
定�

目�項�定�設� 容�内�定�設�

定�設�線�回�・�ル�コ�ト�ロ�プ�

ド�ス�ン�バ�ド�ア� TAN る�す�用�使�

ド�ー�モ�続�接� 型�末�端�

PCAB い�な�し�用�使�

ク�ッ�バ�ル�ー�コ� PCBC-SM い�な�し�用�使�

定�設�信�着� 可�許�信�着�の�ら�か�手�相� い�な�し�

定�設�ス�レ�ド�ア�時�続�接�

NAW 側�自�、� PI ス�レ�ド�ア� 0.0.0.0

NAW ク�ス�マ�ス�レ�ド�ア�側�自�、� 0.0.0.0

手�相� PI ス�レ�ド�ア� 0.0.0.0

ス�レ�ド�ア�ク�ー�ワ�ト�ッ�ネ�手�相� 192.168.30.0

255.255.255.0ク�ス�マ�ト�ッ�ネ�ブ�サ�手�相�

●接続先エントリBの登録（プロバイダB）

※MP・BOD設定をする必要はありません。

※インターネットプロバイダAを、「デフォルトルート」として登録してください。

※インターネットプロバイダBとの間では、Atermからメトリック値1での通信ができます。
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7-8　マルチアクセス接続をする

2個所の接続先へのLAN型ダイヤルアップ接続の設定ポイント...

設定方法のポイントについて説明します。

①インターネットプロバイダAのLAN型ダイヤルアップ接続の接続先を、プロバイダの契約

内容に従い設定します。

　 参照�「2 WWWブラウザを利用した設定」49ページ

WWWブラウザを使用して、接続先／プロバイダの基本設定に加えて、高度な設定において

次の項目を追加・変更します。

アドバンスドNAT ：使用しない

　接続モード ：LAN型

WAN、自側 IPアドレス ：AtermIR450の IPアドレス

WAN、自側アドレスマスク ：AtermIR450のネットワークマスク

　相手ネットワークアドレス ：会社 LANのネットワークアドレス

　相手サブネットマスク ：会社 LANのサブネットマスク

アドバンスドNAT ：使用しない

　接続モード ：LAN型

WAN、自側 IPアドレス ：プロバイダから指定された IPアドレス

WAN、自側アドレスマスク ：プロバイダから指定されたアドレスマスク

AtermIR450の IPアドレス ：プロバイダから指定された IPアドレス

　AtermIR450のネットワークマスク：プロバイダから指定されたアドレスマスク

DHCP開始アドレス ：AtermIR450の IPアドレス+1

DHCP予約数 ：プロバイダから割り当てられたアドレス個数

②WWWブラウザを使用して、Aterm本体の IPアドレスおよびDHCPサーバ割り当てアド

レスを変更します。

③②を設定実行した時点でAtermからの応答がなくなります。

　Atermとパソコンの電源を入れなおします。

④Atermの新しい IPアドレスを指定してWWWブラウザを開きます。

会社LANへのLAN型ダイヤルアップ接続の接続先を同様に設定します。

⑤高度な設定において、次の項目を変更します。

⑥WWWブラウザやコネクションマネージャを用いて、デフォルトルートとしてインター

ネットプロバイダAを選択します。
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7-8　マルチアクセス接続をする

2個所の接続先へのLAN型ダイヤルアップ接続の設定例...

接続先電話番号 ： 03-5555-6666
ログインID ： ATERM
ログインパスワード ： IR450
接続先ドメイン名 ： mxa.mesh.ne.jp
プライマリDNS ： 192.168.0.10
セカンダリDNS ： 192.168.0.20
WAN、自側IPアドレス ： 192.168.0.30
WAN、自側アドレスマスク ： 255.255.255.0

接続先電話番号 ： 03-7777-8888
ログイン ID ： ATERM2
ログインパスワード ： IR4502
接続先ドメイン名 ： office.co.jp
プライマリDNS ： 192.168.30.10
セカンダリDNS ： 192.168.30.20
WAN、自側IPアドレス ： 192.168.0.30
WAN、自側アドレスマスク ： 255.255.255.0
相手ネットワークアドレス ： 192.168.30.0
相手サブネットマスク ： 255.255.255.0

基�
　�
本�
　�
設�
　�
定�

目�項�定�設� 容�内�定�設�

名�録�登� 1yrtne

定�設�ザ�ー�ユ� / 定�設�バ�ー�サ�

号�番�話�電�先�続�接� 6666555530

ス�レ�ド�ア�ブ�サ�先�続�接� ）�欄�空�（�

ン�イ�グ�ロ� DI MRETA

ド�ー�ワ�ス�パ�ン�イ�グ�ロ� 054RI

別�種�線�回� SNI ト�ッ�ネ� 46

式�方�証�認� 動�自�

名�ン�イ�メ�ド�先�続�接� pj.en.hsem.axm

リ�マ�イ�ラ�プ� SND 01.0.861.291

リ�ダ�ン�カ�セ� SND 02.0.861.291

定�設�断�切�動�自�

マ�イ�タ�視�監�信�通�無� る�す�視�監�

間�時�視�監�信�通�無� 01

マ�イ�タ�断�切�制�強� る�す�断�切�

間�時�断�切�制�強� 01

高
　
度
　
な
　
設
　
定

目項定設 容内定設

定設線回・ルコトロプ

ドスンバドア TAN いなし用使

ドーモ続接 NAL 型

PCAB いなし用使

クッバルーコ PCBC-SM いなし用使

定設信着 可許信着のらか手相 いなし

定設スレドア時続接

NAW 側自、 PI スレドア 03.0.861.291

NAW クスマスレドア側自、 0.552.552.552

手相 PI スレドア 0.0.0.0

スレドアクーワトッネ手相 0.0.0.0

クスマトッネブサ手相 0.0.0.0

●接続先エントリAの登録（プロバイダA）

※MP・BOD設定をする必要はありません。

インターネット�
プロバイダB

インターネット�
プロバイダA

ネット�

AtermIR450

LAN型

LAN型
会社 LAN

デフォルトルート：
インターネットプロバイダA
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7-8　マルチアクセス接続をする

基�
　�
本�
　�
設�
　�
定�

目�項�定�設� 容�内�定�設�

名�録�登� 2yrtne

定�設�ザ�ー�ユ� / 定�設�バ�ー�サ�

号�番�話�電�先�続�接� 8888777730

ス�レ�ド�ア�ブ�サ�先�続�接� ）�欄�空�（�

ン�イ�グ�ロ� DI 2MRETA

ド�ー�ワ�ス�パ�ン�イ�グ�ロ� 2054RI

別�種�線�回� SNI ト�ッ�ネ� 46

式�方�証�認� 動�自�

名�ン�イ�メ�ド�先�続�接� office.co.jp

リ�マ�イ�ラ�プ� SND 01.03.861.291

リ�ダ�ン�カ�セ� SND 02.03.861.291

定�設�断�切�動�自�

マ�イ�タ�視�監�信�通�無� る�す�視�監�

間�時�視�監�信�通�無� 01

マ�イ�タ�断�切�制�強� る�す�断�切�

間�時�断�切�制�強� 01

高�
　�
度�
　�
な�
　�
設�
　�
定�

目�項�定�設� 容�内�定�設�

定�設�線�回�・�ル�コ�ト�ロ�プ�

ド�ス�ン�バ�ド�ア� TAN い�な�し�用�使�

ド�ー�モ�続�接� NAL 型�

PCAB い�な�し�用�使�

ク�ッ�バ�ル�ー�コ� PCBC-SM い�な�し�用�使�

定�設�信�着� 可�許�信�着�の�ら�か�手�相� い�な�し�

定�設�ス�レ�ド�ア�時�続�接�

NAW 側�自�、� PI ス�レ�ド�ア� 03.0.861.291

NAW ク�ス�マ�ス�レ�ド�ア�側�自�、� 0.552.552.552

手�相� PI ス�レ�ド�ア� 0.0.0.0

ス�レ�ド�ア�ク�ー�ワ�ト�ッ�ネ�手�相�

ク�ス�マ�ト�ッ�ネ�ブ�サ�手�相�

0.0.861.291 3

0.552.552.552

●接続先エントリBの登録（会社LAN）

※MP・BOD設定をする必要はありません。

※インターネットプロバイダAを、「デフォルトルート」として登録してください。
※会社 LANとの間では、Atermからメトリック値1での通信ができます。
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7-9ドメインネームルーティング

ドメインネームルーティングとは、接続先に登録したドメイン名に従って、そのドメイン名の

名前解決要求データを送る際に、接続先を自動的に変える機能です。

※この機能は、マルチアクセス機能と合わせてお使いください。

次に、マルチアクセスの設定とドメインネームルーティングの設定の組み合わせの例を説明

します。

参照�導入マニュアル「用語解説 -DNS」

マルチアクセスとドメインネームルーティングによる接続...

この接続形態では、2つのインターネットプロバイダと契約をしていて、１つのプロバイダは、

主にホームページを見たり、頻繁にメールサーバを利用するプロバイダで、もう１つのイン

ターネットプロバイダは、プロバイダ内のメールサーバのみを使用する場合に、この機能を使

うと便利です。

ここでは、インターネットプロバイダＡとインターネットプロバイダＢへのマルチアクセス

とドメインネームルーティングによる接続を、3つのケースを想定して説明します。

※インターネットプロバイダBへの接続は、例では、provb.co.jpのドメイン名

を持つサーバ（メールサーバ／FTPサーバなど）へのアクセスだけになります。

ホームページを見るなどの他のドメイン名のサーバアクセスはできません。

主にホームページを見たり、頻繁にメールサーバを利用するプロバイダ

メールサーバのみを使用するプロバイダ

契約形態 端末型ダイヤルアップ接続

ドメイン名 mxa.mesh.ne.jp

契約形態 端末型ダイヤルアップ接続

ドメイン名 provb.co.jp

インターネット
プロバイダA

インターネット
プロバイダB

ケース1

（プロバイダB にある1つのメールサーバにアクセスしたい場合）

※ケース1は、プロバイダが異なる場合のマルチアクセスとドメインネームルー

ティングによる接続を説明します。同一プロバイダでのマルチアクセスとド

メインネームルーティングについては、ケース2、3を参照してください。
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7-9　ドメインネームルーティング

相手ネットワークアドレスと相手サブネットマスクが、わからない場合に

は、次のように調べて設定します。

①コネクションマネージャーを使って、デフォルトルートとしてプロバイダ

Ｂの接続先を指定します。

②プロバイダＢのメールサーバ名に対してpingコマンドを実行して、メー

ルサーバの IPアドレスを調べます。

「プロバイダＢのメールサーバ名が、mailserver.provb.co.jpの場合」

例　ping　mailserver.provb.co.jp

③pingで得られたIPアドレスを相手ネットワークアドレスとします。また、

相手サブネットマスクを、255.255.255.0とします。

※pingで IPアドレスが得られない場合には、ドメインネームルーティン

グ機能は、使用できません。

④コネクションマネージャーを使って、デフォルトルートをプロバイダＡの

接続先に戻します。

以下にその設定例を説明します。

①インターネットプロバイダAの端末型ダイヤルアップ接続の環境を、Atermに設定します。

※設定方法は、「2 WWWブラウザを利用した設定」49ページを参照してください。

②インターネットプロバイダＢの端末型ダイヤルアップ接続の環境を、2つめの接続先として

Atermに設定します。

　 参照�「2 WWWブラウザを利用した設定」49ページ

③Atermに設定したインターネットプロバイダＢの設定を、ＷＷＷブラウザで次のように変

更します。

　接続先ドメイン名 ：プロバイダＢのメールサーバ名（IPアドレスは入力

できません）

相手ネットワークアドレス：プロバイダＢのネットワークアドレス

相手サブネットマスク ：プロバイダＢのサブネットマスク

※プロバイダＢは、デフォルトルートとしては設定しません。

④Atermに設定した.インターネットプロバイダAを、コネクションマネージャで、デフォル

トルートとして設定します。
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7-9　ドメインネームルーティング

2個所のプロバイダへのドメインネームルーティングの接続...

2個所のプロバイダと契約し、ドメインネームルーティングを利用する場合は、ここに示す

ケースを参照してください

接続先電話番号 ： 03-5555-6666
ログインID ： ATERM
ログインパスワード ： IR450
接続先ドメイン名 ： mxa.mesh.ne.jp
プライマリDNS ： 192.168.0.10
セカンダリDNS ： 192.168.0.20

接続先電話番号 ： 03-7777-8888
ログインID ： ATERM2
ログインパスワード ： IR4502
接続先ドメイン名 ： provb.co.jp
プライマリDNS ： 192.168.30.10
セカンダリDNS ： 192.168.30.20
メールサーバアドレス ： 192.168.30.30

基�
　�
本�
　�
設�
　�
定�

目�項�定�設� 容�内�定�設�

名�録�登� 1yrtne

定�設�ザ�ー�ユ� / 定�設�バ�ー�サ�

号�番�話�電�先�続�接� 6666555530

ス�レ�ド�ア�ブ�サ�先�続�接� ）�欄�空�（�

ン�イ�グ�ロ� DI MRETA

ド�ー�ワ�ス�パ�ン�イ�グ�ロ� 054RI

別�種�線�回� SNI ト�ッ�ネ� 46

式�方�証�認� 動�自�

名�ン�イ�メ�ド�先�続�接� pj.en.hsem.axm

リ�マ�イ�ラ�プ� SND 01.0.861.291

リ�ダ�ン�カ�セ� SND 02.0.861.291

定�設�断�切�動�自�

マ�イ�タ�視�監�信�通�無� る�す�視�監�

間�時�視�監�信�通�無� 01

マ�イ�タ�断�切�制�強� る�す�断�切�

間�時�断�切�制�強� 01

●接続先エントリAの登録（プロバイダA）

※MP・BOD設定を「行う」にしないでください。

インターネット�
プロバイダB

インターネット�
プロバイダA

ネット�

AtermIR450

端末型

端末型

ホームページアクセス

メールアクセス

※インターネットプロバイダBとの間では、Atermからメトリック値1での通信が可能です。

デフォルトルート：
インターネットプロバイダA
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7-9　ドメインネームルーティング

高�
　�
度�
　�
な�
　�
設�
　�
定�

目�項�定�設� 容�内�定�設�

定�設�線�回�・�ル�コ�ト�ロ�プ�

ド�ス�ン�バ�ド�ア� TAN �る�す�用�使�

ド�ー�モ�続�接� ��端 末 型��

PCAB い�な�し�用�使�

ク�ッ�バ�ル�ー�コ� PCBC-SM い�な�し�用�使�

定�設�信�着� 可�許�信�着�の�ら�か�手�相�

定�設�ス�レ�ド�ア�時�続�接�

NAW 側�自�、� PI ス�レ�ド�ア�

NAW ク�ス�マ�ス�レ�ド�ア�側�自�、�

手�相� PI ス�レ�ド�ア� 0.0.0.0

ス�レ�ド�ア�ク�ー�ワ�ト�ッ�ネ�手�相�

ク�ス�マ�ト�ッ�ネ�ブ�サ�手�相�

0.0.0.0

0.0.0.0

い�な�し�

03.03.861.291

0.2.55 552.552

�

高�
　�
度�
　�
な�
　�
設�
　�
定�

目�項�定�設� 容�内�定�設�

定�設�線�回�・�ル�コ�ト�ロ�プ�

ド�ス�ン�バ�ド�ア� TAN る�す�用�使�

ド�ー�モ�続�接� ��端 末 型��

PCAB い�な�し�用�使�

ク�ッ�バ�ル�ー�コ� PCBC-SM い�な�し�用�使�

定�設�信�着� 可�許�信�着�の�ら�か�手�相�

定�設�ス�レ�ド�ア�時�続�接�

NAW 側�自�、� PI ス�レ�ド�ア�

NAW ク�ス�マ�ス�レ�ド�ア�側�自�、�

手�相� PI ス�レ�ド�ア� 0.0.0.0

ス�レ�ド�ア�ク�ー�ワ�ト�ッ�ネ�手�相�

ク�ス�マ�ト�ッ�ネ�ブ�サ�手�相�

0.0.0.0

0.0.0.0

0.0.0.0

0.0.0.0

い�な�し�

●接続先エントリBの登録（プロバイダB）

※MP・BOD設定を「行う」にしないでください。

基�
　�
本�
　�
設�
　�
定�

目�項�定�設� 容�内�定�設�

名�録�登� 2yrtne

定�設�ザ�ー�ユ� / 定�設�バ�ー�サ�

号�番�話�電�先�続�接� 8888777730

ス�レ�ド�ア�ブ�サ�先�続�接� ）�欄�空�（�

ン�イ�グ�ロ� DI 2MRETA

ド�ー�ワ�ス�パ�ン�イ�グ�ロ� 2054RI

別�種�線�回� SNI ト�ッ�ネ� 46

式�方�証�認� 動�自�

名�ン�イ�メ�ド�先�続�接�

リ�マ�イ�ラ�プ� SND 01.03.861.291

リ�ダ�ン�カ�セ� SND 02.03.861.291

定�設�断�切�動�自�

マ�イ�タ�視�監�信�通�無� る�す�視�監�

間�時�視�監�信�通�無� 01

マ�イ�タ�断�切�制�強� る�す�断�切�

間�時�断�切�制�強� 01

p r o v b . c o . j p

注  相手ネットワークアドレスと相手サブネットマスクは、メールサーバのネットワークアドレスを指定して
ください。

 参照�「参考 相手ネットワークアドレスと相手サブネットマスクがわからない場合 ...」215ページ

※ プロバイダAをデフォルトルートとして指定してください。

注

注
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7-9　ドメインネームルーティング

以下にその設定例を説明します。

①インターネットプロバイダAの端末型ダイヤルアップ接続の環境を、Atermに設定します。

※設定方法は、「2 WWWブラウザを利用した設定」49ページを参照してください。

②Atermに設定した.インターネットプロバイダAを、コネクションマネージャーで、デフォ

ルトルートとして設定します。

③Atermに設定したインターネットプロバイダＢの設定を、ＷＷＷブラウザで接続先Bとし

て次のように設定します。

　ログイン ID ：UserC

接続先ドメイン名 ：mailserver2.provb.co.jp

相手ネットワークアドレス ：ping で得られたmailserver2 の IP アドレス

相手サブネットマスク ：255.255.255.255

※プロバイダＢは、デフォルトルートとしては設定しません。

④Atermに設定したインターネットプロバイダＢの設定を、ＷＷＷブラウザで接続先Cとし

て次のように設定します。

ログイン ID ：UserB

接続先ドメイン名 ：mailserver1.provb.co.jp

相手ネットワークアドレス ：ping で得られたmailserver1 のIP アドレス

相手サブネットマスク ：255.255.255.255

●接続先Ｃ

●接続先B

主にホームページを見たり、頻繁にメールサーバを利用するプロバイダ

メールサーバのみを使用するプロバイダ

契約形態 端末型ダイヤルアップ接続

ドメイン名 mxa.mesh.ne.jp

・ mailserver1.provb.co.jp （ID:UserB ）

・ mailserver2.provb.co.jp （ID:UserC ）

インターネット
プロバイダA

インターネット
プロバイダB

（異 なる ID でプロバイダB にある別々のメールサーバにアクセスしたい場合）

アクセスしたいメールサーバ名が以下の時

ケース2
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7-9　ドメインネームルーティング

以下にその設定例を説明します。

①インターネットプロバイダAの端末型ダイヤルアップ接続の環境を、Atermに設定します。

※設定方法は、「2 WWWブラウザを利用した設定」49ページを参照してください。

②Atermに設定したインターネットプロバイダＢの設定を、ＷＷＷブラウザで接続先Bとし

て次のように設定します。

ログイン ID ：UserB

接続先ドメイン名 ：プロバイダＢ のドメイン名またはメールサーバ名
　（provb.co.jp またはmailserver.provb.co.jp ）

相手ネットワークアドレス ：プロバイダＢ のネットワークアドレス
　（ping で得られたmailserver の IP アドレス）

相手サブネットマスク ：プロバイダＢ のサブネットマスク （255.255.255.0 ）

　●接続先B（必要に応じてコネクションマネージャでデフォルトルートとします。）

主にホームページを見たり、頻繁にメールサーバを利用するプロバイダ

契約形態 端末型ダイヤルアップ接続

ドメイン名 mxa.mesh.ne.jp

インターネット
プロバイダA

ケース3

ログイン ID ：UserC

接続先ドメイン名 ：プロバイダＢ のドメイン名またはメールサーバ名

　（provb.co.jp またはmailserver.provb.co.jp ）

相手ネットワークアドレス ：プロバイダＢ のネットワークアドレス

　（ping で得られたmailserver の IP アドレス）

相手サブネットマスク ：プロバイダＢ のサブネットマスク（255.255.255.0 ）

③Atermに設定したインターネットプロバイダＢの設定を、ＷＷＷブラウザで接続先Cとし

て次のように設定します。

●接続先Ｃ（必要に応じてコネクションマネージャでデフォルトルートとします。）

この場合、Aterm ではどちらのID を使用して接続すればよいか区別できません。必要に応じ
てコネクションマネージャを使ってアクセスしたいメールサーバを登録した接続先をデフォ
ルトルートとする必要があります。

メールサーバのみを使用するプロバイダ

・ mailserver.provb.co.jp （ID:UserB ）

・ mailserver.provb.co.jp （ID:UserC ）

インターネット
プロバイダB

（異 なる ID でプロバイダB にある同一のメールサーバにアクセスしたい場合）

アクセスしたいメールサーバ名が以下の時
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7-10 ルータ機能を利用したその他の接続

ここでは、Atermのルータ機能で構築できる次の各接続方法を例を用いて説明します。

●LAN型ダイヤルアップ接続

●OCNエコノミーとの接続

●RASサーバ接続

●LAN同士の接続

それぞれの概要を説明します。

LAN型ダイヤルアップ接続
プロバイダとの契約には、「端末型ダイヤルアップ接続」「LAN型ダイヤルアップ接続」などが

あります。

端末型ダイヤルアップ接続は、接続するたびに異なる1つのグローバル IPアドレスが割り当

てられます。これに対し、LAN型ダイヤルアップ接続は、申し込み台数に応じてグローバルIP

アドレスが割り当てられる接続です。

設定方法は、次ページを参考にしてください。

OCNエコノミー

Atermは、NTTコミュニケーションズ株式会社の提供するOCN常時接続サービスの中の、

「OCNエコノミー」に対応しています。

「OCNエコノミー」を契約するとグローバルIPアドレスを複数（8個または16個）割り当てら

れます。この契約では、Atermをインターネットに常時接続することができます。

設定方法は、223ページを参考にしてください。

RASサーバ接続
遠隔地にあるパソコンから、Atermに接続して会社のLANにアクセスするような利用形態です。

設定方法は、225ページを参考にしてください

LAN同士の接続
遠隔地にあるLAN同士をIR450を経由してダイアルアップ接続して互いにアクセスするような

利用形態です。設定方法は、229ページを参考にしてください。
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7-10　ルータ機能を利用したその他の接続

インターネットへLAN型ダイヤルアップ接続...

LAN型ダイヤルアップ接続でプロバイダと契約している場合は、ここに示すケースを参照し

てください。

インターネット�
プロバイダ�ネット�

接続先電話番号 ： 03-5555-6666
ログインID ： ATERM
ログインパスワード ： IR450
接続先ドメイン名 ： mxa.mesh.ne.jp
プライマリDNS ： 192.168.0.10
セカンダリDNS ： 192.168.0.20
WAN、自側 IPアドレス ： 192.168.0.30
WAN、自側アドレスマスク ： 255.255.255.0

AtermIR450

アドバンスドNAT ：使用しない

　接続モード ：LAN型

WAN、自側 IPアドレス ：プロバイダから指定された IPアドレス

WAN、自側アドレスマスク ：プロバイダから指定されたアドレスマスク

AtermIR450の IPアドレス ：プロバイダから指定された IPアドレス

　AtermIR450のネットワークマスク：プロバイダから指定されたアドレスマスク

DHCP開始アドレス ：AtermIR450の IPアドレス+1

DHCP予約数 ：プロバイダから割り当てられたアドレス個数

②WWWブラウザを使用して、Aterm本体の IPアドレスおよびDHCPサーバ割り当てアド

レスを変更します。

※DHCPサーバ機能を使用しない場合は、各パソコンで IPアドレスを指定してください。

③②を設定実行した時点でAtermからの応答がなくなります。

　Atermとパソコンの電源を入れなおします。

①インターネットプロバイダAのLAN型ダイヤルアップ接続の接続先を、プロバイダの契約

内容に従い設定します。

　 参照�「2 WWWブラウザを利用した設定」49ページ

WWWブラウザを使用して、接続先／プロバイダの基本設定に加えて、高度な設定において

次の項目を追加・変更します。

④WWWブラウザやコネクションマネージャを用いて、デフォルトルートとしてインター

ネットプロバイダAを選択します。

デフォルトルート：
インターネットプロバイダA
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7-10　ルータ機能を利用したその他の接続

※MP・BOD設定は、128kbpsマルチリンクPPP通信を行う場合に必要に応じて指定してください

※デフォルトルートは、接続先のインターネットプロバイダを指定してください。

基�
　�
本�
　�
設�
　�
定�

目�項�定�設� 容�内�定�設�

名�録�登� LANSITE

定�設�ザ�ー�ユ� / 定�設�バ�ー�サ�

号�番�話�電�先�続�接� 6666555530

ス�レ�ド�ア�ブ�サ�先�続�接� ）�欄�空�（�

ン�イ�グ�ロ� DI MRETA

ド�ー�ワ�ス�パ�ン�イ�グ�ロ� 054RI

別�種�線�回� SNI ト�ッ�ネ� 46

式�方�証�認� 動�自�

名�ン�イ�メ�ド�先�続�接� pj.en.hsem.axm

リ�マ�イ�ラ�プ� SND 01.0.861.291

リ�ダ�ン�カ�セ� SND 02.0.861.291

定�設�断�切�動�自�

マ�イ�タ�視�監�信�通�無� る�す�視�監�

間�時�視�監�信�通�無� 01

マ�イ�タ�断�切�制�強� る�す�断�切�

間�時�断�切�制�強� 01

高�
　�
度�
　�
な�
　�
設�
　�
定�

目�項�定�設� 容�内�定�設�

定�設�線�回�・�ル�コ�ト�ロ�プ�

ド�ス�ン�バ�ド�ア� TAN い�な�し�用�使�

ド�ー�モ�続�接� NAL 型�

PCAB
合�場�の�続�接�ク�ン�リ�チ�ル�マ�※�
　�て�し�定�設�て�じ�応�に�的�目�に�　�

。�い�さ�だ�く�　�

ク�ッ�バ�ル�ー�コ� PCBC-SM い�な�し�用�使�

定�設�信�着� 可�許�信�着�の�ら�か�手�相� い�な�し�

定�設�ス�レ�ド�ア�時�続�接�

NAW 側�自�、� PI ス�レ�ド�ア� 03.0.861.291

NAW ク�ス�マ�ス�レ�ド�ア�側�自�、� 0.552.552.552

手�相� PI ス�レ�ド�ア� 0.0.0.0

ス�レ�ド�ア�ク�ー�ワ�ト�ッ�ネ�手�相� 0.0.0.0

ク�ス�マ�ト�ッ�ネ�ブ�サ�手�相� 0.0.0.0
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7-10　ルータ機能を利用したその他の接続

OCNエコノミーについて

OCNエコノミーは、128kbpsの通信速度で常時インターネットに接続できるNTTコミュニ

ケーションズ株式会社の提供する専用線サービスです。AtermはこのOCNエコノミーに対応

しています。利用するにはNTTコミュニケーションズ株式会社と別途契約が必要です。詳し

くは、お近くのNTTコミュニケーションズ株式会社の窓口まで問い合わせてください。

OCNエコノミーとの接続...

接続先ドメイン名 ： aterm.ocn.ne.jp
プライマリDNS ： 192.168.0.10
セカンダリDNS ： 192.168.0.20
WAN、自側IPアドレス ： 192.168.0.30
WAN、自側アドレスマスク ： 255.255.255.0

OCN
エコノミー

AtermIR450

●OCNエコノミーに接続するには、Atermのディップスイッチを変更する必要があります。

ディップスイッチ

8 DIP SW 1
ON

OFF

OCNエコノミー設定

OCNエコノミーではアナログポートに接続した電話機やファクスなどは使用

できません。また、データポートに接続したパソコンからの発信、着信も使用

できません。

手順

1 電源を切ります。

2 ディップスイッチの2を「ON」にし、その他はすべて「OFF」にします。

3 電源を入れます。

4 NTTコミュニケーションズ株式会社より割り当てられた IPアドレスのうちの1

つを、WWWブラウザを使用して「ルータ本体のLAN設定」の「IR450のIPアド

レス」に設定します。

以下の手順で設定します。
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7-10　ルータ機能を利用したその他の接続

基
　
本
　
設
　
定

目項定設 容内定設

名録登 NCO

定設ザーユ / 定設バーサ

号番話電先続接 ）欄空（

スレドアブサ先続接 ）欄空（

ンイグロ DI ）欄空（

ドーワスパンイグロ ）欄空（

別種線回 NCO ーミノコエ

式方証認 動自

名ンイメド先続接 pj.en.nco.mreta

リマイラプ SND 01.0.861.291

リダンカセ SND 02.0.861.291

定設断切動自

マイタ視監信通無 いなし視監

間時視監信通無 んせまりあは要必るす定設

マイタ断切制強 いなし断切

間時断切制強 んせまりあは要必るす定設

※MP・BOD設定を設定する必要はありません。

※接続先電話番号、ログインID、ログインパスワードを設定する必要はありません。
※OCNエコノミーは常時接続の専用線サービスです。無通信監視タイマや強制切断タイマは「監視しな
い」「切断しない」に設定してください。

※アドバンスドNAT機能は使用できません。「使用する」にしないでください。

高�
　�
度�
　�
な�
　�
設�
　�
定�

目�項�定�設� 容�内�定�設�

定�設�線�回�・�ル�コ�ト�ロ�プ�

ド�ス�ン�バ�ド�ア� TAN い�な�し�用�使�

ド�ー�モ�続�接� NAL 型�

PCAB い�な�し�用�使�

ク�ッ�バ�ル�ー�コ� PCBC-SM い�な�し�用�使�

定�設�信�着� 可�許�信�着�の�ら�か�手�相� い�な�し�

定�設�ス�レ�ド�ア�時�続�接�

NAW 側�自�、� PI ス�レ�ド�ア�

NAW ク�ス�マ�ス�レ�ド�ア�側�自�、�

手�相� PI ス�レ�ド�ア� 0.0.0.0

0.0.0.0

0.0.0.0

ス�レ�ド�ア�ク�ー�ワ�ト�ッ�ネ�手�相� 0.0.0.0

ク�ス�マ�ト�ッ�ネ�ブ�サ�手�相� 0.0.0.0

OCNエコノミーでの接続では、Atermは常時インターネットへ接続されてい

ますので、フィルタリング設定を行い、セキュリティにご注意ください。
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7-10　ルータ機能を利用したその他の接続

RASサーバ接続...

AtermがRAS（リモートアクセスサーバ）として動作します。

AtermのRASに外部から接続するためには、あらかじめその接続相手を、Atermの「接続先エ

ントリ」に登録しておく必要があります。このときの設定方法を以下に説明します。

AtermをRASとして設定するときにはWWWブラウザを使用して行います。

設定の手順、および設定例の一覧を以下に説明します。

着信設定の変更

AtermをRASサーバとして使用するため着信設定の変更を行います。

Atermの工場出荷時設定では、外からの着信があった場合、TA機能に着信するようになって

います。

以下で述べる手順（AT&Lコマンドを使用する方法）によってルータ機能に着信できるように

設定します。

※この設定は、「らくらくユーティリティ」の中からも行うことができます。

※この設定は、WWWブラウザの設定ページ内「着信設定」、「相手からの着信の許可」とは関

係ありません。両者は別のルータ内では別な設定として扱われます。

1 AtermとパソコンをRS232Cケーブルで接続します。

手順

2 ATコマンドを入力するため、通信ソフトを起動します。

※詳しくは、「9-2 ATコマンドの入力方法」264ページを参照してください。

3 「AT&L1=0」を入力し、「OK」と表示されることを確認します。

4 「AT&L2=1」を入力し、「OK」と表示されることを確認します。

5 通信ソフトを終了させます。

以下の手順で変更します。
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7-10　ルータ機能を利用したその他の接続

・Atermをリモートアクセスサーバとして動作させる場合、1つの接続先エン

トリに対して1ユーザの接続のみ可能です。例えば同じ電話回線にバス接続

されたTAなどから、空いているBチャネルにRAS接続はできません。

・Bチャネルを独立に使用してAtermにRAS接続する場合は、接続先サブア

ドレスを利用して 2つ目の接続先エントリとして設定を行ってください。

（この場合、接続先の TAにも自己サブアドレスの設定が必要となります。）

※クライアント側はプロバイダなどの接続先エントリと合わせて合計10ヶ

所となります。

・ルータ機能では、スティルスコールバックを発信側と着信側ともにサポート

していません。

・サーバ着信側としてMS-CBCPコールバックを使用することはできません。

手順

1 Aterm本体とパソコンとの間を10BASE－TケーブルまたはUSBケーブルで接

続します。

2 パソコン上でWWWブラウザを起動してURLにhttp://192.168.0.1と入力し

て、Atermの設定画面を表示させます。

3 Atermの設定画面の中のいくつかの設定をお客様の環境に合わせて変更します。

　 次ページより変更が必須なものとそれらを含む一覧表を記します。

ネット�

登録名:USER1
接続先電話番号：03-5555-6666
AtermIR450の IPアドレス：192.168.0.1
相手 IPアドレス：192.168.0.30
ルータ自己アドレス：03-7777-8888
ドメイン名：ir450.co.jp
受信 ID:TA001
受信パスワード：TAPASS

ターミナルアダプタ側
電話番号03-5555-6666

ダイヤルアップネットワークの設定

ユーザ名:TA001
パスワード:TAPASS
使用ネットワークプロトコル:TCP/IP
DNSサーバ：192.168.0.10

192.168.0.11

LAN側サーバアドレス1：192.168.0.10
LAN側サーバアドレス2：192.168.0.11

AtermIR450
RS232C

設定の手順

ここでは以下のような環境でAtermをRASサーバとして使うための手順を説明します。

※ここで使用するAtermはらくらくウイザードのルータ機能による設定と接続の確認が終

わっているAtermを使用します。

以下の手順で設定します。
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7-10　ルータ機能を利用したその他の接続

高�

度�

な�

設�

定�

目�項�定�設� 容�内�定�設�

定�設�線�回�・�ル�コ�ト�ロ�プ�

ド�ス�ン�バ�ド�ア� TAN い�な�し�用�使�

い�な�し�用�使�

い�な�し�用�使�

ド�ー�モ�続�接� NAL 型�

PCAB

ク�ッ�バ�ル�ー�コ� PCBC-SM
号�番�話�電�先�ク�ッ�バ�ル�ー�コ�

ス�レ�ド�ア�ブ�サ�先�ク�ッ�バ�ル�ー�コ� ）�欄�空�（�

）�欄�空�（�

定�設�信�着�

可�許�信�着�の�ら�か�手�相� る�す�

信�受� DI 0 0 1PAT

A S SPATド�ー�ワ�ス�パ�信�受�

定�設�ス�レ�ド�ア�時�続�接�

NAW 側�自�、� PI ス�レ�ド�ア� 1.0.861.291

30.0.861.291 ）�2注�（�

NAW ク�ス�マ�ス�レ�ド�ア�側�自�、� 0.552.552.552

手�相� PI ス�レ�ド�ア�

ス�レ�ド�ア�ク�ー�ワ�ト�ッ�ネ�手�相� 0.0.0.0

ク�ス�マ�ト�ッ�ネ�ブ�サ�手�相� 0.0.0.0

基�
　�
本�
　�
設�
　�
定�

目�項�定�設� 容�内�定�設�

名�録�登�

定�設�ザ�ー�ユ� / 定�設�バ�ー�サ�

号�番�話�電�先�続�接�
6666555530

表�（� 1 ）�照�参�

ス�レ�ド�ア�ブ�サ�先�続�接� 表�（� 3 ）�照�参�

ン�イ�グ�ロ� DI

ド�ー�ワ�ス�パ�ン�イ�グ�ロ�

別�種�線�回� SNI ト�ッ�ネ� 46

式�方�証�認� 動�自�

名�ン�イ�メ�ド�先�続�接�

リ�マ�イ�ラ�プ� SND

リ�ダ�ン�カ�セ� SND

定�設�断�切�動�自�

マ�イ�タ�視�監�信�通�無� る�す�視�監�

間�時�視�監�信�通�無� �3

マ�イ�タ�断�切�制�強� る�す�断�切�

間�時�断�切�制�強� 01

USER1 （注1）�

（空欄）�
�（空欄）�
�

0 . 0 . 0 . 0

0 . 0 . 0 . 0

（空欄）�
�

注1 お客様が識別しやすい適当な名称を入力してください。

※MP・BOD設定は、128kマルチリンク通信を行う場合に必要に応じて設定してください。
※接続先電話番号は必ず入力してください。

注2 1つの接続先エントリ毎に、AtermIR450のIPアドレスと重複しない同サブネット内の異なる任意のIP
アドレスを設定してください。

※相手 IPアドレスは、RASサーバとして接続したとき、クライアントに割り当てるIPアドレスです。
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7-10　ルータ機能を利用したその他の接続

定設スレドアブサ先続接

りあ しな

知通スレドアブサ信発
しな いなし信着 るす信着

りあ 信着で致一 いなし信着

表3

定設スレドアブサ己自タール

りあ しな

知通スレドアブサ信着
）定設にるす信着し無スレドアブサ（

しな るす信着 るす信着

りあ 信着で致一 いなし信着

知通スレドアブサ信着
）定設にいなし信着し無スレドアブサ（

しな いなし信着 いなし信着

りあ 信着で致一 いなし信着

表4

定設号番話電先続接

りあ しな

知通スレドア信発
しな いなし信着 るす信着

りあ 信着で致一 いなし信着

表1

定設スレドア己自タール

りあ しな

知通スレドア信着
）定設にるす信着ルバーログ（

しな るす信着 るす信着

りあ 信着で致一 るす信着

知通スレドア信着
）定設にいなし信着ルバーログ（

しな いなし信着 いなし信着

りあ 信着で致一 るす信着

表2

目�項�定�設� 容�内�定�設�

Ｗ�
Ａ�
Ｎ�
設�
定�

SND グ�ン�ィ�デ�ー�ワ�ォ�フ�

SND 定�設�バ�ル�ゾ�リ� る�す�用�使�

名�ン�イ�メ�ド� pj.oc.054ri

NAL ス�レ�ド�ア�バ�ー�サ�側� 1 01.0.861.291

NAL ス�レ�ド�ア�バ�ー�サ�側� 2 11.0.861.291

本�
体�
設�
定�

定�設�タ�ー�ル�

ス�レ�ド�ア�己�自�タ�ー�ル�
8888777730

表�（� 2 ）�照�参�

ス�レ�ド�ア�ブ�サ�己�自�タ�ー�ル�
い�さ�だ�く�て�し�定�設�て�じ�応�に�要�必�

表�（� 4 ）�照�参�

知�通�号�番�者�信�発�タ�ー�ル� い�さ�だ�く�て�し�定�設�て�じ�応�に�要�必�

信�着�ル�バ�ー�ロ�グ�タ�ー�ル� い�さ�だ�く�て�し�定�設�て�じ�応�に�要�必�

信�着�し�無�ス�レ�ド�ア�ブ�サ�タ�ー�ル�
い�さ�だ�く�て�し�定�設�て�じ�応�に�要�必�

表�（� 4 ）�照�参�

※ルータ自己サブアドレスは、着信回線に複数のISDN機器が接続されている場合等で、Aterm 1台に
特定して着信させる必要がある場合に設定します。設定を行った場合には、接続先の相手からの発信時

に着信サブアドレスを指定する必要があります。

※ルータ自己アドレスは必ず入力してください。
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7-10　ルータ機能を利用したその他の接続

LAN同士の接続...

LAN同士をIR450を経由してダイヤルアップ接続する場合、ここに示すケースを参照してくださ

い。（ISDN側インターフェースに IPアドレスを割り当てないun-numbered接続となります。）

基�
　�
本�
　�
設�
　�
定�

目�項�定�設� 容�内�定�設�

名�録�登� L A N 2

L A N 1

定�設�ザ�ー�ユ� / 定�設�バ�ー�サ�

号�番�話�電�先�続�接� 6666555530

ス�レ�ド�ア�ブ�サ�先�続�接� 必要に応じて設定してください�

必要に応じて設定してください�

必要に応じて設定してください�

必要に応じて設定してください�

ン�イ�グ�ロ� DI MRETA

ド�ー�ワ�ス�パ�ン�イ�グ�ロ�

別�種�線�回� SNI ト�ッ�ネ� 46

式�方�証�認� 動�自�

名�ン�イ�メ�ド�先�続�接�

リ�マ�イ�ラ�プ� SND

リ�ダ�ン�カ�セ� SND

定�設�断�切�動�自�

マ�イ�タ�視�監�信�通�無� る�す�視�監�

間�時�視�監�信�通�無� 3

マ�イ�タ�断�切�制�強� る�す�断�切�

間�時�断�切�制�強� 01

（ 注 1 ） �

注1 お客様が識別しやすい適当な名称を入力してください。

※MP・BOD設定は、128kマルチリンク通信を行う場合に必要に応じて設定してください。
※接続先電話番号は必ず入力してください。

LAN1

登録名:LAN2
ログインID：ATERM
ログインパスワード：LAN1
接続先電話番号：03-5555-6666
ルータ自己アドレス：03-6666-5555
受信 ID:ATERM
受信パスワード：LAN2
WAN、自側 IPアドレス ： 192.168.0.1
WAN、自側アドレスマスク ： 255.255.255.0
相手ネットワークアドレス ： 192.168.2.0
相手サブネットマスク ： 255.255.255.0

LAN2

登録名:LAN1
ログインID：ATERM
ログインパスワード：LAN2
接続先電話番号：03-6666-5555
ルータ自己アドレス：03-5555-6666
受信ID:ATERM
受信パスワード：LAN1
WAN、自側IPアドレス ： 192.168.2.1
WAN、自側アドレスマスク ： 255.255.255.0
相手ネットワークアドレス ： 192.168.0.0
相手サブネットマスク ： 255.255.255.0

LAN1側Atermの設定

ネット�

AtermIR450 AtermIR450
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7-10　ルータ機能を利用したその他の接続

※ルータ自己アドレスは必ず入力してください。

目�項�定�設� 容�内�定�設�

Ｗ�
Ａ�
Ｎ�
設�
定�

SND グ�ン�ィ�デ�ー�ワ�ォ�フ�

SND 定�設�バ�ル�ゾ�リ�

名�ン�イ�メ�ド�

NAL ス�レ�ド�ア�バ�ー�サ�側� 1

NAL ス�レ�ド�ア�バ�ー�サ�側� 2

本�
体�
設�
定�

定�設�タ�ー�ル�

ス�レ�ド�ア�己�自�タ�ー�ル� 5555666630

ス�レ�ド�ア�ブ�サ�己�自�タ�ー�ル� い�さ�だ�く�て�し�定�設�て�じ�応�に�要�必�

い�さ�だ�く�て�し�定�設�て�じ�応�に�要�必�

い�さ�だ�く�て�し�定�設�て�じ�応�に�要�必�

い�さ�だ�く�て�し�定�設�て�じ�応�に�要�必�

い�さ�だ�く�て�し�定�設�て�じ�応�に�要�必�

知�通�号�番�者�信�発�タ�ー�ル� 通知する�

信�着�ル�バ�ー�ロ�グ�タ�ー�ル� い�さ�だ�く�て�し�定�設�て�じ�応�に�要�必�

信�着�し�無�ス�レ�ド�ア�ブ�サ�タ�ー�ル� い�さ�だ�く�て�し�定�設�て�じ�応�に�要�必�

高�

度�

な�

設�

定�

目�項�定�設� 容�内�定�設�

定�設�線�回�・�ル�コ�ト�ロ�プ�

ド�ス�ン�バ�ド�ア� TAN い�な�し�用�使�

い�な�し�用�使�

い�な�し�用�使�

ド�ー�モ�続�接� NAL 型�

PCAB

ク�ッ�バ�ル�ー�コ� PCBC-SM
号�番�話�電�先�ク�ッ�バ�ル�ー�コ�

ス�レ�ド�ア�ブ�サ�先�ク�ッ�バ�ル�ー�コ� ）�欄�空�（�

）�欄�空�（�

定�設�信�着�

可�許�信�着�の�ら�か�手�相� る�す�

信�受� DI A T E R M

L A N 2ド�ー�ワ�ス�パ�信�受�

定�設�ス�レ�ド�ア�時�続�接�

NAW 側�自�、� PI ス�レ�ド�ア� 1.0.861.291

0.2.861.291

NAW ク�ス�マ�ス�レ�ド�ア�側�自�、� 0.552.552.552

0.552.552.552

手�相� PI ス�レ�ド�ア�

ス�レ�ド�ア�ク�ー�ワ�ト�ッ�ネ�手�相�

0.0.0.0

ク�ス�マ�ト�ッ�ネ�ブ�サ�手�相�

※WAN、自側IPアドレス、WAN、自側アドレスマスクおよび相手ネットワークアドレス、相手サブネットマ
スクは必ず入力してください。



231

T
A 

機
能
で
通
信
す
る�

通信編�

電
話
機
（
ア
ナ
ロ
グ
通
信
機
器
）
を
使
う�

索
引�

電
子
メ
ー
ル
着
信
サ
ー
ビ
ス
と
U
U
I
メ
ー
ル�

ル
ー
タ 

機
能
で
通
信
す
る�

�

7-10　ルータ機能を利用したその他の接続

目�項�定�設� 容�内�定�設�

Ｗ�
Ａ�
Ｎ�
設�
定�

SND グ�ン�ィ�デ�ー�ワ�ォ�フ�

SND 定�設�バ�ル�ゾ�リ�

名�ン�イ�メ�ド�

NAL ス�レ�ド�ア�バ�ー�サ�側� 1

NAL ス�レ�ド�ア�バ�ー�サ�側� 2

本�
体�
設�
定�

定�設�タ�ー�ル�

ス�レ�ド�ア�己�自�タ�ー�ル� 6666555530

ス�レ�ド�ア�ブ�サ�己�自�タ�ー�ル� い�さ�だ�く�て�し�定�設�て�じ�応�に�要�必�

い�さ�だ�く�て�し�定�設�て�じ�応�に�要�必�

い�さ�だ�く�て�し�定�設�て�じ�応�に�要�必�

い�さ�だ�く�て�し�定�設�て�じ�応�に�要�必�

い�さ�だ�く�て�し�定�設�て�じ�応�に�要�必�

知�通�号�番�者�信�発�タ�ー�ル� 通知する�

信�着�ル�バ�ー�ロ�グ�タ�ー�ル� い�さ�だ�く�て�し�定�設�て�じ�応�に�要�必�

信�着�し�無�ス�レ�ド�ア�ブ�サ�タ�ー�ル� い�さ�だ�く�て�し�定�設�て�じ�応�に�要�必�

基�
　�
本�
　�
設�
　�
定�

目�項�定�設� 容�内�定�設�

名�録�登� L A N 1 （ 注 1 ）

L A N 2

定�設�ザ�ー�ユ� / 定�設�バ�ー�サ�

号�番�話�電�先�続�接� 5555666630

ス�レ�ド�ア�ブ�サ�先�続�接�

ン�イ�グ�ロ� DI MRETA

ド�ー�ワ�ス�パ�ン�イ�グ�ロ�

別�種�線�回� SNI ト�ッ�ネ� 46

式�方�証�認� 動�自�

名�ン�イ�メ�ド�先�続�接�

リ�マ�イ�ラ�プ� SND

リ�ダ�ン�カ�セ� SND

定�設�断�切�動�自�

マ�イ�タ�視�監�信�通�無� る�す�視�監�

間�時�視�監�信�通�無� 3

マ�イ�タ�断�切�制�強� る�す�断�切�

間�時�断�切�制�強� 01

必要に応じて設定してください�

必要に応じて設定してください�

必要に応じて設定してください�

必要に応じて設定してください�

高�

度�

な�

設�

定�

目�項�定�設� 容�内�定�設�

定�設�線�回�・�ル�コ�ト�ロ�プ�

ド�ス�ン�バ�ド�ア� TAN い�な�し�用�使�

い�な�し�用�使�

い�な�し�用�使�

ド�ー�モ�続�接� NAL 型�

PCAB

ク�ッ�バ�ル�ー�コ� PCBC-SM
号�番�話�電�先�ク�ッ�バ�ル�ー�コ�

ス�レ�ド�ア�ブ�サ�先�ク�ッ�バ�ル�ー�コ� ）�欄�空�（�

）�欄�空�（�

定�設�信�着�

可�許�信�着�の�ら�か�手�相� る�す�

信�受� DI A T E R M

L A N 1ド�ー�ワ�ス�パ�信�受�

定�設�ス�レ�ド�ア�時�続�接�

NAW 側�自�、� PI ス�レ�ド�ア� 1.2.861.291

0.0.861.291

NAW ク�ス�マ�ス�レ�ド�ア�側�自�、� 0.552.552.552

0.552.552.552

手�相� PI ス�レ�ド�ア�

ス�レ�ド�ア�ク�ー�ワ�ト�ッ�ネ�手�相�

0.0.0.0

ク�ス�マ�ト�ッ�ネ�ブ�サ�手�相�

LAN2側Atermの設定

注1 お客様が識別しやすい適当な名称を入力してください。

※MP・BOD設定は、128kマルチリンク通信を行う場合に必要に応じて設定してください。
※接続先電話番号は必ず入力してください。

※WAN、自側IPアドレス、WAN、自側アドレスマスクおよび相手ネットワークアドレス、相手サブネットマ
スクは必ず入力してください。
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8-1 電子メール着信通知・UUIメール・遊遊メール

8-2 Windows98/Windows95/Windows NT4.0の場合

8-3 Macintoshの場合

8 電子メール着信通知サービスと
UUIメール

Windows®98はMicrosoft® Windows®98 operating system の略です。
Windows®95はMicrosoft® Windows®95 operating system の略です。
Windows NT®4.0はMicrosoft® Windows NT® operating system version4.0の略です。
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8-1 電子メール着信通知・UUIメール・遊遊メール

Atermでは INSネット64の「ユーザ間情報通知サービス（UUI）」を利用して、電子メール着

信通知・UUIメール・遊遊メール（UUIメール変換サービス）のメールサービスを利用するこ

とができます。

利用時はCD-ROM内のメールサービスユーティリティをインストールして、Atermにこれら

のサービスを利用するための設定などを行います。

電子メールがBIGLOBEのメールボックスに入ってから、Atermに電子メール着信通知が通知

される様子を示します。

ネット�

インター�
ネット�

メール到着を通知

● MSGランプ点滅
● UUIメールEXで
メール到着情報を確認

BIGLOBE会員

インターネット経由

のメール

BIGLOBE会員か
らのメール

他のパソコン通信会社

の会員からのメール

電子メール着信通知

電子メール着信通知とは、BIGLOBEの電子メールボックスにメールが届くと、指定したAterm

にメール着信を通知します。

電子メール着信通知が来るとAtermのMSGランプがオレンジ色に点滅します。

※パソコンの電源が入っていなくても、電子メール着信通知を受けることができます。

※電話を利用しているときでも、電子メール着信通知を受けることができます。

※Atermの設定によってはMSGランプが点滅しません。
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8-1　電子メール着信通知・UUIメール・遊遊メール

UUIメール

INSネット64の「ユーザ間情報通知サービス（UUI）」を利用し、Atermシリーズ同士間で、1回

半角文字では100バイト、漢字など全角文字なら50文字までのショートメッセージを、全国一

律わずか0.4円で送信できます。

UUIメールが着信するとAtermのMSGランプがオレンジ色に点滅してお知らせします。

※Atermの設定によってはMSGランプが点滅しません。

遊遊メール（UUIメール変換サービス）

BIGLOBEにUUIメールを送信すると、BIGLOBEのサーバが電子メールの形式に変換し、イン

ターネット上に送信するサービスです。これにより、1通あたりわずか0.4円で電子メールが

送信できることに加え、ポケットベルやPHS・デジタル携帯電話にショートメッセージを送信

（注）することも出来ます。

（注）ポケットベルやPHS・デジタル携帯電話へショートメッセージを送る手段として、各通

信業者にて行っている電子メールによる呼び出しサービスを利用しています。

ネット�

UUIメール（1通につき0.4円）

遊遊メール（1通につき0.4円）

パソコン

パソコン

ポケベル

PHS/携帯電話
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8-1　電子メール着信通知・UUIメール・遊遊メール

名�ス�ビ�ー�サ� 電子メール着信通知� ル�ー�メ�遊�遊� IUU ル�ー�メ�

知�通�報�情�間�ザ�ー�ユ� 可�許�信�着� 可�許�信�着� 可�許�信�着�

知�通�号�番�者�信�発� 通常通知（通話ごと非通知）または�
通常非通知（回線ごと非通知）※1

可�許�信�着�

知�通�信�着�中�信�通� ※�奨�推�込�申� 2 ※�奨�推�込�申� 2

知�通�信�着�ル�ー�メ�子�電� ル�ー�メ�遊�遊�

○� ○� ○�

○� ×� ○�

サービスを利用するには...

電子メール着信通知・UUIメール・遊遊メールを利用するためには、以下の契約

と設定をしてください。

INSネット64の契約

※1「通常通知（通話ごと非通知）」で契約している方は、らくらくユーティリティ

の設定でデータポートの発信者番号通知を「通知する」に設定する必要があ

ります。

※2「通信中着信通知」（無料）を申込むことにより、Bチャネルを2本使った通

話中でも電子メール着信通知・UUIメールの着信を受け付けることができ

ます。

BIGLOBEへの加入とサービス申込み（ID登録）
電子メール着信通知・遊遊メールを利用するためには以下の申込みをしてくだ

さい。

●BIGLOBEの加入（有料）

既にBIGLOBE会員の方は、新たにBIGLOBEへの加入は必要ありません。

●メールオプションの申込みの設定（有料）

BIGLOBEの登録ページ「BIGLOBEメール」（http://www.biglobe.ne.jp/

blmail/）にアクセスします。サービスに該当する説明をよく読んで、申し込ん

でください。

UUIメールEX
（Windows98/Windows95、

Windows NT4.0）

電子メール着信通知・
UUIメールユーティリテイ
（Macintosh）

UUIメール

※1 BIGLOBEで設定した「通知表示名」を登録することが必要です。

※2 BIGLOBEのIDを登録することが必要です。

※1

※1

※2

○

メールサービスユーティリティ
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手順

1 Atermに添付のCD-ROMをCD-ROMドライブにセットします。

3 ［ファイル名を指定して実行］の画面が表示されます。

①名前の入力欄に、半角の文字で次のように入力します。

Q: ¥Util¥Mail¥UUIex¥setup.exe

CD-ROMのドライブ名（ドライブ名は機種によって異なります）

②  OK  ボタンをクリックします。

2 タスクバーの  スタート  →［ファイル名を指定して実行］の順に選択します。

UUIメールEXのインストール...

8-2 Windows98/Windows95/Windows
NT4.0の場合

AtermのシリアルポートとパソコンをRS232Cケーブルで接続します。

※10BASE-TポートやUSBポートの場合は、「UUIメールEX」は利用できません。
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8-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0の場合

5 ［プログラムフォルダの選択］画面が表示されます。

フォルダ名を決めます。

通常は、このまま  次へ  ボタンをクリックします。

フォルダ名を変更するときは、［プログラムフォルダ］欄にフォルダ名を入力する

か、既存の［フォルダ］欄から選択します。

インストールが始まります。

4 ［インストール先の選択］画面が表示されます。

インストール先とフォルダ名を決めます。

通常は、このまま  次へ  ボタンをクリックします。

インストール先及びフォルダ名を変更するときは、  参照  ボタンをクリックし、

表示された画面でインストール先を表示します。
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8-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0の場合

□［今すぐUUIメールEXを起動する］にチェックマークがついていると、インス

トール終了後、UUIメール EXが起動します。

 終了  ボタンをクリックします。

インストールが終了します。

7 ［セットアップ完了］画面が表示されます。

□［README.TXTを参照する］にチェックマークがついていると、インストール

終了後、UUIメールEXが起動前に説明文が表示されます。

6 ［コンポーネントの選択］画面が表示されます。

「スタートアップに登録する」のチェックボックスにチェックした場合は、パソコ

ンの起動と同時にユーティリティが起動されます。

  次へ  ボタンをクリックします。
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8-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0の場合

クローズボックスをクリックすると、UUIメールEXがタスクトレイにアイコン

化されます。

8 手順7で ［今すぐUUIメールEXを起動する］にチェックマークを付けた場合、

しばらくしてUUIメールEXが起動します。

※UUIメールEX起動時に次のようなメッセージが表示されることがあります。

Atermのファームウェアバージョンが2.50以上の場合、From、Subject表示に

対応しています。対応バージョンにもかかわらず上記メッセージが表示された場

合は、  OK  ボタンをクリック後、タスクトレイの［UUIメールEX］アイコンを

右クリックし、ポップアップメニューから［終了］を選択して、UUIメールEXを

終了し、再度  スタート  →［プログラム］→［UUIメールEX］からUUIメールEX

を再度起動しなおしてください。
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8-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0の場合

UUIメールEXの環境設定をする...

電子メール着信通知・UUIメール・遊遊メールを利用するには、UUIメールEXで設定を行う必

要があります。利用するサービスに応じてそれぞれ設定します。

手順

1 タスクトレイの［UUI メール EX］アイコンを右クリックし、ポップアップメ

ニューから［環境設定］を選びます。

2 ［環境設定画面］が表示されます。

［メール着信通知］タグが表示されていることを確認します。

※［UUIメールEX］画面の環境設定アイコンをクリックしても［環境設定］画面

を表示させることができます。

［UUIメールEX］アイコン

　●電子メール着信通知の設定

［メール着信通知］タグ

□［メール到着検出時にポップアップする］

  参照  ボタン

［メール通知設定］欄
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8-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0の場合

②［名前］欄に、電子メールを着信したときに表示させる名前を入力します。

③［通知表示名］にBIGLOBEメールオプション設定で入力した通知表示名と同

じものを入力します。

④  OK  ボタンをクリックします。

⑤続けて名前を登録するときは、①～④を繰り返します。

 ・ 参照  ボタン

利用する電子メールソフトを指定する場合クリックします。

普段使用している電子メールソフトを選びます。

・□［メール到着検出時にポップアップする］

この項目をチェックすると、電子メールの着信を検出した場合、メッ

セージボックスがポップアップ表示されます。

　必要に応じて次の設定をします。

4   適用  ボタンをクリックしてから  OK  ボタンをクリックします。

3 ［メール通知設定］欄に電子メール着信通知をするときの名前を登録します。

①［メール着信通知］タグで、登録する欄をクリックしてから、  登録  ボタン

をクリックします。

［名前登録画面］が表示されます。

※登録する欄をダブルクリックをすることで、［名前登録］画面を表示させ

ることもできます。
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8-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0の場合

手順

1 タスクトレイの［UUI メール EX］アイコンを右クリックし、ポップアップメ

ニューから［環境設定］を選びます。

2 ［環境設定画面］が表示されます。

※［UUIメールEX］画面の環境設定アイコンをクリックしても［環境設定］画面

を表示させることができます。

［UUIメールEX］アイコン

　●UUIメールの設定

［UUIメール］タグをクリックします。

［UUIメール］タグ

・□［メール到着検出時にポップアップする］

本項目をチェックすると、UUIメールの着信を検出した場合、メール受

信画面がポップアップ表示されます。

4   適用  ボタンをクリックしてから  OK  ボタンをクリックします。

□［メール到着検出時にポップアップする］

必要に応じて次の設定をします。

［発信者名］欄

3 ［発信者名］欄にUUIメールの発信者名を入力します。

半角文字10文字（全角文字5文字）で入力してください。

本項目で設定した発信者名がUUIメール送信画面の発信者として表示されます。
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8-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0の場合

手順

1 タスクトレイの［UUI メール EX］アイコンを右クリックし、ポップアップメ

ニューから［環境設定］を選びます。

2 ［環境設定画面］が表示されます。

※［UUIメールEX］画面の環境設定アイコンをクリックしても［環境設定］画面

を表示させることができます。

［UUIメールEX］アイコン

　●遊遊メールの設定

［遊遊メール］タグをクリックします。

［遊遊メール］タグ

・［BIGLOBE-ID］欄

発信者のBIGLOBEの IDを入力します。

・［発信者番号通知］欄

らくらくユーティリティで設定されたデータポートの自己アドレスが表示され

ます。ここでは編集できません。

未設定の場合は、らくらくユーティリティでデータポートの自己アドレスを登

録し、データポートに対する「発信者番号通知」を「行う」に設定してください。

3   適用  ボタンをクリックしてから  OK  ボタンをクリックします。

次の設定をします。

［BIGLOBE-ID］欄

［発信者通知番号］欄
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8-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0の場合

手順

1 タスクトレイの［UUI メール EX］アイコンを右クリックし、ポップアップメ

ニューから利用されるサービスの送信［UUIメール送信］、［電子メール送信］、

［ショートメッセージ送信］を選びます。

2 ［UUIメール送信］画面が表示されます。

［利用サービス］欄が使用するサービス内容のメール送信になっているか確認し

ます。使用するサービス内容になっていない場合は、プルダウンメニューの中か

ら使用するサービス内容を選びます。

  手入力  ボタン

  追加  ボタン

［利用サービス］欄

  差込ファイル  ボタン

  送信  ボタン

●UUIメールの送信

［メッセージ］欄

［UUIメールEX］アイコン
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8-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0の場合

●送信先を直接入力

［UUIメール送信］画面で  手入力  ボタンをクリックして、［宛先入力画面］に、

送信先（相手の電話番号やメールアドレス）を入力して、　OK  ボタンをクリッ

クします。

●登録した相手を指定

［UUIメール送信］画面で  追加  ボタンをクリックして、［宛先選択画面］から

送信する相手をクリックして選択します。複数の宛先の選択が可能です。

［宛先選択画面］には、アドレス帳に登録されている名前が表示されます。

アドレス帳に登録する 参照�次ページ

4 ［メッセージ］欄にメッセージを入力します。

［メッセージ］欄の上に入力可能文字数が表示されています。（入力可能文字数は、

半角文字単位です。半角文字は1文字、全角文字は2文字として数えます。）

あらかじめ保存しておいたメッセージを［メッセージ］欄に入力するときは、　

　差込ファイル  ボタンをクリックして、保存してあるメッセージファイルを選

びます。

5   送信  ボタンをクリックして送信します。

・メール送信が終了すると［送信結果］画面が表示されます。

6 送信終了後AtermのSD/RDランプが消灯していることを確認してから  OK  ボ

タンをクリックします。

3 メール送信先を指定します。指定のしかたは以下の2つがあります。
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8-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0の場合

●アドレス帳に登録する

手順

1 タスクトレイの［UUI メール EX］アイコンを右クリックし、ポップアップメ

ニューから［アドレス帳］を選びます。

2 ［アドレス帳］画面が表示されます。

※［UUIメール EX］画面または、［UUIメール送信］画面の［アドレス帳］アイコ

ンをクリックしても［アドレス帳］画面を表示させることができます。

「アドレス」を入力します。

入力するときは、入力する枠をダブルクリックするとその枠内に入力することが

できます。

［UUIメールEX］アイコン
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8-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0の場合

・編集する場合は編集したい枠をダブルクリックを行うと、編集可能となり

ます。

・名前、電話番号、電子メールアドレス、ショートメッセージ送信アドレスの

それぞれの項目をクリックすると、選択した項目で並び替えます。もう一

度同じ項目をクリックすると、昇順、降順が変更されます。

3 入力が終了したら、  適用  ボタンをクリックし、  OK  ボタンをクリックします。

・UUIメール送信は、「電話番号／サブアドレス」の形式で入力してください。

指定した送信先にはUUIメールを受信できるAtermが接続されている必

要があります。

電話番号とサブアドレスの区切りのセパレータは、「/」（スラッシュ）を使

用して下さい。「＊」や「#」を設定した場合は、らくらくユーティティを使

用して「/」に設定して下さい。

（例：03-1234-5678/99999）

・電子メールアドレスは、電子メール送信の送信先メールアドレスを指定し

てください。

（例：mail@domain.nec.co.jp）

・ショートメッセージ送信アドレスは、ショートメッセージの送信先メール

アドレスを指定してください。

（例：050l2345678@shortmail.or.jp）
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8-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0の場合

●メールの着信

UUIメール、電子メールが届くと、AtermのMSGランプがオレンジ色に点滅します。

また、タスクトレイの中のUUIメールEXアイコンも点滅します。

UUIメールEXユーティリティの設定により、「新着メール通知」画面がポップアップ表示され

ます。

電子メール着信通知・U U Iメール着信の設定が正しく行われていないと

AtermのMSGランプは点滅しません。

タスクトレイのアイコン

アイコンの色により現在のメール受信状況をあらわします。

（点灯）受信しているメールがありません。

（青の点滅）UUIメール着信があります。

（赤の点滅）電子メール着信があります。

（紫の点滅）電子メール着信とUUIメール着信の両方があります。

手順

1 ［新着メール通知］画面の  はい  ボタンをクリックします。

「新着メール通知」を利用しない場合

①タスクトレイの中のUUIメールEXのアイコンを右クリックします。

②・電子メール着信通知の場合、［電子メール着信通知］を選択します。

・UUIメールの場合、［UUIメール受信］を選択します。
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8-2　Windows98/Windows95/Windows NT4.0の場合

TA機能を利用して、インターネットなどに接続しているときはAtermと接続

しているパソコンのシリアルポート（COMポート）を利用していますので、

UUIメール EXを起動することはできません。

2 UUIメールEXのメイン画面が表示された後、［メール参照］画面または、［UUI

メール参照］画面が表示されます。

●電子メール着信通知の場合

利用するメールソフトが指定してある場合は、  メーラー起動  ボタンをクリッ

クしてメールを取り込みます。

3   OK  ボタンをクリックします。

●UUIメールの場合

送信先に返事を送る場合は、  返信  ボタンをクリックすると［メール送信］画

面を表示して、返信メールを作成、送信することが出来ます。

　□［引用する］にチェックマークを付けると、メール送信画面に受信したメー

ル内容をコピーすることが出来ます。

□［引用する］
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手順

1 Atermに添付のCD-ROMをCD-ROMドライブにセットします。

2 CD-ROM内の「メールサービスユーティリティ」フォルダごと、ハードディスク

にコピーします。

3 「メールサービスユーティリティ」フォルダ内の「mlid.dat」ファイルのみシステ

ムフォルダ内の初期設定フォルダに移動します。

これでインストールは終了です。

8-3 Macintoshの場合

電子メール着信通知・UUIメールのインストール...
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8-3　Macintoshの場合

手順

BIGLOBEの電信メール着信通知サービスが開通したことを確認する場合は、

上記のユーザ ID宛にメールを送信し、AtermのMSGランプがオレンジ色に

点滅することをチェックします。

電子メール着信通知の利用方法...

電子メール着信通知の名前・ユーザID新規登録

電子メール着信通知情報を見るためには、Atermにユーザ IDの新規登録が必要です。

 IDが未登録だとメール着信通知情報は受け取れません。 Atermの電源が入っていない場合も

メール着信通知情報は受け取れません。

1個の名前に対して最大5件までユーザ IDを登録することが可能です。

1個の名前に対して複数のユーザ IDを登録する場合はカンマ  「,」で区切っ

て入力してください。

2 ［電子メール着信通知〔名前・ユーザー ID新規登録〕］画面が表示されます。

①「名前」と「ユーザ ID」を入力します。

名前欄には適当な名前を入力し、ユーザID欄にはBIGLOBEに登録した通知表

示名を入力します。

　名前は半角8文字、全角4文字までです。

1 インストールした［メールサービスユーティリティ］フォルダ内の［ユーザID新

規登録］アイコンをダブルクリックします。

●［ユーザ ID新規登録］プログラムの起動

②  登録  ボタンをクリックします。
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8-3　Macintoshの場合

手順

手順

1 ［メールサービスユーティリティ］フォルダ内の［ユーザ ID削除］アイコンをダ

ブルクリックします。

電子メール着信通知のメール通知情報の読み出し

AtermのMSGランプがオレンジ色に点滅している場合、メールが到着していることを知らせ

ています。

パソコンにインストールした電子メール着信通知用ユーティリティを起動し、メール到着件

数を確認します。

電子メール着信通知の名前・ユーザID削除

●［ユーザ ID削除］プログラムの起動

2 ［電子メール着信通知〔名前・ユーザー ID削除〕］画面が表示されます。

①登録されている名前の中から、削除したいものを選択し、  削除  ボタンをクリッ

クします。

②削除確認後、  終了  ボタンをクリックします。

1 ［メールサービスユーティリティ］フォルダ内の［メール通知情報］アイコンをダ

ブルクリックします。

情報がない場合、メール通知情報画面は起動しません。

●［メール通知情報］プログラムの起動
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8-3　Macintoshの場合

手順

電子メール着信通知の過去のメール通知情報の読み出し

メール通知情報画面を開くと、自動的にメール着信通知情報がログファイルに記録されます。

ログファイル名は名前・ユーザ ID新規登録画面で登録した名前が使用されます。

●［記録情報］プログラムの起動

メール通知情報画面が現れると、Aterm本体に記憶されていた到着メール件数は

消去され、MSGランプは消灯します。

2 ［電子メール着信通知〔メール通知情報〕］画面が表示されます。

この画面にはユーザ ID毎に到着メール件数が表示されます。

2 ［電子メール着信通知〔過去のメール通知情報表示〕］画面が表示されます。

ログファイルを消去する場合は、  消去  ボタンを押して下さい。

1 ［メールサービスユーティリティ］フォルダ内の［記録情報］アイコンをダブルク

リックします。
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8-3　Macintoshの場合

手順

1 ［メールサービスユーティリティ］フォルダ内の［UUIメール］アイコンをダブル

クリックします。

UUIメールの利用方法...

UUIメールの送信

2 ［UUIメール］画面が表示されます。

  メール送信  ボタンをクリックします。

3 ［UUIメール〔送信〕］画面が表示されます。

UUIメールの送信先は、手入力することも、アドレス帳から選択することもでき

ます。ここでは、手入力する場合について説明します。

  手入力  ボタンを押します。

4 宛先電話番号の画面が表示されます。

①［宛先電話番号（アドレス）］欄と［宛先電話番号（サブアドレス）］欄にそれぞ

れ入力します。

②  OK  ボタンをクリックして宛先を確定します。

  手入力  ボタン
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8-3　Macintoshの場合

5 ［UUIメール〔送信〕］画面に戻ります。

①［新規送信メール］欄に、送信したいメッセージを入力します。

送信メッセージは最大50文字です。

（半角文字で100字、全角文字で50字まで可能です。）

②  送信  ボタンをクリックします。

メールの送信を開始します。

メール送信中表示画面が現れ、メール送信が正常終了すると正常終了画面に変わ

ります。

●アドレス帳について

［UUIメール〔送信〕］画面では、あらかじめ作成しておいた「アドレス帳」を使うこともでき

ます。

手順

1 ［UUIメール〔送信〕］画面から、  編集  ボタンをクリックします。

  送信  ボタン

  編集  ボタン
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8-3　Macintoshの場合

2 アドレス帳を編集する画面が表示されます。

  追加  ボタンを押します。

3 送信先を登録する画面が表示されます。

①［電話番号（アドレス）］欄と［電話番号（サブアドレス）］欄に、送信したい相手

先の情報を入力します。

②  OK  ボタンをクリックします。

4 宛先電話番号が確定すると、送信宛先の枠に電話番号が表示されます。

  保存  ボタンを押して、アドレス帳を保存します。

保存が終了すると、［UUIメール〔送信〕］画面に戻ります。

  追加  ボタン

  保存  ボタン
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8-3　Macintoshの場合

送信メッセージは最大50文字までです。

既存ファイルの内容が50文字を超えている場合は、最初の50文字までが差

し込まれます。

●ファイルの差込について

さらに［UUIメール〔送信〕］画面では、送信メッセージへのテキストファイルの「差込」も行

うことができます。

1 ［UUIメール〔送信〕］画面から、  差込  ボタンをクリックします。

手順

2 ファイルを選択する画面が表示されます。

あらかじめ作成しておいた差込用のテキストファイルを指定して、  開く  ボタ

ンをクリックします。

［UUIメール〔送信〕］画面に戻り、指定した差込用ファイルの内容が［新規送信

メール］欄に反映されます。

  差込  ボタン
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8-3　Macintoshの場合

手順

受信メール一覧には、到着しているメッセージの最初の10文字が表示されます。

受信メールを選択してダブルクリックすると、受信メール欄にメッセージが表示

されます。

  保存  ボタンは受信メールを保存したい場合に使用します。

※保存を行わないと、受信メールは保存されません。

  終了  ボタンをクリックすると、UUIメールは終了します。

UUIメールの受信

AtermのMSGランプがオレンジ色に点滅している場合、UUIメールが到着しているか、ある

いは電子メール着信通知があることを知らせています。

電子メール着信通知の「メール通知情報」を起動して、到着メール件数を読み出してもMSGラ

ンプが点滅している場合は、UUIメールが到着しています。

1 ［メールサービスユーティリティ］フォルダ内の［UUIメール］アイコンをダブル

クリックします。

3 ［UUIメール〔受信〕］画面が表示されます。

2 ［UUIメール］画面が表示されます。

  メール受信  ボタンをクリックします。
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9 ATコマンド

9-1 ATコマンドの説明

9-2 ATコマンドの入力方法

9-3 ATコマンド一覧

Windows®98はMicrosoft® Windows®98 operating system の略です。
Windows®95はMicrosoft® Windows®95 operating system の略です。
Windows NT®4.0はMicrosoft® Windows NT® operating system version4.0の略です。
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ここではデータポートに接続したAtermを制御するATコマンドの概要と、ATコマンドを使

用する際に必要なことについて解説します。

■ ATコマンドとは

ATコマンドとは、Atermの便利な機能を使うときに、Atermに設定を命令するためのコマン

ドです。ATコマンドは、米国Hayes社が自社用モデムのために開発、使用した非同期端末用

の自動発着信方式の一種で、コマンドの大部分が「AT」で始まるところからこう呼ばれていま

す。Atermは、このコマンドに準拠し、さらに拡張コマンドの一部や独自のコマンドをサポー

トしています。

ATコマンドは、「コマンド」と「Sレジスタ」並びに「リザルトコード」から成り立っています。

「コマンド」は、パソコンがターミナルアダプタに対し動作を指示するときに使用します。

ターミナルアダプタからパソコンに対するコマンド実行結果の報告や、着信の報告等を「リザ

ルトコード」といいます。また、コマンドを実行する際には、「Sレジスタ」を参照する場合が

あります。「Sレジスタ」は、ATコマンドにより書き換えることができます。「Sレジスタ」の内

容を指定することにより、発着信動作を詳細に規定することができます。

Atermはパソコンの ER信号オンで通信可能になります。

ER信号をオンできないパソコンの場合はらくらくユーティリティやAT&Dコ

マンドで「ER信号を常時ONとみなす」に設定してください。

9-1 ATコマンドの説明
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9-1　ATコマンドの説明

ATコマンドは次の形式で入力します。

・文字は半角を使用してください。

・ATは atでもかまいません。Atや aTは使用できません。
・コマンドは、最大184字まで入力できます。184字を越えた場合はERRORをパソコンに返します。
・複数のコマンドを連続して入力することもできます。

・コマンドの中には、コマンドの後ろにパラメータを必要とするものがあります。このパラメータが

省略された場合は ,”0"とみなします
・CR（改行キーやReturnキー）は復帰文字でありコマンドの区切りを示します。復帰文字は S3レ
ジスタで変更できますが、通常はそのままで使用してください。

・LFは省略できます。
・LFは改行文字です。改行文字はS4レジスタで変更できますが、通常はそのままで使用してください。
・コードはアスキーを使用します。

・Atermは、ATコマンドからパソコンのデータポート速度・データビット長・パリティを自動的に
判別してそれに合わせます。

コマンド

Sレジスタは、自動発着信の動作を規定する各種パラメータ（RING回数、時間、文字）を格納するレジ
スタです。Sレジスタの内容は、ATSnコマンドで変更できますが、通常は工場出荷時で使用します。

Sレジスタ

リザルトコード

A　 T 　  コマンド　   CR　 LF

リザルトコード

・CR（改行キーやReturnキー）は復帰文字でありコマンドの区切りを示します。復帰文字は S3レ
ジスタで変更できますが、通常はそのままで使用してください。

・コードはアスキーを使用します。

CR　  LF CR　  LF

（英語）

・CR（改行キーやReturnキー）は復帰文字でありコマンドの区切りを示します。復帰文字は S3レ
ジスタで変更できますが、通常はそのままで使用してください。

・LFは改行文字です。改行文字はS4レジスタで変更できますが、通常はそのままで使用してください。
・コードはアスキーを使用します。

（2） 数字表示によるリザルトコード
リザルトコードが数字表示になっていると通信できない場合があります。

リザルトコードはVコマンドの設定に対応して、次のいずれかの形式で表示されます。

（1） 英語表示のリザルトコード

リザルトコード CR

（数字）
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ATコマンドを入力するときは、ターミナル画面を表示できる通信ソフトを用意して、直接ATコマ
ンドを入力できる状態に切り替える必要があります。ここでは、Windows95のハイパーターミナ
ルを例に挙げて、具体的に入力方法を説明します。

手順

1 タスクバーの  スタート  →［プログラム］→［アクセサリ］→［ハイパーターミナル］

の順に選択します。

2 ［HyperTerminal］画面が表示されます。

［Hypertrm］アイコンをダブルクリックします。

3 ①［接続の設定］画面で、名前を入力し、アイコンを選択します。

　ここでは「Aterm」という名前を入力します。
②   OK  ボタンをクリックします。

4 ①［電話番号］画面が表示されるので、［接続方法］から［COM×ポートへダイレクト］

を選択します。

※「COM×」は「COM1」など、Atermのデータポートに接続されているパソコン本
体のポートを指します。

②   OK  ボタンをクリックします。

5 ①［COM ×のプロパティ］画面が表示されるので、［ビット /秒］の欄を［2400～

115200］に設定します。

②  OK  ボタンをクリックします。

　ターミナル画面が表示されるので、「AT」と入力し、［Enter］キーを押します。「OK」
と表示されたら、ATコマンドが入力可能な状態です。

●Macintoshでは、通信ソフトウェアが標準添付されていません。ATコマンドが使える通信ソフト
ウェアを雑誌やオンラインで入手するか、購入されることをおすすめします。

●Windows98/Windows95、Windows NT4.0のインストールのしかたによっては、ハイパーター
ミナルがインストールされていない場合があります。その場合はWindows98/Windows95、

Windows NT4.0の説明書を参照し、インストールしてください。

9-2 ATコマンドの入力方法
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要�概�能�機�

C¥ 示�表�金�料�信�通�積�累� －�

○�D¥ IUU 示�表�と�定�設�の�プ�ン�ラ�ル�ー�メ� 注�

L¥ 示�表�報�情�信�着�発� －�

○�M¥ 示�表�と�定�設�の�プ�ン�ラ�知�通�ル�ー�メ�子�電� 注�

○�Q¥ 定�設�の�式�方�御�制�ー�ロ�フ� 3

S¥ 示�表�定�設�種�各� －�

○�A$ グ�ロ�ナ�ア� A 示�表�と�定�設�の�ト�ー�ポ� 注�

○�B$ グ�ロ�ナ�ア� B 示�表�と�定�設�の�ト�ー�ポ� 注�

○�C$ グ�ロ�ナ�ア� C 示�表�と�定�設�の�ト�ー�ポ� 注�

○�D$ 示�表�と�定�設�の�通�共�ト�ー�ポ�グ�ロ�ナ�ア� 注�

注�

H$

L LCDの設定と表示�$

示�表�ス�レ�ド�ア�用�送�転�信�着� －�

○�

○�

M$ ト�ー�ポ�タ�ー�デ� spbk821 チ�ル�マ�
ク�ン�リ� PPP 示�表�と�定�設�の�

注�

○�N$ 示�表�と�定�設�の�ト�ー�ポ�タ�ー�デ� 注�

S$ 存�保�の�タ�ー�メ�ラ�パ� －�

◎�Y$ 録�登�ス�レ�ド�ア�先�送�転�信�着� －�

◎�Z$ 録�登�ス�レ�ド�ア�元�送�転�信�着� －�

S S 定�設�の�タ�ン�イ�ポ�タ�ス�ジ�レ� 0

? す�示�の�タ�ン�イ�ポ�タ�ス�ジ�レ�
更�変�容�内�タ�ス�ジ�レ�

－�

○�=

○�

S す�示�の�タ�ン�イ�ポ�タ�ス�ジ�レ�
更�変�容�内�タ�ス�ジ�レ�

－�

++

＊PX1

○�＊PC

○�＊PR

◎�＊PN

� ＊P?

i・ナンバーの使用設定�

+ ド�ン�マ�コ�プ�ー�ケ�ス�エ� －�

－�

i・ナンバー発信　i・ナンバー情報� －�

i・ナンバー着信　i・ナンバー情報� －�

i・ナンバー情報の電話番号� －�
i・ナンバー設定表示� －�

コマンド� 初期値�
要�概�能�機�

A 答�応�信�着� －�

D 信�発�ル�ヤ�イ�ダ� －�

○�E 定�指�ー�コ�エ� 1

H 断�切� －�

I 示�表�ド�ー�コ�置�装� －�

N 定�設�の�度�速�線�回� 0

O
ド�ー�モ�ド�ン�マ�コ�の�中�信�通�タ�ー�デ�
す�戻�へ�ド�ー�モ�信�通�タ�ー�デ�ら�か�

－�

○�Q 定�設�無�有�ド�ー�コ�ト�ル�ザ�リ� 0

○�V 定�設�ト�ッ�マ�ー�ォ�フ�ド�ー�コ�ト�ル�ザ�リ� 1

○�W ド�ー�コ�ト�ル�ザ�リ� GNIR 定�設�の�示�表� 0

○�X 定�設�ト�ッ�セ�ド�ー�コ�ト�ル�ザ�リ� 3

Z 化�期�初�の�タ�ー�メ�ラ�パ� －�

○�S/
の�ト�ー�ポ�タ�ー�デ�

定�設�の�タ�ー�レ�パ�セ�ス�レ�ド�ア�ブ�サ�
/

○�C& DC 定�設�の�御�制�号�信� 1

○�D& RE 定�設�の�御�制�号�信� 0

H& 示�表�の�号�番�別�識�・�縮�短� －�

○�K& 定�設�の�式�方�御�制�ー�ロ�フ� 3

○�S& RD 定�設�の�御�制�号�信� 0

◎�Z& 録�登�の�号�番�別�識�・�縮�短� －�

C#
、�金�料�信�通�の�ト�ー�ポ�タ�ー�デ�

示�表�の�由�理�断�切�
－�

H# 示�表�ス�レ�ド�ア�己�自�用�ト�ー�ポ�タ�ー�デ� －�

AH# －�

BH# －�

CH# －�

R# 否�拒�信�着� －�

◎�Z# 録�登�ス�レ�ド�ア�己�自�用�ト�ー�ポ�タ�ー�デ� －�

◎� AZ# －�

◎� BZ# －�

◎� CZ# －�

○�

データ・ルータポート着信応答の設定�L& 注�○�

コマンド� 初期値�

アナログAポート用自己アドレス登録�

アナログBポート用自己アドレス登録�

アナログCポート用自己アドレス登録�

アナログAポート用自己アドレス表示�

アナログBポート用自己アドレス表示�

アナログCポート用自己アドレス表示�

◎のついたコマンドのパラメータの内容は、電源を切っても保持されます。○のついたパラメータ

の内容は、セーブコマンド（AT＄S）を実行すると電源を切っても保持されます。

コマンド一覧

9-3 ATコマンド一覧

注：初期値については各コマンドの説明を

参照してださい。
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9-3　ATコマンド一覧

A
機能： 「RING」が表示されているときに本コマンドを入力して相手と通信中にします。
書式： ATA
パラメータ： なし

入力例： ATA

機能： 発信して相手を呼び出します。

書式： ATD＜パラメータ1＞＜ /パラメータ2＞＜パラメータ3＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞相手アドレス（相手電話番号）

S=0～9 ：短縮・識別番号へ発信します。

￥ ：再発信します。

＜パラメータ2＞相手サブアドレス
＜パラメータ3＞ [ユーザ・ユーザデータ

; ：コマンドモードへ入ります。発信するときはO
コマンドを入力します。

CB ：スティルスコールバックの発信をします。

入力例： ATD0123-45-6789[ABCD
ATDS=0
ATD0123-45-6789CB

補足： ・相手電話番号は最大32桁で 0～9の数字が使用できます。
その他の文字は使用しても無視します。

・相手サブアドレスは最大19桁で0～9の数字が使用できます。
また、/以降が省力された場合は相手サブアドレス指定なしとみなします。

/は、/Sコマンドで変更できます。
・ユーザ・ユーザデータは最大128桁で次の文字が使用できます。

0～9、＊、#、英字
ユーザ・ユーザデータの前には [を入れてください。

・ ; はユーザ・ユーザデータ使用時は機能しません。
・ CB指定時は合わせてスティルスコールバック着信許可（＄N10=1）にしてまた、
発信側、着信側ともにフロー制御の設定をしてください。

・ CB指定時のサブアドレスは最大15桁に制限されます。
・ CB指定発信のリダイヤルはできません。
・ CBは必ず最後につけてください。
・ CB は cb でもかまいません。

D

コマンドの説明



267

お
困
り
の
と
き
は
�

その他�

A
T
コ
マ
ン
ド�

索
引�

付
録�

�

9-3　ATコマンド一覧

機能： 通信を切断します。

書式： ATH
パラメータ： なし

入力例： ATH
補足： 最初にエスケープコマンド（+++）を入力し、コマンドモードにしてからHコマン

ドを入力します。

I

機能： 装置コード・装置メーカを表示します。

書式： ATI＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ：装置コード（ATコマンドのバージョン:960）を表示します。

3 ：ファームウェアバージョンを表示します。

4 ：装置メーカ（AtermIR NEC Corporation）を表示します。
入力例： ATI4

N

機能： 回線速度を指定します。

書式： ATN＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ：パソコン側通信ポートの速度と同じ

1 ：1200bps
2 ：2400bps
3 ：4800bps
4 ：9600bps
5 ：14400bps
6 ：19200bps
7 ：28800bps
8 ：38400bps
9 ：57600bps

E

機能： エコーバックするか否かを指定します。

書式： ATE＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ：エコーバックしません。

1 ：エコーバックします。
入力例： ATE0
補足： 工場出荷時は1です。

H
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9-3　ATコマンド一覧

O

機能： エスケープコマンド（+++）を入力した後のオンラインコマンドモードから通信状
態に戻します。

書式： ATO
パラメータ： なし

入力例： ATO

Q

V

機能： リザルトコードを数値で返すか英数文字で返すかを指定します。

書式： ATV＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ：リザルトコードを数値で返します。

1 ：リザルトコードを英数文字で返します。
入力例： ATV0
補足： 工場出荷時は1です。

入力例： ATN4
補足： 工場出荷時は0です。

・フロー制御方式も合わせて設定してください。通常RS-CSフロー制御を選択し
ます。

・Dコマンドの前に入力してください。
・通信相手が異速度通信できないターミナルアダプタのときに、相手のデータポー

ト速度を指定します。

・非同期通信時に使用できます。

・＜パラメータ1＞を0としてパソコン側通信ポートの速度を115200bpsや

230400bpsとしたときは、回線速度は57600bpsとなります。

機能： リザルトコードを返すか返さないかを指定します。

書式： ATQ＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ：リザルトコードを返します。

1 ：リザルトコードを返しません。
入力例： ATQ0
補足： 工場出荷時は0です。
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9-3　ATコマンド一覧

字�数� 語�英� 張�拡�1 張�拡�2 張�拡�3 張�拡�4

0 KO ○� ○� ○� ○� ○�

1 TCENNOC ○� －� －� －� －�

2 GNIR ○� ○� ○� ○� ○�

3 REIRRACON ○� ○� ○� ○� ○�

4 RORRE ○� ○� ○� ○� ○�

5 0021TCENNOC －� ○� ○� ○� ○�

7 YSUB －� －� －� ○� ○�

01 0042TCENNOC －� ○� ○� ○� ○�

11 0084TCENNOC －� ○� ○� ○� ○�

21 0069TCENNOC －� ○� ○� ○� ○�

31 00441TCENNOC －� ○� ○� ○� ○�

41 00291TCENNOC －� ○� ○� ○� ○�

81 00675TCENNOC －� ○� ○� ○� ○�

91 00046TCENNOC －� ○� ○� ○� ○�

12 00023TCENNOC －� ○� ○� ○� ○�

62 00882TCENNOC －� ○� ○� ○� ○�

82 00483TCENNOC －� ○� ○� ○� ○�

ベーシック�

W

X

機能： リザルトコードセットを指定します。

書式： ATX＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ：ベーシックセット

1 ：拡張セット1
2 ：拡張セット2
3 ：拡張セット3
4 ：拡張セット4

入力例： ATX0
補足： 工場出荷時は3です。

リザルトコードセットの一覧を示します。

機能： リザルトコードRINGの表示のしかたを設定します。
書式： ATW＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ：RINGのみを返します。

2 ：RINGの後に続けて相手アドレス、サブアドレス、ユーザ・
ユーザデータを表示します。

入力例： ATW2
補足： 工場出荷時は0です。

アドレスとサブアドレスはサブアドレスセパレータで区切られます。

アドレスまたはサブアドレスとユーザ・ユーザデータの区切りは [です。
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9-3　ATコマンド一覧

/S

機能： データポートのサブアドレスセパレータの表示、設定をします。

書式： AT/S＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞

0 ：セパレータの表示

1 ：セパレータの設定

 = / （工場出荷時）

 = #
 = ＊

入力例： AT/S1=#
補足： ・本コマンドでサブアドレスセパレータを変更した場合は、&Z、#Z、#ZA、#ZB、#

ZC、＄Z、Dコマンドで使用するサブアドレスセパレータも変更してください。
・アナログポートで使用するセパレータ（＊）は固定です。

&C

機能： CD信号制御の設定をします。
書式： AT&C＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ：ER ON時には常にCD ON

1 ：通信中は常にCD ON
入力例： AT&C0
補足： 工場出荷時は1です。

&D

機能： ER信号制御の設定をします。
書式： AT&D＜パラメータ1＞

機能： パラメータの初期化を行います。

書式： ATZ＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ：＄Sコマンドで設定した内容に戻します。

1 ：短縮ダイヤル、自己アドレス、自己サブアドレス、累積通信料

金、着信転送先アドレス、着信転送元アドレス以外のパラ

メータを初期化します。

98：ハードウェアリセットがかかります。（工場出荷時に戻す）

99：ソフトウェアリセットがかかります。
（＄Sコマンドで設定した内容に戻す。）

入力例： ATZ1

Z
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9-3　ATコマンド一覧

&K

機能： フロー制御方式を設定します。

書式： AT&K＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0または5：フロー制御しない。

3または6：RS-CSフロー制御

4 ：XON/XOFFフロー制御
入力例： AT&K4
補足： 工場出荷時は3です。￥Qコマンドと同じ機能です。

&L

機能： データポートとルータポートの着信応答の設定をします。

書式： AT&L＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞

0 ：1,2の設定内容の表示

1 ：データポートの着信応答の設定

1=0：データポートは着信に応答しない

1=1：データポートは着信に応答する（工場出荷時）

2 ：ルータポートの着信応答の設定

2=0：ルータポートは着信に応答しない

2=1：ルータポートは着信に応答する（工場出荷時）
入力例： AT&L1=0
補足： 本コマンドは、ダイヤルインまたは、サブアドレスを指定して、データポートと

ルータポートに着信を振り分けられない場合に使用します。

1（データポート）、2（ルータポート）ともに着信応答するに設定した場合はデータ
ポートの着信が優先します。

&H

機能： 短縮・識別番号を表示します。

書式： AT&H＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0～ 9 ：指定した短縮・識別番号の内容を表示します。

なし ：全ての短縮・識別番号の内容を表示します。

入力例： AT&H

パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ：パソコンのER信号をみる。

1 ：ER信号を常時ONとみなす。

2 ：通信中のみパソコンのERをみる。
入力例： AT&D1
補足： 工場出荷時は0です。
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9-3　ATコマンド一覧

機能： 短縮・識別番号を登録します。

書式： AT&Z＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞＜ /パラメータ3＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 短縮・識別番号。0～ 9の数字。

＜パラメータ2＞ 相手アドレス
＜パラメータ3＞ 相手サブアドレス

入力例： AT&Z0=012345678/910
補足： ・相手アドレスは最大32桁で 0～9の数字が使用できます。

・相手サブアドレスは最大19桁で0～9の数字が使用できます。また、/以降が省
略された場合は相手サブアドレス指定なしとみなします。

/は /Sコマンドで変更できます。
・末尾にCBをつけたスティルスコールバックを行う電話番号は登録できません。

&Z

＃C

機能： 直前のデータポートの通信料金、切断理由コード等を表示します。

書式： AT#C
パラメータ： なし

入力例： AT#C
補足： ・ CAUSE = ＃の後に切断理由コードを表示します。「10-6 切断理由表示・診断

情報表示・生成源表示一覧」308ページを参照してください。
・ SOURCE = の後に生成源を表示します。「10-6 切断理由表示・診断情報表示・

生成源表示一覧」308ページを参照してください。
・ CHARGE = ￥の後に通信料金を表示します。

＃H

機能： データポートの自己アドレス、自己サブアドレスを表示します。

書式： AT#H
パラメータ： なし

入力例： AT#H
補足： ・自己アドレスと自己サブアドレス間はサブアドレスセパレータで区切られます。

・登録されていない場合、BUFFER EMPTYと表示します。

&S

機能： DR信号制御の設定をします。
書式： AT&S＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ：ER ON時は常にDR ON

1 ：通信中は常にDR ON
入力例： AT&S1
補足： 工場出荷時は0です。
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9-3　ATコマンド一覧

＃HB
機能： アナログBポートの自己アドレス、自己サブアドレスを表示します。
書式： AT#HB
パラメータ： なし

入力例： AT#HB
補足： ・自己アドレスと自己サブアドレス間はサブアドレスセパレータで区切られます。

・登録されていない場合、BUFFER EMPTYと表示します。

＃HC

機能： アナログCポートの自己アドレス、自己サブアドレスを表示します。
書式： AT#HC
パラメータ： なし

入力例： AT#HC
補足： ・自己アドレスと自己サブアドレス間はサブアドレスセパレータで区切られます。

・登録されていない場合、BUFFER EMPTYと表示します。

＃R

機能： 着信中に入力することにより、着信を拒否します。

書式： AT#R
パラメータ： なし

入力例： AT#R
補足： 本コマンドの入力途中にリザルトコードが入ると無効となります。つまり、RING

表示から次のRING表示の間に本コマンドを入力する必要があります。

＃HA

機能： アナログAポートの自己アドレス、自己サブアドレスを表示します。
書式： AT#HA
パラメータ： なし

入力例： AT#HA
補足： ・自己アドレスと自己サブアドレス間はサブアドレスセパレータで区切られます。

・登録されていない場合、BUFFER EMPTYと表示します。
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9-3　ATコマンド一覧

＃ZB
機能： アナログBポートの自己アドレスを登録します。
書式： AT#ZB＜パラメータ1＞＜ /パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 自己アドレス

＜パラメータ2＞ 自己サブアドレス
入力例： AT#ZB012345678/3333
補足： ・自己アドレスは最大32桁で 0～9の数字が使用できます。

・自己サブアドレスは最大19桁で0～9の数字が使用できます。
・ /は /Sコマンドで変更できます。

＃ZC

機能： アナログCポートの自己アドレスを登録します。
書式： AT#ZC＜パラメータ1＞＜ /パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 自己アドレス

＜パラメータ2＞ 自己サブアドレス
入力例： AT#ZC012345678/4444
補足： ・自己アドレスは最大32桁で 0～9の数字が使用できます。

・自己サブアドレスは最大19桁で0～9の数字が使用できます。
・ /は /Sコマンドで変更できます。

機能： アナログAポートの自己アドレスを登録します。
書式： AT#ZA＜パラメータ1＞＜ /パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 自己アドレス

＜パラメータ2＞ 自己サブアドレス
入力例： AT#ZA012345678/2222
補足： ・自己アドレスは最大32桁で 0～9の数字が使用できます。

・自己サブアドレスは最大19桁で0～9の数字が使用できます。
・ /は /Sコマンドで変更できます。

＃ZA

機能： データポートの自己アドレスを登録します。

書式： AT#Z＜パラメータ1＞＜ /パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 自己アドレス

＜パラメータ2＞ 自己サブアドレス
入力例： AT#Z012345678/910
補足： ・自己アドレスは最大32桁で0～9の数字が使用できます。

・自己サブアドレスは最大19桁で0～9の数字が使用できます。
・ /は /Sコマンドで変更できます。

＃Z
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9-3　ATコマンド一覧

￥ L

機能： データポート、アナログAポート、アナログBポート、アナログCポートの最新発
信・着信番号や着信しなかった理由を表示します。

書式： AT￥L＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ：最新の発信番号を表示させます。

1 ：最新の着信番号、切断理由、診断情報を表示します。
入力例： AT￥L1
補足： SEND CAUSE=切断理由、DIAGNOSIS=診断情報です。「10-6 切断理由表示・診

断情報表示・生成源表示一覧」308ページを参照してください。

￥M

機能： 電子メール通知のランプ表示設定と設定内容の表示をします。

書式： AT￥M＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞

0 ：1の設定内容の表示

1 ：ランプ点灯選択

1=0 ：電子メール着でランプ点灯しない

1=1 ：電子メール着でランプ点灯する（工場出荷時）
入力例： AT￥M1=0

￥ D
機能： UUIメールのランプ表示設定と設定内容の表示をします。
書式： AT￥D＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞

0 ：1の設定内容の表示

1 ：ランプ点灯選択

1=0 ：UUIメール着でランプ点灯しない

1=1 ：UUIメール着でランプ点灯する（工場出荷時）
入力例： AT￥D1=0

￥ C

機能： データポート、アナログAポート、アナログBポート、アナログCポートの累積通
信料金の表示と初期化をします。

書式： AT￥C＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ：累積通信料金を表示します。

1 ：すべてのポートの累積通信料金を初期化（0円）します
入力例： AT￥C0
補足： データポートの累積通信料金には、ルータ機能による通信料金分も含まれます。
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9-3　ATコマンド一覧

＄A

機能： アナログAポートの設定と表示をします。
書式： AT＄A＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞

0 ：1～12の設定内容の表示

1 ：アナログポート選択

1=0 ：電話で使用する（工場出荷時）

1=1 ：ファクスやモデムで使用する

1=2 ：使用しない

2 ：キャッチホンの選択

2=0 ：使用しない（工場出荷時）

2=1 ：INSキャッチホンを使用する
2=2 ：疑似キャッチホンを使用する

3 ：識別着信

3=0 ：識別着信しない（工場出荷時）

3=1 ：識別着信する

￥S

機能： データポート設定値、Sレジスタ値、ATコマンド状態を表示します。
書式： AT￥S＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ：データポート速度、データフォーマット、フロー制御方式、

エ コー指定、非同期/同期PPPモード、回線状態、信号制御、
信号線状態を表示します。

1 ：Sレジスタの内容をSレジスタ名とともに表示します。

2 ：リザルトコード有無、リザルトコードフォーマット、リザル
ト コードRING表示、リザルトコードセットの状態を表示し
ます。

3 ：Sレジスタの内容を表示します。
入力例： AT￥S0

￥Q

機能： フロー制御方式の設定をします。

書式： AT￥Q＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ：フロー制御なし

1 ：XON/XOFFフロー制御

2 ：CSフロー制御

3 ：RS-CSフロー制御
入力例： AT￥Q0
補足： 工場出荷時は3です。
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9-3　ATコマンド一覧

4 ：HLC設定
4=0 ：HLCを設定しない（工場出荷時）
4=1 ：HLCを設定し着信判定する
4=2 ：HLCを設定するが着信判定しない

5 ：グローバル着信選択

5=0 ：着信する（工場出荷時）

5=1 ：着信しない

6 ：サブアドレスなし着信選択

6=0 ：着信する（工場出荷時）

6=1 ：着信しない

7 ：ダイヤル桁間タイマ設定

7=0 ：5秒（工場出荷時）
7=1 ：9秒
7=2 ：11秒
7=3 ：13秒

8 ：フッキング検出タイマ設定

8=0 ：0.03秒～ 1秒
8=1 ：0.3秒～1秒（工場出荷時）
8=2 ：0.5秒～1.5秒

9 ：発信者番号通知設定

9=0 ：発信者番号通知しない

9=1 ：発信者番号通知する（工場出荷時）

9=2 ：INSネット64申込内容に従う
10：受話音量の設定

10=0 ：小音
10=1 ：中音（工場出荷時）

10=2 ：大音

11：ナンバー・ディスプレイの設定
11=0 ：ナンバー・ディスプレイを使用しない（工場出荷時）
11=1 ：ナンバー・ディスプレイを使用する

12：ナンバー・ディスプレイ（サブアドレス）の設定
12=0 ：サブアドレスはつけない（工場出荷時）

12=1 ：サブアドレスもつける
入力例： AT＄A3=1
補足： ・ HLCを設定した場合、電話を選択していればHLCは「電話」にファクスやモデム

を選択していれば「G2/G3FAX」に自動的に設定します。
・ 12「ナンバー・ディスプレイ（サブアドレス）」は11「ナンバー・ディスプレイ」
を「1」に設定したときに設定します。
（11=0）のときは12の設定は動作に関係しません。
・受話音量の設定は、Atermの電源を切っても保持されます。
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9-3　ATコマンド一覧

機能： 3つのアナログポートに共通する設定と表示をします。
書式： AT＄D＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞

0 ：2～6の設定内容の表示

2 ：停電時のリンガ制御

2=0 ：着信時リンガでなくブザーが鳴る

2=1 ：着信時リンガが鳴る（工場出荷時）

2=3 ：着信を受け付けない

3 ：優先着信ポートの指定

3=0 ：指定しない（工場出荷時）

3=1 ：Aポート優先

3=2 ：Bポート優先

3=3 ：Cポート優先

4 ：内線通話、転送機能使用可否

4=0 ：使用しない

4=1 ：使用する（工場出荷時）

5 ：三者通話使用可否

5=0 ：使用しない（工場出荷時）

5=1 ：使用する

＄D

機能： アナログCポートの設定と表示をします。
書式： AT＄C＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＄Aと同じですが、11「ナンバー・ディスプレイ」と12「ナンバー・ディスプレイ

（サブアドレス）」は使用できません。

入力例： AT＄C4=1
補足： 受話音量の設定は、中音と大音の2段階になります。受話音量の設定は、Atermの

電源を切っても保持されます。

＄C

＄B

機能： アナログBポートの設定と表示をします。
書式： AT＄B＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＄Aと同じですが、11「ナンバー・ディスプレイ」と12「ナンバー・ディスプレイ

（サブアドレス）」は使用できません。

入力例： AT＄B4=1
補足： 受話音量の設定は、中音と大音の2段階になります。受話音量の設定は、Atermの

電源を切っても保持されます。
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9-3　ATコマンド一覧

＄H

＄M

機能： データポートでの128kbpsマルチリンクPPP通信の設定と表示をします
書式： AT＄M＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞

0 ：1～8の設定内容の表示

1 ：マルチリンク通信選択

1=0 ：128kbpsマルチリンクPPP通信しない（工場出荷時）

1=1 ：128kbpsマルチリンクPPP通信する

機能： アナログポートの着信転送元と着信転送先のアドレスとトーキの設定値を表示を

します。

書式： AT＄H
パラメータ： なし

入力例： AT＄H
補足： ・自己アドレスと自己サブアドレス間はサブアドレスセパレータで区切られます。

・登録されていない場合、BUFFER EMPTYと表示をします。

＄L

機能： LCDの設定と表示をします。
書式： AT＄L＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞

0 ：1～2の設定内容の表示

1 ：バックライトの設定

1=0 ：常に点灯

1=1 ：常に消灯

1=2 ：AUTO（初期値）

1=3 ：AUTO + データ通信中は常に点灯

1=4 ：AUTO + Bチャネル使用中は常に点灯

2 ：アナログ発信時の発信ダイヤル表示

2=0 ：ダイヤル番号を表示しない

2=1 ：ダイヤル番号を表示する（初期値）

入力例： AT＄L1=1
補足： データ発信中は常にダイヤル番号を表示します。

「AUTO＋データ通信中は常に点灯」モードではルータ機能で通信中も点灯します。

6 ：通信中転送使用可否

6=0 ：使用しない（工場出荷時）

6=1 ：使用する

入力例： AT＄D3=2
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9-3　ATコマンド一覧

＄N

機能： データポートの設定と表示をします。

書式： AT＄N＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞

0 ：1～14の設定内容の表示

1 ：非同期 /同期PPP変換選択

1=0 ：非同期 /同期PPP変換しない（工場出荷時）

1=1 ：非同期 /同期PPP変換する

2 ：識別着信

2=0 ：識別着信しない（工場出荷時）

2=1 ：識別着信する

3 ：HLC設定

3=N：HLCを設定しない（工場出荷時）

3=0～127
4 ：着信速度チェック

4=0 ：チェックしない（工場出荷時）

4=1 ：チェックする

5 ：グローバル着信選択

5=0 ：着信する（工場出荷時）

5=1 ：着信しない

2 ：リソースBOD選択

2=0 ：リソースBODを行わない（工場出荷時）

2=1 ：リソースBODを行う

3 ：スループットBOD選択

3=0 ：スループットBODを行わない（工場出荷時）

3=1 ：スループットBODを行う

4 ：リンク追加算出時間  （10秒単位）

4=10～60 ：10～60秒 （工場出荷時30秒）

5 ：リンク削除算出時間  （10秒単位）

5=10～60 ：10～60秒 （工場出荷時10秒）

6 ：リンク追加しきい値設定  （10％単位）

6=60～90 ：60～90％ （工場出荷時70％）

7 ：リンク削除しきい値設定  （10％単位）

7=10～40 ：10～40％ （工場出荷時20％）

8 ：2本目接続時の認証

8=0 ：認証しない

8=1 ：認証する（工場出荷時）

入力例： AT＄M2=1
補足： ＄M1は、＄N11コマンドと同様のコマンドです。どちらかを設定すれば有効にな

ります。
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9-3　ATコマンド一覧

＄S

機能： ATコマンドで設定したパラメータや自動ボートレート検出したパソコンの速度を
保存します。

書式： AT＄S
パラメータ： なし

入力例： AT＄S
補足： 短縮ダイヤル、自己アドレス、自己サブアドレス、着信転送先アドレス、着信転送

元アドレス等はその都度保持されるので、本コマンドは必要ありません。

6 ：サブアドレスなし着信選択

6=0 ：着信する（工場出荷時）

6=1 ：着信しない

7 ：リザーブド

設定しないでください

8 ：リザーブド

設定しないでください。

9 ：無通信監視タイマ

9=0 ：監視しない

9=1 ：1分

  〜　　　〜

9=10 ：10分（工場出荷時）

10：スティルスコールバック使用

10=0 ：コールバックしない（初期値）

10=1 ：コールバックする

11：マルチリンク通信選択

11=0 ：128kbpsマルチリンクPPP通信しない（工場出荷時）

11=1 ：128kbpsマルチリンクPPP通信する

12：発信者番号通知設定

12=0 ：発信者番号を通知しない

12=1 ：発信者番号を通知する（工場出荷時）

12=2 ：INSネット64申込内容に従う

13：リザーブド
設定しないでください

14：強制切断タイマ

14=0 ：強制切断しない

14=1 ：1時間で切断する

   〜　　　  〜

14=10：10時間で切断する（工場出荷時）
入力例： AT＄N9=2
補足： 4（着信速度チェック）で「チェックしない」（4=0）が異速度通信を行う動作になり

ます。
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S

機能： Sレジスタポインタを指定します。
書式： ATS＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0～26：Sレジスタ

詳細については「Sレジスタ」（285ページ）を参照してださい。
入力例： ATS0

?

機能： 現在のSレジスタポインタの示すレジスタ内容の表示をします。
書式： AT?
パラメータ： なし

入力例： AT?
補足： Sコマンドと続けることができます。

例）ATS0+AT?→ATS0?

＄Z

機能： アナログポートの着信転送元のアドレスを登録します。

書式： AT＄Z＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ：着信転送元（0）アドレス

1 ：着信転送元（1）アドレス

2 ：着信転送元（2）アドレス
＜パラメータ2＞ 転送元アドレス（電話番号）

入力例： AT＄Z1=987654321
補足： ・本コマンドとあわせて、＄Yコマンドで転送先を設定してください。

・転送元アドレスは最大32桁で0～9の数字が使用できます。
・転送元サブアドレスは最大19桁で0～9の数字が使用できます。
・また、/以降が省略された場合は転送元サブアドレス指定なしとみなします。
・ /は /Sコマンドで変更できます。
・転送トーキの設定は、電話番号毎に設定することはできません。

＄Y

機能： アナログポートの着信転送先のアドレスを登録します。

書式： AT＄Y＜パラメータ1＞＜=パラメータ2＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 0 ：着信転送先（0）アドレス

1 ：着信転送先（1）アドレス

2 ：着信転送先（2）アドレス
＜パラメータ2＞ 転送先アドレス（電話番号）

入力例： AT＄Y1=0123456789
補足： ・本コマンドとあわせて、＄Zコマンドで転送元を設定してください。

・相手アドレスは最大32桁で0～9の数字が使用できます。
・着信転送先の設定はアドレスのみです。サブアドレスは設定できません。
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+++

機能： データ通信中につながっている回線を切らずにコマンドモードへ戻し、コマンドを

入力することができます。

書式： +++
パラメータ： なし

入力例： +++
補足： ・また、+と+の間は1秒以内に入力してください。

・エスケープ文字は、S2レジスタで変更できます。
・通信状態へ戻すには、Oコマンドを入力します。「CONNECT」が表示され通信状
態へ戻ります。

＊PX1

機能： i・ナンバーを使用するかどうかを設定します。
書式： AT ＊PX1<=パラメータ1>
パラメータ： <パラメータ1> 0　：使用しない（初期値）

1　：使用する
入力例： AT＊PX1=1

＊PC

機能： 各ポートで発信時の i・ナンバー情報を設定します。
書式： AT＊PC<パラメータ1><=パラメータ2>
パラメータ： <パラメータ1>　A,B,C（アナログポート）

　N（データポート）

<パラメータ2>　iナンバー情報
入力例： AT＊PCA=1
補足： 初期値はA=1, B=2, C=2, N=1

=

機能： 現在のSレジスタポインタの示すレジスタ内容を更新します。
書式： AT=＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞ 設定値

詳細については「Sレジスタ」285ページを参照してださい。
入力例： AT=2
補足： Sコマンドと続けることができます。

例）ATS0+AT=2→ATS0=2



284

お
困
り
の
と
き
は
�

その他�

A
T
コ
マ
ン
ド�

索
引�

付
録�

�

9-3　ATコマンド一覧

＊P？

機能： i・ナンバーに関する設定内容を表示します。
書式： AT＊P？
入力例： AT＊P？

機能： i・ナンバーの情報の電話番号を登録します。
書式： AT＊PN<パラメータ1><=パラメータ2>
パラメータ： <パラメータ1> i・ナンバー情報

<パラメータ2> 電話番号

入力例： AT＊PN1=0312345678
補足： ・自己サブアドレスは#Z、#ZA、#ZB、#ZCコマンドでポート毎に設定してください。

・電話番号は10桁まで登録できます。

＊PN

＊PR

機能： 各ポートで着信する i・ナンバー情報を設定します。
書式： AT＊PR<パラメータ1><=パラメータ2><,パラメータ3>
パラメータ： <パラメータ1> A,B,C（アナログポート）

N（データポート）

<パラメータ2> iナンバー情報

<パラメータ3> iナンバー情報
入力例： AT＊PRA=1,2
補足： 初期値はA=1, B=2, C=2, N=1
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9-3　ATコマンド一覧

S26値�

0

10

20

30

40

50

80

100

AUTO（0ミリ秒）�

10ミリ秒�

20ミリ秒�

30ミリ秒�

40ミリ秒�

50ミリ秒�

80ミリ秒�

100ミリ秒�

CS遅延時間�

（注1）CS遅延時間はフロー制御なしに設定したときにのみに有効です。

（注2）CS遅延時間S26に設定した値とCS遅延時間の関係を示します。

「AUTO」は、設定した速度の24ビット分、他の設定値「10ミリ秒」～「100ミリ秒」は設

定した速度の24ビット分にその設定値を足した時間になります。

号�番�タ�ス�ジ�レ� 容�　�内� 囲�　�範� 位�単� 味�意� 値�期�初�

0 答�応�動�自�
0

回�
い�な�し�答�応�動�自�

1
1～� 552 け�だ�数�の�値�定�設� "GNIR" る�す�答�応�動�自�、�後�出�送�を�

1
GNIR 出�送�
示�表�数�回�

0～� 552 回� "GNIR" る�す�示�表�を�数�回�た�し�出�送�を�

2
プ�ー�ケ�ス�エ�

字�文�
0

IICSA
プ�ー�ケ�ス�エ� し�な�字�文� 34

1～� 721 を�字�文�た�し�定�設� る�す�と�タ�ク�ラ�ャ�キ�プ�ー�ケ�ス�エ� )+(

3 字�文�帰�復� 0～� 721 IICSA る�す�と�字�文�帰�復�を�字�文�た�し�定�設� )RC(31

4 字�文�行�改� 0～� 721 IICSA る�す�と�字�文�行�改�を�字�文�た�し�定�設� )FL(01

5 字�文�退�後� 0～� 721,23 IICSA る�す�と�字�文�退�後�を�字�文�た�し�定�設� )SB(8

7 視�監�間�時�続�接� 1～�05 秒� る�す�断�切�は�合�場�い�な�が�答�応�に�内�以�間�時�定�設�、�時�信�発� 03

62
SC 間�時�延�遅�
(注�)1

0～� 001 (注�)2
SR が�号�信� FFO ら�か� NO だ�定�設�、�き�と�た�っ�な�に�
け�SC て�せ�さ�延�遅�を�号�信� NO る�す�に�

0

他�の�そ� ん�せ�ま�し�ト�ー�ポ�サ�

0

Sレジスタ
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9-3　ATコマンド一覧

BUSY

字�数� 語�英� 容�内�

0 KO 了�終�常�正�ド�ン�マ�コ�

1 TCENNOC 了�完�続�接�の�と�末�端�手�相�

2 GNIR 知�通�信�着�

3 REIRRACON 断�切�線�回�

4 RORRE ド�ン�マ�コ�正�不�

5 0021TCENNOC spb0021 了�完�続�接�で�

7 YSUB 中�信�通�手�相�

01 0042TCENNOC spb0042 了�完�続�接�で�

11 0084TCENNOC spb0084 了�完�続�接�で�

21 0069TCENNOC spb0069 了�完�続�接�で�

31 00441TCENNOC spb00441 了�完�続�接�で�

41 00291TCENNOC spb00291 了�完�続�接�で�

81 00675TCENNOC spb00675 了�完�続�接�で�

91 00046TCENNOC spb00046 了�完�続�接�で�

12 00023TCENNOC spb00023 了�完�続�接�で�

62 00882TCENNOC spb00882 了�完�続�接�で�

82 00483TCENNOC spb00483 了�完�続�接�で�

機能： 相手話中のため接続に失敗したとき送出します。

書式： BUSY
出力例： BUSY

OK

機能： コマンド正常終了

次の条件のときに送出します。

（1）コマンドが正常であったとき（A,D,Oコマンド実行時はなし）
（2）エスケープコマンド入力後オンラインコマンドモードに入るとき
（3）オンラインモード時にATHコマンドが入力され通信が切断されたとき

書式： OK
出力例： OK

リザルトコード一覧

リザルトコード

リザルトコードの説明
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9-3　ATコマンド一覧

RING

機能： 着信があった場合、応答するまでに2秒間隔で通知します。
書式： RING＜パラメータ1＞＜ /パラメータ2＞＜[パラメータ3＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞発信側のアドレス

＜パラメータ2＞発信側のサブアドレス
＜パラメータ3＞ユーザ・ユーザデータ

出力例： RING
補足： 発信側のアドレス以降を付加させるにはWコマンドで指定します。

NO CARRIER

機能： 通信相手との接続に失敗したときに送出します。

また、通信中何らかの原因で切断した場合も送出します。

書式： NO CARRIER
パラメータ： なし

出力例： NO CARRIER

機能： 相手と通信状態になったときに送出します。

書式： CONNECT＜パラメータ1＞
パラメータ： ＜パラメータ1＞なし ：相手と通信状態になりました。

（ベーシックリザルトコードセットのみ）

1200bps ：回線速度が1200bpsで接続完了しました。

2400bps ：回線速度が2400bpsで接続完了しました。

4800bps ：回線速度が4800bpsで接続完了しました。

9600bps ：回線速度が9600bpsで接続完了しました。

14400bps ：回線速度が14400bpsで接続完了しました。

19200bps ：回線速度が19200bpsで接続完了しました。

28800bps ：回線速度が28800bpsで接続完了しました。

38400bps ：回線速度が38400bpsで接続完了しました。

57600bps ：回線速度が57600bpsで接続完了しました。

64000bps ：回線速度が64000bpsで接続完了しました。
出力例： CONNECT 38400

CONNECT
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9-3　ATコマンド一覧

ERROR

機能： 次の条件のときに送出します。

（1）不正なコマンドが入力されたとき
（2）コマンド入力が最大文字数を超えたとき
（3）Dコマンドで短縮番号を指定して発信しようとしたときに、短縮番号にアドレ

スが登録されていなかったとき

（4）パソコンのER信号がオフのときに発信したとき
（5）アナログポートを使用しているときに＄A、＄B、＄C、＄Dコマンドで設定し

ようとしたとき

書式： ERROR
出力例： ERROR
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10  お困りのときは
Atermを設置・接続・設定する際にお困りの場合の対処方法などについて

説明しています。

10-1 こんなときには

10-2 自己診断する

10-3 修理と現地調査・保守契約について

10-4 Atermに関する問い合わせ先

10-5 NEC PCクリーンスポットの「訪問サービス」

10-6 切断理由表示・診断情報表示・生成源表示一覧

Windows®98はMicrosoft® Windows®98 operating system の略です。
Windows®95はMicrosoft® Windows®95 operating system の略です。
Windows NT®4.0はMicrosoft® Windows NT® operating system version4.0の略です。
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10-1 こんなときには
全機能共通...

電源スイッチを入れても前面のPWRランプが点灯しない
→電源コードが電源コンセントからはずれていないか確認してください。

→パソコンのサービスコンセントを使用している場合は、壁面のコンセントを使用してく

ださい。パソコンの電源スイッチを入れないと通電されないものがあります。

→電源コードが破損してないか確認してください。破損している場合は、お買い上げの販売

店またはNECサービスステーションに相談してください。

液晶ディスプレイに「カイセンショウガイ  レイヤ1ダウン」と表示される
→INSネット64のモジュラコンセントからINSケーブルが抜けていないかどうか確認して

ください。

→ IR450/Dの場合、INSネット64の極性が反転していることがあります。INS回線リバー

ススイッチを逆側に切り替えてください。

→回線は INSネット64に切替わっていますか？ INSネット64の窓口に問い合わせてくだ

さい。

→終端抵抗が正しく設置されているかどうか確認してください。

液晶ディスプレイに「カイセンショウガイ  レイヤ2ダウン」と表示される
→「自己診断」を行って原因を確認してください。 参照�「自己診断する」297ページ

　診断結果が正常な場合、INSネット64の窓口に相談してください。

停電時にＰＷＲランプが点滅しない

→単3アルカリ乾電池が正しくセットされているか確認してください。また、単3アルカリ

乾電池の容量がなくなっている場合は乾電池を交換してください。

→停電モード切替スイッチをONにしているか確認してください。
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10-1　こんなときには

IR450らくらくユーティリティやらくらくバージョンアップが起動しないとき
「Atermが見つかりません。・・・」または「Atermが接続されているポートが

見つかりません。・・・」と表示されるとき

→パソコンとAtermを接続しているRS-232Cケーブルが、正しく接続されているか確認し

てください。

→Atermを接続している接続設定ポートが間違っていないかパソコンのシリアルポートを

確認してください。パソコンによっては複数のシリアルポートがあります。

→ほかの通信ソフトを起動していないか確認してください。使用している場合は、通信ソフ

トを終了してください。

電話（アナログ機器）...

発着信できない

→アナログ機器とAtermのアナログポートが正しく接続されているか確認してください。

→ファクスやモデムの場合、アナログポートとの接続コードが「回線（LINE）」側のコネク

タに接続されているか確認してください。

→ INSネット64のBチャネルを2本とも使用していないか確認してください。データ通信

でBチャネルを2本とも使用している場合でアナログ機器の発着信を行いたいときは、リ

ソースBOD機能を使用する設定を行ってください。

着信できない

→電話機（テレホン設定）や「らくらくユーティリティ」を使って各アナログポートに接続

した通信機器の種類が正しく設定されているか、設定内容を確認してください。

→相手が一般のアナログ電話回線からの場合は、電話機（テレホン設定）や「らくらくユー

ティリティ」を使って「サブアドレスなし着信する」「グローバル着信する」の設定になっ

ているか確認してください。

→識別着信を設定している場合、電話帳で登録した相手かを確認してください。

識別着信を設定していると電話帳で登録した電話番号・サブアドレスともに一致した場

合のみ着信を受け付けます。

→ナンバー・ディスプレイを設定した場合に、ナンバー・ディスプレイ装置以外の機器を接

続していないか確認してください。また、INSネット64のナンバー・ディスプレイサービ

スを利用する場合、アナログＡポートに接続した機器のみ利用することができます。
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10-1　こんなときには

発信できない

→電話機やファクスなどの回線種別が「トーン側（PBと記載されていることもあります）」

に設定されているか確認してください。

設定のしかたは、各アナログポートに接続した通信機器の取扱説明書を参照してください。

ファクス通信ができない

→G4タイプファクスでないか確認してください。

アナログポートに接続したファクスは、G4モードに対応していないため、G4タイプファ

クスとは通信できません。

→ファクスの回路自動選択機能がONになっているか確認してください。

回路自動選択機能は使用できません。手動で選択してください。

→ Fネットの無鳴動着信機能を利用していないか確認してください。

Atermでは対応していないため利用できません。

INSキャッチホンができない
→ INSネット64の INSキャッチホンの契約をしているか確認してください。

詳しくは最寄りの INSネット64の窓口まで問い合わせてください。

→電話機（テレホン設定）や「らくらくユーティリティ」を使って、INSキャッチホンを利用

する設定になっているか確認してください。

疑似キャッチホンができない

→電話機（テレホン設定）や「らくらくユーティリティ」を使って疑似キャッチホンを利用

する設定になっているか確認してください。

→液晶ディスプレイにB1,B2の両方がついていないか確認してください。疑似キャッチホ

ンは両方のチャンネルが空いているときのみ利用できます。

三者通話ができない

→ INSネット64の三者通話の契約をしているか確認してください。

詳しくは最寄りの INSネット64の窓口まで問い合わせてください。

→電話機（テレホン設定）や「らくらくユーティリティ」を使って三者通話を利用する設定

になっているか確認してください。
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10-1　こんなときには

着信転送ができない

→ INSネット64の着信転送の契約をしているか確認してください。

詳しくは最寄りの INSネット64の窓口まで問い合わせてください。

→電話機（テレホン設定）や「らくらくユーティリティ」を使って着信転送元と着信転送先

のアドレスが正しく入力されているか確認してください。

INSボイスワープサービスを利用できない
→ INSネット64の INSボイスワープサービスの契約をしているか確認してください。

詳しくは最寄りの INSネット64の窓口まで問い合わせてください。

→ダイヤルイン契約をしている場合、発信者番号通知のサービスを契約をしているか確認

してください。

データポートからの通信...

着信できない

→データポートにサブアドレスを登録している場合、相手先が正しいサブアドレスを指定

しているか確認してください。

→識別着信を設定している場合、電話帳で登録した相手かを確認してください。

識別着信を設定していると電話帳で登録した電話番号・サブアドレスともに一致した場

合のみ着信を受け付けます。

→相手先とのネットワークプロトコルが合っているか確認してください。

インターネットに接続できない

→プロバイダのアクセスポイントは ISDN回線用の番号か確認してください。

→ IDとパスワードなどの設定が正しいか確認してください。

また、プロバイダから配布された資料にあわせたDNSサーバのIPアドレスを設定してい

るか確認してください。

→回線速度は、プロバイダのアクセスポイントに合っているか確認してください。

→モデム定義ファイルやCCLファイルの設定は、プロバイダがサポートしている回線速度

と合っているか確認してください。
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10-1　こんなときには

無通信監視タイマが働かない

→「らくらくユーティリティ」を使って無通信監視タイマを「監視する」設定になっている

か、また、監視時間を確認してください。

強制切断タイマが働かない

→「らくらくユーティリティ」を使って無通信監視タイマを「切断する」設定になっている

か、また、切断するまでの時間を確認してください。

スループットBOD機能が使用できない
→接続先相手とMP通信をしているか確認してください。スループットBOD機能は、MP通

信時に使用できます。

→「らくらくユーティリティ」を使って、スループットBODに関する各種設定が適切に設

定されているか確認してください。

リソースBOD機能が使用できない
→ INSネット64の通信中着信通知サービスの契約をしているか確認してください。

詳しくは最寄りの INSネット64の窓口まで問い合わせてください。

→接続先相手とMP通信をしているか確認してください。リソースBOD機能は、MP通信時

に使用できます。

→「らくらくユーティリティ」を使ってリソースBODの設定がされているか確認してくだ

さい。

ルータ機能...

発着信できない

→相手先の回線番号が間違っていないか確認してください。

→送信ユーザ ID、送信パスワードが間違っていないか確認してください。

→発信側、受信側の認証プロトコルが間違っていないか確認してください。

→使用しているネットワークプロトコルが間違っていないか確認してください。

Atermのルータ機能ではTCP/IPを利用した通信のみ使用できます。

設定したAtermのIPアドレスがわからなくなった
→工場出荷時の状態に戻してください。

設定した内容はすべて消えてしまいますので、最初から設定をやりなおしてください。
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10-1　こんなときには

パスワードがわからなくなった

→工場出荷時の状態に戻してください。

設定した内容はすべて消えてしまいますので、最初から設定をやりなおしてください。

WWWブラウザから設定画面が表示できない。
→パソコンとAtermが、正しくつながれていることを確認してください。

→ LANケーブルがきちんと差し込んであることを確認してください。

→ LANケーブルの種類が間違えていないか確認してください。

接続する LANケーブルは、ストレートケーブルを使用してください。

→背面の「カスケード切替スイッチ」が正しく設定されていることを確認してください。

→パソコンに設定した IPアドレスやサブネットマスクが、間違っていないか確認して

ください。

→WWWブラウザの設定でProxyサーバの設定が有効になっていないこと確認してく

ださい。

→WWWブラウザの設定で、接続がLAN経由になっていることを確認してください。

AtermのIPアドレスを変更したら設定画面が表示できない
→パソコン側の IPアドレスを確認してください。

Atermと同じサブネットに設定されていないと接続できません。

→AtermのDHCPサーバ機能を利用している場合は、Atermとパソコンを再起動してくだ

さい。

→AtermのDHCPサーバ機能を利用していない場合は、各パソコンの設定方法に従って、

IPアドレスを正しく設定してください。

自動接続できない

→デフォルトルートが指定されていることを確認してください。

→コネクションマネージャで「自動接続を禁止」が選択されていないことを確認してくだ

さい。
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10-1　こんなときには

USBポートが利用できない
→USBケーブルがきちんと差し込んであることを確認してください。

→AtermIR450専用のUSBドライバが正しくインストールされているか確認してくだ

さい。

→使用しているネットワークプロトコルが間違っていないか確認してください。

AtermのUSBポートで使用できるプロトコルはTCP/IPのみです。
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手順

2 ディップスイッチを下図のように設定します。

3 電源を入れます。

電源を入れると自動的に試験が始まります。

試験方法

黒い方にスイッチを移動してください。

1 電源を切ります。

10-2 自己診断する

自己診断機能を使って、Atermのハードウェアに異常がないかを確認することができます。試

験するハードウェアブロックを下の表に示します。

自己診断を行っている最中は、途中で電源を切らないでください。電源を切る

とAtermでバックアップしている内容が正しく保持されないことがあります。

正常に終了したとき

ブザーがピピピ・・・と鳴った後にMSGランプが緑色に点滅します。

液晶ディスプレイには「シンダン   テストOK」と表示されます。

被試験ブロック名� 試験内容�

FLASH

RAM

TCU

LINE

HDLC

OPTION

USB

フラッシュメモリの読み込みが正常か確認します�

RAMの読み込み/書き込みが正常か確認します�

タイマ制御ユニットが正常か確認します�

ISDNインターフェースを制御するS点インターフェース�

制御部が正常か確認します�

通信受送信データの制御部が正常か確認します�

S点ユニット制御部が正常か確認します�

USBがポート制御部が正常か確認します�

8 DIP SW 1
ON

OFF
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10-2　自己診断する

3 試験の終了

電源を切ってディップスイッチを元の設定に戻します。

異常を発見したとき

自己診断で異常が発見されるとMSGランプが赤色に点灯し、ブザーが鳴り続け

ます。どのハードウェアブロックに異常があったかは液晶ディスプレイで確認す

ることができます。

異常があった場合は、 購入された販売店、または300ページに示すNECサービ

スステーションへ持参してください。

被試験ブロック名� 異常時のLCD表示�

FLASH

RAM

TCU

LINE

HDLC

OPTION

USB

Error FLASH

Error RAM

Error TCU

Error LINE

Error HDLC

Error OPTION

Error USB
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スタンプb
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10-3　修理と現地調査・保守契約について

スタンプb
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10-3　修理と現地調査・保守契約について

スタンプb



303

お
困
り
の
と
き
は
�

�

その他�

A
T
コ
マ
ン
ド�

索
引�

付
録�

�

10-3　修理と現地調査・保守契約について

スタンプb
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10-6 切断理由表示・診断情報表示・生成源表示一覧

切断理由表示一覧...

C#TA 示�表�ド�ン�マ�コ�
示�表�く�ら�く�ら� 別�種�由�理�

ス�ラ�ク�常�正�

100 番�欠�

200 し�な�ト�ー�ル�網�継�中�

300 し�な�ト�ー�ル�手�相�

600 可�許�不�ル�ネ�ャ�チ�

700 呼�着�へ�ル�ネ�ャ�チ�の�み�済�定�設�

610 断�切�常�正�

710 ー�ジ�ビ�ザ�ー�ユ�着�

810 し�な�答�応�ザ�ー�ユ�着�

910 し�な�答�応�、�中�し�出�び�呼�ザ�ー�ユ�手�相�

120 否�拒�信�通�ザ�ー�ユ�手�相�

220 更�変�号�番�末�端�手�相�

620 旧�復�断�切�の�ザ�ー�ユ�た�っ�か�な�れ�さ�択�選�

720 中�障�故�末�端�手�相�

820 ）�号�番�全�完�不�（�ト�ッ�マ�ー�ォ�フ�号�番�効�無�

920 否�拒�ィ�テ�リ�シ�ァ�フ�

030 答�応�せ�わ�合�い�問�態�状�

130 他�の�そ�

用�使�ス�ー�ソ�リ�
ス�ラ�ク�可�不�

430 し�な�ル�ネ�ャ�チ�／�線�回�可�用�利�

830 障�故�網�

140 障�故�的�時�一�

240 輳�輻�機�換�交�

340 棄�破�報�情�ス�セ�ク�ア�

440 可�不�用�利�ル�ネ�ャ�チ�求�要�

740 他�の�そ�

供�提�ス�ビ�ー�サ�
ス�ラ�ク�可�不�

940 SOQ 可�不�用�利�

050 可�不�ィ�テ�リ�シ�ァ�フ�た�れ�さ�求�要�

750 可�許�不�力�能�達�伝�

850 力�能�達�伝�可�不�用�利�在�現�

360 他�の�そ�

供�提�未�
ラ�ク�ス�ビ�ー�サ� ス�

560 定�指�力�能�達�伝�供�提�未�

660 定�指�別�種�ル�ネ�ャ�チ�供�提�未�

960 求�要�ィ�テ�リ�シ�ァ�フ�供�提�未�

070 能�可�み�の�力�能�報�情�ル�タ�ジ�デ�限�制�

970 他�の�そ�
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10-6　切断理由表示・診断情報表示・生成源表示一覧

C#TA 示�表�ド�ン�マ�コ�
示�表�く�ら�く�ら� 別�種�由�理�

効�無�
ジ�ー�セ�ッ�メ�
　�ス�ラ�ク�

180 用�使�号�番�呼�効�無�

280 用�使�号�番�ル�ネ�ャ�チ�効�無�

380 用�使�未�号�番�別�識�呼�断�中�た�れ�さ�定�指�

580 し�な�呼�断�中�

680 み�済�旧�復�断�切�に�既�は�呼�断�中�た�れ�さ�定�指�

880 致�一�不�性�属�末�端�

効�無�ス�ラ�ク�
ジ�ー�セ�ッ�メ�

190 択�選�網�継�中�効�無�

590 他�の�そ�

り�誤�順�手�
ス�ラ�ク�

690 足�不�素�要�報�情�須�必�

790 義�定�未�別�種�ジ�ー�セ�ッ�メ�

890 義�定�未�別�種�ジ�ー�セ�ッ�メ�は�た�ま�、�致�一�不�ジ�ー�セ�ッ�メ�と�態�状�呼�

990 義�定�未�は�た�ま�、�し�な�素�要�報�情�

001 容�内�素�要�報�情�効�無�

101 致�一�不�ジ�ー�セ�ッ�メ�と�態�状�呼�

201 復�回�の�了�満�マ�イ�タ�

111 他�の�そ�

721 他�の�そ�インタワーキング�

報�情�断�診�

000 。�た�し�ま�け�付�け�受�を�信�着�に�常�正�は�ト�ー�ポ�本�

102 。�た�し�で�ん�せ�ま�け�付�け�受�を�信�着�め�た�の�中�用�使�は�ト�ー�ポ�本�

112
と�定�設�号�番�信�着�の�ト�ー�ポ�本� SNI ト�ッ�ネ� 46 信�着�め�た�い�な�い�て�し�致�一�が�号�番�先�宛�の�ら�か�

。�い�さ�だ�く�て�し�認�確�を�定�設�号�番�信�着�。�た�し�で�ん�せ�ま�け�付�け�受�を�

212
バ�ー�ロ�グ�、�め�た�る�い�て�れ�さ�定�設�に�」�い�な�し�信�着�「�が�定�設�信�着�ル�バ�ー�ロ�グ�の�ト�ー�ポ�本�

。�い�さ�だ�く�て�し�認�確�を�定�設�信�着�ル�バ�ー�ロ�グ�。�た�し�で�ん�せ�ま�け�付�け�受�を�信�着�ル�

312
と�定�設�ス�レ�ド�ア�ブ�サ�己�自�の�ト�ー�ポ�本� SNI ト�ッ�ネ� 46 し�致�一�が�ス�レ�ド�ア�ブ�サ�先�宛�の�ら�か�

。�た�し�で�ん�せ�ま�け�付�け�受�を�信�着�め�た�い�な�い�て� を�定�設�ス�レ�ド�ア�己�自� 。�い�さ�だ�く�て�し�認�確�

412
サ�、�め�た�る�い�て�れ�さ�定�設�に�」�い�な�し�信�着�「�が�定�設�信�着�し�な�ス�レ�ド�ア�ブ�サ�の�ト�ー�ポ�本�
し�認�確�を�定�設�信�着�し�な�ス�レ�ド�ア�ブ�サ�。�た�し�で�ん�せ�ま�け�付�け�受�を�信�着�し�な�ス�レ�ド�ア�ブ�

。�い�さ�だ�く�て�

512
手�相�に�定�設�号�番�別�識�・�縮�短�、�り�お�て�っ�な�に�」�る�す�信�着�「�が�定�設�信�着�別�識�の�ト�ー�ポ�本�
別�識�。�た�し�で�ん�せ�ま�け�付�け�受�を�信�着�め�た�た�っ�か�な�が�の�も�る�す�致�一�と�号�番�信�発�の�ら�か�

。�い�さ�だ�く�て�し�認�確�を�定�設�号�番�別�識�・�縮�短�び�よ�お�、�定�設�信�着�

122
の�ト�ー�ポ�た�っ�あ�が�信�着� CLH が�定�設� SNI ト�ッ�ネ� 46 の�か�な�の�知�通�信�着�の�ら�か�ら�か� CLH
。�た�し�で�ん�せ�ま�し�致�一�と� CLH 。�い�さ�だ�く�て�し�認�確�を�定�設�の�

132 。�た�し�ま�し�否�拒�を�信�着�、�が�た�し�ま�き�が�信�着�の�ら�か�末�端�ト�ッ�ケ�パ�

1L¥TA 表�ド�ン�マ�コ�
示�表�く�ら�く�ら�

示�

診断情報表示一覧...
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10-6　切断理由表示・診断情報表示・生成源表示一覧

1L¥TA 表�ド�ン�マ�コ�
示�表�く�ら�く�ら�示� 報�情�断�診�

213
SNI ト�ッ�ネ� 46 ヤ�イ�レ�報�情�ザ�ー�ユ�力�能�達�伝�の�か�な�の�知�通�信�着�の�ら�か� 1 違�が�ル�コ�ト�ロ�プ�

。�た�し�ま�い�て�っ�

313
SNI ト�ッ�ネ� 46 が�度�速�ザ�ー�ユ�力�能�達�伝�の�か�な�の�知�通�信�着�の�ら�か� spbK65 着�で�の�た�し�で�

。�た�し�ま�し�否�拒�を�信�

323
SNI ト�ッ�ネ� 46 の�か�な�の�知�通�信�着�の�ら�か� CLL 本�が�度�速�ザ�ー�ユ� AT 致�一�不�と�定�設�度�速�の�

で�士�同�ン�コ�ソ�パ�る�な�異�が�度�速�信�通�、�し�定�設�に�」�い�な�し�ク�ッ�ェ�チ�度�速�信�着�「�。�た�し�で�
。�い�さ�だ�く�て�し�に�う�よ�る�き�で�信�通�も�

523
SNI ト�ッ�ネ� 46 の�か�な�の�知�通�信�着�の�ら�か� CLL 本�が�度�速�間�中� AT の�度�速�い�な�れ�ら�け�受�の�

。�た�し�ま�し�否�拒�め�た�

623
SNI ト�ッ�ネ� 46 の�か�な�の�知�通�信�着�の�ら�か� CLL 本�が�御�制�ー�ロ�フ� AT し�で�致�一�不�と�定�設�の�
本�。�た� AT 。�い�さ�だ�く�て�し�を�定�設�式�方�御�制�ー�ロ�フ�の�

723
SNI ト�ッ�ネ� 46 の�か�な�の�知�通�信�着�の�ら�か� CLL パ�、�長�ト�ッ�ビ�タ�ー�デ�、�長�ト�ッ�ビ�プ�ッ�ト�ス�

本�が�報�情�ィ�テ�リ� TA 。�い�さ�だ�く�て�せ�わ�合�を�定�設�と�手�相�信�通�。�た�し�で�致�一�不�と�定�設�の�

133 4G 。�い�さ�だ�く�て�し�認�確�を�置�装�の�側�手�相�。�た�し�で�信�着�の�ら�か�リ�ミ�シ�ク�ァ�フ�

143
で�中�信�通�ト�ー�ポ�グ�ロ�ナ�ア�は�た�ま�、�中�信�通�ト�ー�ポ�タ�ー�デ� 2 が�信�着�め�た�の�用�使�ル�ネ�ャ�チ�

。�た�し�で�ん�せ�ま�れ�ら�け�付�け�受�

173 は�た�ま�知�通�信�着�ル�ー�メ�子�電� IUU 。�た�し�ま�り�あ�が�知�通�ル�ー�メ�

204 グ�ロ�ナ�ア�め�た�の�中�電�停� B、C 。�た�し�で�ん�せ�ま�け�付�け�受�は�信�着�の�へ�ト�ー�ポ�

114
し�で�ん�せ�ま�け�付�け�受�を�信�着�め�た�る�い�て�っ�な�に�」�い�な�し�用�使�「�定�設�の�ト�ー�ポ�グ�ロ�ナ�ア�

。�い�さ�だ�く�て�し�認�確�を�定�設�ト�ー�ポ�グ�ロ�ナ�ア�。�た�

124
は�キャッチ�

キャッチホン�

疑似キャッチホン�

キャッチホン�

キャッチホン�

キャッチホン�

ホン�信�着�の�し�な�ル�ネ�ャ�チ�。�た�し�ま�け�受�を�信�着�の�し�な�ル�ネ�ャ�チ�に�中�話�通�線�内�
。�す�ま�け�付�け�受�み�の�て�し�対�に�ト�ー�ポ�グ�ロ�ナ�ア�の�中�

224
し�な�ル�ネ�ャ�チ�。�た�し�ま�け�受�を�信�着�の�し�な�ル�ネ�ャ�チ�に�ト�ー�ポ�グ�ロ�ナ�ア�い�な�い�て�し�用�使�

。�す�ま�け�付�け�受�み�の�て�し�対�に�ト�ー�ポ�グ�ロ�ナ�ア�の�中�は�信�着�の�

324 ネ�ャ�チ�。�た�し�ま�け�受�を�信�着�の�し�な�ル�ネ�ャ�チ�に�ト�ー�ポ�定�設�
ま�け�付�け�受�み�の�て�し�対�に�ト�ー�ポ�グ�ロ�ナ�ア�の�中�は�信�着�

の�し�な�ル�
。�す�

424
ャ�チ�。�た�し�ま�け�受�を�信�着�の�し�な�ル�ネ�ャ�チ�に�ト�ー�ポ�定�設�の�し�な�

け�付�け�受�み�の�て�し�対�に�ト�ー�ポ�グ�ロ�ナ�ア�の�中�は�信�着�の�
し�な�ル�ネ�

。�す�ま�

134
。�た�し�ま�け�受�を�信�着�が�ト�ー�ポ�信�着�先�優�、�め�た�る�い�て�れ�さ�が�定�設�の�ト�ー�ポ�信�着�先�優�

。�た�し�で�ん�せ�ま�し�信�着�は�に�ト�ー�ポ�グ�ロ�ナ�ア�い�な�で�ト�ー�ポ�信�着�先�優�、�め�た�の�そ�

999 由�理�の�他�の�そ�
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10-6　切断理由表示・診断情報表示・生成源表示一覧

所�　�場�

00 身�自�ザ�ー�ユ�

10 網�設�私�る�す�続�接�接�直�が�ザ�ー�ユ�

20 網�内�国�る�す�続�接�接�直�が�ザ�ー�ユ�

30 網�継�中�

40 網�内�国�る�す�続�接�接�直�が�ザ�ー�ユ�手�相�

50 網�設�私�る�す�続�接�接�直�が�ザ�ー�ユ�手�相�

70 網�際�国�

01 網�の�先�グ�ン�キ�ー�ワ�タ�ン�イ�

1L¥TA 表�ド�ン�マ�コ�
示�表�く�ら�く�ら�

示�

生成源表示一覧...
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付録

らくらくバージョンアップ

TA機能によるインターネット接続のための手動設定のしかた

（Windows98/Windows95)

プロバイダのDNSサーバアドレスの調べ方

接続テスト（通信試験）

機能一覧

別売りオプション

設定記入シート

Windows®98はMicrosoft® Windows®98 operating system の略です。
Windows®95はMicrosoft® Windows®95 operating system の略です。
Windows NT®4.0はMicrosoft® Windows NT® operating system version4.0の略です。
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らくらくバージョンアップ

Atermは、添付の「IR450らくらくバージョンアップ」を使って、Aterm本体内部のソフトウェ

ア（これをファームウェアということもあります）をバージョンアップすることができます。

※バージョンアップにはルータのパスワードが必要になります。

※「IR450らくらくバージョンアップ」を使用するには、あらかじめ、添付のRS232Cケーブル

でAtermとパソコンを接続しておく必要があります。

※USBポートや、10BASE-Tポートからのバージョンアップはできません。

※お使いのパソコンのOSによって「IR450らくらくバージョンアップ」の操作方法が異なり

ます。

Aterm内部のソフトウェアをバージョンアップする手順の概要を説明します。

手順

1 インターネットに接続します。

2 AtermStationのホームページにアクセスします。

3 AtermStationから新しいソフトウェアをダウンロードして、入手します。

4 IR450らくらくバーションアップユーティリティの中で、新しいソフトウェアを指

定します。

各手順の具体的な説明をします。

●RS232Cケーブルの接続の確認をする

らくらくバージョンアップを起動する前には必ず、添付のRS232CケーブルでAtermとパ

ソコンを接続してください。

※接続方法は、導入マニュアル「3-3ケーブルの接続のしかた」を参照してください。
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手順

1 タスクバーの  スタート  →［プログラム］→［AtermIR450ユーティティ］→

［IR450らくらくバージョンアップ］の順に選択します。

2 ［らくらくバージョンアップ］の画面が表示されます。

  ホームページにアクセス  ボタンをクリックします。

※バージョンアップ用のソフトウェアをお持ちの場合は、  次へ  ボタンをクリッ

クし、手順4から操作してください。

※接続方法は、TA機能でもルータ機能のどちらでもかまいません

プロバイダに接続され、WWWブラウザが起動しAtermStationにアクセスさ

れます。

①AtermStationのメニュー「Version Up」にアクセスします。

②Atermの最新のファームウェア、ユーティリティをクリックします。

③インターネットエクスプローラからの指示にしたがいソフトウェアをダウン

ロードし、パソコンに保存します。保存したファイルの場所と名前をメモして

おきます。

④「お読みください」や「readme」というファイルがあれば内容を読んでおきます。

⑤プロバイダとの接続を終了します。

 ホームページにアクセス
ボタン

Windows98/Windows95/Windows NT4.0の場合...

Windows95の画面で説明します。
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付録　らくらくバージョンアップ

3 「らくらくバージョンアップ］の画面にもどります。

  次へ  ボタンをクリックします。

4 「AtermIRの確認」画面が表示されます。

内容を確認し、  次へ  ボタンをクリックします。

5 ダウンロードしたソフトウェアを選択し  次へ  ボタンをクリックします。

ほとんどの場合、ダウンロードしたファームウェア、ユーティリティは、自己

解凍形式の実行ファイル、または圧縮ファイルになっています。ダウンロード

したファイルをダブルクリックすることなどにより、解凍して使用してくだ

さい。
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付録　らくらくバージョンアップ

※新バージョンは表示されません。

6 「ルータ機能のアクセスパスワード」画面が表示されます。Atermのルータ機能

を一度使用された方は、Atermへのアクセスパスワードを入力してください。そ

うでない方は、そのまま  次へ  ボタンをクリックしてください。

7   実行  ボタンをクリックします。

バージョンアップには、ルータのパスワードが必要となります。

もし、パスワードをお忘れの場合には、Atermを工場出荷時に戻す必要があ

ります。

また、Atermを工場出荷時に戻すと設定済みの全情報が消えてしまいますの

で、あらかじめ、らくらくユーティリティの設定内容、ルータのＷＥＢ設定画

面を開くことが出来る場合は、ルータの設定内容の控えを取ってください。

Atermを工場出荷時に戻すには、導入マニュアルの「2-3 ディップスイッチ

について」を参照してください。

＊＊＊
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バージョンアップの途中で次のような画面がでたときは、何らかの傷害が発生

しました。  OK  ボタンをクリックして再度バージョンアップ操作をしてくだ

さい。

8 AtermのPWRランプが緑色に点灯するのを待ちます。

緑色に点灯したら、  終了  ボタンをクリックします。

バージョンアップが始まります。
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手順

Macintoshの場合...

1 ［IR450ユーティリティ］フォルダをダブルクリックします

バージョンアップをするときは、あらかじめ「AtermStation」のホームページか

ら最新のファームウェアをダウンロードしておきます。

「AtermStation」のホームページアドレスは「http://aterm.cplaza.ne.jp/」です。

※バージョンアップを行うことにより、ルータ関連の設定は初期設定に戻ります

ので、あらかじめ設定内容を控えておいてください。

2 表示された［IR450らくらくバージョンアップ］をダブルクリックします

3   ファイル  ボタンをクリックします

4 あらかじめダウンロードしておいた、最新のファームウェアファイルを選択し、

　開く  ボタンをクリックします

ファイル  ボタン
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バージョンアップを始めます。

5   はい  ボタンをクリックします

6 Atermが再起動し、PWRランプが点灯したら  終了  ボタンを押してください。

らくらくバージョンアップの終了です。
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手順

TA機能によるインターネット接続のための
手動設定のしかた（Windows98/Windows95)

ここでの設定は、らくらくウィザードを使用しないでTA機能を設定する方法です。

1 タスクバーの  スタート  →［設定］→［コントロールパネル］の順に選択します。

2 ［コントロールパネル］の［モデム］アイコンをダブルクリックします。

3 CD-ROMドライブに、添付のCD-ROMをセットし、［モデムのプロパティ］画面

の  追加  ボタンをクリックします。

追加  ボタン

Atermをモデムとしてセットアップ...

Atermを初めて使用するときは、Atermを「使用するモデム」としてセットアップする必要が

あります。この操作は、最初に一度行えば、あとは必要ありません。

※画面は、Windows95の例です。パソコンの種類によって、またWindows98とは画面が多

少異なる場合があります。

Windows98/Windows95の手動設定の手順

Atermをモデムとしてセットアップ

ダイヤルアップネットワークの確認

　 参照�導入マニュアル「4-3-2 TA機能でインターネットへ接続するための設定

-２�ダイヤルアップネットワークの確認」

ネットワークプロトコルの確認

プロバイダの設定



322

付録　TA機能による手動設定のしかた(Windows98/Windows95)

4 ［モデムウィザード］画面が表示されます。

※Windows95を使用している環境によっては、この画面が表示されない場合が

あります。この場合、手順6に進んでください。

① ［ハードウェアウィザードを実行しない］をクリックしてチェックマークを

付けます。

②  次へ  ボタンをクリックします。

5 ① ［モデムを一覧から選択するので検出しない］をクリックしてチェックマー

クを付けます。

②  次へ  ボタンをクリックします。

［ハードウェアウィザードを実行しない］

［モデムを一覧から選択するので検出しない］
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付録　TA機能による手動設定のしかた(Windows98/Windows95)

7 ［フロッピーディスクからインストール］画面が表示されます。

 参照  ボタンをクリックします。

8 ［ファイルを開く］画面が表示されます。

［ドライブ］プルダウンメニューから、添付のCD-ROMをセットしたCD-ROM

ドライブを選択します。

6 モデムの［製造元］と［モデム］の選択画面が表示されます。

 ディスク使用  ボタンをクリックします。

［ドライブ］プルダウンメニュー

 参照 ボタン

 ディスク使用  ボタン
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付録　TA機能による手動設定のしかた(Windows98/Windows95)

10 ［フロッピーディスクからインストール］画面に戻ります。

  OK  ボタンをクリックします。

11 ［モデムウィザード］画面が表示されます。

①通信する相手先に合わせて使用するモデムを選んでクリックします。

②  次へ  ボタンをクリックします。

9 ①［フォルダ］欄から［intnet］をダブルクリックし、さらに［win95］をダブル

クリックします。［ファイル名］欄に［mdmnir］が表示されます。

②  OK  ボタンをクリックします。

アクセスポイントの条件 選択するモデム

非同期 AtermIR ASYNC115
64kbps同期 AtermIR SYNC115
128kbpsマルチリンク PPP AtermIR MP128

モデムは、プロバイダのアクセスポイントにより異なります。不明な場合は、

加入したプロバイダに問い合わせてください。

 ［ファイル名］欄-
 ［mdmnir］

 ［フォルダ］欄
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付録　TA機能による手動設定のしかた(Windows98/Windows95)

12 ①Atermが接続されているポートをクリックします。

②  次へ  ボタンをクリックします。

13 「モデムは正常にセットアップされました。」というメッセージを確認し、  完了  ボ

タンをクリックします。

14 ［モデムプロパティ］画面が表示されます。

選択したモデムが表示され、選択されていることを確認（選択されていない場合は、

クリックして選択してください）し、  プロパティ  ボタンをクリックします。

※このメッセージが表示される前に、所在地を設定する画面が表示されることが

あります。その場合は必要な設定を行って、  OK  ボタンをクリックします。

 プロパティ  ボタン
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※「230400」に設定するには、市販の高速シリアルボードが必要になります。詳

細はパソコンの取扱説明書を参照してください。

15 ①［最高速度］プルダウンメニューから、次の表に合わせた最高速度を選択します。

②  OK  ボタンをクリックします。

16 ［モデムプロパティ］画面に戻ります。

  閉じる  ボタンをクリックして［モデムプロパティ］画面を終了します。

続けて別のモデム情報をインストールする場合は、  追加  ボタンをクリックし、

手順3～16を行ってください。

［最高速度］プルダウンメニュー

モデム情報 最高速度

AtermIR ASYNC115 57600または115200
AtermIR SYNC115 115200
AtermIR MP128 230400

最高速度とは、パソコンとAterm間の最高速度のことで、インターネットの

通信速度のことではありません。通常、インターネットの速度より高く設定

します。
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付録　TA機能による手動設定のしかた(Windows98/Windows95)

手順

●ネットワークプロトコルのインストール

1 タスクバーの  スタート  →［設定］→［コントロールパネル］の順に選択します。

2 ［コントロールパネル］の［ネットワーク］アイコンをダブルクリックします。

3 ［ネットワークの設定］タグで［Microsoft　ネットワーク　クライアント］と

［TCP/IP］が表示されていることを確認します。

［ネットワークの設定］タグ

ネットワークプロトコルのインストールでは、「Microsoft ネットワーク クライアント」と

「TCP/IP」を追加します。

ネットワークプロトコルの確認...

ここでは、インターネットへダイヤルアップ接続に必要なネットワークプロトコルの設定を

します。

※ダイヤルアップネットワークを確認していない方は、導入マニュアルの「4-3-2TA機能でイ

ンターネットへ接続するための設定-２�ダイヤルアップネットワークの確認」 を参照してく

ださい。

●表示されている場合 ：330ページの「プロバイダの設定」 に進ん

でください。

●表示されていない場合 ： 次の「ネットワークプロトコルのインス

トール」を行ってください。
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手順

2 ［ネットワーククライアントの選択］画面が表示されます。

①［製造元］欄で［Microsoft］を選択します。

②［ネットワーククライアント］の欄で［Microsoft ネットワーク クライアント］

を選択します。

③  OK  ボタンをクリックします。

1 ①前ページ「ネットワークプロトコルの確認」で手順3の［ネットワークの設定］

タグより、  追加  ボタンをクリックします。

［ネットワーク構成ファイル追加］画面が表示されます。

②［クライアント］を選択し、  追加  ボタンをクリックします。

［ネットワーク設定］画面

［ネットワーク構成ファイル追加］画面

●Microsoft ネットワーク クライアントの追加

  追加  ボタン

［製造元］欄-［Microsoft］

［ネットワーク クライアント］欄-
［Microsoft ネットワーク クライアント］

3 ［ネットワークの設定］タグに戻ります。

［Microsoft ネットワーク クライアント］が追加されていることを確認してくだ

さい。
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付録　TA機能による手動設定のしかた(Windows98/Windows95)

6 ［ネットワークの設定］タグに戻ります。

①［ネットワークの設定］タグで  OK  ボタンをクリックします。

②「再起動しますか」と表示されますので、  はい  ボタンをクリックします。

パソコンが再起動されます。

以上でネットワークプロトコルのインストールは完了です。

4 ①［ネットワークの設定］タグより、  追加  ボタンをクリックします。

②［ネットワーク構成ファイル追加］画面が表示されます。

③［プロトコル］を選択し、  追加  ボタンをクリックします。

5 ［ネットワークプロトコルの選択］画面が表示されます。

①［製造元］欄で［Microsoft］を選択します。

②［ネットワークプロトコル］欄で［TCP/IP］を選択します。

③  OK  ボタンをクリックします。

●TCP/IPプロトコルの追加

［ネットワーク設定］画面

［ネットワーク構成ファイル追加］画面

  追加  ボタン

［製造元］欄-
［Microsoft］

［ネットワークプロトコル］欄-
［TCP/IP］
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手順

プロバイダの設定...

プロバイダに接続するための設定を行います。設定の内容はプロバイダごとに異なりますの

で、詳細は加入したプロバイダに問い合わせてください。

1 デスクトップの［マイコンピュータ］アイコンをダブルクリックします。

マイコンピュータ画面が表示されます。

2 ［ダイヤルアップネットワーク］アイコンをダブルクリックします。

ダイヤルアップネットワークをはじめて起動したときは、［ダイヤルアップネッ

トワークにようこそ］画面が表示されます。この場合は、  次へ  ボタンをクリッ

クしてください。この画面は次回から表示されません。

3 ［ダイヤルアップネットワーク］画面が表示されます。

［新しい接続］アイコンをダブルクリックします。

4 ①［接続名］欄にわかりやすい接続名（プロバイダ名や通信速度など）を入力します。

②［モデム選択］プルダウンメニューから「Atermをモデムとしてセットアップ」

の手順11で選択したモデムを選択します。

③  次へ  ボタンをクリックします。

［接続名］欄

［モデム選択］

 プルダウンメニュー

●アクセスポイントを設定する
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付録　TA機能による手動設定のしかた(Windows98/Windows95)

［国番号］

 プルダウンメニュー

「市外局番」

「電話番号」

7 ［ダイヤルアップネットワーク］画面より手順4で設定した接続名のアイコンを

選択し、右クリックをして［プロパティ］を選択します。

5 接続先の電話番号を設定する画面が表示されます。

①［市外局番］欄と［電話番号］欄にアクセスポイント先の「市外局番」と「電話番

号」を入力します。

②［国番号］プルダウンメニューから、［日本（81）］を選択します。

③  次へ  ボタンをクリックします。

6   完了  ボタンをクリックします。

  ［プロパティ］
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※画面が異なる場合

8 設定した接続名の画面が表示されます。

※Windows95のバージョンにより、画面が異なる場合があります。

  サーバーの種類  タグ、またはボタンをクリックします。

  サーバーの種類  ボタン

9 ［サーバーの種類］画面が表示されます。

※Windows95のバージョンにより、画面が異なる場合があります。

①［サーバーの種類］プルダウンメニューから［P P P : W i n d o w s 9 5 ,

　Windows NT3.5,インターネット］を選択します。

［詳細オプション］欄は、プロバイダの案内に従って設定します。

［使用できるネットワークプロトコル］欄は、［TCP/IP］のみにクリックして

チェックマークを付けます。

②サーバーの種類の内容を設定したら、  TCP/IP設定  ボタンをクリックします。

［詳細オプション］欄

［使用できるネットワークプロトコル］欄-
［TCP/IP］

［サーバーの種類］プルダウンメニュー

 TCP/IP設定  ボタン

  サーバーの種類  タグ
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付録　TA機能による手動設定のしかた(Windows98/Windows95)

10 ［TCP/IP設定］画面が表示されます。

①プロバイダの案内に従って設定します。

②  OK  ボタンをクリックします。

以上でプロバイダの設定は終了です。

※インターネットへ接続する場合は、導入マニュアルの「4-3-2 TA機能でイン

ターネットへ接続するための設定-５�TA機能でインターネットに接続する...」

を参照してください。

11 ［サーバーの種類］画面に戻りますので、  OK  ボタンをクリックし、設定した接

続名の画面でもう一度  OK ボタンをクリックします。
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プロバイダのDNSサーバアドレスの調べ方

一部のプロバイダ(MSNなど)においてはDNSサーバアドレスが公開されておらず、回線接

続時に行われるプロトコルネゴシエーションにおいてのみ、DNSサーバアドレスが動的に通

知されます。

AtermIR450では、DNSサーバアドレスの設定が必須条件となっており、DNSサーバのアド

レスを設定しないと、DNSサーバへのアクセスができなくなります。

DNSサーバアドレスの調べ方...

Windows98/Windows95の場合

この時、ネットワークのプロパティにおける、TCP/IPの設定で、すでにDNS

の指定がAtermや他のDNSサーバに指定されている場合には、正しく表示さ

れません。あらかじめ「DNSを使わない」に指定して下さい。

1.パソコンがAtermや他のDHCPサーバ（DNSサーバ）と接続されている場合、LANケーブ

ル（またはUSBケーブル）をはずして、パソコンを再起動してください。

2. Atermのデータポートにパソコンを接続します。

3.通常のターミナルアダプタを用いた際のインターネット接続と同様に、TA機能を用いてイ

ンターネットに接続します。

4.「MS-DOSプロンプト」を開き、コマンドラインにて以下のコマンドを入力します。

WINIPCFG /ALL

5. WINIPCFGのウィンドウが開きますので、「ホスト情報」の「DNSサーバ」の項目にあるア

ドレスをご使用下さい。
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付録　プロバイダのDNSサーバアドレスの調べ方

1. AtermのデータポートにMacintoshを接続します。

2.アップルメニューのコントロールパネルより「PPP」または「リモートアクセス」を選択し

て起動します。

3.表示されたウィンドウ内の「オプション」をクリックし、「接続」タグの「詳しい情報も記録

する」のチェックボックスにチェックを入れて、「OK」をクリックします。

4.「接続」をクリックして、インターネットに接続し、正しく接続が確立されるのを確認した

ら切断します。

5.メニューバーの「PPP」の中にある「作業記録」を選択します。

6. PPPの作業ログが表示されますので、その中から割り当てられたDNSサーバのIPアドレス

が表記されている部分を探して確認してください。

表示例：

99.4.15    8:30 AM    IPCP: >> Primary-DNS-Address = XXX.XXX.XXX.XXX

99.4.15    8:30 AM    IPCP: >> Secondary-DNS-Address = YYY.YYY.YYY.YYY

の様になります。この場合、XXX.XXX.XXX.XXXをプライマリDNSに、YYY.YYY.YYY.YYY

をセカンダリDNSに設定して下さい。

（ソフトウェアのバージョンや、機種によって表示が異なることがあります）

Macintoshの場合

Window NT4.0の場合

Windows98/Windows95の場合の注意に従ってください。また、手順も1～3まで同様で

す。次に、「コマンドプロンプト」を開き、コマンドラインにて以下のコマンドを入力します。

IPCPNFIG /ALL

Windows NT IP Configurationが表示されますので、DNSサーバの IPアドレスが表記され

ている部分を探して確認してください。
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既存の LANにあるパソコンから、Atermとの通信ができることを確認します。

Winddows98/Windows95、Windows NT4.0の既存のLANにあるパソコンから、次の操作

を行ないます。

手順 次の手順で確認します。

1   スタート  →［プログラム］→［MS-DOSプロンプト］（Windows NT4.0は［コ

マンドプロンプト］）を選択します。

例

C:￥WINDOWS>ping 192.168.0.1

Pinging 192.168.0.1 with 32 bytes of data:

Reply from 192.168.0.1: bytes=32 time=3ms TTL=64

Reply from 192.168.0.1: bytes=32 time=1ms TTL=64

Reply from 192.168.0.1: bytes=32 time=2ms TTL=64

Reply from 192.168.0.1: bytes=32 time=1ms TTL=64

※ timeの数字は任意

上記のように表示されれば、Atermとの通信ができています。

C:￥WINDOWS>ping 192.168.0.1

Pinging 192.168.0.1 with 32 bytes of data:

Request timed out.

Request timed out.

Request timed out.

Request timed out.

上記のような場合は、Atermとの通信ができていないため、接続ケーブルや、手

順をもう一度確かめてください。

2 「ping」（Atermのアドレス）と入力し、［Enter］キーを押します。

接続テスト（通信試験）
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機能一覧

仕様...

目�項� 成�構�び�よ�お�元�諸� 考�備�

線�回�続�接�
SNI ト�ッ�ネ� 46

USD]D/054RI[ 蔵�内�能�機� ( 有�能�機�し�返�り�折� )

態�形�換�交� /
ル�ネ�ャ�チ�用�使�

換�交�線�回� B/ ル�ネ�ャ�チ�
PM-P( は�た�ま�動�起�時�常� PM-P 動�起�毎�呼� )

状�形�タ�ク�ネ�コ�
D/054RI 6 ク�ッ�ャ�ジ�ラ�ュ�ジ�モ�ン�ピ� )11-JR(

054RI 8 ク�ッ�ャ�ジ�ラ�ュ�ジ�モ�ン�ピ� )54-JR(

ス�－�ェ�フ�タ�ン�イ� ：�ト�ー�ポ�タ�ー�デ� )C232-SR(82.V/42.V
0112OSI 拠�準�

（9 ）�ン�ピ�

能�機�続�接�呼� TA 国�米�（�ド�ン�マ�コ� seyaH ）�拠�準�ド�ン�マ�コ�ム�デ�モ�社�

度�速�信�通� )spbk(

：�期�同�非� 2.91/4.41/6.9/8.4/4.2/2.1
]6.75/4.83/8.82[ 可�信�通�度�速�異�、�御�制�ー�ロ�フ�

：�信�通�期�同�
期�同�非�は�信�通�期�同�※� / 期�同� PPP 信�通�換�変� )spbk46(

は�内�］�　�［�
011.V 外�格�規�

度�速�末�端�
（�ト�ー�ポ�タ�ー�デ� spbK ）�

：�期�同�非� 2.91/4.41/6.9/8.4/4.2/2.1
]4.032/2.511/6.75/4.83/8.82[

は�内�］�　�［�
82.V 外�格�規�

式�方�合�整�度�速� 011.VT-UTI 拠�準�
期�同�非�（� spbK6.75/4.83/8.82 ）�張�拡�

）�り�有�能�機�換�変�Ｐ�Ｐ�Ｐ�期�同�／�期�同�非�（�

様�仕�本�基� ：�タ�ク�ネ�コ�続�接� 6 ク�ッ�ャ�ジ�ラ�ュ�ジ�モ�ン�ピ�
：�数�ト�ー�ポ� 3 ト�ー�ポ�

み�の�号�信�Ｂ�Ｐ�：�ル�ヤ�イ�ダ�信�受�
：�圧�電�給�供� V84 ）�時�荷�負�無�（�

グ�ロ�ナ�ア�：�転�反�性�極� A・B・C ト�ー�ポ�
可�不�続�接�チ�ン�ラ�ブ�末�端�グ�ロ�ナ�ア�※�

ス�－�ェ�フ�タ�ン�イ� BSU ：�ト�ー�ポ� BSU ×�ト�ー�ポ� 1 ト�ー�ポ�
T-ESAB01 ：�ト�ー�ポ� )3.208EEEI(T-ESAB01 ×�4 ト�ー�ポ�

内�（�1 ）�付�チ�ッ�イ�ス�え�替�り�切�ド�ー�ケ�ス�カ�：�ト�ー�ポ�

能�機�続�接�呼� 信�発�動�自�
断�切�動�自�る�よ�に�マ�イ�タ�視�監�信�通�無� / 断�切�制�強�

度�末�端� )spbM( BSU ：�ト�ー�ポ� 21
T-ESAB01 ：�ト�ー�ポ� 01

度�速�信�通� )spbk( ：�信�通�期�同� 821/46

ル�コ�ト�ロ�プ�信�通� ：�信�通�期�同� PPP 、�PM
ト�ッ�プ�ー�ル�ス�（� DOB ス�ー�ソ�リ�、� DOB 、� PCAB ）�

ト�ー�ポ�サ�
ル�コ�ト�ロ�プ� PI

デ
ー
タ
端
末
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス�

ア
ナ
ロ
グ
端
末
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス�

E�
T�
H�
E�
R�
N�
E�
T

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス�

U�
S�
B

・�

64/128

マルチリンクPPP通信（128Kbps）時のみ�

またはOCNエコノミー回線�
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付録　機能一覧

コネクタ仕様...

1 2 3 4 5 6 7 8

5    4    3    2    1

9 8 7 6

ピン 信号 内容 �

  1   TD＋ 送信データ＋�

  2   TD－ 送信データ－ �

  3   RD＋ 受信データ＋ �

  4   NC 未使用�

  5   NC 未使用�

  6   RD－ 受信データ－�

  7   NC 未使用�

  8   NC 未使用�

ピン 信号 方向 内容 �

  1   CD   ← キャリア検出�

  2   RD   ← 受信データ �

  3   SD   → 送信データ �

  4   ER   → データ端末レディ�

  5   SG   信号用設置�

  6   DR   ← データセットレディ�

  7   RS   → 送信要求�

  8   CS   ← 送信可�

  9   CI   ← 被呼表示�

RS232Cコネクタ（D-SUB9ピン） 10BASE-Tコネクタ

ン�マ�ー�ュ�ヒ�
ス�ー�ェ�フ�タ�ン�イ�

DCL 示�表� き�付�ト�イ�ラ�ク�ッ�バ�（� 21 ×�字�文� 2 ）�ム�ラ�グ�ト�ク�ピ�＋�行�
示�表�態�状� DEL ×�4（2色� )DEL
T-ESAB01 タ�ニ�モ�ト�ー�ポ�

チ�ッ�イ�ス�プ�ッ�ィ�デ�
チ�ッ�イ�ス�定�設�ド�ー�モ�電�停�
チ�ッ�イ�ス�え�替�り�切�ド�ー�ケ�ス�カ�

SNI チ�ッ�イ�ス�ス�ー�バ�リ�線�回� ]D/054RI[
チ�ッ�イ�ス�定�設�抗�抵�端�終� ]054RI[

能�機�断�診� 能�機�断�診�己�自�

源�電� 蔵�内�源�電�
V001CA ±� zH06/05%01

池�電�乾�三�単�リ�カ�ル�ア�、�時�ド�ー�モ�電�停� 6本�
グ�ロ�ナ�ア�（� A ）�能�可�作�動�ト�ー�ポ�

力�電�費�消� 約� W5.9 ）�大�最�（�

量�重�／�法�寸�形�外�
D/054RI

く�除�を�部�起�突�
く�除�を�池�電�乾�

054RI

件�条�用�使� 度�温�0～�04 度�湿�　�℃� 01 ～� HR%09 ICCV ス�ラ�ク� A

目�項� 成�構�び�よ�お�元�諸� 考�備�

約(W)205×(H)60×(D)158/0.80kg

約(W)205×(H)60×(D)158/0.71kg
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PC  
HUB

�

接続
� 電話

A
電話
B

電話
CDAT

A

I　　
　　
2　　

　　
3　　

　（
4）�

I 0  
BAS

E-T

手順

ON

ON

OFF

OFF

S
W

1

SW1

SW1 SW2

別売りオプション

AtermIR450/DにはS点ユニットがオプションで用意されていますので、ISDN機器を増設す

ることができます。

●S点ユニット（PC-IT/U02）

S点ユニットについて...

S点ユニットは、モジュラローゼットと同じはたらきをします。

S点ユニットには、2つのスイッチがあります。ISDN機器の接続のしかたによってスイッチ設

定が必要です。詳しくは添付の取扱説明書を参照してください。

S点ユニットの取り付けかた...

1 S点ユニットカバーを取り外します。

2 S点ユニットをガイドに沿って奥までしっかり差し込みます。

ガイド

SW1 ：終端抵抗をON/OFFします。

SW2 ：DSU機能をON/OFFします。

AtermIR450/Dのみ使用可能です。

高機能S 点ユニットは使用できません。
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付録　別売りオプション

3 S点ユニットカバーの中央のツメを折り、カバーを取り付けます。

・S点ユニット用カバーを取り外した際に、異物をスロット内部に入れないで

ください。故障の原因になります。

・はんだ面にふれないようにしてください。けがをするおそれがあります。

・取り付ける場合は、無理に押し込まないでください。
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保守上で必要となる貴重なものです。設置時に記入の上、大切に保管してください。�

※は初期値です。�

�

TA機能�

商品名(Lot No.) （　　　　　　　　　）�

ディップスイッチの内容�

OFF

ON
18

i・ナンバー�

i・ナンバー�

アナログAポート�

使用しない�

使用する�

[1]

自己サブアドレス[93]

情報通知サービス[10] 使用しない� ナンバーディスプレイを使用する�※�
停電時の着信[22] 着信する� 着信しない�※�
停電時のリンガ[22] リンガが鳴る� ブザーが鳴る�※�

サブアドレスなし着信[06] 着信する� 着信しない�※�

識別着信[03] 行わない� 行う�※�
HLC(高位レイヤ整合性)[04] HLCを設定しない� HLCを設定し、着信判定する� HLCを設定するが着信判定はしない�※�
フッキング検出タイマ[08] 短い� 普通� 長い�※�

※�
ダイヤル桁間タイマ[07] 5秒� 9秒� 11秒� 13秒�※�

通知する� 通知しない�

受話音量[12] 小� 中� 大�※�
キャッチホン[02] 使用しない� INSキャッチホン� 疑似キャッチホン�※�

キャッチホン[02] 使用しない� INSキャッチホン� 疑似キャッチホン�※�

接続機器[01] 電話� FAX/モデム� 接続しない(使用しない)※�

※�

発信者番号通知[09]

アナログポートA

i・ナンバー情報1

i・ナンバー情報2

アナログポートB

アナログポートC

データポート�

着信するポート�
A　B　C　データ� A　B　C　データ�

発信するポート�

グローバル着信�電話番号�

行わない� 行う� INSネット64の申込通り�※�

する� しない�

電話番号�

※�する� しない�

※�する� しない�
※�する� しない�

※�

ナンバーディスプレイの�
サブアドレスの通知�

アナログBポート�

発信者番号通知[09] 行わない� 行う� INSネット64の申込通り�※�
接続機器[01] 電話� FAX/モデム� 接続しない(使用しない)※�

受話音量[12] 中� 大�※�

サブアドレスなし着信[06] 着信する� 着信しない�※�
サブアドレスの通知[10] 通知する� 通知しない�※�
ダイヤル桁間タイマ[07] 5秒� 9秒� 11秒� 13秒�※�
フッキング検出タイマ[08] 短い� 普通� 長い�※�

HLC(高位レイヤ整合性)[04] HLCを設定しない� HLCを設定し、着信判定する� HLCを設定するが着信判定はしない�※�

自己サブアドレス[93]

[2]

識別着信[03] 行わない� 行う�※�

設定記入シート
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付録　設定記入シート

キャッチホン[02] 使用しない� INSキャッチホン� 疑似キャッチホン�※�

アナログCポート�

発信者番号通知[09] 行わない� 行う� INSネット64の申込通り�※�
接続機器[01] 電話� FAX/モデム� 接続しない(使用しない)※�

受話音量[12] 中� 大�※�

サブアドレスなし着信[06] 着信する� 着信しない�※�
サブアドレスの通知[10] 通知する� 通知しない�※�
ダイヤル桁間タイマ[07] 5秒� 9秒� 11秒� 13秒�※�
フッキング検出タイマ[08] 短い� 普通� 長い�※�

HLC(高位レイヤ整合性)[04] HLCを設定しない� HLCを設定し、着信判定する� HLCを設定するが着信判定はしない�※�

自己サブアドレス[93]

[2]

識別着信[03] 行わない� 行う�※�

�

アナログポート共通登録�[4] [5]

着信転送設定[27]

NTT着信転送時の�
トーキーサービス[27]

優先着信ポート[23] 指定しない� Aポート� Bポート�※�

三者通話[25] 使用しない� 使用しない�※�

内線通話・内線転送[24] しない� する�※�
LCDモード� 常に消灯�

自動 + データ通信中は常に点灯� 自動 + Bチャンネル使用中は常に点灯�
常に点灯� 自動�※�

LCD表示� 表示しない� 表示する�※�

通信中転送[26] 使用しない� 使用する�※�

データポート�

発信者番号通知� INSネット64申込に従う� 通知する� 通知しない�※�

サブアドレスなし着信� 着信する� 着信しない�※�

高位レイヤ整合性(HLC) 設定しない� 設定する�※�

※�

※�
※�

MP2本目の認証� しない� する�※�
ACCMの付加� しない� する�※�

リソースBOD する� しない�※�
スループットBOD する� しない�※�

スループットBODパラメータ�リンク追加算出時間� 秒�

リンク削除算出時間� 秒�

リンク追加しきい値� %

リンク削除しきい値� %

識別着信� 識別着信する� 識別着信しない�※�

自己サブアドレス�

着信転送元(0) の転送先(0) [40] [30]

着信転送元(1) の転送先(1) [41] [31]

着信転送元(2) の転送先(2) [42] [32]

無通信監視タイマ� 監視しない� 監視する� 分�※�

Cポート�

なし� 転送トーキーのみあり� 転送元トーキーのみあり� 両トーキーともにあり�※�

強制切断タイマ� 切断しない� 切断する� 時間�※�
常時ORとみなす�

※�

通信中のみパソコンのERを見る�ER信号� パソコンのERを見る�

通信中は常にCD-ONCD信号� ER-ON時に常にCD-ON
通信中は常にDR-ONDR信号� ER-ON時に常にDR-ON

点滅させる�
UUIメール着信時の�
ランプの点滅� 点滅させない�

※�点滅させる�
電子メール着信時の�
ランプの点滅� 点滅させない�
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サブアドレス・セパレータ� / ＃� ＊�※�
スティルスコールバック� コールバックしない� コールバックする�※�

短縮番号登録�

着信指定� TAに着信する� TAに着信しない�※�
ルータに着信する� ルータに着信しない�※�

0

1
2
3
4
5
6
7
8
9

相手の名前� 相手アドレス� 相手サブアドレス�

0

1
2
3
4
5
6
7
8
9

ターゲット� マスク� ゲートウェイ�

ルータ機能�
■プロバイダ/接続先�

●デフォルトルート�

●スタティックルーティングの設定�

デフォルトルート�

IPアドレス�

�
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ユーザ情報�

サーバ情報�

ログイン ID

ログインパスワード�

INSネット64 OCNエコノミー�※�
なし� 自動� PAP CHAP※�

接続先電話番号�
接続先サブアドレスアドレス�
回線種別�
認証方式�

自動切断設定�

監視する� 監視しない�※�
切断する�

分�
時間� 切断しない�※�

※�
※�

無通信監視タイマ�
強制切断タイマ�

MP・BOD設定�

行わない� 行う�※�
行わない� 行う�※�
行わない� 行う�※�

マルチリンク通信�
リソースBOD

スループットBOD

プロトコル・回線設定�

使用する� 使用しない�※�
端末型� LAN型�※�
使用する� 使用しない�※�

アドバスドNAT

使用する� 使用しない�※�LZS圧縮�

接続モード�
BACP

コールバック�

使用する� 使用しない�※�MS-CBCP

する� しない�※�

コールバック先電話番号�
コールバック先サブアドレス�

着信設定�

相手からの通信許可�
受信ID
受信パスワード�

接続先アドレス設定�

WAN、自側 IPアドレス�
WAN、自側アドレスマスク�
相手IPアドレス�
相手ネットワークアドレス�
相手アドレスマスク�

接続先ドメイン名�
プライマリDNS

セカンダリDNS

登録名� 登録名�

登録名称�

リンク追加算出時間� 秒�

リンク削除算出時間� 秒�

リンク追加しきい値� %

リンク削除しきい値� %

INSネット64 OCNエコノミー�※�
なし� 自動� PAP CHAP※�

監視する� 監視しない�
切断する�

分�
時間� 切断しない�

行わない� 行う�※�
行わない� 行う�※�
行わない� 行う�※�

使用する� 使用しない�※�
端末型� LAN型�※�
使用する� 使用しない�※�

使用する� 使用しない�※�

使用する� 使用しない�※�

する� しない�※�

リンク追加算出時間� 秒�

リンク削除算出時間� 秒�

リンク追加しきい値� %

リンク削除しきい値� %

●接続先の登録�
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IPアドレス�

DHPサーバ機能�

IR450のIPアドレス�

IR450のネットワークマスク�

使用する� 使用しない�※�DHPサーバ機能�
割り当て開始IPアドレス�
割り当てアドレス数�
リースタイム�

フィルタ設定1

宛先アドレス� 送信元アドレス�アドレス属性�

下り(回線→LAN) 上り(LAN→回線) 上り・下り両方�パケットの方向�

アドレス�
ネットワークマスク�

ポート番号(範囲指定・先頭)

ポート番号(範囲指定・末尾)

フィルタ設定2

宛先アドレス� 送信元アドレス�アドレス属性�

下り(回線→LAN) 上り(LAN→回線) 上り・下り両方�パケットの方向�

アドレス�
ネットワークマスク�

ポート番号(範囲指定・先頭)
ポート番号(範囲指定・末尾)

フィルタ設定3

宛先アドレス� 送信元アドレス�アドレス属性�

下り(回線→LAN) 上り(LAN→回線) 上り・下り両方�パケットの方向�

アドレス�
ネットワークマスク�

ポート番号(範囲指定・先頭)

ポート番号(範囲指定・末尾)

フィルタ設定4

宛先アドレス� 送信元アドレス�アドレス属性�

下り(回線→LAN) 上り(LAN→回線) 上り・下り両方�パケットの方向�

アドレス�
ネットワークマスク�

ポート番号(範囲指定・先頭)
ポート番号(範囲指定・末尾)

フィルタ設定5

宛先アドレス� 送信元アドレス�アドレス属性�

下り(回線→LAN) 上り(LAN→回線) 上り・下り両方�パケットの方向�

アドレス�
ネットワークマスク�

ポート番号(範囲指定・先頭)
ポート番号(範囲指定・末尾)

フィルタリング機能の設定�

使用する� 使用しない�※�
通過させる� 使用しない�※�

フィルタリング機能の使用の有無�

ICMPパケット�

■ルータ本体のLAN設定�

●IPアドレス/DHCPサーバ�

●フィルタリング�
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設定1

使用する� 使用しない�※�

※�
※�
※�

TCP UDP

DNSフォワーディング機能�

ドメイン名�

LAN側サーバアドレス1
LAN側サーバアドレス2

IPアドレス�

ポート番号�

プロトコル�

●DNSフォワーディング�

●アドバンスドNATオプション�

●ISDN設定�

行う� 行わない� INS64の契約に従う�発信番号通知�
行う� 行わない�グローバル着信�
行う� 行わない�サブアドレス無し着信�

電話番号�
サブアドレス�

■ルータ本体のISDN設定�

�

TCP UDP

IPアドレス�

ポート番号�

プロトコル�

�

TCP UDP

IPアドレス�

ポート番号�

プロトコル�

�

TCP UDP

IPアドレス�

ポート番号�

プロトコル�

�

TCP UDP

IPアドレス�

ポート番号�

プロトコル�

�

設定3

設定4

設定5

設定2



347

索引

A
AtermStation　304
ATコマンド　262

B
BACP　69
BIGLOBE　236
BOD　157

C
CD　270
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Macintosh　48
Windows　22
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DNSフォワーディング　84
DR信号　272
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Macintosh　48
Windows　22
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ER信号　262, 270
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Windows　22
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H
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電話機を利用した設定　124
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Windows　12

IPアドレス　187
Atermの IPアドレスを変更する　170
パソコンの IPアドレス確認

Window98/Windows95　203
WindowsNT4.0　199

パソコンの IPアドレスを自動で設定　187
パソコンの IPアドレスを手動で設定　195

L
LZS　69

M
MP　156
MP・BOD　66

N
NetBIOS　114, 205
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R
RASサーバ接続　225



348

S
S点ユニット　339

U
UUIメール　234, 235

W
WWWブラウザ　50
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マ

マルチアクセス　206
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持ち込み修理　300
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